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同じ建て坪なら

ー

事 務 所 ・工 場 ・合! 車など、中 712構 造 物 の 建 築 を ご 計 画 中 な ら 、 ぜ ひ 、 住 友 の プ レ ハ ブ

骨 組 〈ス ミ フ レ ー ム V } を ご 利 用 く だ さ し、。 中 性 が 不 要 て ¥ 問 11 、同 内 ス ペ ー ス が

広くとれ、同じ建て坪なら、まず、情くやらいに活用でき、合理的です 。 強 靭 で 耐 久 性

に 富 み 、 建 築 も 簡 単。 360荷 以 上 の 標 準 設 計 を 用 意 し て い ま す 。

'， .  
。 健 友 会 居

住 友 金 属 工 業 株 式 会 社

住 友 の プ レ ハ ブ 骨 粗
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謹 賀 新 年

1 9 6 8  

新しい年を迎えて
日本建築協会会長 東 畑 謙 三

新しい年を迎え気持ちを新たにするのは毎年頭のニととはいえ、

業界進展の一つの節ができると思えば、また一入と気持が引きし

まる思いである。万博もいよいよ近づき、旧年は何だか追込まれ

るような気持ちであったが、実は建築界も声のみ盛んで量はそれ

ほどでもなく、一方仕事は、片より勝ちで入手は不足という状態

で、一年を送ったのであった。

建築界の発展は一つに経済力の発展に左右されるものだが、最近

わが国経済力も世界の大国のーっとしての様相をそなえて来たの

であるが、わが国の建築の量ならびに賀においても、また世界の先

進国としての地歩を占めてきたことは慶びにたえない。これに対

し、鉄鋼、セメント等の主要建築材料の生産も目ざまし〈、やや

もすれば生産過剰となっているのに反し、建築労働力が不足勝ち

になっているのが現状である。

この事実が建築費の高騰、建設期間の遅延となって表われ始めた

と言えよう 。 ニれを裏返して考えるならば、他産業は近代化が進

んでいるのに比して、わが建築界には今なお一部に近代化のおく

れている場合があるのではなかろうか。

本年度は業界はひとし〈ニの方面の研究をしなければならぬ。近

代化は建築界に関する限り、労務関係が新年度の最大の課題であ

ろう 。

日本建築協会は建築と社会とのつながりの上に既に50年を経過し

た。古きものにありがちな硬直化をつつしまなければならぬ。下

半世紀の第一年を迎えたという新鮮な気持ちで会を通じて業界の

発展のため努力をしたいものである 。



名 屋商工会議所ビル

昭和42年中に竣工した新盤築・ P R (名古

設 計

所 在 地

延 面 積

精進規線

工 期

日 建 設 計 工 務 株 式 会 社

名古屋市中区栄 町 2 丁目 10

26. 90伽 2

SRC_  B2_  l lF .  P  3  

昭和 41年 2 月ー昭和42年 10月
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施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 唐 名 古 屋 支 庖 株式会社大林組名古屋支庖共同企業体

令

昭和42年中に竣工した新建築・ P R <名古屋〉一一一



名城大学理工学部

施 工 鹿 島 建 設 株 式 会 社 名 古 屋 支 庖

昭和42年中に綾エした新建築・ PR (名古慶〉

設 計

所 在 地

建築面積

延 面 積

精進規模

工 期

丹 羽 英 二 建 築 設 計 事 務 所

名古屋市昭和区天白町 八事裏山 69

3，100.231m'  

12，546.823m'  

RC、一部SRC、81 、4F、P 1  

昭和41年 3 月ー昭和42年 3 月

ーー
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• 
所 在 地 三重県松阪市京町 5 1  0番地

建築蘭千向 上053. 03m'

第三相互銀行本庖

延 関 税 6，615.9加"

構造規模 R C 、 B 1 、 5 F 、 P 1  

工 期 昭 和41年 7 月ー昭和42年 9 月
設計施工清水建設株式会社名古屋支庖

‘  

に峻エした新建築 ・PR <名古屋〉一一一一



桜井寺本堂

施 工 株 式 会 社 j菱沼組

和42年中に積エした新建築・ P R

設 計村野 Ｔｴ 建築 Ｔｾ 務所

所 在 地 奈 良 県 五 条 市

本 立 R C 、 1 F 、 30伽 2

会 館 S R C I F 、 216目伽2

1ポ 裳 木造. 221.伽 2

そ の 他 鈍楼・総磁 ・山門

工 期 昭 和41年 2 月~昭和42年 10月

，ー
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数 百十 丹 下 健三十都市・建築設計研究所

所在地兵庫県三原郡南淡町阿万大見山山上

記 念 塔 R C、高さ 25 m 

付属建物 R C 、B 1、l F 、

一部中 2階 、 延 1，27相 2

工 期 昭 和40年12月~昭和42年 9 月

戦没学徒記念若人之広場

施 工 株 式 会 社 大 林 組

昭和42年中に唆エした新. 築 ・P R



大津市庁舎

施 工 清 水 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 唐

一一一一昭和421手中に媛工した新遺築・ P R

設 計 佐 藤 武 夫 設 計 事 務 所

所 在 地 滋賀県大湾市御陵町 3 番 1号

建築荷積
3，836m'  

延 面 積
14，345m'  

構造規模 S R C 、B 1 、5 F 、P 2

工 期 昭 和40年 1. 2月ー昭和42年 3 月

• 

'  
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• 
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設 計

所 在 地

建築商機

延 面 積

櫛造規模

工 期

富 家 建 築 事 務 所

京都市南区 吉祥 院 中 島 町29

2，290.66m
2  

20，499. 43m
2  

S R C 、B 1 、 7 F 、P 2

昭和41年 11月~昭和42年 11月

ワ コ ー ル 本 社 ビ ル

施 工 戸田建設株式会社大阪支届

昭和42年中に唆工した新建築・ P R一一一ー



大阪芸術大学 ( 二期)

施 工 大 成 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 唐

42年中に唆工した新建築 ・P R

設 計

ii l T 在 地

建築而俄

延 而 m

m造規模

工 期

第 一 工 房 階 造 計 画 研 究 所

大阪府南河内郡河南町金剛台

2，245. 94m'  

4，200.0印が

R C ，P S 楠造、梁P .C . L24 m

昭和41年 9 月ー昭和42年 3 月

ー，
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所 在 地 大 阪 府 門 真 市 大 字 門 以 8 3  8  

建築而似 l1 ，421 .53m
2  

延 Ifli 秘 13，901. 86m
2  

椛造規t臭 事 務 所 棟 R C 、2 F 、

工場棟 SRC、1F (外壁 RC、t量級 S)

エ Jtl I  昭和41年 11月~昭和42年 5 月

中川電機門 真工場

設計施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

昭和42年中に績 工した新建築 ・P R一一一



兵庫農科大学専門教育校舎

施 工 株 式 会 社 銭 高 組

一一一一昭和42年中 に綾エした新建築 ・P R

段 官十側教育箱設研究所、

兵 庫 県 建 築 部 営 綿 諜

所 在 地 神 戸 市 滋 区 六 甲 台 町 2

延 面 積 13.236. 31m'  

締造規模 R C 、 l F - 6 F 、 5棟

工 期 昭 和41年 9 月~昭和42年 10月

.'  

• 

• 
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設 計 郵 政 大 臣 官 房 建 築 部

所 在 地 神戸市生田区栄町 6 丁目 1 9  

建築面積 2，622 .55
m

'  

延 面 積 16，岳38.47m'

t構造規模 S R C ，B l ，5 F ，P l  

工 期 昭和41年 3 月ー昭和42年10月

神戸中央郵便局

施 工 鹿 島 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 庖

昭和42年中に峻工した新建築・ P R一一一



住友銀行大阪厚生会館

施 工 株 式 会 社 鴻 池 組

に竣 工した新建築 . P R

設 計

所 在 地

建 築 商 機

延 面 干

機i主規線

工 期

日 建 設 計 工 務 保 式 会 社

大阪市西区江戸場上過 2 - 47 

98B.435m
2  

4，685.048m
2  

R C ， B 1 ， 5 F ， P 2  

昭和41年 8 月~昭和42年 11河

• 

• 

• 
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設 計 宮 家 建 築 必 務 所

所 在 地 和 歌 山 県 西 牟 嬰 郡 白 浜 町1821

延 面 積 30，098. 1伽 2

精進規模 S  R  C ， B  1 ， 10F ， P  3  

工 期 昭 和41年 5 月~昭和42年 8 月

ハイプレイランド「天山閣」

施 工 株 式 会 社 藤 田 組 大 阪 支 庖

に峻工した新建築・ P R一一



近畿大学商経学部学舎

施 工 株 式 会 社 松 村 組

ーー一昭和42年中に綬工した新建築 ・p

設 計

所 在 地

延面干町

村i造規脱

エ JUl

出 家 主 I ! 築 事 務 所

大阪府東大阪市小若江 3 2  1  

19，724.5  m'  

S R C ， 8 F  ，P 2  

昭和40年 12月ー昭和42年 4 月

ー，

• 

• 
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• 

自主 計 財団法人蓮華研究凶金一級建畢士事務所

(京都大洋工学部建築学教室内)

所者E J也 西 宮 市 六 湛 寺 町 10番 11 号

建築面積 2，062.29m'  

延 面 積 7，187.5釦"

4構造規模 R C ，一部 S ，B 1 ，6 F ，

中 6 階、 P 付

工 期 昭 和40年12月~昭和42年 3 月

西宮市民会館

施 工 株 式 会 社 新 井 組

昭和 ＴＲｾ 手中に稜エした新建築 ・ ｐ



• 

大阪日産自動車株) 本社社屋

所 在 地 大 阪 市 福 島 区 下 街 ぬ 1 の 4

建築面積 1. 204 . 15伽"

延 面 積 6，077.  ＵＷｾ Ｇ＠

m造規綴 R C、 5 F 、 P 2  

高 さ 池上28. 000m

工 期 昭 和42年 3 月~昭和42年 10月

設計施工不ニ建設株式会社

• 
に竣工した新建築・ P



• 
監 理 阪 神 電 気 鉄 道 株 式 会 社

施 工 阪 神 土 木 工 業 株 式 会 社 西阪神ビル

所 校 地 大 阪 市 北 区 梅 岡 町 8 番地の 1

ｻｊＡ ｾｉ 前納 3，50知子

延 部 微 ・42，064m'

構造吉見限 S  R  C ， B  4 ， 15F ， P  3  
設 計 日 建 設 計 工 務 株 式 会 社

竣 工 昭和42年 4 月

ー，

昭和42年中 に緩エした新建築 ・P R一一一一



• 

• 

大阪商業大学図書館

施 工 村 本 建 設 徐 式 会 社 大 阪 支 庖

建築面積 967. 0伽 2

延 商 機 2，703 .00m'  

m進規模 R C ， B l ， 3 F  

設計監理株式会社竹内建築事務所

工 期 昭 和41年 11月~昭和42年 7 月

• 
中に竣 工 した新建築・ P



• 

• 

監 理 日 本 住 宅 公 団 名 古 屋 支 所

名 鉄 不 動 産 株 式 会 社

施 工 戸 田 建 設 株 式 会 社

所 在 地 名古 屋 市 西 区 又 穂町 2 ー 1

敷地面積 33，140. 982m'  

床延面積 住宅面積 51 ，258.9初 l '

施設面積 3，891. 2釦l '

工 期 昭 和40年 5 月ー昭和42年 5 月

又穂公団アパート

設 計 株 式 会 社 大 阪 建 築 事 務 所

に唆工した新建築 ・P R一一一一一ー



社 団 法 人 京 都 府 農 協 会 館

設計株式会社東畑建築事務所

に簸 エ した新建築 ・P R

構造設計

施 工

所 在 地

建築面積

延 面 積

権造規模

工 期

、h  

Ｇ Ｎ ｾＮｾ＠
ｾ Ｎ ，＠

怯と

. 建 築 訟 計 事 務 所

西 松 建 設 株 式 会 社

京都市南区東九条西山王町 2

1，17伽"

7，07伽"

R C ， B 1 ， 5 F ， P 3  

昭和41年 9 月ー昭和 42.if. 8 月

ーー

引

ード

• 

• 



• 

"  

施 工 株 式 会 社 鴻 池 組

所 在 地 大 阪 府 寝 屋 川 市 大 字 太 習 を

建築面積 2.975m'  

延 面 積 13.  537m'  

構造規模 S R C .  B 2 .  4 1". P 3  

軒高 21. 76m 

工 期 昭 和40年 9 月ー昭和42年 6 月

大阪市水道局豊野浄水場本館

設 計 株 式 会 社 昭 和 設 計 事 務 所

昭和42年中に竣工した新建築 ・P R一一一一ー『



神戸楠公前ビル

設計株式会社安井建築設計事務所

昭和42年中に竣工した新建築・ P R

施 工

所 在 地

建築面積

延 商 機

械造規桜

工 期

鹿 島 建 設 株 式 会 社

神戸 市 生 田 区 多 開 通 3 丁目

646.92m'  

4，751. 78m'  

R C ， B 1 ， 6 F ， P 2  

昭和 41年 12月ー昭和42年 12月

• 

司F



床材の総合メーカー

洗練された美しさがマチコタイルの生命 スキ ッ

とした美しさ・ ・・ マチコタイ j レだけが表現できるフ

ロアカラー。独特のカ ラーが、インテリアデザイ

ンを、みごとに、 新鮮に演出します 。

品質の良さは、すでに、欧米でも実証すみ マチコ

タイルは美しいだけでなく、耐摩耗性、耐薬品性

歩行感などにす ぐれ、品質の面で も、折り紙っき 。

インテリアデザイ ン時代を リードするドイ ツや イ

タリアなどでもド シ ドシ使われています 。

マ 手3

リノリ ューム ・リノ空イル ・マチコヲ イル・ナイ アン空イ ル総発売元

東洋リノリユーム株式会社

本 社 大 阪 市 南 区l慎慶町通り 4 の2 5 三和ピル

札幌/ 仙台/ 東京/ 長野/ 名古屋/ 広島/ 高松/ 福岡

• 

• 
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風にいどむガラス

旭硝子は，建築におけるカ、、ラスの性能と構法の研究開発をつ

づけています. 高所におけるガラスの耐風圧性能に関する独

自の研究もそのひとつで，超高層建築の設計に不可欠のデー

ターを集積することができました.

旭硝子研究所の世界最大の耐風圧試験機( 高さ 6 . 3m，幅 6. 5m)

も，この研究に大きく貢献しました. 実物のカーテンウオー

ルを取付けてa テストできるこの大型試験機は旭硝子の開発し

た脈動方式を採用，息のある本物の風と同様の脈動する風圧

を再現でき，また水密テストも同時に行なえる画期的なもの

です.

旭硝子では，この風圧に関する諸研究のほかにも ，建 築 の 設

計にフィードパ γ クする基礎研究. そして新構法の開発に努

力しでいます.

4 耐風圧実験で. 縞模様の歪曲で風圧による

ガラスの歪をとらえた写真

旭 硝 子

本 社 東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内 2- 14 T  E  L  (2 11 ) 0411 大 代 表

大 阪 支I苫 大 阪 市 北 区 堂 島 船 大 工 町53 T E L ( 3 6 3 ) 1 1 2 1大 代 表

( 毎日大阪会館)

司島

予

• 

.， 



4飽

ｾ＠

岨除

調.

常温で使えるアスフアルト

コ ｾｊ トコート

屋根防水工事に

世界各地で40年間の実績があり 、

その安全性には定評があ りま す。

床工事に

セ メン ト、 砂 、砕石 と混合 した独

得の床で、 一例をあげると各地 日

本専売公社の倉庫の床に採用され

ております 。

(株 ) シェル石油大阪発売所

大阪 (302)5937

東京 (535)5616

福 岡 (29)8631 

己IJL眉j自

シェル石油アスフ アルト 部 東京都千代田区丸の内 2- 3 T Eし(212)4371大代表

27 
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機械台座用材

Ｑｾｾ ＮＱ ｧｾ ＭＡｊ＠

美装塗床仕上材

ヨ ｦｾＱ ゴー

不燃性吸音材

ヨヨヨザ ト
• 

照明器具各種

コンクリート用接着補修材

司自ートｩｉｉｾーＭ

九 ｾＧｉＧｉａ B  C 商 会

市併

大阪支社

大阪市西区京町堀 1- 126 

T  E  L  443- 0  7  3  1  (代 )

水島営業所

T E L 倉敷44- 8  9  1  2  

四国営業所

T E L 高松31- 3  5  3  9  

4-

姫 路 A B C商 会

T E L 姫 路25- 1  5  0  5  

中国 A B C 商 会

，.， 

28 
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日 新 の 新 製 品

ト>く べ ン タ イ

ホi皇室-Sミ。現 代 建 築 が
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当 社 独 自 の 技 術 で 開 発 し た

ッ キ 処理 鋼 板 て 寸 。 特 に 湿 気

常 に 、

トは: 、

特 殊 亜 鉛 メ

の 多 い 我 が 国 で は 、

ペ ン タ イ

鉄の金秀に

こ才しをな や ま さ れ て い ま す が 、

月 星 印

腐 食 の 心 配 が い り ま せ ん ・

すで

加 工 性 に 富 ん で い ま す ・

一 気 に 解 決 じ た の が 、

塗 装 に 最 適 で す - - "_ .  

コ ス ト ダ ウ ン を

も た ら し ま す - -_ . -

ペ ン タ イ

4.  

5 .  

2 .  

3 .  

ｾ＠

... 

29 

日新製鋼株式曾紅

本 社 点 以 打 Ｑ Ｑ 中 央 ｉ ｾ 八丁場 Ａ 4  T  rr 3  1件 J 也 T E L ｾ Ａ， ［ Ｈ ＵＵＲ Ｉ 大代点 Ｑ Ｑ ＱＱ

大 阪 支 社 大 阪 市 点 l正 大 川 町 1 1件 J 也 { 勧 銀 ピ ル ) T E L  大阪 Ｈ ＲＰＲ Ｉ 大 ｦｾ ｊ ，ミ Ｑ ＳＺｬ Ｑ

名 古 屋 支 l苫 1' 1  r'i }; { rl j  中 村 l正 供 向 町 1 i  11 2 2 11引 也 2 (  ｾ Ｎ ｾｾ＠ IJ I ビ ル ) T E L  ?，，，' ，hH 5 8 2 )  ｪｾ ｊ＼ ＶＰＶ Ｑ＠

営 柴 所 札 附 ( 24 ) 7524  "五 山 ( 47 ) ｾ Ｔ ＵＶ＠ 八 嶋 ( 67 ) 42: 35 I;，¥[吋 ( 28 ) 5304  

司酔
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〈新発売) ｾｊｉ ， ヲｾｾイル ｵｍＢ
日本の感覚“ M " タ イ ル 一 一 気 品 と 風 格 の あ ふ れ る 床

.  
， 

風 格 あ る ビル づ く り に一 一 いままで、これほど気品のある床材があ ったでし ょうか。 みなさまに

は 初 お 目 見 え の 色 と 模 様。 い つ ま で も ア キ の こ な い の が 特 長 で す 。

風 格 あ る ビ ル っ く り に せ.ひ欠かせません 。

f憂 れ た 品質 と 性 能 で一一ー ますます高級化する 最 近 の イ ン テ リ ア ・デ ザ イ ン が こ の 床 材 を 求 め

ていたのです 。 床 材 で い ち ば ん 経験 の 深 い 田 島応 用 化工。 そのf憂れ

た 技 術 と 経験 でついに 登場 さ せ ま し た 。

- 色 と 模 様 は 12種 類一 豪華 な 見 本 帖 を 用意 してお ります。ノ、ガキにてお申し込みくださし、 。

ＺＢ写実ｾ，ｦ t ι Pの

田 島 応 用 化 工 株 式 会 社

東 京 / 千 代 田 区 岩 本 町3一 11 T Eし866- 6101 (代 ) 大 阪 / 西 区 京 町 堀 1- 74 T E L 441 - 5951 (代 )

• 

ー:'p-

4-

.-



ω  
東 ・ 西 ア ス 協 組 統 一 年 限 仕 様 確 立

。
ヰ寺 言午

aa‘  

v  
• 
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• 

寸"

合 成 維 繊 の 不 織 布 に ア ス タ イ ト を タ ッ プ リ と 含 浸 さ せ た 特 許 製

品 で 、 い わ ば ア ス タ イ トの 層 に 維 繊 が内 在 す る 〈 プ レ ハ ブ 防 水

被 膜〉 と も い え る 防 水 補 強 材 の 決 定 版 で す 。

下 地 屯 裂 に 順 応す る 延伸 性の ほ か 、 低 温 で も 脆 化 し な い 柔 軟性、

粘 り と 強 靭 性 、 腐 朽 ・ 老 化 し な い ず ば ぬ け た 耐 候 ・耐 久 性 な ど

宇甫ｾｾ並キオとして王盟悲 Ｑ 的なヰ寺 ｴ￭ をもっています 。

ｾＪ命 ､ 降、 ιｹ イド

⑪ ⑪ 

特 殊 な 製 法 に よ っ て っ く り だ さ れ る 最 高 の 防 水 材 で 、 一 般 の 合

成 樹脂 に も ま さ る 画 期 的 な 特 性 を も ち 、 〈黒 い プ ラ ス チ ック 〉 と

も い え る も の で す 。

耐 候 ・耐 久 性 、 温 度 に よ っ て 硬化 ・I欧 化 し な い l幅 広 い 温度 特 性

加 熱 安 定 性 、 強 い 粘着 性 、 適 度 な 塑 性 流動 性 な ど 、 防 水 材 と し

て 要 求 さ れ る あ ら ゆ る 持 性 を そ な え て い ま す

争ｾ

? 芳 φィふ

争ｾ

.. 

す ぐ れ た 性 能 の ア ス タ イト と、 特 許 ・補 強 材 強 力 ギ ル ソ イ ドを

組 み 合 わ せ た 防 水 層 は 、 そ の 相 乗 効 果 に よ っ て 、 ど ん な き び し

い 自 然 条 件 に も よ く 耐 え て 、 老化 ・変 質 す る こ と な く 、破 損 ・

漏 水 な ど の 事 故 を お こ さ な い 〈最 高 の 防 水 層 〉 で す

... ，ι. ' P食給水

約 件

ア ル ト 事 業 協 同 組 合

ル 卜 事 業 協 同 組 合

東 日 本 ア ス フ

西 日 本 ア ス フ

建設省東言十65号認可

31  

T E L 代 表 ( 866) 6  1  0  1  

T E L 代 表 ( 441) 5  9  5  1  

名 古 屋 ・ T E  L  ( 571) 6361 

岡 山 . T E  L  ( 24)  2692  

ア

京 ・千 代 田 区 岩 本 IIIJ 3 の 1 1 の 1 3 田 島 応 用 内

阪 ・大 阪 市 西 区 京 111丁 堀 1 の 7 4  

幌・ T E  L  ( 22 )  6038 仙 台 ・ T E  L  ( 22 )  6413  

岡 . T  E  L  ( 28)  2807 広 島 ・ T E  L  ( 21)  2281  

建設省阪建22号認可

東

大

札

福

司ー



の 製 品 に は ・ ・

日本住宅 公 団 指 定 規 格 品 且園田、、 」、凶l

ｄｒ ・ ｂＴＴ Ｑ［［ｾニ ｊ

. デ ル リ ン ブ ッ シ ュ 入

平 頭 角 型 ギ ボ シ 丁 番

寸 法 (m/m)

寸そ 十両

n乎 1' ， 

I止 IIJ  

A  B  

89' %. ( 3) 1)  89  89  

102' %. (  4  )  102  102 

127私 ( 5  )  127 127 

R A  システム

. R A シ ス テ ム ( 90・抜け芯装置付) です

・ ドアーの IJf. JI!!-J 時 に 背 を 立 て な い 。

・ 長 期 の { 史 問 に も 摩 耗 す る 事 が な い 0

・1主 油 の 必 要 が な い 。

・温 度 の 急 激 な 変 化 に も 耐 え ら れ る

. fi 街25宅にも日立円、

・完 全 防 釘i の ボ ン デ ラ イ ズ 焼H 塗 装 で あ る 。

ナ プ

fi収.t 
t反 ッ すト ' Y S W A  鋼

j早: ク f王 コノ C I NC  H  
j レ ユ

C  D  E  F  G  

J I S  

C 3 3 0 7  

2. 5 12. 3 4. 5  1. 6  29  S PI-I - 1  

2 . 8  13. 0 4 . 5 1. 6  32 S PI ト 1

3. 2 14 . 7 5. 0  1. 6  39 S PI-I- 1  

卜 t心、イナ イミ捻(. JI S . s I I 12  

1-1 .  1  イヌ数 λ; サ 1，_(-tJ-

10 X  6  6  4 . 5 25 

10. 5X 6. 2  8  4. 8 25 

12 X 6. 7 10  5. 1  32 

- 錐 でガ ゴ ド ( 下 穴 ) を 設 け る 必 要 が な い 。

木ネジの革命亥侃イヲー

・全ネ ジ 式ですから? を; ＭＱＱＭが良く振宙 ｾ ｊ のために

f友 け て く る よ う な こ と は な い 。

. J n 状の音11分で木白11へ交〉とした iik合 が，'1'，;.1とる

のでドライノ〈ーの Ｋ黄 ｩ 骨 り がなく製品を ｩｾ［ｽ め

ず に 固 定 出 来 る 。

・表 面 硬 化 を し て あ る た め に ネ ジ 1[1 の4政 相 が

少なく 反 復 作 用 によく l耐え ます 。

※ ミア ー ト ミ の ヒ ン ジ の 中 Rl &品 n j二 ( D Iミー844.

R- 64_  S  T - 84.  S  T - S  L - 84- 1)  (こ l立

ス パイ ラ ー が 附 属 さ れ て い ま す 。

? ジ芳三27f E Wι シ究ター・米国 FHA糊

- 自 然 換 気 に よ り 室 内 の 空 気 は い つ

も互lさやか。 1レ ジ ス タ ー

・ 室内冷 ｮ ｾ 房の保温調節が容易 。 ｉｎｯ ｟ ＵＵ Ｍ ｒ

・ シャ y ター 120・ 迄 自 復 調 節止 め付 。

・錆 の 発 生 、 変 色 が な く 温 度 の 日 い

所、 パ ス ル ー ム 等 に も 安 心 し て 使

用 出 来 る 。

・ ス ッ キ リ と し た デ ザ イ ン 中 間色 の

務 ち つ い た 色 利。

・風 雨 の|晒 す場 所 で も 雨 の 11欠 込 む 心 クリ 11.-

自己カずなし、 。 N o. 5 5 - G

・ ソフ トシー トに で 取 付 け の 際 の ガ 防 虫 網 付

夕 つ き が な く 、 完 全 密 着 取付 け 施

工 が出 来 る 。

- =器F ー-=
a・・・園田軍園田園圃

A 盟置園田恒薗置巴・・・

a盟国匝盟哩型空里里-

a盟国司・自E 堅固圃・-

. e : 呈塁塁望聖ヨ

G 砂

.，.) 1 5規格表示許可工場 日本住宅 公団指定メ ーカー

承 知 工 業 株 式 会 社

32 

取 付 部 分 切 込 み 寸 法 ' %. ( 吋 )

縦 | 償

150  ( 6  ")  

150 ( 6  " )  

150  ( 6 つ

260  ( 10")  

3 10 ( 12"  

360  ( 14 ")  

C  取 f寸 部 分 切 込 み 寸 法 悦 ( 吋 )

縦 | 繍

150  ( 6  " )  

150  ( 6 つ

150  (  6  " )  

260 ( 10")  

310 ( 12つ

360  ( 14 ")  

表 面 桓 寸 法 ( ' %. )

縦 1 !黄

195 

195  

195 

295 

345  

395 

表 面 板 寸 法 (' %. )

縦 | 機

195 

195  

195 

295 

345  

395  

斑 欽 筋11'_' 毛の お，' flI l hl の 換 気 、 冷 暖 房 銭 円 の 通 胤 11 に は川氾( ( ，'.)な

峨人、掛 ict の レジスタ ー、グリル をセ y トして{ 止 I11くど さ い 。

.  本… 社一大… 阜版悶吋矢矧叩柄仰図町…T引 川lげ 川2 8  一
工 i場畠 東 大 阪 市 布 市 町 5 0  T E L 牧 岡 (ωB引lけ) 5  5  6  6  

E東旺 京 東 京 都 中 央区 臼本憎本図T刊4一4 T E L ;;東巨京 (何663司) 6  7  4  8  

営 操 所 ( ワ ラ ウ ン ビ Jルレ内)

• 

理ト

.. 

.. 



N E W * S T A R  

ドアチェ y ク 60シリー ス

ドアチ ェック 80シリース

冶

ドアチ ェック 70シリース、

• 

米 品質性能とな照祭スライド式

ｺ ＺＺＺｺＮ ースター ｆ ＺｩＧＧＧペ ｌＭｾ

フロアヒ ンシ

その他

ラパ卜リ ヒンジ

ピポ ッ トヒ ンジ

トアハンドル

.. 

上枠断面懸吊要領

内

8

1

1

1

1

1

1

1

i

l

l

l

1

1

1

ι

o

h

h

N

 

酒

、
、

片引き戸内観図

司ー

議 ｾ ｰ .t it lj ¥. 'l' ヲて ドさい.

535 

刻印 ti .t NSL - 4の地合1:

6佃

" 変更 され! 1 ・

. ニュース タースライド式ドアオペレーターの特徴

・油圧の長所と電気式の利点とを組合せた新製品です 0 ・j山圧談 i位がつ いているために降j る迷皮が 「ゆるく J r なめらかJ です。 ・パルプの治] 盤

でl羽る速度が自由に変えられます。 ・閉 る手 前 でー且止って、その后ゆるく I!J 'J ります。 ・停電の場合、すぐに手で経く J1fll 羽が出来ます。 . i面絡 が

安〈 、別途工事がほとんどな い。 ・l J X 付工事、保守が非常に簡単です 。

レール取付信例図

日本ド7一子工vク製造株式曾社

本社工場大阪市生野区ｾｾ矢柄町 Ｒ 2  2 電 話 ( 06) ( 758)  1 2 5 1  ( 代)

東 京 支 1苫 東 京 都 千 代 田 区 神 田 小JII 町 2- 12( 侶 愛 ピ ル ) 電 話 ( 03) ( 293)  4 8 3 1  - 5  

札 幌 出 張 所 札 帆 市 月 軍事 中 央 通 り 丹 謀 3 1  4 ー 1 ｭ ｾ 舌 Ｈ ＰＱＲＲ ＩＨ ＸＶ Ｉ 8 2 5 5  - 6  

仙 台 出 張 所 仙 台 市 北 6 帯 丁 1 8 7 電 話 ( 0222)( 34 ) 6  0  4  9  

名 古 屋 出 張 所 名 古 屋 市 北 区 浪 打 町 2 - 8 0 - 2 電 話 ( 052)( 981) 7 5 3 1  - 3  

広 島 出 張 所 広 島 県 安 佐 郡 佐 東 町 総 弁 2 0 5 電 話( 08287)( 7  )  1  6  1  1  

福 岡 出 張 所 稲 問 市 天 神 4 丁 目 4 番 2 4 電 話 ( 092) ( 74 )  2372 ・3312

舎
一

33 
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年 限 保 証完 全 責 任 施 工

防水|

• 

司P

.. 

g本7スの7ス17?ルト

- シ グ マ ー 卜に よ る ウ ヱ ル ド シ ス テ ム 防 木 仁 法

. l¥' 株主色縁 防 ノJ'( [ 法 ( 什・許 1'- 1'，願 LI :l )  

. メ ル タ ン 防ノJ' (J こ法

- 全 国 に 配 置 さ れ た 組 合 員 の 強力 な 連 繋 と 技 術

で 完 全 な 施 工工 事 を お 引 受 け い た し ま す 。

1j2i 

( 2213458 ・4426 ( 23180 16

(221  5  0  1  5  

( 251  5  4  3  1 代

( 842 1  1  4  3  1  イセ

(55 1  12676  .  4382 

( 363 1  4  3  4  1  イセ

(866 12892 ・ 7687

(803 1  2  4  1  1  

(292 1  2  6  6  1  イセ

(842 )  6  3  1  1  イセ

(941 1027 1  .  2582 

( 634 1  0  1  6  1  イセ

( 263 1  4  8  6  1  イセ

( 6341  0  8  2  1  I'セ

( 44 1) 375 1  (444 ) 040 5  

( 8021  4  7  5  1  1-1;; 

( 73 1) 0358 (738) 340 1  

( 3 10 17 1- 6  

(  2  )  330 1- 2  

( 45 1  2  2  5  1  1-1;; 

(  2 1  )  0085 ( 3 1  )  6420 

( 2 ) 0 9 9 9  

(  3  )  0  3  9  1  

( 3 1 ) 4 3 8 5  

(  85 )  9 15 1- 3  

(  2  )  2  2  2  1  イセ

( 25 11 3 5 4 1  

( 57 1)  554 1- 4  

( 331 )  1  5  3  1  1吃

( 46 1  ) 9363 (48 1)  562 1  

( 541 )  3785 - 6  

( 458 ) 4841 - 3  

( 372 1025 1  - 3  

( 429 1  7  3  5  5  

(  34  )  5884  .  5658 

(  22 )  9182I'セ

( 4581743 1  - 3  

( 3 1 0 7 7 5  

(  6 1  )  637 1- 4  

( 7 1 1 4 6 8 7  

( 2 15 155- 7  

(  23 1  1  1  8  1  イセ

3 1  )  626 1- 3  

5 1 )  6  8  1  1  - 5  

5  19258- 9  

4  )  4  1  6  1  

2  )  5000- 2  

4 3 0  5  .  4 3 0  6  

38 1 1468 - 9  

2  1  5  0  0  1  

3  19395 

28 15207- 9  

75  1  7  7  5  2  

{主

札 幌 市 三 条 通 4 - 1

。 商 大 通 り 西 13了 目

仙 台 市 二 日 町 1 - 2

東 京 都 台 東 区 西 浅 草 2 - 15- 9  

。 中央区湊回J 3 ー 7

。 新 宿 区 柏 木 5 - 1172  

。 千 代 田 区 神 田 佐 久 間 河 奇 5 1号

。 荒 川 区 南 千 往 6 - 48- 19  

。 千 代 田 区 神 田 猿 楽 町 1 - 9

0  台 東 区 北 上 野 2 - 2 1- 10  

0  文 京 区 千 石 4 - 37- 4  

。 江東区; 奈川 f主吉田J 1  - 14 

。 千 代 田 区 富 士 見 町 1 - 6  - 13  

0  墨 田 区 江 東 僑 4 ー 1 1東 亜 ビ ル

。 渋 谷 区 広 尾 1 - 14- 3  

。 荒 川 区 南 千f主 5 - 5  - 10  

0  大 田 区 南 蒲 田 1 - 14- 2  

水 戸 市 泉 町 1 - 6  - 26 

高崎 市 八 島 町 117

新 潟 市 流 作 場 宮 浦 1 - 17 11

金 沢 市 此 花 町 5 ー 7

富 山 県 高 岡 市 二 番7

/" /" 志 賀 野 町25

富 山 市 堀 川 小 泉 町 776

静 岡 市 大 和 町 1 - 20 

清 水 市 渋 川 5 2  0  

名 古 屋 市 中 区 南 久 屋 町 3 ー 12

。 西 区 南 押 切 町 5 ー 12

0  中区伊事寺山町 1 0  0  

0  中 村 区 稲 上 町 1 - 41 

大 阪 市 西 区 新 町 北 通 1 - 17 

。 福 島 区 上 福 島 南 1 - 152  

0  北 区 鶴 野 町 3 4  

尼 崎 市 水 堂 加 茂 6 4  

神 戸 市 生 田 区 北 長 狭 通 6 丁 目 神 繊 共 栄 ビ J レ

ψ  葺 合 区上 筒 井通 8 - 221 

大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 4 - 49  

福 井 市 宝 永 9 - 13 

広 島 市 若 草 町 1 0  6  5  

。 庚 午 南 町 1 - 2  - 28 

広 島 県 大 竹 市 立 戸 4 - 1  - 47  

岡 山 市 j慧 屋 町 7 ー 18

松 山 市 三 番 町 7 - 8 ー l 山 本 ビ ル

高 松 市 本 町 2 - 17  

高 知 市 寝 屋 崎 町 2 - 20 

徳島市矢三田T東里子 18 1ー l

今 治 市 寺田J 5  6  

延 岡 市 本 小 路 7 4  

北 九 州 市 門 司 区 大 里 東 通 10丁 目

宮 崎 市 知 和 川 原 3 6 5

鹿 児 島 市 草 牟 田 町 3 9  8  0  

福 岡 市 大 博 町 8 - 5

。 大 手 門 2 - 8 - 6

地 区 別 | 会 社 名

| 日 本 ス レ ト 株 式 会 社

北 海 道 地 区 |

| 日 新 建 工 株 式 会 社 札 幌 出 張 所

主 主 旦 豆|一 旦 新 建 工 九 主 主 主仙 台 出 主 豆

f手 線 建 材 株 式 会 社

北 条 涯 青 工 業 株 式 会 社

有 限 会 社 金 岡 興 業

涯 腎 建 材 株 式 会 社

臼 新 建 工 株 式 会 社

日 本 綜 合 防 水 株 式 会 社

マ サ J レ 源 管 工 業 株 式 会 社

篠 井 工 業 株 式 会 社

富 士 工 村 株 式 会 社

編 田 工 業 株 式 会 ヰ 土

木 下 工 業 株 式 会 社

里 子 口 工 材 株 式 会 社

大 和 工 業 株 式 会 社

協 立 工 業 株 式 会 社

株 式 会 社 奈 良 屋 高 庖

石 田 建 材 工 業 株 式 会 社

同 和 建 築 株 式 会 キ 土

島 屋 建 設 株 式 会 社

有 限 会 社 折 僑 政 次 郎 商 底

有 限 会 社 小 島 工 業 所

大 手 口 工 業 株 式 会 社 富 山 営 業 所

株 式 会 社 三 井 工 業 所

協 和 建 材 工 業 株 式 会 社

中 央 建 材 工 業 株 式 会 社

日 本 主 主 材 鋼 業 林 式 会 社

宮 崎 建 材 J苫

東 京 建 材 工 業 株 式 会 社

日 新 エ 村 株 式 会 社

マ ル エ ス 工 業 株 式 会 社

清 水 興 業 株 式 会 社

7 サ ル 涯 膏 工 業 株 式 会 社 大 阪営 業 所

中 村 氾 習 工 業 株 式 会 社

棚 田 建 材 有 限 会 社

フ タ パ 興 業 株 式 会 社

石 僑 建 材 株 式 会 社

聾 永 建 材 株 式 会 社

大 和 工 業 株 式 会 社 広 島 出 張 所

株 式 会 社 三 洋 技 建

束 中 国 防 水 工 業 有 限 会 社

株 式 会 社 山 本 商 会

大 三 工 業 株 式 会 社

高 知 厄 習 株 式 会 社

徳 島 大 三 工 業 株 式 会 社

マ ル 7 ス 河 野 商 I苫

巴 新 興 業 株 式 会 社

株 式 会 社 工 材 社

株 式 会 社 大 ニ 商 会

株 式 会 社 北 原 建 材 商 会

安 藤 工 事 株 式 会 社

臼 建 工 村 株 式 会 社

F斤代 表 者

滝 山 米 太 郎

大 木 久 俊

滝 沢 慶 則

伊 藤 豊 吉

北 条 弘 太

金 岡 辰 次 郎

山 中 喜 代 治

山 下 直 衛

山 崎 慎二

西 田 勝 治

藤 井 喜 畠

小 島 英 夫

1磐 田 武

木 下

I反 田 正 博

愉 井 喜 重

関 谷 克 巳

市 僑 祐 造

石 田 想 吉

徳 永 昭 二

島 勝 人

折 橋 嫡 一 郎

小 島 一 公

島 田 真 一

三 井 辰雄

渡 辺 亘

木 下 作 ニ

伊 牒 隆 造

宮 崎 勇

伊 藤 鎮 善

井 場 綴

山 崎 達 夫

清 水 実

勝 見 獄

中 村 秋 太 郎

棚 田 英 吉

友 長 f宗男

石 僑 節 雄

木 村

干申士亘

谷 岡

馬 場

山 本

飯 間

検 弁

柴 田

豊

一

怒

久

一

進

吉

一

男

信

浅

良

秋

関 東 地 区

北 陸 地 区

中 国 地 区

東 海 地 区

近 畿 地 区

義

一

雄

正

之

一

考

藤

一

線

正

憎

野

村

高

原

勝

藤

河

竹

戸

北

川

進

四 園 地 区

ア ル ト 防 水 工 業 協 同 組 合

点 点 百IS J. E屯 l玄 T ' I1 点 IlI f 9  3  11新 工 業 株 式 会 社 内 B世話 ( 882) 2  4  2  4  ( 代)

ｼ見 ｪｊ 収 支部 氏 以Ｑ￮ｉ Ｑ ｾ ;LI 豆千Iヒ*，l1f 93 11  $)r 工 業 株 式 会 社 内 心 訴 ( 882 ) 2  4  2  4  ( 代)

l刻 附 支 部 大 阪 市 凶|丘 f)rl ll T北 通 J - 18 11新 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 山 内 γ日訴 ( 531 ) 5281- 3

九 州支 Ｚｾｉｉ 11.¥1刈rl i 大 刊"J 1  - 6  1  1  $)r [ 業株式会社 ) L州 出張 所 内 ，立訴 ( 74 ) 3 4  6  1  

日 本 ア ス フ. 建設省東計第240号認可

• 
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4官

司酔

• 

〈 営 業 品 目 〉

カーテン ウ オ ー ル

ア ル ミ サ ッ シ ・ ド ア

ス テ ン レ ス サ ッ シ ・ ド ア

ス チ ー ル サ ッ シ ・ ド ア

住 宅 用 ア ル ミ サ ッ シ * エ リート 。

ア ル ミ レ デ ィ ー メ ー ド サッ シ・ ドア

サ ッ シ の 綜 合 メ ー カ ー

⑩ q イケシサァシ株式会祉

本社・工場 堺市松屋町 1- 6 T E L 堺 (38) 大代表 1 1  4  1  

鳳 工 場 堺 市 平 岡 町 4 8  T  E  L 堺 ( 7  ) 代 表 5 5 4 1  

営 業 所 大 阪 ・ 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 金 沢 ・ 福 岡 ・ 長 野

35 
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ｎｃｓＭｐｃｊｾｾｉ レ
わ が 国 に お け る

最 初 の P Cパ イ ル

日本コシクリート工業掠式会組

大 阪 営 業 所 / 大 阪 市 阿 部 野 区 天 王 寺 町 南 2 - 23  T  E  L  ( 7 18) 代 表 1881

本 社/ 東 京 ( 573) 大 代 表0361 営 業 所/ 名 古 屋 ( 581) 代 表9706

• 

寸ト

ーー

• 



• 

..- .  

.陣

-司'

合 成 ゴ ム 系 (ネオプレンゴム)

異 形 建 物 に 量 適

最 終 仕 上 材 は ハ イ バ ロ ン

色 彩 ・ー ー. - 21 色

お 部 屋 の ポ イ ン ト は

明るい配色・ー ・落 ち つ い た ム ー ド

色 郎 知・. . .. . .. -3 4色

て7 ) レヨニ A

@  

日 新

気 候 較 差 の 著 し い

所 に 最 適

防 水 工 事 を プ レ ハ

ブ 化 新 材 料

( 合 成 ゴ ム 系 コ ン パ

ウ ン ド に て 加 工 )

大 阪 支 庖 / 大 阪 市 西 区 新 町 北 通 1 - 18  T  E  L  ( 53 1 )  5  2  8  1  - 3  

本 社 / 東 京 都 足 立 区 千 住 東 田T 9  3  T  E  L  ( 8 8  2  )  2  4  2  4  - 34 

出 張 所 / 名 古 座 ( 7 4  1)  6  2  5  7  - 8  広 品 ( 21 ) 1  0  1  9 ・ 6 0 6 1  

福 岡 ( 74 )  3  4  6  1  - 3 ・キじ帆 ( 51 ) 6  8  8  5 ・ 5 6  5  9  

37 



各種玄関マ ット設計製 作 E 量温孟a : . . コトしートヨザL 下・3 ト

口口

断 面 詳 細 図

お そ う じ 百 貨

ハ イ セ ン ス を

し こ う /

グッドデザインを

選ぼう

. P A T . N O. 7 4 8 4 0  1  

ー一」一一」

圃璽霊童書喜霊童書量E

〈営 業 所〉

三百リ" レミY 工 業 株 式 会 社

営 業 本 部 / 大 l以バ ilJ Li IメしIt J 1i1ii L 1..; 凶 J  112U T ビ L ( 5 礼) 35 14 ・ 8246 ・ 9347

本 社 工 場 / J;(/' i¥1  i[ i  I H ｉ Ｉ ｻ 久 ｉｉｉ Ｚ ｾ 岳山 ｉｉｉｊ 3 8りの 己 i ・ビ し ( 92)  6 :3 6  1  - 3  

東 京 / T E  L  (666)  4 7 14  ( 668) 4 8 7 3  

名 古 屋 / T E し ( 731) 5  1  3 8  .  5 3 9  6  

京 都 / T E し ( 22)  5  3  6  3  .  U  2  1  4  

大 阪 / T  E  L  ( 531)  3 5 1 4 ・8 2 4 6

福 岡 / γ E し ( 29) 2  7  0  6  

• 

e  



• 

':伴 、

ｾ＠
熊本県庁合 外装セラス キ ン施 工

- 特許建築用内装・外装化粧材

e ラヌ令シ

セ ラ ス キ ン と は 陶 磁 器 の 皮 ( C E RA MI C S K I N) と

云 う 意 味 で 砂 粒 状 の 有 色 陶 磁 器 と 結 合 剤 と を 混 合 、 i夜

1犬 と し た も の で 、 こ れ を ス プ レ ー ( コ ン ブ レ y サ - 1吏

用 ) ガ ン に て 建 造 物 の 内 ・外 、 壁 面 、 天 井 e tc に 吹 付

け 、 防 水 性 と 装 飾 を 目 的 と す る 建 材 で す。

特 徴

• 
-

F

 

U

3

 

部

ラ

向

山

e
b

. 色 彩 高 熱 焼 成 ( 1250. C ー 13 5 0. C) に て 発 色

し た 問 磁 器 を 主 材 料 に し て 顔 料 、 色ー

を 使 用 し な い 為 雨 風 、 太 陽 光 線 に よ る

色 彩 の 変 化 は 起 り ま せ ん。

. 防 水 性 通 気 性 、 防 水 皮 膜 を 形 成 し ま す。

. 耐 薬 品 性 弱直室、弱アルカリに対しては変化 を 起

しませ メし0

・耐 寒 性 - 20 . C に 4 時 間 冷 凍 し で も 亀 裂 そ の 他

宅ラカョ，ト

の 異 常 は 認 め ま せ 入 。

- 下 地 コ ン ク リ ー 卜 打 放 し 、 モ ル タ ル 、 べ ニ

ヤ板、辛口壁 、 ブ ロ ッ ク 、 ス レ ー ト 、

テ y ク ス 類 e tc.

鉄ま買の場合は錆止塗料を塗 って 下 さ い。

③ 

• 
山 本 窯 業 化 工 株 式 会 社

阪 市 東 淀 川 区 西 淡 路 町 3 ー 1 7  6  T  E  L  (322)  4851 - 4  

東京出張所 。東 京 都 港 区 西 新 橘 2 - 2  1  - 6  T  E  L  (431 

紺 戸 工 場 愛 知 県 漏 戸 市 大 字 山 口 字 南 山 138
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日本のシャッター界をリードする画期的新製品グ

工

言

使用モ ータ ー :

三相200V 50/60%  400W 

巻取 ' J 紬

( パイプ)

4  

-

u

n
t

 

吉

岡

さ

{

H

)

1 1  L_ _ _ _ _ l _  _  1  1  1  1  パ I  停電時用手動チェン

2  3  4  5  6M 

幅 (W)ー →

開閉機使用範囲 ( スラ ットS C 1 6)  

• 

ブラケ y 卜

司F

L 型 電 動 開 問 機

L 型 屯 動 1m問機 l立、日 本シャッタ - t主術研究所において 、長

年にわたり 、国 立 大 学 精 符機 械工 学部 諸教 J受の 指 導をあおぎつ

つ 、 当 社技術陣が総力 をあ げ て 研 究 開発 し、逆に 従 来の ｉ Ｚｈｲｾ Ｎ ｊ 機

の概 念を 破 って完成し た画 期 的 な新 製 品です 。

この /i 日問機 には独創l に満 ちた 新 機構 が数 多く 取 り 入 れ られて

お り( 特 ，i' r- 3 件、 実 用 新 案 2 f lーを 出版 中 ) 、減速機 、モータ一、

ブ レーキ 機構、 停 電時 間 手 111J ｾ安佐はもとより、 リ ミ ｹ ト スイ ｹ

チ、 配1t 板 に至るまで 、すべてを 一 つの 円筒 内 にコンパク トに

1内めであります 。

従 って、建 築 設 計 上 の 納 り が 非 常 に 簡 単で、しかも 、lfXHや

その後の 保 守 .':' J，ぬ 守; も楽にできるよう 考案 さ れ て お り ま す 。

これらの 点 から 見て 、従 来 の 製 品に 比 べ総ゆる 点 に秀れてお

り 、 シャッター Ｏｩ ｾ ｊ 問機 の決定版といえるでしょう 。

出 願 中 特 許 リミ J トスイ ノチ 実 用新 葉 巻取 り軸 と の 連結 縄 情

力 パ ナ ー 械 情 およびL 型 機 明

手 動 機 偶 チ 工 ン 収 納 箱 ... 

- 特 長 ・

1 . 開閉機を設ける場所の心配がいりません 。

2  凸部のない真直な シ ャッターケース 。

3  袖壁は不用です 。

4 . 減速機織はす: べて完全密閉式です 。

5  小型で耐久力に 富む減速機摘。

6  給油の必要がありません 。

7  エンドレス強力ローラーチエ ンの内造。

8  リミ ット・スイ y チを完全に内造。

9  手動機作をひとつにしました 。

10 ヒューズ装置の取付けが可能。

11 . 一斉 ・両面・透隔操作いづれも 可能です 。

。 株 式 会 社
日本シャッター製作所

東 京 工 場 川 崎 市 新 丸 子 東 3 丁 目 I I  5  9 帯 地 沼 稲( 代 ) 中 原 ( 41) 6325 営 換 所 仙 台 静 岡 高 松 北 九 州

大 阪 工 場 大 阪 市 東 淀 川 区 間 川 通 6 丁 目 3 8 番 地 包 括( 代 )( 301) 3 6 5 6  東 部 北 陸 広 島 鹿 児 島

九 州 工 場 福 岡 県 粕 屋 郡 粕 屋 町 f中原釜昼 2 7  2  7 番地 包 括( 代 )( 65) 6 1 3 1  城 西 神 戸 大 分

名 古 屋 工 場 名 古 屋 市 中 川 区 北 江 町 2 丁 目 1 2 番 地 電 話 ( 代 ) ( 361) 7 4  4  1  機 浜 岡 山 宮 崎

40 
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長室 賀 新 年 昭和 4 3 年 元 旦 (50音順)

三同主E

盛 繁 男 車問 野 栄 井 上 達 明

井 上 透 明 建 築 事 務 所 所 長

青 脇 佳 材 株 式 会 社 取 締 役社 長 株 式 会 社 研 文 社 代 表取 締 役

大 阪 市 西 淀 川 区 竹 山 町 3 の 2 4  

ーー

広島市鉄砲町 5 - 16  !It JIi (21)  228 1  大阪市北区堂 IU町 6 6  !It，ili (361)  2091代 電 話 (473) 1  0  6  9  (471)  4  8  7  1  

自宅 ・広山市根回T l 507- 1O 包括 (51) 6730 

三同主

相l 不 ま庁 荒 木 芳 手B 井 ノ 口 政 雄

株 式 会 社 岡 本 組 取 締 役 社 長 株式会社荒木造問設計事務所代表取締役

株 式 会 社 レ イ ビ 代 表 取 締 役

大阪市東区横地! 2 の 2 9  屯議 (231) 1466代

大阪市西成区J i 出本通 4 の 1 'ill Ji 市( 651) 7775 池 IH 市鉢以 2 の 8 - 2  1  ; 包括 ( 61) 池EH 1298 

自主主・大阪市西成区玉出本i l J i 5の113 '，11'; ，5 (661  )  3370 
自宅 ・，也凶市鉢1盃2 の 9 - 8 ｾｕＮ ｉ 活 Ｈ Ｖ Ｑ Ｉ 池凶 ＸＸＷＴ

車

問
義山正

.-

株式会社二葉建築設計 事 務 所 大 阪 支 所 所 長

大阪市西区川戸胤l の114( たまやピル ) 1lL品 (443) 0598 

向宅 ・京都di ) i 京区修学院中林田T8  9  ¥lL;tf; (78)  6051  

赤 尚 信崎

赤 山 奇 ， 建 築 事 務 所 所 長

大阪市北区 lli r.町29- 1 (新南1' <町ピル ) 1(t，活(361 泊982 飽88

自宅商 '(<¥lli 凶代困150

高松不動廠則代町住宅南棟 5 - ｾ＠ 'i itdli 丙1-:i (67)  7129  

赤 松 修

"  

株式会社赤絵菅野' 建築設計事務所代表取締役

大阪市北区梅ケ枝町123( 瑞相ピル ) 111，;丹 (364) 5651  

向宅 ・位中市下型園 2 の 1 8  6  HL.活 @( 52)4622

j斐 井 貞

:ム

J 同

双 星 社 竹 腰 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

大阪市北医草! : ) ) 中 2 の 37- 3 m::li (341)  6 6 7 1代

自定 . ｊｾｾｾ＠ 1_1-1 111蛍ヶ池JltJlf同町109 i包括 U Iド( 52) 5861

東 秀

4酢

株 式 会 社 三 国 タ イ ル 代 表 取 締 役

'i ir ，j"司(391 )3912 ・ぉ41

大阪市東淀川区| 八隙町 3 の 7 ， ｾ ｵＢｩＳＹＳ［ ＱＹＵ ｩ 代

自宅・吹日1，1; 雌 II t， 2 の 2 8 i11，品⑮ ( 72 ) 3 2 5 6

，ι .  

女 藤 雄
井 手 新 太 郎

日 本 合 成 化 学 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪市北 ｾｎＧ 山田 ｔ 4  0  - 4  m; 活( 313 ) 3  4  12  

井 手 正 雄

イ愛

安 藤 { 安 維 建 築 設 計 事 務 所 所 長

大阪市東区常館町 2 の 3 0  ( 日本産業ピ J レ)

111 話 (942) 4  6  0  3 山 (941) 1  3  3  1  

井 上 正

社団法人日本建築協会京都支部支部長

ＩｪｾＺｲＮ ￟ｲｬｩ ＧｬＧ京区 ＺＱ Ｇ ＱＧ 小路 ｩ 函柳馬場東入揃町 Ｖ 4  5  

京榔建築会館内 '，II ，;1i (21)  2857 

イ手 丹
士

ロ

名 古 屋 建 築 設 計 事 務 所 所 長

名古屋市中村区w町4町28( 岡弘会館内) 従，tl i .k代 (571 )1271 

名占屍，Ii 干川区下} ' j 町 4 の 3 0  l(t，語(711 ) 9 4 0 0

井 浄 夫
久

株 式 会 担 藤 木 工 務 l苫 専 務 取 締 役

大阪市京区間 ff 町 l 町 1 3  i lI訴 ( 942) 1461((り

門官 ・尼崎市武庫之荘 1の 23- 6  m:;活 (421) 7 7 3 3  

伊 東 正 也
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井 泰 資

伊 東 建 築 設 計 事 務 所 所 長

大阪市浪速区幸町通 2 町6 111;活( 562) 4343 代

n宅 ，西川市松生町 1 2  9  包 括 ( 22) 3  5  9  8  

イ手 藤 夫

上

凡

又

ω

4

耐

W

3

4

)

7

 

7

k

l

 

時

卯

何

日

2

乞

X

4

白

工

n
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代

屯

屯

土

府

川
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神

μ

山

建

所
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附
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時

U
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側
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併
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附

設
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資

兵

制

会

泰

市

兵

限

上

戸

包

有

井

神

昨

井 ネ冨 蔵 康

有 限 会 社 伊 藤 工 務 !吉 社 長

大阪 rli J l t 淀川区十三南之町 3 的 7 電 話 (301) 3091  

(302)  1460 

向毛 ・ I"J 1-. 
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上

株 式 会 社 井 上 組 代 表 取 締 役

k 阪，li r. sJ:，¥区*' HI I SI 2 の 15 包括(351)0530 (352 )4031- 4  

1' 1宅点止阪市街切山，f1727 1屯話 0729 ( 81 )  2  5  2  6  



謹賀 新

飯 田 精 次 郎

共 同 設 計 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大 阪 市 北 区 山 口l 町 9 lI i 話 (364 ) 5 8 3 6  

n 定 住 中 市 本 町 2 の 5 6 Ｇ￬ 丘 ｾ￮ｾ ⑮ Ｈ ＵＲ Ｉ ＵＷＷＵ

生 回 政重

日 本 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大 阪 市 東 区 安 仁 田1 4 の 5 Ｇｾ ｉｌ 治 Ｈ ＲＶ Ｑ )7591- 6  

1' 1屯 . ，"，' 尽，h¥VJ nヶ丘町T258- 2 '，!L，i/i 0797(  3  )0657 

j也 田

r 晶 『

邑 彦

株式会社池町山彦設計事務所代表取締役

大 阪 市 南 区 瓦 記 町T 3  i品了 6 8 氾EA r76l ) 0360

(762)  5551  

n' 'E'. . 堺市 上野正:l ilJ ケ li'町 4 r  1405 '，!L"ii 0722( i 8)OO34 

石 寛
l

 

i

 

-
-
a
'
'
 

石 川 処 築 。F 務 所 所 長

大阪r ! i X l ミヰr><:N;FI 山町 1 1  1  ｾｉ￨，，ｾ＠ (779)  949 1  

ＪＮＡ［ＨｬｭｾｨＺｊｾ え駒込 Ｑ - 2  8  Ｇ Ｑ ＱＱＱ［Ｑｾ＠ (946)  543 1  

n志 宝 塚 市 切 制 民 Iι 山2 - 317 iU"li 地 111(59)2963

石 秀 宏田

松 ｊｉｊ ‘ｰＺｪｬ ｊ 坂本設計事務所大阪 ｮｾ 必所所長

大阪市北反主! : . ' ， L 3  - 1 0  屯，，，5 (344 ) 7 8 2 1  

石 季 夫原

株式会社石原主l l : 築設計 ')';務所代表取締役

大阪市北区 ;ii J止町 l 大 ピ ル ｉ 勾ｾｬＱ，， Ａｩ ⑪ Ｈ ＴＴ Ｑ 7826 

* 京都千代川区内幸町 l の 3 - 6

析日比谷 ピル内 ｾｉＨＢｦ［ ⑮ ＵＰＲ Ｉ＠ 8926 

n  '1S '  Nlfj  IfjJ 色川区中 111 f'，辿 6 の38 '11!: "fj 抑 :>1  2073 

諌 早 夫

日本シルパク ー ル 株 式 会社 社 長

束 京 郎 中 央 区 銀 座 丙 4 の l 屯話 (567)1751

自主 点京m世田谷区丸山町453 屯話(300)3i 05
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年 昭 和 4 3 年 元 旦

手首 葉 重良R

姐H!オ設 計 工 務 株式会 社 取締役社長

大 阪 市 北 医 芝 川 町T 9  7  '，Ii，-;，f; (  372 )5097- 8 

n' 'E'. . 八j己rI ，山本田I1判5 - 13 '1正活0729( 2  )3587 

指 宿 真 智 雄

株式会社建築デザイン 一級建築士事務所

代表取締役社長

);(r.J Ir! i 卜'.};¥[1(;UJ h; (町i且

今日1I 11 ｊ ＧＮ ｉ レ ｎｪＱｊｾｉｉｉ ｔＲＴＸ Ｇｾ 正， ｩ ｦ， Ｈ ＲＲＷＹＲ Ｑ 代

i'l'i:: .  ，;(r.! Ir! i  Ｏ什 Ｈ ｉ ｬ 八瀬ｾザィ制 ｮ ｉ￟ ｔＺ ＾Ｔ '，II ，iii (  78 )  6573 

必』

" 7  
茂西 雄

株式会社今西建築デザインルーム代表取締役

大阪市西区北均! 江 ilfl2 の 4 7  ;r，:，tIi (54 1)  3051- 2  

1' 1宅 ・ | 司 上

..6、

" 7  

主苔

百守子 雄西

株 式 会 社 今 西 組 取 締 役 社 長

山

右 直 員リ佐

有限 会 社岩佐建築設計 Ｇ ｊｾ 務 所代表取締役

本 社 山 崎 市 川 本 町 7 町 2 6  8  ' 1唯，活大阪 (411 )30制

*，;(' 1.務所点京都析出区内谷 4 町 23 ｪｬｴ ，Ｎｾ点京 Ｈ ＳＵ Ｑ )3256 

n--t 両日，IU-. '1' (-I 岨2 の 11 - 2 3 i tU6 西山 (41) 5753 

岩 崎 甚 太 郎

社 同 法 人 日 本 位 築 協 会 参 与

大 阪 ，1; W: 1互 北 浜 3 町 3 7  l1i../i (231)  9 6 4  0  

fI -u 兵 l・11V，l川l喧rliiEft'.椴 l の32ー 11 Ｇ ， ｉｴ，［ｾ池山 Ｈ ＵＹ )8722 

宇賀 郎

字 引 一 郎 建 築 設 計 技 術 研 究 所

大阪市北区若松岡r2  8  (尼崎ビル12号室 ) ｾ ￬ｌ 話 Ｈ ＳＶＴ Ｉ 5  1  7  8  

n宜 伸戸市京糊区住 /f 粉千ケ際町 3 の34 ilt; 活 @ (85)  54ω 

(  50音順)

上 田

ｾ＠

員

光 洋 建 設 株 式 会 社 代 表取 締 役

大阪r ! i南区長ぬ! 橋筋 2 の 7 ;r，: ;，f; (211 )0991 - 3  

ｮ 宅 ・ ｾｾｾ 11"  i n 1t!!ケ li: 6  '，JI ，品 ( 52) 2' 13 8  • 

上 田 良

ミA

J ロ

U. A .建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

大阪市東区符町 5 の30

( 新野村ビル ) '，12話 ( 768 ) 2  9  4  2  

n' 七 ・泌hり1[ ，1，-1<町17の18 '，II ぷ 0720 ( 21  )0320 

内 成 之田

須 賀 工 業 株 式 会 社

寸時

浦 辺 鎮 太 郎

株式会社浦辺建築事務所代表取締役所長

大阪市北区梅ru 8  ( 新阪急ピル ) ;1I，j/i( 34 1  )1727 '1680 

5工 好
I

 

l

 

-
-
a
，
，
 巴

株式会社山下寿自1¥設計事務所大阪本務所所長

大阪市京区北浜 5 - I J ( 新立川ビル )

屯お (231)4217・7321

向宅 . t i
屋市山下町 1 6  ;II 訴0797( 2  )  9269 

.. 

榎 利 夫

株式会社三都建築事務所代表取締役所長

尼 崎 市 扶 余 町T 2 の 1 ｾＱｌ Ｑ［ｬｩ 大阪 Ｈ ＴＰ Ｑ Ｉ 7865代

n 宅 尼 崎 'n塚口町 2 の II ー 7 '.JL，/ i 大阪 (421 ) 9476 

宵
寝藤 巌

株式会社 IUI*J l 大阪支府常務取締役支応長

大阪市東区償制 2 の 7 0  ［ＱｉｾＮＧｩ＠ (203)  2821  ｊｾ＠ • 



五重 賀 新

- 主Z

I墨 藤 誠

• 
株式会社遠藤建築設計 ＧｊＧｾ 務所所長

大阪市南区間 ｪｕｾ 町 Ｓ の Ｕ I  '，!i "f; 251  2  I  4  6  

n 'io ' 何'/: ir !i 'H中町 2 の 3 - 13  "正"f; ，14i f ( 41 1品. 5

‘
、

E

E

E

・
e'' 

笠

斗原 ネ学 介

株 式会 社 大 阪 建 築 事 務 所 取 締 役

大 阪 市 西 区 京 町 制 2 の 7 5  ¥!i"f; (441 )  9351  

n 宅 大 阪 府 吹 凹 "i 千虫山34- 3  '，!i"f; (384)  2471  

、
、

E

・
E

・'

，
，
 

l

 

l

 

'

E

E

，
，
 正

株 式 会 社 竹 '1: 1 工務 JJf 取締 役

大 阪 市 京 区 本 町 l の 2 7  Ｇ ，Ａｩ，，，ｲ［ ｾＹｊ＠ 252 1201  

• 

小 河 吉 之 助

株式会社小河往築設計・1'; 務所取締役社長

太日正，h ，Ii 1><: 1も l世田町 4 の 8 ・LL"fj ifil 6  9  5  i  ｦｾ＠

n  't; 荘村川，1; !u丹'IU伺Wfl8ー 14 Ｇ，ｉ￨，，ｾ＠ Oi 20 31.2609 

尾 亀 清 四 郎

哩臨

株 式 会 社 三 見 商 会 会 長

大 阪 "i ｾｴ＠ 1'( '/;i 川田I I  6  '，!i，;，f; 364 7  0  3  1  

1' 1官 枚 )j "il ;l4山千田f 15 - 4  '，!i"，r，0720(  11 刻 27

置

置

塩

塩

ニa :

再三

光

事 務 所

'，L: u/i⑮ ' 341  6 nl  

'，tL，u1i ω: 3 9 お 15

;丘 I孟 ill 築

大阪市北[ メ二な) : ，¥1二I ffl  

神 1; ，Ii 'l o lll 1><: 1江田1 7 0  

・'l' iS '  ｾｉ Ｇ ｉ＠ ;  "i ｾＨ法 ｾｩ 却杉田 ｉ

1，ノ山 1661 . 正"占骨1'1; 85 1681  

大 井 弘 治 郎

.. 
株 式 会 社 大 j ド処 築 設 け が 務 所

大阪市北 ｉｾ ，山花田 ｉｍＨ 第岨ピル '，!i ..f; (' 144  4521  ｦｾ＠

ＱＧＱ 七 ｊｾｦｦｩｩ 市百楽 Ｔ の Ｔ ー ｉｉ '，!i"f; l t I( ，j( 21  1113  

年 昭 和 4 3 年 元 旦

大 木

、. J - .

切、末

大木建設株式会社大阪支府

常 務 取締 役 支 府 長

大阪市川区雨時 ｾｩＨｪ 曲 Ｓ の Ｓ Ｇ，Ａｩｾ，ｲ［ ＨＵＳＸ＠ ) 3075- 9 

大 ;畢 幸 平

大 幸 建 設 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

大 阪 市 京 区 今 時 5 の 2 I.tt 話⑮ ( 203) ∞65代

ｮＧｩ 己 ・ ｾｾ rll 市 E !I田fl の8 - 18 ¥!i，ili ⑮ ( 52、3 2 3 7

大 下 順 良日

千手11，建設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪，1; 城京1><: 1則I l HII I の 4 0  '，!i "f; 939 4741- 5代

n  'i; ，大阪市旭区析な小E持3 の94 ・，!i，;f; 952 I  2  4  0  

大 林 良B芳

株 式 会 社 大 林 組 取 締 役 社 長

大 阪 rli *  [;{ J; r : 防 3 の 7 5  

大

;;+;: 

3株 司久

［ＵＺ畿屯 Ｕｊｩ 工 ＧｊＧｾ 株式会社 取締役社長

大 阪 "i ，1ヒl壬，HI. i>l田I I  1  '，!i"f; 312  1281  ｦｾ＠

ｮＧ ｩ［ｏ・ ＼ｓｾ 良市今 ｪ Ｎｴ ｬｬｬ ｬｬ 2 ι 論 併U 22 2390 

岡 金 次 郎田

株式会社久米往築・1'; 務所 大阪 ＧＱｾ ［ｦＺ￭Ｕ所

取 締 役 所 長

大 阪 市 花 氏 常 };:jl!' 1 の 2: 1 '，!i，.，r; 312  3 3 0 2  

n ・1:; ' 大ilt ，lirf 'IE 2 のヨー 13 '，!i，if; 07754 2  i3619  

岡 橋 作 太 郎

日 往 設 計 仁 務 株 式 会 主1:

大 阪 "i ｾＨ＠ ｉｾＺ 陥ＱＱＱＮ 2 の: 3 8  

(50 i刊1ft )

岡 本
差

4ラ

株 式 会 社 昭 和 設 計 'F務 所 取 締 役 社 長

大阪，li ，lq(!{ 凶k 堀 i凶l の 8

IIYっf品ビル) '，II" f; ( 532 0' 115代

n 'iS '  ，" h!.，打.rT: B 大米町 7 4 '，!i ，，，f;，"，);{( 2  ? 102 

奥 村

Fι 岡.

女 良B太

奥村組土木興業株式会社 取 締 役 社 長

大阪r ! ii 也区， lil ; ! i J浜通 4 の 4 6  '.L: J i  ｪ 司 ＰＵＳＰ Ｑ 大 ｦｾ

ｦｬ Ｇ 己 ・ 大阪， ｉ￬ 治医 ＧｮＢｾｪ 浜 ｩｩｬｬＵ の ＲＸ ＧＱ ｬＱ Ｑｩ Ｑｾ＠ (  5i l) 05 i  1  

;毎 上 静

株 式 会 社 if! f 上，'i I'十 一，建築 事 務 所

本十i 大阪 "i 市民主翌?i - f'l' 之聞J 62

"iI 'l ビFレ'，l!.lI l， 2i l  l 119 

:， ;fiけ〉千一 if( 県。 It"i'/; '11I 1270 '，!i，，[o ;1・8  93 10  

1'1'12 堺市日 ;i'l ｾＱＺ＠ r周囲113 の 2 '，!i"f; 0722 85 '2120 

梶 本

ヨ事と

F ヲ 尾

八 千 代 屯 設 工 業 株 式 会 社 取 縦i支社以

大阪 Ｂ､ｗｦｩ 之 ＧｉＧＺｾ * 之田1392 ・必"f; 941 65:11 

n' i;O ・堺 "i 太 夫 Tt l Oi ー 1 "正"f; 0723 7  2518 

-
羊木 夫貞

*  if ! j : 興 業 株 式 会 社 顧 問

n' 12 ・ ・};{ rlj Ｇｩ［ｾ 川町 ￯ 7 の 2 屯..f; 2  0321  

柄 谷
士

口 良B太

株 式 会 社 刷 谷 工 務m 取締役社長

! 己的，1; 止: l路 市 之 町I 4  '，!i "f; 1II 1151 

1'1' と ・，IG': ・，; ";'1' ｲｉ ｾｬ［ｬｬ￬ｬ ，正田 ＱＹ - 1. '，!i "f;，河川 1I  0700 
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崎 敬

十本式会 社 近 畿 処 ぷ ftlミ取締役

大阪，，; ，l I j 1/ 刊本田I 1 の 1 (1 :1 '，!i"，f; 532 0081- 5 

n' t  大阪市浪速 ＱＯｾｪｩ ｉｬ ＱＲ の ＶＶＶ '，!i ，.，r; 6:32 i:l 9  6  
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 黒男園下木弘覚井河

代表取締役ト 株 式 会 社フ旭
代表取締役内外写 真株式会社河 井 建 築 設 計 事 務 所

• 
電話 (993) 2  8  7  7 代

守口市大久保田J 1 の 2 8  
包 括 (361 ) 9055代

従 話 ( 441)2503

大 阪 市 北 区 堂 品 北 町 1 6  

自宅・大阪市西区京町峨 2 の 102

電話(341 )3330- 9 

11t 話奈良 (45 )4378 

大 阪 市 北 区 兎 我 野 町 1 5  

自主奈良市ｾ美ヶ丘問丁目

重
主主

泉‘
、

E

E

E

-

-，
，
 

雄光下木就義内河

取締役社長栄手口設計事務所株式会社取締役社長
木下護三商' ，5株式会社代表取締役有限会社河内義就設計事務所

包 括 ( 458 )1727(  451 )2175 

電話 阪市 (55 ) 4416 

大阪市制品区堂 1: ，¥浜通 4 の 14

自 宅 羽 曳 野 市 首J 官 180の 3

包 括 (440)  0  1  1  5 代

屯話 068 (52 )  7 2 8 4  

大阪市西区江戸堀 5 の 5

自宅 ｾ中市上野 Ｖ の ＱＲ

電話 ( 28) 2  2  7  1  広1: ，¥市上織町 2 - 3 7

官号

山甲

株式会社i ] '1' 小阿建築 'J'; 務 所

大阪市西ｩＡＨ阿波座 ｉｾｉ 通 Ｒ 的 ＶＰ "正論 (532)4051代

1 ' 1 毛大阪 di 点fi ' ，'f(疋

Ｑ ド ｾｦＮ ， ｊＴ 脇田 ｮｮ Ｍ Ｔ

長ネ土

西
‘
、

E

E

，

 

，
，
 

義

大洋建設工業株式会松 取締役社長

大阪市天 E I 区北河抑i町54 " 包括 ( 771 ) 代 2672. 3880

ＱＧＱ主堺市 ｩｊｾ Ｎ ， ｉｊ 元町 ＶｔＸＰＷ 氾話 ＰＷＲＲ Ｈ ＶＱＩ 1 3 7 0  

信口一戸木助

f起訴 (341) 1351- 3

itL話 ( 62 ) 6865 

之

代表取締役

官会= ・

..!i:己

0=司

7可H! 装飾株式会社

大 阪 市 北 区 食 品 J-. l 丁 目

，' ，宅・g，2rJ
1

r! iJ UHl 日本町 i 丁目

j章河

iOl l  0297  

主 主

J 同林‘
、

『
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三

夫

い

藤 雅

藤 建

建築Ｎｌ ｬ ｾ

エ長所

新谷神

エ

代表取締役新 住 宅 社株式会社

雅

長

藤

次

工
す苦専竹 中 工 務 脂株式会社

¥IU請 (371 ) 3220

'il!. d品(651 ) 1594

大阪市大淀反盟崎北ci 曲3 の 1 3  

自宅 ・大阪市阿倍野l A : 北山3の l

大阪市此花区阿l ' t 仏大通 2 の 1 2 111.，1.5(461 )0043 .4198 

ｾｉ＠ "主大阪市此花区間1 : t 仏大通2の 12 '，11.，'; (461 )4393 ・9293

屯話 06 (252 ) 1  2 0  1  大阪市東区本町 4 町 2 7  

士

山

代表取締役所長

電話 (362 )5658- 9

(341 )6251- 5 

111.，;/i ( 飴 ) 2  3  9  4  

得

株式会社小林得志建築三 ｬｾ 務所

大阪市北区堂 1:.¥北町201雌 悶 ピ ル

林、
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，
，
 虫月

矢 J斗建設株式会社大阪支 J苫取締役営業部長

」 ー

/ ¥.  i畢貫長平

代表取締役

正

株式会社日本ンヤ ッター製作所

回神

.. 
自 宅 西 宮 市 ) L t"" 町 3 1  

'flL i橘 ( 271 ) 5 8 3 7

Hi 必 ( 381 ) 0 4 5 1

大 阪 市 南 区 北 炭 盛 田r 8  

n宅・吹田市内本町 3 の23- 8  

￭ ｬＱＮ ｊｾ＠ Ｈ ＳＰＱ Ｉ ＳＶＵＶＱｾ＠

徒指 (85)  0248 

大 阪 市 東 淀 川 区 間 JI ) itIJ 6 の 3 8  

i ' I 宅・神戸市東灘区住占町亦塚山

朗甫林‘
、・・・
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汲栄野菅

ーー級建築士社 長小 林住宅株式会社取締役社長泉 工 業 株 式 会 社常務取締役株式会社大阪城口研究所

大 阪 市 東 区 御 堂 筋 錐 波 神 社 前 包 括 (251 ) 1134 ・83711tt i稿 ( 672) IROl 代

1tL昔話0725( 41 )3332 

大 阪 市 住 吉 区 北 1J11 T. hlSr 3- 3 

自宅 ・和泉市太町聖ケ丘41- 28

従 話 (371 ) 7151 代大 阪 市 北 区 向 t盛 田r 1  

自宅・京郎市左京医商仰ノ木町50

英

常務取締役支庖長

松

庖
士
J
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代表取締役

Hi.話 (231 ) 9531  

正

中 西 建 築 事 務 所

大阪市北区中ノ 1: ，¥3  ( 9JI 日ビル j

野オヒ

咽母

'，11.話 ( 44 ) 3623 和歌山市初歌揖i餓立1I f ¥527

ｾ｛ｉ 活大阪 Ｈ ＳＱＳ Ｑ ＰＴＵ Ｑ 代

44 



肩車 賀 新

後 藤 典 夫

大 阪 府 建 築 部 長

• 

年 昭和 4 3 年 元 旦 (50i 干)1阪)

佐 原 忠 雄 白 井 周

株 式 会 社 浪 花 組 副 社 長 ir" i 本建設株式会社大阪支) ，I f 常務取締役大阪支町長

大阪市 ｲｾￎ 区｛ｾ田 ｊ 12  f正治 (211) 1501  ft 大阪市 rJGI -i J-. 佐樹 i曲2 の 2 ＧＴｾ ，訴 Ｈ ＴＴＳ Ｉ 5  4  3  1  

見，t J正問li 住民 ，J P，反4 の 14- 17 '，(L話 (584) 1571  ft fl 宅 . t i
ほ ，1; 船戸田[ 44 1丘" 首戸 hl ( 2 )  4948 

鴻 池 藤 奈佐 賀 孝 夫 白 石
叉三泳五 」宅E謹E司a  

男

株式会社 i!f j 池 組 ｬ 以 締役 ｴ ｊｌ ｾ 株式会社雑貨建築設計事務所代表取締役 東 洋 不 動 産 株 式 会 社 専務取締役

大阪 ､￭ 此花ｼメ Ｑι 法町 ｾｴ 3 の 6 7 '，IL，if; (462) 1631代

布1 :且 111 rli 八 許 了 3 - 4 正，r，f; (31)  1371 ft 大 阪 市 南 区 順 l誕 町 通 4 の 25 '，l1wF. (251  )24 75 

n宅，; ，r . Bdi 北1><: ＧＱ Ｇ ｾｦ Ｎｲ ｈＧｨｪｾ ￘ｬ ｊＸＶ＠ "正"f; ，;， r.B 44 i  1526 

1'1 宅 相 歌 山 市 小 松 原 通 5 内 1 ¥!L治 (23) 5 8 8 8  ｮ 宅ー大阪市住吉区 ｉｾｗ プ ｬＧ 1 町68 "正"Io (671  )3794 

金 岡リ 利 隆 ;酉 井 辰

一
城 口 庸 平

株 式 会 社 金 剛 組 代表取締役 三光 金 属 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役 株式会社大阪城口研究所取締役社長

，ー よ: 阪 di Ｉｾ＠ 1 年1"- 惟字国 [ 66 ，丘"，f; (779 )  7  7  3  1  ft 大阪 di r軒i正鰻谷' i ' 之田[ 80 I正ぷ (271) 6234 代 大阪市北区 ｬＺＧｾｩ J1t 聞[ 1  'i tL，活 (371) 7151 ft 

J ' i 宅・京大阪 di /t!!田1' 8 - 3  1' 1  '(: .  ＧｾＲＱＱＱ＠ r! i ..t.:問[ 10- 98 '，!L，;，f; 068 (52)  3888 
J' Jと rJq 日 rli t1l'F.田[ 6 - 40 

佐 藤
z目h己

本会 貞 氷 直 義 2頁 賀
5謹ヨ白L  

2，4ロh  

郎

株式会 社 今 西 組 iZ込二
長

貞 永 建 築 士 事 務 所 所 長 須 賀 工 業 株 式 会 社 取締役社長

大阪， ｉ￭Ｉｾ E  .¥'1><: 1本田 [ 7 の 2 '，11"，'; (772)  1  2  5  1  
ｉｾ＠ Ij l  r! i  {i.t 恨1 1 ( Ｑ の ＴＱι ｨＵｾｲｬＧ 悦Ｇｘｬｬ ＷＲ

自 主 ( ' Ii' di "、 ml ｾｪＺ 田 ｛ＹＷ '，11，活 097 ( 2 )  2226 
自宅 ・川西，lil JJl J主7・Irlr 水谷 5 - 1 " 正話池山15氾607

佐 藤 太

"  

近 畿 屯 気 工 事 株 式 会 社 相 談 役

大 阪 市 北 1; ，( 市川町f II '，I1，;，f; (312 )1281大代

自宅. Rrfri di 桜 ケ 1:i: 3 の 9 - 27 '，11 "，f; ltrfli (21  )2167 

佐 里子 正

株式会社安J H1 ! 築設計事務所 fU<' 取締役十I:k

大阪 di 点 1><: 淡 路 町 2 の 34 正，if; (202)3836ft  '8091  ｦｾ＠

ｊＧｊち・阿 Ｇｴ［ｾ rli エJI 田f 4  - 9  ｾｌＺ， Ｚｬｩｬ 珂日 Ｈ ＲＲ Ｉ 1  5  6  9  

佐 々 木 麿

咽島

株 式 会 社 大 阪 硝 子 庖 代 表 取 締 役

大 阪 市 京 区 本 町 5 の 4 '，l!:，活 (261)3029・7185

自 宅 西 日 市 叩 風 間 2 の 117 ¥! L，話商百 (67) 2602 

: 亘三

J 円 1簡
問

自
水 和 谷 知 巳

株式会社清水和 )fll 設計事 務 所 代 表 取 締 役

大阪 di 北区神山田1 ' 26 U;IILI f . i J 1I ピル) "正，]，'; (312) 7278・4616

J ' J 宅. ＧｾＡｬＮ＠ rl' di 桜 以 来 泊 5 の 8 '，[i. ，活 068 (52 )  7056 

大阪ｾＱＮｌ気暖房株式会社取締役社長

大阪 di r川区江戸尉 l のω 1ι"占(44 1)8231 k f t  

ｾｮＮ＠

高文 楽 貞 取締役社長 杉 村 正 三 郎

専務取締役 柏 岡 十 三 介

株 式 会 社 洋 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

大 阪 市 南 区 8 4>: 僑筋 2 - 58 '，11，活 (631)1019  

J'i屯 ・神戸 dii J' U作|正以本田1' 3 の23 '，11，]1; (71 )  0324 阪 急 電 気 工 事 株 式 会 社

大阪市点淀 川l-i l' - ' - 西之町 3 の 34 "丘 t活 (302) 0231 - 5

庄 野 勝 F関 回 正 美

不 動 建 設 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

大 阪 市 南 区 鰻 谷 f'l' 之 町 57 '，11，活白71)4771  

肉宅・大阪市住白区* 塚山西 5 の18 '，tL，; 首(671)5014  

第一工業株式会社大阪支底 取締役支l吉長

大 阪 市 北 区 羽 田 町 30 '，I1，1f. (364)  0  9  7  7  
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次

会 社

3  8  

1孟

日 建 設 計 工 務 株 式

大 阪 市 東 区 償 制 2 の

本塚夫

'，{e，t
r
;  "" hl  ( 2 )  0  0  7  2  

文田

芦 屋 rli 業 IL 田f 20 

財之

取締役社長

屯ぷ( 5 31)6431大代

輝

株式会社 銭 高 組

大阪市西区阿波座上i曲3 の2

吉

岡
銭

• 

通

旭ファイパーグラス株式会社大阪支庖 支庖長

大阪市北区立 ｨＮｾ 中通 ｬ の ＲＵ "正訴 (312) 0 9 5 7

: 堂島勧銀ヒ・ノレ内

F主田土錬

株 式 会 社 竹 中 工 務 底 取 締 役 社 長

大阪市東区本町 4 の27 '，11話 α5 2) 1  2  0  1 大代

中竹
美

株式会社団阪建築設計事務 所 代 表 取 締 役

大阪市東区森町出点之田f 545大阪紙総会館混話 (941)9648 

H 定 ・ 吹 m oI i  片 山 町 ! の 2 1  '，[t，;l; (388  )65 10  

朋阪田

司11

合名会社つねなりすたじお 代 表 者

大 阪 市 京 区 北 浜 3 ノ 10 '，{e，;，f; (231) 0141 ・7781

成11宣
、8::

) ! 三

株式会社双星社竹腰建築事務所 代表取締役

大阪市北区堂 ';. 'j 中2 の 3 7 - 3 '，It，活 (34 1) 6 6 7 1

自 宅 西 宮 市 松 回 目J 7  - 2 2 ι B活l!!i 1;-;(34 )  2650 

健腰竹功

株式 会 社 生 建 社 代表取締役

大阪市西 ｲｾ ，江田 ｉ 刷 Ｒ の ＸＲ '，{e"，f; (443)  4  9  2  1  

FI毛 堺 市 大 災 針 147- 39 正ぷ 0723 (7)  5  1  7  1  

中田

-守

謙

株式会社東畑建築事務所代表取締役

よ 阪 市 点 I>{ 伏 見 町 5 T  1.1  19  llL，;f， ( 202) 039 1  

1'1'(:. N'Ji ，t ; 点瀧区{ 上 L 町縄手下 1680 "J !話078(85) 5043 

士田東
ごム

，ロ

セメダイ ン株式会社大阪支庖支庖長

大阪市南区大玄寺 IHTJ l t 之丁41 '，{e話 (27 1) 3456- 9  

n 毛 西 宮 I布t日代田f 128 

イ半井武
政

大島応用化学工業株式会社 取締役社長

』巨大 阪 tli ｾ呼応 ＱＱ Ｔ '，{e，i，f; (782)4171- 3 ・6734- 8  

ＱＺ Ｑ 定大阪 ､￭ 地点 ｬ 豆 ｾｨ 仁点ノ日 Ｑｦ 4 の99 ';{e"f; (931 )  3506 

中田

郎

I時 山 設 計 事 務 所 所 長

大阪市北区曾恨崎上 2 - 21:業部ピル屯話 (361) 6248

ｾ Ｑ Ｇ￭ｓ Ｇ 大阪市 東 淀川区 三 国本百 ｔＲ の Ｑ ＲＷ 屯ぷ Ｈ ＳＹＳ Ｉ ＹＵＵＷ

太山時幸

浅野スレー ト株式 会 社 大 阪 支 庖 支 庖 長

大 阪 市 北 区 芝 山 町 35 '，1L 1活 (372) 日51- 7

谷也

株式会社団淵建築設計事務所 取締役社長

布l 歌 山 rli 下田f 19  '，{e，)，f; (31)  0 2 6 1 - 2  

誠淵回

.. 

正

株式会社三座 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

大阪市北区 '1' 之仏 4 の33 ;1[話 ( 443) 0  0  5 1 ft 

l主主 戸 屋 市 二 条 町 53 i: a話f 守屍 ( 2 ) 4 9 5 3  

水徳夫

株式会社斎藤省三商庖大 阪 庖 取 締 役 支 庖長

大 阪 市 西 区 ヒ 1主地通 I の 1 '，{e訴 (443)3361代

大同ビ J レ 616

義見実日郎

株 式 会 社 朝 日 工 業 社 取 締 役 社 長

大阪 I打点 t定川区加品目f 357 屯ぷ (302) 2271 ft 

FI 宅 ・西宮 01;' 1' {-I園田J 3  - 8  ｾｬｬ ｬￌ ｬｲ￭ ｩ可否｜ (41) 似 94

:止t
u 、、2頁

吉

岡

.. 

泰

富 家 建 築 事 務 所

，;， r. 11市中京区)11' 小 路i凪京洞院西入 屯論点郎 ( 23) 6357代

宏家

向

ロ

田人

小俣シ ャッター工業株式会社大阪支庖 取締役支庖長

大阪市北区若絵師J 30 'dUf ;  (364  ) 4825・90ω ・9016

政頭I也夫

株式会社大阪建築事務所取締役社長

大 阪 市 西 区 京 町 繍 2 の 7 5  'ilL話 (44 1) 9351

1'1' 1三大阪 t打点淀川区- 111川 'I' i!li 汐) 2- 4  "正お ( 328) 0935

慶橋

吉

岡
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肩車 賀 新

内 藤
盲

穴

株 式 会 社竹内建 築 事務所 代 表 取 締 役

• 大阪市浪速[1{疋田fl ＷＴＲ 雌ｾ， t. / レ ｈ［Ｚ ，［，ｾ Ｈ＠ 64 1  ) 5089・11 56

内 藤 資 忠、

株 式 会 社 内 藤 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

京都 市右京区印中大ｊｪｾ町 Ｑ ＸＹ ¥lL話京都町田6196

向を ー京郎市左京区北白川 IlJノ 1[; 町38 包括京都内3353

内 藤 正 克

株式会社内総往築設，iI- 'J'; 務 所 専 務 取 締 役

兵l・1・県小野市上本町240 4  う正 ｮｾ 07946 475，!¥: 

、伊
ノj 、'f ビJ レ

i'1''(; ・>'，/・1・M小野市久保木町 1063 '，(e，，[i ( 07946)  466H 

中

--1

s

J

 

匠

中 川 l所 建 築 設 計 'Jc 務 所 所 以

大阪市北! メー浪花町38新興ビル 'j{L 1品 3:1 ) 365 1(((泊 64 12 - 4

i J 定 ＧＭｩＨｦｾｲｬｪ＠ * 谷イ 1 凶 1 8 川"f; ｪｩｙｾ＠ ( 86)  2  3  9  1  

中 川 真 佐

アホロ印刷株式会社 1によ取締役

• 大阪，｛Ｑ点 ｛ｩＮｾ ヒ新田｛ 2 の7 "正，，，'i ( 942) 295If¥: 

年 昭 和 4 3 年 元 旦

中原 茂

安宅エンヂニヤリ ング株式会社 取締役建築部長

大阪 rli M[ 区点的 2 の15 1  '，(l，;，¥ ( 942 ＩＲ ｾ Ｑ Ｒ 代 ・ ， Ｑ Ａｩ ｾＹＱＨＧ

t 松H ビJ レ9 階 )

中 ヰす 金

中 村 金 二 商 ! 占 府 -i:

J;( ｲＮ ｂ､ｩ ド点 ｲｾｾ tl，I!f 'j iJ1j，t . J L i'!i入 ＧＱ ｌＺ， ｩｬｾｊ［Ｈ＠ n関司 1002 ，118.1  

8380 

長 井 策 虫B

ｬ た ， Ｑ［ ， ＧｪＴ ｊＡ，没事 ｾａ 会社 ｉ Ｉｉ， ｊｉ ｽ ｌｪ ｬＱｌｾ 本 常 務 取 締 役

大阪，[ 1 ｾ､ メ ｬｻ， 田 ｊＵ の Ｗ Ｑｬ ｌ 田 ｉ ビル '，[e，，[. 202 ) 7461代・則56!¥:

i'I ''(; ， ｾ｛ｉＯ［＠ di ｾｬ ，融 ｬ バＺ御彬町御国 ｾ Ｂ 江 Ｂｦ［ ｾｉＧＯ［ 85 . 1 8 0 9  

'I IeE~臥 133，の 6

長 尾 正 大

L: l ，f : エレベ ー タ工業株式会社 代表取締役

大阪 ､ ，大淀区大 ｾｉＧ 陥筋 Ｖ

天人 l阪急ピル

n宅 地111 di 城! 有田[3の33

'.IL必 351 )4927代

:正，} i 0727( 51 ) 9381  

西 嶋 徳 太 郎

株式会任大| 以!ill さとが ffi ドi)j '，'1務 取 締 役

大阪市内[ " . ) j ' : 町時l 2 日 75 ・也"丹 (441)¥) ‘ l !i l

ｩＧｉ ＧＧＨ［ 太田 ｾＯｻｦ RI ( u ，lil 高ヶ兵3 的 11 35 '，L: ，，[. tJ，2i aI) 2132 

中 j畢 誠 良R 西 村 庄 市

i事 往 築 。Jc 務 所 所 以 ｊ ｾ 磁石公株式会 ｦ ｬ

大阪 ､ｩｾｴｾ｢ｬ 悶Ｑｉｦ ｛ＳＸ 新日泊ヒル '，t，:"吊 363 3881 

内 宅 守 1I，Iii屯井; i ; 町 3 町 2 7  '，(l，，/i 991)  1848 

中 野 順 次 郎

株 式 会社 中 野 建 築事務 所 代表 取 締役

• ，kŴ"i 北[ ，( 堂向上 2 の3 9  '，(l" 首 ( 341) 3561 

1J HI/' li;{:; ビル l内

i'I'七 . ｾｾｾ＠ Ij t  rli 岡田f 7の 10 '，l!:，;占 068 (52) 4 145

日本建築協会兵庫支部

ム; 苦11 K  ':; ，;  ft ii J  克 二

t[' /'  ，li'[ ，Hl Ii ( ト山 T' iJ1j 5 の 2 3 ι "f; 34)  160:! 

) ' ; ""' 1' .，役会町il 人j

(5011川氏)

根 津 耕 良B

株式会社似i / ! : 建築 'J'; 務 所 代 表 取 締 役

大阪，[ 1点 l正、|ι 野町 3 の35 ・仏"f i ( 231) 1632- 3

11(1布l ビル

ｩＧｉＧｩＺ Ｏｩ Ｈｊ玩 ､ ，川 ｉ ｦｉｩＧｪ ＭＺＧｩ Ｈｙ ｾＵ ー Ｑ 9  Ｇ，ｬｌ，［， ｾＧｪ 、以 ＨＸＶ ) 7862 

野 崎 謙

株 式 会 社 山 1'- }，f自11設 計 'J'4;5I
i
片 取 締 役 社 lと

*};(r. I; 中央1'( 内八 i 樹 2714 )、/， ビル '，[e，，f， 552' 8311 

オl ，;(r.!;).:，;(I i ( 本駒込 l の10 1  U  '，(eロ品 川 1)8，47 

長 谷 川 為

ｪ ペￎ￬ｾ川 Ｊｉｬ 株式会十 ＱＺ ｬｲｾ 締役ｦｬＺ ｕＺ

大阪 d，)， L  .¥ 1バ大道 l グ 1311 屯品 "7!  111れ

1'1 と ｪ 、阪 ､ ，仰ＧＩｦ［Ｇ［Ｇｦ ＧＱ バ Ｇｉ ｌＺ ｉｉｉｾ t  622 ， I  i  Jυ 

l ぶ也ijlfl:l -1 1  

浜 口 幹 良区

株 式 会 社 浅 沼 組l 取 締 役

大阪 di X  r  .'1' 1; ，( *  ，:':j Ht 田[ 8 の 1 '，1.("首 762111251

i'I''(; 大阪 di 阿川 1'1'1'( 文の 'HIの4 21 '，l!: .ili ( 23) ( 焔08

原 田

1I {1干11 アルミニウム株式会社取締役十w

堺 d， ;r，) 111 田[ 6  の 221 ・[e，目堺 3  1181 f¥: 

i'I・乙 ｾｾ＠ Ih ｩｲｩｾ＠ ，IJ J1{H-rl田[:lの I C J 4 ι "が昨 61 1258 

原 田 守

株式会社新円+ : 伐14:i コンサルタント

大阪，[ 1 ItJ 1バl <地l t品 筋 1 '，1.:，，[， 271 ) 125If¥:  

)L，>j千イ iilll ヒル

n' 七・吹日1r1i  l ' dJ: ti 1 の21 10 

伴 秀 雄

株 式 会社 西原 衛 生 工 業 所 大阪支庖
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年新賀長室 (50音順)昭和 4 3 年 元 旦

蔵

株式会社東畑建築事務所 取締役大阪事務所長

大 阪 市 京 区 伏 見 町 5 の 9 1li:話 ( 202) 0391

自 定 京 郎 市 下 京 区 西 木 屋 町 般 原 上 ル 1E話 (35) 2083 

敬
l

 

i

 

--，
， 

. J<. .L.  

同リ蔵

株式会社新興樹オ工業所取締役社長

大阪市西区西長期南i ! f i l の 5 電話( 5 4 1)5757代

自宅 ー大阪市住吉区住吉町242の22 1lt 訴 ( 673) 5120

圭頼千百
士

ロ

株 式 会 社 東 洋 建 築 設 計 事 務 所 社 長

大阪市天王寺区上本町6 的 3- 26 電 話 : ω2029 .2020 1( '

l;Ulm; ビル 2 附 2 号主

1"1 '主 ー八尾市山本町市 4 の 7 3  電話 0729 ( 2) 初 95

良田久

• 

郎

代
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泡
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4

b

u

安

丘
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h

リ

通

'

』

ヶ

一

占

来

世

翠

一

ふ

め

崎

後

E

出

一

t

盟

以

[

打

一

七

迄

区

日

北

市

一

台

州

地

問

市

市

一

」

E

2

4

η

2

E

・一

ι
ド

阪

』

{

毛

一

杉

m

w

大

必

大

白

一

太

取締役社長

慶野

. J <. . L.  

胃リ

日召

R  1  A 建 築 綜 合 研 究 所

大 阪 市 北 区 太 倣 寺 田T33 "Il 謡 大 阪 (312) 9154 

大阪合同ピル 名占度 ( 231) 5511 

東 京 ( 270) お 61

手B田藤平

平 山 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 2 の 2 電 話 (441) 1994 代

自 宅 ・盟中 市 上 野 2の 107 電話盟中 (63) 17判

尽山平

、h
"' J、

日新ビルダーズ株式会社 取締役会長

k 阪 市 l*i lR 久左 1，111"1町ω Ｂ ｨｾ ， ｬｩｩ＠ (211)  6  8  4  3  

基岡政
" 圭

t 円

株式会社日新建築設計事務所 代表取締役

本 社 ・ 大 阪 市 北 区 ，:: i! 世田r I 円 66 '，[e，ifo ( 352)  6161 代

仮事務所 ・大阪市北区1 . 1 保町 l の13

1'1 %' ，; ( 郎市イT京区山町内山町ト田T "正ふf;，;( r.II (311  ) 2564 

本す藤郎

株 式 会 社 平 田 タ イ ル 副 社 長

大阪市西区阿波j査中 i曲l の 5 包括 ( 532) 1234 l t 

n' む が 郎 di ド，;(1，(

tを小路大' : : ' ; 点人 ，[e，，.r; (81)  1  2  0  3  

太作田平

得 F

雄

内外アスベスト株式会社大阪支応 取締役支底長

大 阪 市 都 品 区 間i 尚 北 i岨 l の 14 電 話 (922 )1371 

向 宅 大 阪 市 阿 倍 野 区 阪 市 町3の 3- 21 'i[ 話 (621)8640 

陽尾キ公助

工 脱 社

'iRr1li 大阪 (961)44ω

(962) 1288 

之庄

株 式 会 社

大阪市城東区西. 1m6 の43

本藤生

株式会社双星社竹線建築事務所代表取締役

大阪市北区立山中 2 町3 7 - 3 泣 話 (34 1) 6671 代

自主・西宮市生s. 子園r6 の 10 電 話 ( 34) 6  5  9  I  

朝田干高

平

吉

匡ヨ

)1慎

国

田

松

松

文

平 和 建 設 株 式 会 社 常 務 取 締 役

大阪市城東区間目町 l の40 "丘，l，f; (939) 4741- 5  

n毛 門真市城民田 f l 2の16 Ｇ ，Ａｌ ， ＱｾＰＷＲＰ＠ (81) ω6 7  

康星雄

ダイケンサソシ株式会社取締役社長

堺 市 松 f I { IIIT 1 の 6 Ｇ， ｉｌ Ｂ￭ ［ｊｾＱ＠ 1: 18 1141  

大阪市l Ui l l '，Iyf.l<111 ｾｴ＠ 3 の:17 '，!L，，1i 671  :125- 1  

女子田ネ富

• 株 式 会 社 松 田 設 計 事 務 所

1. '3 1河 di 桝 埼 町 2 の l 明 治 hl ピ ル

キ艮

特許t公平式自蛾秘蔵予防所 所 長

近 畿 白 蛾 防 除 士 協 会 会 長

奈良市，t J 械同，t J ) i 町28 '4t;活 0142 (22)  4  0  9  8  

イ左藤平松樹

株 式 会 社 三 兆 商 会 常 務 取 締 役

大 阪 市 北 区 1 .1 rn 町 16 '，[e，活 ω( 364) i 031  

自 宅 箕 面 市 桜 丘 3 の 6 - 11 '，li:，ili Oi 2i  (21)  2655 

ヲム圧本郎

社団法人 日本建築協会 常務理事

大 阪 市 京 区 北 浜 3 の 37 11Ul i  ( 231)  9  6  4  0  

自 宅 枚 方 市 香 里 聞 町26の68 包括税昼川 (31)0549 

F 晶 唱

え中ネ菌

平

田島応用化工株 式 会 社 大 阪 営 業 所 所 長

大 阪 市 西 区 点 目I 掛 l ー 74 .，正訓 (44 1) 5951  

大本松郎

本 国 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大 阪 市 北 区 芝 田 町 65 '1正‘ 品 (372) 0831- 6  

自宅・京都市東山区山科御陵平林町 2 '，JL話 it: ｲＮｾ＠ (58 )2217 

史田本薫

株式会社福永建築設計事務所代表取締役

大 阪 市 ，*i 区 町l 境目T i!fi 4 の 61 'il Lc; 首位51) 3102

自 宅 大 阪 市 南 区 順 峰 田Ti!fi 4 の61 'i'{L3首位51) 5189

水千百

• 
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謹賀 新

輪 泰 司

• 
株 式 会 社 地 域 計 画 建 築 研 究 所 代 表 取 締 役

京都市左京区吉田本町 12 - 15 '，Il話 075 (7η5 879 

自宅 京高官市伏見区向島与五郎町1- 4 'ill3ii 075 ( ω) 3962 

南
士

ロ長

斉 久 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

代表取締役支庖長

大阪市 lヒ沢市安町 II "江川' ; (443) ω 41- 8  

「‘ 『

昌 克直司

iりl イI rli へ) L IIIr 2 の 4 7  ;!i:，.l i  (911 )  2298 

今

「晶司

昌 後 健

株 式 会 社 向 後 往 築 事 務 所 代 点 取 締 役

大阪，Ii X. E  ，¥， I.{ /二沙町6 の3 ' j必，，，r; 771  0393 

7i l  9281  

7i 2 2908 

11 定 ・大阪市点W ，'i[><:11J 坂田fIの: ; '，!i:"，'; 662 5130 

本す 秀上

'ー

株 式 会 社 村 上 工 務 l古 取 締 役 社 長

大阪市北区太雨量宇町 7 3  '，I!:"ii{ 3' 1l )8651- 3  

n 宅岡山 rlil ｾ川町 Ｒ の ＶＸ '，Jl，;l; I

'

W::i 2  3  0  

村 田 鞠

(通名篤信)

l珂 研 化 学 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

Ｇｾｪ イ ｩ rli 'l'谷田f 8  8 8  '，!i:..f;IIJJ イi 913 345611: 

n宅・事111'lli iJ'水氏

JiLl;{ 町l珂の日1164 '，I!:，;，';iJ'水 ( 7 6 4 1 8 6

室

; ... 

E コー
山 7.1< 

• 
室 谷 商 事 株 式 会 社 取 締f支社長

大阪，Ii ｾｴｉ王制 ｩ ＧｓＧ町 ＵＰ ・ ｉｉｾ ビル '，I!:"，'; 1364 '2031- 4  

i'I宅， N

'

l ;rli ' F.rl Wi l l -1>'i.且4の161 '，Ji，，[; 22 5 0 5 0  

年 昭和 4 3 年 元 旦 (50背/1煩)

山 田 新 治 郎

株式会社 山田建築 事 務 所 代 表 取 締 役

大阪市北区神山町26 ;';11司f. 1J 日ピル fE，孟 312)093711:

山 出 敬

π 吉 勇 太 郎

株 式 会 社 大 末 組 専 務

0 0 0 プ レ ハ ブ 株 式 会 社 社 長

大 阪 市 市 区 太 和 田1 1  llt ，ili(213) 0  5  5  5  

k 阪府南河内郎毘原町小平l己380 j (1，活即23(61)お05- 6

向，ｾ ， .k阪市旭 IX: 僑寺町 4 1  7  :(1品(951) 8 7 1 6  

盛 道 雄

山 出 興 産 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大阪市南I吐大' ; ( ，i' I' 1j ノIIIf21 '，I!: ，，，fi  (251  523811: 

'，!i:，，，r; 271  8 12 1  

ｮＧ ヒ ー 大阪府ｾｾｾ '1' "1新T - 'I' ｾｴ￟ｲｦ＠ 2 のi - 10 

山 本

::t刀

l*-

株 式 会 社 従 工 務 庖 代 表 取 締 役

大阪市I I ! l I烹品、川町 2 の8 ml;fi 大阪 (921)3471  

i'I'と・ j( 塚市1: )) 畑1，< '，ll ，i[j ' ii以 ( 86) 2431

1<1己山12- 53

森 川 喜 代 之 助

森 川 一 級 建 築 上 1J'; : ( : 張所

池川，lili ' ，'{ 1 の 1 - 20 "正..f;0i 27 61  8119 

i'I'と . r'iJ 1:  

山 本 窯 業 化 工 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪市米4定川 IX: 内淡路町3の176 '，11，;[; 322 1831- 1  

ｮ Ｇｴ・ ｬｾｾｾ '1' ，t; *  ｾｾｾ中田 ｦＳ の Ｒω 屯"i ; 52 I: l  8  i  

会 長
F京』

回 誠
一

山 本 博

社 長 女...... 
回 長忌 雄 例 l場 屯 気 株 式 会 社 代 表 取 締 役

安 田 レ ー ル 存在 式 会 社

大阪市北夜中之1:.' ，3 の3

相! 日ビルデイング '，Jl，，，'; 448 ' 136111: 

大阪市沖 ｊ 灰ＮＭＫｾ ，littiJ jlli 1の17 '，Jl，;，'; 2:; ]  709111: 

薮 本 芳 山 本 義 t!1 

型 主 イ 王 位 築 上 'Jι 務 所

和歌山 ｲｬ￮ 点 ｌｾ 田 ｦ ｬ ｏ の Ｑ Ｓ "!i:，，[;和歌山 ( 22 )9930 

山
王

国良B

fJ [j 円本往設業保証株式会社 咋務取締役

横 田
車
問 良B口

体 式 会 社 工 ! J t 社 代 表 取 締 役

大阪市西成区 I品泊 9 の 2 4  ;IIJ ，'i (661  )8861- 3  

n 屯・大阪市fi l' l 区万11:阿 2 の28 ，Ji訴 671) 3  3  0 6  

和 達回 也

不 二 建 設 妹 式 会 社 取 役 締 十1:1毛

大阪 rlil 時l正阿波I 1i /'.泊 4 の8 '，I!:"，f; ' 541)  5534f l: 

i'I'{:.' 'j{坂 rli 1;l)却11下 W61112の汚8 ι " i，Oi 2i ( 59 2018  

山
宏、

J，.J...j 
男

株 式 会 社 平日出品11 代表取締役社長

大阪市北区 ，:':j Jti 田r 6  1  '，Ji "古 (313 20211t  

n 宅戸崎市内山町 5 2  ".[Lふワ足( 2 ' 28ω 

49 

下

合同特許建材工業株式会社 代 表 取 締 役

k 阪，Ii W: 住占民駒川町 3 グ) 5  4  :IL，;/i 702 7814 代

I H>  k 阪市W: ft ，'il . z川辺点ノ匝13の 193 '，IL，，/i 621  9086 



長室 賀 新 年 昭和 4 3 年 元 旦 Ｈ ＵＰ 閉 ｉｉｾ Ｉ

和 田 村 太 郎 鷲 尾 健

浪 速 処 村 工 業 株 式 会 社 代 表取 締 役 大 阪 大 学 丁. 学 部 位 築 工 学 教 主

よ阪 II i 城! 1( 1正法 IU 愉 ぬ 町 4 1  '，11話 (911 1171代

n 屯 ' . k阪 "i lt!! l王新保小路市 l 的 439 :11，活 951 8 2 5 0  

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

事 務 局 員 一 同

• 

若林 繁
士

口 渡 遷 勇

二 業 li. 装 1/11l 工 業 株 式 会 社 社 長

大阪市大泌氏本山川崎町 2 の 6 屯品(371)3321- 3  

n定 点 目11"; ｾＨ山 ｛Ｚ ｻｩ Ｂｊ ｴ 水 Ｒ の ｚＳ Ｒ '，lL mf; (5か G 2  8  3  

株 式 会 社 間j 組 名占版文! 肖砧f告書11長

7'， .' i  1t{.1l rl'! 5{ i品 2 町 4 - 16  11t，r!i ω( 201 )  7511  

I'I' t  点在日市中京[ 垣内 ノJ;(

1Ui '府、 副 8697

御開附町 10

日本建築協会会告 11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111

4 会 員 の 受 章

このたび下記会貝諸氏は 、叙 勲 な ら び に 褒 章 を 予 け ら れ ま し た。

こ、に " 忘してその栄誉をお腿ぴ 11
1

し L げます。

4 鉄骨構造設計講習会

( 鋼椛j主設計 規 i¥l ¥: たによる ，¥¥t，l j' (9I) を 主 に し て 解 説)

.. 
百己

秋の叙 Ａｦｾｾ

勲一三等 瑞 宝 章 1 ] ; Ij ，長政! よ' : [ ¥大 欽 仁 業 社 1 <

後 藤 11 . : 氏近 畿 'Ii 制 lt k  

ｍｾｉ 用等地円小綬市奥村太問郎氏輿付 組 社 ｌ＼

瑞 'J{ 1 i ' I : 足立郎i i h 氏 {菱産スレート会長

内 問
凡 f千 氏 ( 本 初 工 業 社 長 3

岡 本 /{. 樹 氏 l 岡本茂樹ill 築・I( 務所長

新 文 k  
氏 ｬ 対必興業社 ｌｾ

勲 ｅ 等双光 ｪ 也 ｮｾ !? 盛 繁 男
氏 ( ，'f 盛 .ill 村 社 長

F潟 市 青I t， 反 内 幾 ご1郎 氏 坂l付建築設，i H>務所長1

山 凹 文 次 氏 山 日1 工 業 社 長)

言語 ?;そ ( H" { : 校体rri関 係

紫綬 Ｑｬｾ ｉ ｾｾ 山 ｭ 議行氏 Ｈ 竹 ＧＱＧ ＱＺＺ務 ｊ 肘 ｉ 務取締役

ｉｾ ｾ ， ［Ｎ綬主主 ｉＧｾ Ｇ￮Ｚ f米 | 羽 渇 ! 二 氏 UJ 1: ，¥応用化工 MIJ 社長)

'j' (  要ｊｬ ｨ 氏 Ｈ 点 ＺｩＮ 商 Ｇｉｾ 社 ｌ ､

日 時 4 3 年 2 J) 9  R  ( 全 ) 午前 911拘O分→ 511寺( 611年間:)0分 j

場 大 阪 科 学 技 術 セ ン タ ー 8 階 ・大 ホ ー ル

( 大 阪 市 西 区 制 1 ， 市 バ ス 初 公 1¥11前 )

5 0 0 名 ( 先治受十J')II 買で〆切ります )

日本建築協会 ・発干1) r鉄 骨 の デ ザ イ ン 』

.c，. 

コE

員

ト

ス
キ

{

疋

テ

受 講 料 3，000円 ( テキスト代を含む )

1，000 円 ( テキスト持参将のみ )

申 込 方 法 1 月27 日までに， lfi 込 力 ( 氏名 ・勤務先を記，j車) と受

講和十を添えて' f ，務局へ即日います。 受 講 券 と テ キ ス ト を

お 波 し し ま す。

講 師 順 不 同 制k材、

ぽ尾健 二 大阪大 ｾＧＧ￭Ｚ ， イミ 11 : 1 幸夫大林組， ＧＱ ［ｾＧ 川達郎 ｴ 恥 ιＱＢ ＱＧ 務所

長 ｉｬ ｊ ｊ｛ ｵｾｾ 大阪建築 ＧｉＨ 務所 ， 土 Ｗ 林 ｾ＿ｻ ｈ ｴ 縫口 Ｎ ｩｬｬ ふわ

記

1I1 山 応 用 化T K K 会館の床 ｬ 仙工 Ｇｊｾ Ｈ ｾ 、 Ｔ 工 共 Ｉ

31楕会議宅の天井 ( "  )  

l司 光 im ' J ' ;KK 3 階 会 議 宅 の i桂川用ビニール ・レ ザ -

ｾｪ ｬ 点術料 ｋｋ Ｓ 階会議室のお ￭ｴ 装工｣ｪＢｾ ( 村 て 共 )

11 -1>ト ア ーチエノ ク製造 K K  3 附 会 議 主 の ド ア ー チ ェ ソク

水平[ 1 工 業 K K 3 階 会 ぷ 宅 の 蝶 番

. 創 立50周 年 記念 出 版

新 ら し い 鋼h' 4 造設計規準系による『鉄 骨 の デ ザ イ ン 』

= 実 例 と 考 え 方 =

・ 設 計j91) は す べ て 新 規 準 案 に よ り 計 算 し 部 分 的 に 現 行 規 i¥l l と刈 W¥

できるよう編集し た。

体 裁 ・ B 5 判 ・8 ポ イ ント活字一段組 ・ 約400頁 ， 表紙 ・特 クロー

ス上製本. 特 価 ( 1 月31 日まで ) 2，000円・ 定fnfi2，500円・ 送料 250円

司B

4 寄 贈 品 御 礼

こ の た び 近 畿 挫 築 会 館 の 内 部 改 装 を 行 な う に 当 り 、 下 記 の と お

り弁社よりご得J l 自を受けました 。

二、に誌してご l平，ti に 対 し 深 < .i M立 を よ し ま す。

4創立50周年記念事業資金受領報告

その 7 (12月 1 日迄分)

50川年記念 事業 資 全 を 下 記 の と お り 受 領 い た し ま し た。 !平 くお

礼11
1

し t げます。

( 株 ) 小 笠原浜町，建築事務所殿 5，000円

累 計 5，835，000円

[ 総 目次]

鉄 i'I'Wt 造の与えんー

;定 例 平 家 建 の 倉 庫 ・洛 彼 憐 迭 の 給 油 所 ・鋸 屋 恨 の あ る 工 場

クレーンのついた: &I l j l .  2 階 建 の 工 場 内 食 堂 ・3 階 建

の事務所 ・ 鋼管精進の工場 ・ 屋上独立鉄 ｉ 答 ・ 粍 ＧｬＨｊｦｾ 鋼

に よ る 工 場

往 築 欽'ii ・のI削長設計 ・構造計算占について

設計資本| ・鋼 構 造 ぷ 計 親 権 楽 に よ る 断 面 算 定 表 ・外

特 別 資 料 ・手千純鉄' 円・材料 一覧 表 と そ の 解 説

• 

50 



• 

.. 
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日本建築協会常設委員会・本年の抱負・ …

協会創立51年自の 抱 負
'J'; 定委J l 民 政 岡 基 次

会 誌 を { ↑ っ て い る 編 集 会 只 会 は 別 格 と し て 、 数 あ る 委 員 会 の '-t' で

小［・ｊＧ［Ｎ［Ｇｴ委只会は、会 ｈ にＱｴ止 ｌ 街 Ｑｾ につながる ￜ ＺＧ ｊｔ をしている 。 それ

だ け に 、 こ の 委 只 会 の 打fi ! f i ) ; は会勢に大きし、 ;μ 科 を 及 ぼ す。 懇 親 会 -

ｊ ・，Ｍ ｬ 、会 ｬｾ の集い ・ 展示会 Ｍ μ 断Ａｊｩ映画会 ・ 弁 ｈｬ 説明会 ・ 見学会 の Ｖ つ

の 小委 ｬｾ 会 Ｈ［ｊＺ 、こ の 市 一 大 なＨ止命を ＱＱ 舜 ｈ 寺も忘れ てはならなし、 。

小 22il 会 の J市民J; t . ，、その Il. 'j 々 に よ っ て 緩 か で は あ る が 変 化 す る 。

た と え ば見 '''t 会 を 取 り 卜げ て み て も 、 lOi f 位 li 可 ま で は ま だ そ れ れ 多

くの JJL場もなく、いわ( ; f ・1 し た も の で も 珍 し い II ，J が あ っ た。 そ れ

に j ヒベて 、ll :i i [ は 往 築 界 全 般 の レ ベ ル が11' l _ / し、会只の望むところ

も ｉｾ＠ :J くな っ た。 い き お い '['1の よ い 、r: ' :jJ . : l ' なも のを 刈 象 に し な け れ ば

ＱＡＱ ，ｦ［ ｻ＿Ｑ 沫になってきた 。 他 の 小委 ｬｾ 会も同僚 むことがある 。

協 会 filJ ｾｾＵＱ 年 ＱＱ の ｩ ｪＧＮｩｬｙｩ (こ‘ "， つ て は 、こ の点 を $Ji' に 児 締 め 、 祐 光 市

が 米 された締かしい主 ｓＧｾ Ｚｊ ｬ ｬ の ｼ へ 、 ← 層 の ｪ 瓦Ｊを ＱＧ， Ｇ Ｑ 市 Ｎねて 、 会貝弁位

の ごWJ 1 . ' J に応えたいと思っている 。

本年にやりたいこと
教 fl 委l W 橋 本 忠 保

，-jd ド引に力を入れてやリたいと思っている乃' [ 円 と 嬰 1，' ) . を報告し、

会 H ，; / ' i 氏や建築 JY，J 係の J. i..;¥、) ) 々のご支般をお原J [ ¥、することにしまし

た。 くれぐれも 絶大なご折導を1 i J 望 い た し ま す。

1. 机 場 実 務 議 開 会 … 大 阪 の ほ か 主要 支 部 でIm1ii i

2.  / ，，1': 工・F 講 門 会 主 要 支部 や 王 要 郎 di で も 開1m

3.  現場主任講? ? 会ー 内 科 そ の 他 を 検 討Jf: }j 白

4， 設 j'iii ｾ 昨育会 ー往ぎた技術者を対象にして、給排水Wr 生 設fsti 、 空

公 ｊ 肘 ｈ 設 Ｑ ， ｭ ｾ 花子 ｬ 会 の刊で ＩＱ Ｑ 可

5  往 築 の 知 識 誠 子f会 設イ，ii iH: :{i I:j 才; を 対 象 に し て 、 建 築 の一 般 的

な， ｬ ＺｬｩｾＱ 会

6.  JJd'j '  附 ｩｩｉ 設ｦ［ ＱＭｾ ｗ ｦ 門会 大 阪 の ほ か ヒ 品lejE部、 郎市 でIJFJ 1Hi

7  て，:':j 'l テ ザ イ ン コ ン ク ー ル ..・ 0 応 募 の P R と作 品 の 発 表方 法

(  11 J' IJ 新 聞 やテレビへ'J ' H会 に 1

"

J つ て の P R問 題 検 討)

8， I'. ，:':j'r. 地 工 教TJ- .... ｊλｪ ， ｴ Ｎ 、のＭｴ ｅ Ｍｴ ｊｩＧＮｾＧｻ t . ，含めて検討

以 |ーのほか、本会 lH版 物 を 教 材 に L た 新 し い 議 問 会 、シ ン ポ ジ ウ ム

)j J"'i， . バ ネ ル デ ィ ス カ ソ シ ョ ン Jj 式 、%Ji' 処 j'1 の 1)f.j ) C にf I ' う地工士? の

1:.<1 ，' : の 作 成 な ど を 考A え て い ま す。

新春「住J 談
li 五委HJ 之 岡 橋 作 太 郎

1967年 の わ れ わ れ の 大 き な 話 題 の 一 つ は 、 ア ビ タ 67 で あ り ま し た 。

経 済 的 な 而 な ど か ら 批 判l も あ り ま し た が 、 な ん と い 円 て も 新 鮮 な 魅

プJ に 1，日I ち て い ま し た 。

同 じ モ ン ト リ オ ー ル 市 の 一 角 、 ウ エ ス ト 7 ウ ン 卜 の 住 宅 地 は ま た

別 の 美 し さ を 誇 っ て い ま し た。 思 い 思 い の 好 み の 家 々 が花 に 包 ま れ

芝 生 を 従 え て 絡 ま り か え っ て い ま し た。 ス プ リ ン ク ラ ー の 水 だ け が

! 坊 に 輝 い て な に か 歌 っ て い る よ う で し た 。 し か し こ れ は 大 目IITI 1 のぽ

う 大 な 数 の 人 々 の 「 住 」 を 賄 う 風 景 で は あ り 仰 な い よ う で す。 ア ヒ タ

67の よ う に 空 間 の 新 し い 処 理 に よ ら な い わ け に は い か な い で し ょ う 。

ｾ￬ Ｇ ｬｩ の綴のような敷地を切り売りするためにｌＱ Ｑ の緑を争 ｉｊ ざとり こ

まっちゃくれたモタン住宅に 財布 をはたき、 ｩｲＺｴＺｬｪｾ の通勤ｾｬＲ Ｑ ｉ ｉ をｾ転

して赤字を ｉＧ ｾ ｉｊ す、 な ど と い う こ と は ! む の 竹 取 だ と い う こ と は 「 分 っ

て い る け ど や め ら れ な い 」 の で し ょ う か。

建 材委員会の使命と抱負
ill 付 委 l H< 堀 内 三 郎

昨 年 4 月 、 政 問 前委 員 長 の あ と を 受 け て 大 役 を お ')卜受ーすることに

なった私には、 「建 材 の燃 焼による煙と有 ｾｉ 子ガス 」 という、 ｊ ｊ，げ ｅ 最

も緊急を要する主J l l i ではあるが困日nな 問 題 が 待 ち 受 け て い た。 号さし、

委 員 諸 氏 の 熱 心 な ご ttl，力により 、 その一 応 の ま と め を l昭和43年 2 月

号 に 発 表 す る こ と が で き る の で 、引 続き「左1 ' r用 セ メ ン ト 」 に つ い

て 検 討中 で 、; ! J : < 本 誌 の 技 術 の 頁 に 発 表 さ れ る 予 定 で あ る 。 建 材 委

員会は当協会の特色を ｾ ｉ ｾ かした委只会の 一 つで 、 Ｍ Ｑ ，，ＨＩＮ丘一 の急 速な科学

技術の発展に対応して日進月歩する主色村 の ＮｩＡＦ ｩｅｾ 使 用 方 法 な ど を 会

員 諸 氏 に お 知 ら せ す る と と も に 、 使 用 ./'i ' の↑I! I J か ら の 経 験 や 検 討 を 通

じて、より良い建材の発達を促すという可嬰な使命を1 H . っているも

のである 。 今後もこの方針にＡＡｉ ｊ り、 ｬζ 〈会Ｎｬｾ諸氏のこＧ立見を係り入

れ つ つ 、 建 材 を 通 じ て 建 築 の 進 歩 に 微 力 を 体 げ た い と 念 願 し て い る

の で 、 忌ιPj 1. ないこ:'XI 兄 を fi' i極 的 にお千百ーせ下さるよう全会員の ζ 協 力

を お 願 い す る 次 第 で あ る 。

出版委員会の希望
tli 版 委Hk 石 崎 溌 雄

ｮｾ 版ということは建築協会の主要がうたの 一 つであり 、協会 の発 展

の た め に も 今後 ま す ま す :rf ( 要にな っ て く る で あ ろ う 。 し か し 協 会 が

どのような 科物 を ，ＧＧＭＱ すべきかは 、 きわめてむずかしし、 。 ｮｾ 版れでは

な い か ら 、 さ ほ ど 多 く の -;'?t&J を，'Hす わ け に は い か な い し 、 数 は 今 先

く て も 会 員 に と っ て 有 統 な も の 、 あるいは必星:j なものが，'I :Ii Nさ れ な

くてはならなし、 。 し た が っ て J見イ人 どのようむ :11物が空t; }( さ れ て い

るかということを知 ｬ るのが協会の，ＧｉＺ ｊ 以下某ーの ｾｾ ｉγ 広、である 。 それに

つ い て は 一 部の方々に| 甘い、たりしているが、まだ不| 分のように思

う 。 会只のんでイ ｩｩｔ か Ａｉ Ｚｭ｜Ｈ にｪｙ［ ｊ してご ｊ む 宅があれば、お ＱＮ 数ながら ｮｾ

ｊｾ ｬｊｩ委日会均、お ｉ Ｑ Ｑ し腿しいただけると 王 子である 。 新作にあたり芯 ー ｼ ー

をかりて、 午、干 に 会 H の 万へお即日し、しておきたい。
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- … 日本建築協会常設委員会・本年の抱負

法規委員会
法規委貝長 佐 野正 一

昨年は建設省に設けられた建築審議会がかなり活発主動きを示し

建築関係法規について伏在している問題を摘出し検討を開始 した。

政界でも各党が都市政策を競い、 7 スコ ミは都市の中と周辺部に

多い違反建築やスプロールを話題にとり あげた。 しかし具体的にど

う立法化するかとなると建築界、官界それぞれの事情でなかなかま

とまるところまで到達しないまま年を越 してしまった 。 今年はぜひ

とも建築基準法、建築士法二法についてたとえ小規模にせよ改正が

進め られるべきである 。 本委員会としても いささか努 力を払 L 、たい

と念願して い る次第である 。

「建築と社会」誌上に法令コーナーを設ける企画が昨年 後半 から

実 現 したのはうれし L 、。 これ は相座、竹口委員ら の非常なご尽力に

よるも のであ るが、今後読者の反響 を 聴 いた上で極力平易で充 実し

たページにしたいと 思う 。

委員会 ・本年の抱負 建築 デ ー ハ ー ト編集委員長 中 原 茂

建築データンート編集委員会は42年度から、新しく発足しまし た。

本委員会の主たる 目的は当協会50周年記 念事業のーっとして企画き

れた建築デー タシートの発刊を行なうこと であり、協会会員のため

に、新 しい 角度より各種デ ー タとして編集され た、カタログの集大

成を実現させようと、この一年足らず の間全委員が非常な 熱意をも

って一丸となり、努力を続けてまいりました。

また編集に際しては、監修者 ・顧問 のご指導を仰ぎ、各ンート掲

載会社か らは、絶大なご賛同を得ること ができて、 ここ にすべての

力の結集 がいよいよ 皆 様の前に 姿を現わ す自の i! i : くなった こ とを、

何よりも慶びた い気持であります。 そ して本年は、先ずこ の データ

シートが会員諸氏の手元に渡り、これを活用して頂くとともに、さ

らに ご批判 や希望の声を 繁 〈頂 L 、て、ますます委員会の活動に張り

合いと、自信が加わって行く ことを 深〈望んでおります。

創立50周年記念出版の建築データシート

無料頒布と再び入会勧誘についてお願い

会勢委員 長 鷲尾健三

本会は昨年 3 月30 日を以て創立 50周年を迎え、逐次有意義な記念

事業を実行してまいりましたが、かねてより 記念 出版のーっとして

建築実務にもっとも必要な建築資材、工法のデータシ ートを新しい

構 想 と編集により刊行することとなり、委員会を設けて熱心に企画

を進めて来ました。
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漸 くにして準備が整い、会誌 「建築と社会」の 附 録 として本年 3

月号から 30 シード宛毎月号に同封 して、全会員に 洩れな く無料 頒 布

することにいたしました 。

すなわち 43年 3 月号から 44年 10月号に至る向 う20 か月計 600 :.--ー

トを予定 しておりますが、多少 の追加ある いは改訂、増補もあるこ

とと恵、います。

これはまさし く我々建築技術者 の待 望 久 し き 必 携の書であ り、本

会々員はもとより広 〈我国建築界において絶賛を博する ものと 確信

しております。

きさの創立50周年を期しての会員倍加運動につ いて、 各位の格別

のご尽力を恭うし誠に有難 くお 札を申 し上 げます。 なお今般建築デ

ーターシトの発刊に当り、本年 1 月から 3 月までを期間として再び

会 員 各 位の入会勧誘運動を強力に展開 し、 期限内に新に 本会に 入会

された方には、現会員同様データンートの無料頒布とともに、入会

金を免除することにいたします。

また同 じく記念出版として 「鉄 骨 の デザイン ( 実例と考え方 )J を

担当編集委員会 の非常な努力によって本年 1 月末発刊 の運びにいた

りました 。

これは学会新規準案による鉄骨設計にお け る絶好の実務警であ り

ます ので 、こ の書物による「鉄骨構造設計講習会J を本年 2 月から大

阪をは じめ 各支部 の所在地 や全国の各都市にお いて開 催する予定で

ご ざ い ま す 。

なにとぞ本会の意図をご賢察 の上、こ の際多数ご入会にご協力下

さいま して 、本会発展にご寄 与賜わりますよう伏してお願い申し上

げます。

編集委員会の今年の道 編集委員 長 長谷川哲之助

新年を迎えるにあたり、編集委員会と しま しては、協会と皆様を

繋 ぐ「建築と社会 」めよ り充実 した発展を心掛けております 3 皆 様

が会員となられた意義 を 感 じていただけることを使命と深〈心に念

じております。

昨年度! ; t 、 50周年を迎え社会における建築の立場に ついて考えて

みました 。今年は、社会構成 の変化にともな って 、ますますそ の重

要性を増 してきた 「都 市」 について色々の角度から取りあげてみた

いと 思 いま す。 その他 、皆様と協会とを直接に結び付ける 「読者の

頁」報 道性 を計 る 「ニュース」 の悩lを設けて おります。 皆様のご投

稿 によ り充分その目的を果 したいと 思います。 さらに 「技術 の頁」

その他のシリーズものの頁等皆様にとって魅力ある雑誌とすべ〈、

会員皆様の ご協力を得て、 一 層の努力を いた したいと念じております。

なお、発行日についても事務局 の ご苦労により定日といたし ます。

• 

司ト

• 

• 



て. .  .  
トの発刊にあたっン ー

創 立 5 0 周 年 記 念 出 版

建築デー タ

りましょう。乙乙に日本建築協会においては創立50周年記念事業として

建築データシー ト編集委員会を新設し ，官公庁，設計事務所，建設業者，

設備業者，資材業者ーなど斯界の絶大なる乙支援を得て，熱意ある 30余名

の委員が協力して今日まで何回となく審議を重ねた結果，乙乙 lζ 立派な

データシ ート の出版が実現する乙とになり . [ " 建築と社会」の附録とし

てようや く本年 3 月号より 会員諸氏のもとf C お送りする予定 lζ 到りま し

た。特f C 本データシ ー トの総監修者として京都大学名誉教授， 日本建築

総合試験所々長の坂静雄博士をお願いする ζ とができました乙とは，乙

の建築データシ ート が一層の権威と信頼の度を高めるととになりまし

た。どうか建築データシー トの発刊をど期待下さい。

組 築 デ タ ゾ ト編集蚕口会委員長

およそ ，建築業務 lζ 携わる技術者は設計 ・積算ならびに現場施工にお

いて， その材料や工法の選定にあたっては，各資材業者からのカタログ

を取り寄せて比較検討されるのが通例であります。また各資材メーカや

販売商社は有効な宣伝広告を目的としてカタログを需要者の手元 IL: 配布

するととのために，相当のH寺聞と経費を賀 しているのが実情であります。

しか もそのカタロクは千差万別 ，各社κ とって都合のよい宣伝文句が多

くな らべ られているが，使用者にとっては最も知りたい点が欠けていた

り，信頼性の薄いデータが示 されていたりする乙とがあります。建築技

術者 K とって，乙れ らのカタログが統ー された内容で，信頼度の高いデ

ータシートがもし手近にあるとすれば，と才t だけ仕事の能率を増進し ，

適材適所 lζ 使用するととができて，その便利さは図り知れないものがあ

• 

茂中原
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建築データシート発行計画
ハンザー 7 ス ト・

ポーノレ

T. 電気工事 受変

電機器/ 予備発電

機/ 蓄電池/ 充電

器/ 配分電盤/ 操

作盤/ 照明器具/

舞台照明/ 拡声装

置/ 電気時計/ 電

話設備/ 表示器/

インタホーン/ 火

災警報/ 盗難防災

笹報/ 自動車管制

/ テレビ共同聴視

/ 避雷針/ ネオン

/ 換気扇

U  給排水衛生工事 水池/ 洗濯装置/ ポンフ。/ 温水ホ、イラー / 湯沸器

/ 太陽熱温水器/ 浴糟/ ユニッ 卜便柑/ 浄化槽/ サク泉/ 消 火 装 置 /

7 ンホーノレ類/ トラップ類/ 厨房器具/ 衛生器具

V . 緩冷房工事 大型冷凍機/ 冷却j塔/ ボイラー/ 放熱器/ 送風機/ 空

気清浄機/ ハンドリングユニット / ファンコイノレユニット / パッケ ー

ジ型空調織/ ファーネス式暖房軽量

W 機械設備 . エレベータ ・ダムウェータ / エスカレ ータ/ 動 く 歩 道 /

機械式駐車場設備/ 舞台設備/ 屋内コンベヤ/ エアカーテン / コA ン ド

ラ/ エアシュータ / 塵芥処理設備

X. 特殊工事 断熱材料/ 防音 ・防振材料/ プレハブ/ ドラフトチャン

ノミ ー/ 模型/ 製図用具/ 青写真/ 調査測量/ 防露釘/ 土質調査/ テン

ト/ プーノレ/ 浴場およひ備品/ ムーブネット / ユニァトバスセッ ト/

建築写真
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(50音順， 略 敬 称)

監 修 復 静雄( 日本趨築総合訟験所長) 委 員 喜多 聖 泰( 大 日 本 土 木 )

顧 問 堀 井 敏 克( 新 工 務 所) ， N  木 村 武 雄( 木村機械技術士事務所)

岡 本 弘(iJt 沼 組) ， N  近 藤 援( 団 組 築 事 務 所 )

委 員 長 中原 茂( 安宅エンジニヤリング) :  N  酒 井 蔚 寧( 大 阪 辿 築 事 務 所 )

副委員長 松村志湾男( 大 阪 建 築 事 務 所 ) : 11 正法院陽三 ( 岡本雄築総合銭験所)

幹 事 池 田 1曹( 日 本 住 宅 公 団 ) ， N  田中 隆( 竹 中 工 務 庖 )

H  伊 藤 率 一( 加 水 建 設 ) :  N  種 村 恒 夫( 大 成 建 設)

樫 原 章 雄( 鴻 池 組) : N 堤 兼 雄( 大 林 組)

H  木 村 博 己( 大 阪 郵 政 局 ) : N  中 村 昭 二( 近 畿 地 方 建 設 局 )

H 篠 崎 一 郎( 浅 沼 組) μ 西 谷 清( 藤 旧 組)

西川幸之転( 大 阪 市 建 築 局) : 11 橋 本 正 . ( 問中 ・小西建築事務所)

H  宮 武 三 郎( 日 越 投 計 工 務 ) ， N  浜国 文和( 西 原 衛 生 工 業 所 )

委 員 上野 豊( 近 畿 電 通 局 ) : 11 真 塚 達 夫( 束 畑 迎 築 事 務 所 )

H  小 川 樽 三( 竹 内 建 築 事 務 所 ) ， N  山田 義 信( 日 本 住 宅 公 団 )

H  同 国 圭 司( 大 阪 電 気 暖 房 ) ， N  吉岡源次郎( 高 砂 熱 学)

H  金 子 敏 男( 鹿 島 建 設) ， N  渡 辺 英 秋( 不 ニ 建 役)
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建 築 デ ー タ シ ー ト 編 集 委 員 会

1. 建築実務に携る，計画，怠匠，構造，積算，現場施工，資材の各部

門の技術者tL . 建築資材 ・工法の広く新しい知識 と，適材 ・適所の選択

に必要な資料を，工事別に分類 ・整理したデー タシートを新しい編集に

より刊行する 。

2. 第 l 回発行は， 昭和43年 3 月を予定し ，毎回 . 30シート ( 60頁) を

「建築と社会」誌の附録として，会員には無料頒布する 。発行目標とし

ては20回 (20ヶ月) 計600シー ト ( 1200頁) を予定している 。

3. シー トは特別上質紙を使用して，建築と社会誌と同形( 257 x  364mm)  

8  P  活字，横組 2 段となっている 。

4. ファイノレを特別に作成( 写真版参照) し有料頒布( 総目次，各工事

別扉紙を添付) とする 。

総 目 次

A  仮設工事 工事機械/ 型わく / 型わく用合板/ 型わく用金物/ はく

り剤/ 仮設組立ハウス/ 銅製足代

B  土 工 事 工事後械/ 山留材/ 被工板

C  基礎 ・地業工事 既製鉄筋コンクリ ー卜 杭/ 場所打コンクリート杭

/ 鋼抗/ 地盤改良/ 無音無鍍動基礎工法

D. コンクリー卜工事 セメン卜 / 骨材/ セメント混和剤/ 気泡 コンク

リ ト/ A L C板/ コンクリート製品/ プレス トレス卜コンクリー ト

E. 鉄筋工事 異形鉄筋/ ガス圧接/ 鉄筋スペ ーサー ブロック / 溶接金

網/ スチーノレリング

F  鉄骨工事 鋼板/ 一般形鋼/ H 形鋼/ 鋼管/ 軽量形鋼/ デッキプレ

ート / キー ストンプレート / 高カボノレ ト/ 溶 接 棒 / P.  C 鋼棒/ ワイ

ヤー/ レール/ 特殊鋼管/ 高強力鋼/ フ。レハブ鉄骨/ 鉄骨構法/ 加工

業者

G  コンクリートブロック・煉瓦工事 空胴 コンクリートブロック / 煉 瓦

H  防水・防湿工事 アスフアノレト防水/ 塗膜防水/ ・ン ート防水/ 防水

剤/ 急結剤/ 後水剤/ 止水板/ ジョイン ト目地材/ コーキ ング材

1  . 屋根工事 亜鉛鉄板/ 長尺屋根/ 瓦/ スレ ート / 波形合成樹脂板/

ノレーフドレン / 雨とい/ ベンチレ ー タ

J . 石 ・タイル工事 石工事 / タイノレ工事

K . 木 工 事 木材/ 銘木/ 集成材/ フロ ー リング/ モノレパ

し 金 属工事 一般構造金物/ 一般附属金物/ 内 ・外装金物/ 特殊金物

M. 左官工事 内装用/ 外装用/ その他

N. 建具工事 木製建具/ 銅製建具/ アノレミ建具/ ステンレス建具/ シ

ヤァター/ 可動| 笥仕切/ オペレータ / 自動扉/ 特殊扉/ 建具金物

ｏ Ｎ 硝子工事 例 子Ｏ 有機 Ｖｊ ｾ 子

P  塗装工事 一般用塗料/ 特殊塗料/ 1次付塗料/ その他

Q 内装工事 床材/ 壁 ・天井材

R. 雑 工 事 壁紙/ クロス / 敷物/ たたみ/ カ ーテン / ブ ラインド/

金庫/ 家具/ ステンレス流し/ 保全美装/ チョ ークボード/ 放射線防

護/ 接着剤/ その他

S  外部工事 造園/ 運動場/ 遊戯施設/ 辺動具/ 閤障/ 道路/ 噴 水 /

e  

• 

• 
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現 場 で の 調 合 が い り ま せ ん 。

セ ル コ ー ト A は 、 天 然 砕 石 と 特 殊 な 合 成 樹 脂

( ノ 〈 イ ン ダ ー ) を 配 合 し た 「 外 装 用 吹 付 仕 上 材

料 」 で す。 調 合 ず み の 材 料 で す か ら 、 施 工 現

場 で の 調 合 作 業 が ま っ た く 必 要 な く 、 す ぐ に

作 業 に か か れ ま す。

各 種 の 材 料 に 適 用 で き ま す 。

セ ル コ ー 卜 A に 配 合 し た 特 殊 な 合 成 樹 脂 は 、

非 常 に す ぐ れ た 付 着 力 を も っ て い ま す か ら 、

コ ン ク リ ー ト 、 モ ル タ ル 、 石 官 プ ラ ス タ ー 、

ド ロ マ イ ト プ ラ ス タ ー 、 ス レ ー ト 、 木 材 、 合

板、 /(u'J 火 ボ ー ド な ど 、 各 種 の 材 質 に 塗 装 て い き

ま す 。

施 工 時 聞 が 短 縮 で き 、 経 済 的 で す 。

従 来 、 外 装 仕 上 げ と し て は 、 、 か き 落 と し 砂 や

吋 先 い 出 し H な ど の 施 工 方 法 が あ り ま す が 、 こ

れ ら め 方 法 は 仕 上 げ に 長 時 聞 か か る 欠 点 が あ

り ま し た 。 セ ル コ ー ト A は 調 合 材 料 な の で 、

現 場 で す ぐ に 使 用 で き 、 そ の う え 吹 付 け 塗 装

で す か ら 、 施 工 時 聞 が 短 か く て す み ま す。 さ

らに、 付 精性のよい材 ｾ ｉ Ｍ の吹 イ 寸けですか ら、

水 か き 落 と し H ゃ い 洗 い 出 しH に く ら べ て 、 材 料

が 少 量 で す み ま す。

仕 上 り の 美 し さ も 研 究 成 果 の 一 つ で す

セ ル コ ー ト A を 施 工 し た 仕 上 り は 、 天 然 石材、

タ イ ル な ど を 使 用 し た 壁 面 に く ら べ て 、 ま さ

る と も 劣 ら な い 、 立 体 感 の あ る 効 果 が 得 ら れ 、

各 方 面 で 大 好 評 を い た だ い て い ま す。

壁材のく光和建材〉が

化学製品のトップメーカー

ヲ有1: ! JII との

技術提携のもとに

研究開発した

天然砕石吹付材料

商 品 の 容量 と 塗 り 面 積 は ・・・

・ 容量 _. _  1 缶 18 .e 石 油 缶 入 り

・ 塗 り 面積 __  _  1 告 で1 0 mそ 約 3 坪 ) の 吹 付 け が

で き ま す。 塗 1; 面 積 は 、 配 合 さ れ た 砕 行 に

よ り 多 少 の 差 は あ り ま す が 、 2 巨|吹 付 け で

3 . 3m
2

( 約 1 坪 ) に 約 10kg い り ま す。

* お間合わせ・ご用命をお待ちしています

ｾ＠
大阪光和建材株式会社

〈光 和 建 材〉が お す す め す る ・・・

新 し い 吹 付 ・ 左 官 工 事 材 料

砕石コテ塗用樹脂 O_.O. 1! I LコードK

樹 指 壁 1! I Lウ 元 一 見

防水工事用樹脂 …・一世田日，. . . . . . . .

モルタル打ちつぎ用樹指 .. . 7 弓i 3 ( ' 3 噌' ド

樹脂吹付塗装材 プ害ｾコード

〈ヲ・.:.{ 1:! J  11 ) との技術提携品

• • 

司ー

• 
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法 令 コ ー ナ ー

日本建築協会法規委員会

質疑なとの投稿をお待ちしております。

• 
o 建築基準法施行令の一部改正 に

ついて

e  

道路 ｴｕ ｦ ｬｊｬ 行イ＿の ｾ ｧｩＵ ｴＦ ｊ 巨ＨＯｬ ｈ 和 ＴＲ 年 Ｑ Ｐ Ｉ｝ 26日

公イ!i ，政令第 335 号) の際，その附JllJ で. il¥築

Ｑ ＮＱ［準法 施 行令第 ＱＴＵ 条 Ｈｩｬｬｾｋ 内 ｬζｩｬｬ 築する乙と

ができるi l ! 築物) の規定が次の虫11 く改正されて

います。( 改正例所は でぶしておきます)

令第 145条

￬ｬ ミ第 ＴＴ ｾ 長第 Ｑ : 項ただし .，' r- の規定 lとより政令で

定める ill 築物は ，道路( i l ¥築物の，: : ) さのj位低限

& がi 1 : められている高度地以内の fl jfi}J  '11のみの

交通のJ l l Iζ 供するものを除く。) の上空 lζ 設け

られる渡り廊下その他の通行または五s搬の用途

に供する ul 築物で，次の各日の・ IC: ，; 去、円するも

のであり ， かつ ， 主ｾ椛 ｩＲＱＱ 邪が耐火構造て、あり

または不燃材料で造られている: l l 築物 lζ 設けら

れるもの ， ｩ ｩ ｩ 築物 ｪ の刈さの ｬｾ 低限度が定められ

ている刈皮. t i l i l. x: 内のi ' I 動 tドのみの炎通の川 lζ 供

する道路の上空 lζ 設けられる ill 築物および高架

の道路の路ぬi下 lζ 設けられる他築物および f H効

率のみの交通の用 K 供する道路 lζ 設けられるi l ¥

築物である休憩所，給油所および n勤取修理所

Ｈ 辿 築物 ｪ の高さの Ｑ ｾ 低限度が定められている高

山:.tili l垣内の自 動車のみの交通のF I l Iζ 供する道路

の上空 lζ 設けられるものおよび刈当日道路の路面

下 IC : 設けられるものを除く) とする。( 以下略)

2  iJrJ項の建築物のうち道路の上空 lζ 設けられ

るものの構溢は，次の各号 lζ 定めるととろに よ

らなけれはならな L 、。 ( 以下目的

• 
o 法 令 相 談

• 

問 ( 1  ) 延焼の恐れある部分の関口部 ( 出入口

窓) を乙種防火戸としなければならない場合

に袖壁をつけることがあるが， 意匠的 に扱っ

て斜めの袖壁としたとき ，袖壁の出の寸法は

どの部分を考えるか ?

答 御質問! のそで壁は令; : r5109条( 防火戸その他

の防火，没備) 第 2 項の「隣地境斜線士号から当，i刻 IJ

仁l ifl5をさえさる耐火構泊または防火榊J t の外壁

そで! . ¥t ，へいその他乙れらに匁iするもの」をさし

ておられる と考えますが，隣地境界線から 1 prき

にあっては 3 m以ト 2 階にあっては 5 m以一卜

の 距離にあるｩｬ｜築物 ｪ の日 ｉｾ ｊ｟ｊ郎をさえぎるそで壁

でありますから ，その寸法は配置に よって決定

されるものでありま して，そでEまのとの部分の

寸法というととは0]111
.にいえないと思いますの

( 次図参照)

通関: 晶界銀

道 路

配置平面

n  a記
10m 

( 11)  r  1 階で 3 m・2 階以上で 5 01

1-2 =  5  m 

1" 1  =  3  m 

d  そで恨の .e 'l!i . ) 法( 平面)

d， ，do  … そで t置の .e・要寸法( 立面)

問 ( 2  ) 次の配置図のとき， ①の部分は40m巾

があるとして法第58条の適用ができるか ?

道

!?Z 

iI ft 

申

請

数

地

問 ( 3  ) 大阪市における容積地区指定の見通し

如何 ?

答 将来指定されることは確かのようですが，

その時期はわかりません。

問 ( 4 ) 1棟の解釈について

答 使用も構造耐ノりも ，!YJ 火，避難もあきらかに

別の建築物とみられるものをいうと考えます

木造，耐火構浩，木造とサンドイツチ式になっ

た 建 築物が法ＡＺｦｓ ＲＷ 条の耐火 ｬ ｩ ｬｴ 起物規定上別名 ｾ扱

いされる伊IJtJ l があります( / 1円相126. 3.6イJ 住防発

14号各都道府Wl 築主務郎長あて) 。詳細Hは伊l

規を参)¥¥{ して下さし、。乙の湯伶他の規定につい

ても別名 ｾ扱 いされるととにと注立下さいう

問 ( 5  ) 延べ面積1 ， OOOm 2をこえる耐火精進の

建築物にも法第26条の防火壁設置義務がある

と思うが如何 ?

答 当然il!<i )TJがあります。延べ面積が1，500m
2

を乙えるときは史に防火区間lを設置する義務が

生 じます( 令釦 112条;:r5 ｬｉ ｪｾ 参 ｊｉＮ 日Ｉ。

問 ( 6 ) 2 ケ所以上の階段を自動閉鎖の甲種防

火戸で区画した場合， 2ケ所の階段として適

; 去か?

答 凶がないので解りませんが，閃①のような

階段は ，iu通階段としては l ケ所になります。

阿②のものは 2 ケ所の直通隣段となります勺

図 ｾ

史:ょ

口， ｉｾ＠

べ

力 べ

図@

出， DN 

入;

口 ; UP

UP  ，出

i入

DN; ロ

問 ( 7  ) 前面道路に勾配のある場合の法第57条

第58条の高さの算定如何 ?

答 法第57条 ( ρj さの限度) と; : r558条( 道路 II J

ｈ とｾ築物の向さとの ｼ 刻係Ｉの 仙 さの算定は ，

令第 2 条第 1JJi !:fS 5 号イ lζ より前 IlJ i道路の路 l釘

の ＱＱ Ｑ 心からの ｉｾｊ さによるとあります内前 ＱＨｬ￯ｩｬｬｾ

に勾配のあるときは，その道路の路 llii の11
1
心の

各ぶから I15 さを検討する必! 泌がありますので，

ー務路面の低い処から山さを倹討する乙とにな

ります。少くとも法第57条については ，Ij ij ，ieの

結論になります。法第58条については赦地か道

路 ｉｦｩｩ より Ｑ ｭ 以上 ＿ｾｊ ｾ、ときは Ｎ その日低 ＲＲ から

1 mを減じたものの% だけ道路 lui か品川、とみな

すとあります( 令交5135条の 4 ;:rS 1引第 2 け)内

各J(.f Dμζ よって前記の如く 1 m以上刈低差のあ

るとき路 I(Uの高さを別 lζ
定めている処がありま

すが，大阪府および大阪 dJ においては ，その規

定を設けておりません 内 他 ｉｭ ，ｾ のものは紙 ｬ 国の

都合で' ( i 田xさせてmきます。

問 ( 8  ) 法第58条 ( 道路巾と高さ ) の高さに算

入しない塔屋について次図のものが含まれる

かη

一
γ

¥

一

路

v

|

止

¥

一

週

て
1- 1吾 屋 沌 A

答 令第 2 条第 1 Ｚ頂第 Ｕ 日
ａ
ロのＮｦ＿ ｾｽｩｻ として本以 ｬ

の卯1き形のものは含まれると J5えます勺

o あ と が き

今) J は，若干の ldiJ 質問がありましたので，そ

れをもとにして，法令相談をかきました。ご質

IUj の内容について，回答 し劫いように多少改め

ておりますので ， ζ 了解を ｉ ￭Ｇ ｩ きたくお ￟ｩｦｩｾ 、ＱＯ Ｑ 上

げます。

( A阪' I 1 1Jl 築 防 竹
u j ，1) と)
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株 式 会 社 奥 村 重 兵 衛 商 庖

大 阪 市 北 区 木 幡 町 6 0 電 話 大 阪 (364) 4131

箔 岡 市 住 吉 松 月 BlT 2 9 3 電 話 福 岡 ( 29 ) 0459 

東 京 都 太 田 区 南 馬 込 4 ー 1 ー 18 電 話 東 京 ( 772) 7856

名 古 屋 市 中 村 区 志 摩 町 4 の 7 電 話 名 古 屋 ( 551) 3013
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読者の

役摘をおまちしております 。掲 . の

分には組品温呈いたします。

S 君の就職で感じ たこと

Ｏｖ ｲ， Ｑｆ の ＳＩｾ Iζ 卒業した S 君の就職』ζ 相談をう

けたの S li の希望は1 l l ¥rbの再開発や機能 (I(JfJlfii

ですでに耐JTI 年限となっている他物を取り乙わ

したり撤去する仕事を希望していたのそ乙で乙

の仕 ｌ ｊ ｾ の技術の面を考えてみるとｻｮｊもない乙と

に気づいた。鉄筋コンクリート造なとの it 物で

は，ただi J i : カの法J ' ! ! J Iζ 従いノ、ン 7 ーなどでたた

き乙わす方法以外にはないようである η 先日も

テレビジョンでアメリカ K おける建物j の取乙わ

しの作業を見たが，やはり同状で， 1' 1動 'Iitζ 大

きな錐をぶら下げて建物 ICぶつけて j収乙わして

いるのを見た。 アメリカのようにプレフアプリ

ケーションによる建材を広く ｊｉｉｾ 、られている国

でも ， 乙のような技術しかないのではと考えさ

せられた。

ｾ物を撤去したり ｪ 収乙わしたりする場合の技

術を巧一えてみると ，主主物を設: 11 したり工ぶをす

る際 lζ 考えていなくてはならなし、。以近 Ti l t

u p 工法がなされているが， 乙の」二法は各部材

をモテ' ュ ーノレlζ 合せて ，Wやカベーなどをプレフ

ァブ材として工場生産されたものである。現脇

ではただ組立るという乙とを行なえばよい。乙

のような工法ではある程度技術的に解体や取乙

わしが可能なのではないだろうか。 wやカベの

コネクションの部分を取外せば ffl111
1
，Iζ 解体がで

きそうである。鉄骨構造のit 物も i部材( はり ，

はしら) のコネクション lζ リベット( c 代って，

hi g h  tens i on  bol t を伎月 l している煽合は ，

トルクレンチを使 ってネジをゆるめて外せばよ

いという乙とになる e

乙のような乙とを考えていると ，撤去取乙わ

しの技術も案外可能であるかも知 lれなし、。乙れ

から建物J も機能的な 1加からの耐J I j 年数がどんど

ん短くなってくるので ， いずれｾ物も耐久消 ＱＧｴ

材化するのではないた、ろう かと考え られる。乙

うなれば20年位に一度建物を. i l l l立さなくてはな

らない乙とになるだろう 。 そうなればぷ々耐周

年 ｼ 似か短くなり建物の撤去ＱＦ乙わしの仕 ｴｊｾ が多

くなるため ，撤去l &. 乙わしの技術の' } l i 3J とがおま

るfごろう。

乙れからの建物は設計や胞工をする際に ，撤

去J収乙わしの技術とその方法を故初から考慮し

たWf ' ! l Jを考えなくてはならないととを ， S 君の

相談から術切に感じた。

S 君は結局このような業界への就職はあきら

めて ，M: 初j の希望2であったl & . 乙わしとは全く逆

になったが，建設業の方 lζ 進ん でしまった。

Ｑ ＹＶＷｾＱ Ｇｬ Ｒ 月 Ｕ 日

( 大阪工業大学高等学校教 l愉 脇本 啓一)

口 日本ディスプレイ・
。自で開催され ， rテ' ィスプレイへの理論的アプ

ローチ」なとのテーマで ， 加藤秀俊氏 ， 主 ｉ［ ， ｊ ， ＡＮｈｾ

平氏，松 I J I A : 郎氏その他のエキスパートを交え

ての座談会や講淡会があり ，その後Z己念パーテ

ィがIJIM{t された。

プロデ、ユーサー協議会創立 口

i政近，情報伝迷の分野の認識が高まって，デ

ィスプレイの分野でも新らしい創造理念の追求

をせざ. るをえない段階になっている勺とくに ，

口 訪欧 f '68 ヨーロ ッパの新製品

1970年の日本万博をひかえて， そのプラニング

からプロダク トの11
1恢的役割をになうディスプ

と新技術」調査団について U

レイプロテ、ューサーの任務が屯必視されてい 日本能不協会( 東京都港区芝公凶25!' 5'J也協iL

る。乙のときにあたり ，今回，浜口隆一氏を委 ビノレ'ol ，! 03- 434- 6211 ) ては標記淵査凶を編成し

員長とする「日本ディスプレイ ・プロデューサ て 4 月 11 日- 5 }-J 6 日にわたって説君主する訂同

一協議会J ( D P A) が結成され，その創立記念 を もっているの参加賀用59万 8 千円円 ql 込 )0] 臼

の会が去るl I {j 和42年 12月 6 日， 大阪輸出繊維会 は43年 2 )j 末の山。

口 明治建築土木史年表 ・関西篇 ( その12) ( 明治 11年 7 JJ 28日- 8 }-J 3 1:l) 口

明治
さら L ろ吉

11年 7 JJ 28日 明治天皇北陸f卸選挙のお供 lζ 写真日IU内山 ) L . の門弟長谷川吉次郎が行く? 容だったが

病気のため砕 j以し ，同門の飯間仙之助が代って行く ζ とになったの乙の内 III)L ーは

成応 Ｒ 年頃長 ＱＱＱ 奇から上阪して石 ｉｉ ｉｔｉ 乙Ｇワ Ｚ ｮｦｬ￮Ｇ［ を ｉｊｬ￮ｾ 、た小首級正雄の下 で ， 技 ｲｮｬｩＱ 之をし

ていた人物である勺当H寺戸)1也の手代をしていた後年( 明治28年より大正 6 年まで〉

の大阪商L 会議所会頭主信通夫は ， 乙の乙ろ ;I Vf らく小山艮写真館 { ζ1U. [ f : i 1i 凡予?とし

て人り ，，竹山 ) Lーから直後教えを受けた乙とがある。土居は後 IC上京したときに ，

多忙な ｬ� からわざわざＮ時閣を ｻＮＧｊｾ 、て ， 伎はのＧｌ ｊＺｾｬ 館 ｉｃ 内 ＱＱＱ を訪ねているｻすである 今
かうよし

/ /  11 11 加州金沢 ｉζ も吉田 一 良という写真師が開業 ＱＱＱｾ ［ｻｊ Ｓ 月頃 ， 後』 ζ 大久保利 ｩ 泊 ｬ 旬務則 ｬ を

暗殺した品 III - UII が乙乙で写真を搬って行ったときの極板があるので，ブロマイト

のようにが ｾｗｉ して ､ｩｬ 仮したと乙ろ ， よくデ己れているという。

"  "  31 日 内務省 n 号JrJi，f(，木占じ。占器宝物取調べのためや1I ぷ川より! 作| 潤県下( c 出張す"

わ れ ‘ 3 や H ; A

"  8 月 3 日 伊予宇和 j誌 の 近 況 記 事 。 毎 年 7 月 17，18両日の利手相1
1社の大祭当日 ICは， r京坂

11 1困九州筋よりも参訪おびただしく」凶| 司各地の人も多く船でやって米るので， Ｎｦ ｬｾ＠
よし0 '; し入 でんかわ

崎，灘 ! I WI京. 川仁1，者I I I J J 川の各港υ は船が ' Iq，i似し ，神社の前の須賀川の大析から

下流は ， Ｑ Ｖ 日の夕方か ら立錐の余地もなく ， 讃岐の金 Ｉｊ 比 ｾＱｾＧ ｆＱＮＧ Iζ 次くほどの阪はひ

だとある。流石 IC昨年は西南戦争 [1 1で; 以災としていたが，今年は「土佐，九州より

しI，H ・ よ・1-1. :'

参詣の船が 15 日の引より押かけ J I旅1古屋，制点応，劇場，寄場( 寄席) なとの繁

昌は近来の不景気を出合せし。」とある。 ( 点ゑ呼 Jt 区神谷 2 ノ22ノ13 須藤 欣ニ)

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111“1111“"11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111'1111111111111111111111111111111' 1111111111111 Il II IIIIIIII lJ ILl l tl l tl II 

明治43i l' 3 月徳島県立工業学校

is築科卒業。明治43年 4 H 大阪

市山本鑑之進怨策工務脂入社。

大正 9 年 11 J]f. 5主山本鑑之進氏

病気の為業界引退 Ic l辛いそ の ・)i

Eを引継ぎ雌木工主封筒創業。昭

和 11年 12月株式会社藤木工訪 1.5

K 改組し取締役社長 IC就任。附

和 17年 9) ] 大 阪七木 is築 工業組

合副l鹿市 長に就任以米 ，ill: 11ーま

でに大阪土木路築業協会sJpjr ，

( 大阪建築協会と改称) ，日本処

築協会 P.l!')i. k 阪商工会議所議

日 全 国 is 設業協会政' )i， 大阪工

会鹿市)1，西日本 is 設業保証株

式会社中央帯査会委口 ， 日本建

築協会の評議日，会勢ヨE員長 ，名

rt - 正会日などの1:l.眠 iζ 舵任。附

和32年 5 月ill ，泣関係功労者とし

て太阪府知事のJl. 彰を受〈。同

7 月旭設大阪の Jl. 彰を受く。附

和3311' 12月比綬袋章受賞。自昭

和37年 2 月五附和42年10月大阪

ill 設業協会副 1111就任。 i別和40
1
1'

11月勲 1i.."!Jr M光組目立受賞。附

和41年 8 J HI t 綬袋1;l 受賞。附布1

42年 10J) l E 六位 IC叙せらる。

故 藤 木 正一氏

明 治2411' 1 月11 日生。附萌142年

ＱＰ 月 ＲＳ 日死じ。本ｲＮ ｾ 地大阪府説

中市本町5丁口 140吊地。現 11:所

式阪府民中i I i 本町15丁日 140需地

j藤 木 泊 の 死 を 悼 む

彼と私とは ， 生れたとき乙そはｾっておりましたが ， 工業学校 ｬζ はい

ってから今日まで，ほとんど全くおなじ道を歩いて米たわけで，ふりか

えってみるまでもなく ，60年の i立1' 1，誌であって，始めの l ミリのA は，

j皮戎の晩年( c は ，片や検制絡，こなた十1，J ; j の{ nj 枚目という次第で，感 慨

無 !ii のものがあるのであります今

そ乙のと乙ろの ｬ 京凶は天 ｴ［Ｒ と努 Ｉ ｊ との 二ＮＧ， ｉ ｾ ， tζ っきると断，-，できるので

あります。すなわち学校では' ，' ; ' ¥IC (f J，i'jで級長で俊業料はいつも免除とい

う只合で， とんと比較の対象にはならなかったが，学校を 11' ，てからの勉

強と努力とはr . r に頭の卜る乙とばかりで，紅、ともはただただ彼のあとを

走るだけが ， 精一杯という街織でありました。 晩 年 ｉｃ は黄綬従 ， Ｇｾｴ ， Ａｦｾｩｬ ￮Ｎ＠

等双光旭日章など受: D・の俊びがつづいて ，物心双方( c 充実した生活を送

り迎えて，公的 lζ も私的にも必; まれた日々であったのに ，10)J 23けとい

うJSい日を迎えねばならなかったのであります。ど家族はもちろん社1 J .

の方々 ，関係のあった私とも ，内谷乙そ災つてはいたろうが，皆々深い

ぶしみを↑ ':1み，. (_fりし iミl の彼の I YJ I析なる WjJ J尚，;liR迷な61:id，禿れた経' 泣

的手腕 ，9'*に，美術工芸 lζ 対する鋭れた審美i恨のあった乙となどを ，た

だ処lぶ許りでまことに名残りはいつまでも尽きません。

( 梨本土n設取締役技師以 滝 邦一)
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製 造 ・販 売 ・ 施 工

日 本 エ ル ミ ン サ ッ シ 株 式 会 社

本 社 東京郎中央区 日本峨江戸儲3- 7( 第 2 三木 ピル) j1[ ( 272) 1841代 表

営 業 所 大 阪 市 西 区 点 町 場 1 - 1  2  5 (東洋ピ ル) j1[ ( 441 )  197町在通

。 住 友 軽 金 属 工 業 株 式 会 社 • 
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建 築 社
ふ

宮と

-
ス- ユ -

ニュース原稿をお送りください。

• I名鉄パスターミナルビル」竣工

名古屋市近郊K おける郊外ノ〈スの輪選力上盤強

と，名古屋駅前付近における交通緩和をはかる

ため ， さる 39年 8 月から建設工事を進めてきた

名鉄パスタ ミナノレビノレは，高居部のホテノレ部

門 を 含 め て 10月26日， 全館竣工した( 下記写

真) 。総工費86位、円を投じ て建設した伺 ビノレは ，

中部幽における郊外ノミスの中継センターとして

の機能から百貨庖形式の名庖街，オフィス，ホ

テノレ部門を収容した多目的ヒソレである。 1 El ， 

3 . 200 台の郊外パスの発着をさば く， ノミスセン

ター施設は 3 階 /C設けられ， 乙乙へのアプ ロー

チは ，延長 430 mの誘導車路が， ゆるい傾斜と

曲線を他いている 。東洋一を誇る パスターミナ

ノレビノレの ，今後の大きな役割が期 待 される。概

要は次のとおりである。

1>建 設 地 = 名 占 屋 市 中 村 区 笹 島 町 l の223

b 範 主= 名古座鉄道株式会社

b 設計指導= 谷口吉郎研究室

1>管 理= 名鉄不動産株式会社

b 設 計 監 理 = 日越設汁工 務株 式会 社

I> b在 工 =処 築土 木 工 事 ・鹿 μi l l 設 、消水雄投、大 成ill 設 、

竹中工務底 、 ｉｗ 組。設備総合 ・ 伊藤 Ｎｴｾ ｩｉ ｾ ［ ｊ ￎ

! >工 Jlj J =着工昭和 39年 8 月 、 完 成 昭 和42年 5 月末 ( 10階

まで) 昭有142年 10月末( 11- 20陪)

1> 本 館 = ①構造鉄骨鉄筋コンクリート造 l 部 鉄 骨 造 ② 階

数地 下 2階 、地 上20階 ③ 軒 高64.15メー卜 J レ①段

高 部 72.00メートル⑤越築面的 9. 384平 方 メート

J レ③延 べ床面積86.217平方〆 ート ル

1>昇 降設備= エレベ タ 151正、エ スカレータ - 252正

. 村野藤吾氏文化勲章受 章お祝 い

の 会

われた。来会名は 115 1"，で，定五Ijより佐野正 一

氏の司会で. i l l i め られ，森忠一氏のIJg会の挨拶，

*却IIJlIt 三氏のお祝いの後拶，小河吉之助氏より

さきに文化勲章を受章された村野総行氏のお 山念仏の I[¥Y/ Ｇ，｜ＩＩ、あり ， 松本ｊ￻ ｩｾ 千 ｩ まの 音頭で 乾杯

祝いの会 が，建築 6 団体行ぶによって，去る 11 のあと ，村野j路行氏の諸ji; yがあって盛会組』ζ 3

月28日午後 2 時より輪/ 1 ¥繊総会館で燐火 lζ 行な lI !j '判放会した。

左から 二人目が，よるとぴの村野藤丹氏

.  日本建築総合試験所竣工

かねて下 ｾｬｬｩｬｊｋｩｬｬ［ＦＧｉＧ の ｮｾｩｬｬ 築総介試験所

は乙の42竣仁し ， さる 12J j  1  11 関係行 300 ;;f;何

が/ J ｾ＠ ｊｲｾｬ［ し ， llli:ノi なlJ/JJ.fr 式がとり j i なわれた《ょに

は束畑高1) 理]'J( 長の式昨，鋲錦1川 I11川州¥1

日主沿縫i色; 設d計|一.I. 務立並tび;にζ 大林t組組4壮l/にζR感長 s凋謝詩謝J状の i附hvmY可i t}JB ‘  続

いてi i;i 没火山，大阪J{j女11仏 大 阪 di l ，心 ノ--:1以m会

議長，大阪商上会議所会iifi . ｕｬｾ定 ＶＱｊＺ 体代ｰＮよ

りそれぞれ祝時があり . 坂J 9' il えの謝料があり l;J j

ｪ［ｾ ，引 絞し、て所内見学 Ｚ 後 ， ｴｊｈｾ ノ マーティが ｉＩＯｊ か

れ，盛会担』ζ 午後 4 11年半散会した《

• 1967年京都科学シンポジ ウム

さる 12}-j 2 口と 3 H  にわた「て . 1，i UUJ ノぐ' 1・

お ｲ ｬｬｦ｛ 校 ｾｉＨ において ＧＮ iYf. 年

;1 1  iYlニ4ドlζ' ;1 きつづいて，

!  1科学の i政地 . ｊＮ 品約と ｉｾｬｬ

い，われわれの科学をい

かに創造するか」を全体

テーマとした京保科ザシ

ンポジウム がI ) I.J かれた 0

ｾ ｽ＠ 1  ｾｾＱＩ のＱＱＧＱ然と生活の

I政岐に抗してJ のテー 7

の ml では ， Ｑ 占 ｾｉ rI 1化 lζ よ

る災lμ の子dlij 5; 山nll !Jの

交通日}j 泌 J 1新' 川( j t火ノJ

発ＧＧＺＮＡＺｩ ｊｲ 公 ｾｉｦ ｾＯｲｾｾ 公報告」

「住Ｇ七とともに ｉｊｾｊ ーを Ｑ

る」の二つの械 fi f が j j な

われ，つづいて第 2 1¥11の

l' 市ItI 1. 義の ()UJdと[ j "j ¥:

の科，、1: fiJ の1¥11では「東

南アジアの出来IJIWt と山

学 ｬｩｊｦｾ Ｇ￫Ｎｲ， ，アメリカ' ，Yil J8

主義と II'j ，WUj ]lli J の報告

A 必J のずさJl l i : のために J というテー 7 で，，fi直物品1l

EU学 . ，ｫ ｾ中 ｶＮ fll' ，J: 組，'1' 正:J校の教科 ¥!::I/ ¥J越，産学

協I"j . J也't'tぅ!:I/n: m. 考内学のそれぞれの立場か

ら料i?I と， i"，t，r，"がjj なわれた今特別報告として，

ベトナム ｬ ￬ｴ｜Ｚｾ｛ｊＮ， ｕ ，Ｇ， ｪ 任委 ｈ 会よりベトナムでのアメ

リカの銭前兵然のスライド映画iがあり . そのあ

と Ｎ 総抗日， ｴｬｬｾ してコミュニケを採択した今

. キ ャンパ スを使用 したテン シ

ヨン構造構築物設計競技の 入

選発表

ｾｾｾｉｻ＠ ｴＱｾ コンペは ， 10Jj  31 口[ζ 〆切り . ｬｾ 、 ｩｾ 総数

92，'. 'ょを数えた内 11 J  j  14 円，*;f t ・泊、坂プ リンス

ホテノレで策 fi. 日tl' ，I，'jl; のもとに? 存査した結果，つ

ぎのよう lζ 叶i濯がきまった内

ｬｾ 優秀作 」ヒネt '"E: ( 戸H l ill 投 l附 設 計 部 )

ふか 7 官共同門品

入 選 作 ① 森 英 治 { 大 林組lill 築本却設，J r 部)

ほか 2 f ，Jt l"l 作品

H ② A'  i l  _ ，) . と l ! 高 浜 閃 立 大 学 )

ほか l 官共同作品

ノ〆 ① 12j- 型f ｾＰ 、Ｈ早川 ＱＱＱ 太学大学院Ｉ

! l か 2 ホJtl ，，1f j: ，!

{J  fl o  磁 辺 j  j 久 (1' 両 家 iE ニ ュ ー ヨ ー ク )

はか 1 ｦ ， ｊｾｬｵｬ ｦｊ品

佐々木 ififi ( 大 成 il! ，& ，& Jt 部)

ほか l 名共同門品

刈 橋 Y ) ( 松 III' fl fl#，本山1・Ji 務所)

川 坂 (l;lj 司 ( 側 博 報 宅 S PJ"j 企 画 室 )

ほか l 名共同門品

'1
'

山 実 ( 佐 雌 工 業 K K )  

ほか l 名共同作品

. 防水技術 と接着技術のニ書 出版

日本ｕｬ ｾｾＯｦ 会近畿支部 ｩ では ， 今般「建築 施工

lζ おける日)j ; )<技 術J ( 300円〕と， I建 築 施 工

における懐石技術J ( 450円) をつくって， 希

が ji なわれた n 第二 fl l l 望ぷ lζj}J i{fj している。いずれ も一流専門家 lζ ょ

にほ ;;n31¥11の1 1 ' II 国lζ 似 る執 f̂iOで，施」こ畑の技術者 lζ 好適の本。

をおろした科γ' の創造の 希望者は，大阪市凶区靭 1- 118， の日本建

た め に 」 と ， ;:( i  4 部 の 築学会近俊文部( 也大阪443ー 0538) へ申込み

「以主的で民族的な科学 の乙と。
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す ぐ れ た 居 住 性 を 創 造 す る

軽 量 気 泡 コ ン ク リ ー ト

長ポレ ＱＱＱ ＧＷｾ

車至 量 (比重 O. 5コンクリ- 1 - - 74' の重量 )

断
熱 ( コンクトトの 1 0 倍の断熱性 )

耐 火 (法

え.... 唱

耐 火 キオ 料 )

. シポレックスは工場、住宅から超高層ピ、 j レまで

あらゆる建物の屋根 ・床 ・壁 ・間仕切 ・耐火被

覆に使用されますが次の建物には特に最適です

工期短縮を要するすべての建物

2  空調を要する工場 ・倉庫事務所住宅等

3  鉄骨大張聞の工場 ・体育館等

4  軽量化 を要する高層建築物 ・軟弱地盤の建物

5  鉄骨耐火構造の建物

60 

旭硝子( 株) 尼崎独身寮

設計 シポレックス販売株式会社

大阪支庖一級建築士事務所

施 工 株 式 会 社 柄 谷 工 務 庖

使 用 場 所 屋 根 ・床 ・間仕切 ・壁

逗更亙亘P

;s...ポレ111ワ ス 販 売 株 式 会 社

本 社 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 2 ノ l ノ 16( 森 川 ピ ル )

電 話 東 京 (861 ) 代 表 7 2 4 1  

大 阪 支 底 大 阪 市 西 区 京 町 堀 通 l ノ 125( 東 洋 ビ ル )

電 話 大 阪 ( 443) 代 表 7 7 4 1  

名 古 屋 支J苫 名 古 屋 市 中 村 区 広 小 路 酉 通 3 ノ 2 ( 大 商 ビ ル )

電 話 名 古 屋 (581 ) 代 表 7 4 2 1  

• 

... 

• 

‘  
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291 .  大阪府立大学農学部第二期農芸化学科実験室研究室(増築 )

1;11tl 日 建 設 計 工 務 K K  

l血 1: : K  K  ;圭 沼 車且

JYl di ( i 円山 w目[ 4 - 8 0 4

1. 649. 6201'  

6. 272. 1Om'  

d.  H  C .  4  F .  p  [.1 

c  1附利41
1
1・9 J I - lI fl 制142"ド7 J  1  

3.00501'  

d.  R C . 4 F  

e.  II{{ 千114]1j' .] OJI-II( {.f11421
j'. 3 JI 

身

292 . 第 二 精 工 舎 高 塚 工 場 厚 生 棟 I 293 . 戦 没 学 徒 記 念 若 人 之 広 場 I 294. 楠 病 院

設計施工 : K  K 竹 中 工 務 庖

a  千梨県松 I i  ｲｬｪｬＺＧ ， Ｇｪ ｾ 涙 Ｄ ｉ ｲ 11 1  5  6  3  

2. 435. 101'  

4，906.701'  

H  C ， 217 

e.  117{布142iJ'. 2 JI - II 日制142
1
1' 8  J  1  

l[l .ll 丹下憧三+ 都市 ・謹韮設計研究 所

地i_L : K  K 大 林 組

a 兵雌M ＺＮｉ ｾＺ 郎市北町附 ｊｪＩ［ 見山 ＱＱＱ Ｑ

b. 記念I丹 H  C ， ｾ訴さ ＲＵ ｭ

c. [.HJI 他物 。R C.  B  1 . 1 F  

高，'1' 2 1祈，延 1，274m'

e .  II({ 制40iJ'. 12J I - 1I日千114211' . 9 J  1  

l;' i  111 地.. . : K  K 竹 中 工 務 l苫

久仰木 di 11 庁田r3  - 1  1  5  

358. 101'  

739 釦"

R C . 2 F . P 1  

e.  11日千11421j'. 1  JI-II({ 千11421j' .  6  J  1  

• 

295. 旭化成摂津グランド (第2期)クラ7 ' ハウス ! 296.  出 雲 ポ ー リ ン グ セ ン タ ー I 297 . 側 花房商l高 事務所および工場

• 
ぷ IH 地」二。大 日 本 土 木 K K  

a.  iIi本市.k'i'.k lll 町内 1:tf3似番地外

275. 44m'  

275. 44m'  

S ，iil 

e. 1昭和1421ド6 JJ - II( {制142.11' 9  J  1  

ぷ.lf-h血 1'. : K  K 竹 中 工 務 I吉

ｾ ｨ Ｚｊｴ Ｂ Ｑｪ，度 総町 ＴＰ Ｍ 1  

1，269.5m'  

1. 269. 5m'  

S ， 1 17 

e. 1I({f 1l 42J
ド4 J I - II円相42

1
1・9 J I  

品川 松 浦 構 造 設 計 事 務 所

施r _ : 盟 国 建 設 K K  

a. JJII ，Ｇ，川 市柿ｔＡｉ ＡｪＧ ｉ ｊ ｾ 条

b. 2.377. m'  ( 1)品2，247 'lil r，，;Jr 130)  

c .  2，930. m' ( "  2，247  "  683)  

d.R.C.3F (事情州 、11' Ｈｊ Ｉι 小ｾ，鋼甘 ｩｨ

e. II( 件1141l 4 11- 1I({ 利142
1
ド5 J I  
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.. 

必
金

- 良質塩化ビニール製で大変丈夫

・靴底の土砂を良〈取り除く鋭い山が魅力

・ダイナミックな直線と美しい色彩で玄関を飾る

• 

-:1;"・;rlo

玄関用マ ッ ト設計施工

山 崎 産 業 株 式 会 社

実用新案・意匠登録済

大 阪 市 浪 速 区 逢 阪 田J 3 の 8 T E L  633 - 1251 

工 場 / 伊 丹 市 北 村 正 蓮 畑 3 8  2  T E L  72 - 099 1  

東 京 庖/ 東 京 都 港 区 芝 西 久 保 八 幡 町 16 T E L  432 - 3821 

名古屋r . s / 名 古 屋 市 中 村 区 白 子 町 4 の 2 0  T E L  481 - 2422 ，. 

広 島 広 ノ広 島 市 横 川 新 町 2 番 l 号 T E L 32 - 0581 

福 岡 広/ 福 岡 市 天 神 3 T  4  - 1  1  T E L  76 - 4348 
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( 大 阪 ガ ス ピ ル に て )

• 

，__層-

(，)、 IIII;:，JUI に て)

• クラスメート

32 ( 東 大 大 正 JJ

写 真 上 ・左 よ り (敬材、略)

西 i畢 藤 生 ( K  K 大 林 組 制111) )

岡 本 茂 樹 (  ｉｾ 州級住築 Ｑ Ｚ ，)';務所 長 )

石 川 純 一 郎 ( 石 川 純 1111U ¥ 引 暗所 )

写 真 下

小 田 島 兵 吉 ( K  ｋ ｫｈ 、制ぱｾ Ii 1  11) )  

大 正11年 東 大 卒 業 後50年 に 近 く 、 ほ と ん ど 古

稀 の (1めだが元気 、 201' ，の ク ラ ス メー トも 9 名

が 生 存 し て い る 。 5 名は東京、 4 名は大阪; 5 :

くにギE 住 し て い る 。 大 阪 4 人 は 卒 業 年 に 因 み

11会と名付叶て、 f万2 月11 日 に 顔 を 揃 え て 健 康

を 祝 し 合 っ て い る 。

石 川 竹 中工 務 席 荘 職 中 は 設 計 に 秀 で た IJ宛で

多 数の 傑 作 を 残 し た が 、 現 在 設 計 事 務 所 を 経

営 。 多 量 製 作 な ど に 催 促 せ ず 芸 術ー 図 に 専 念

している 。 芸 術 趣 味 に 徹 し 、 陶 芸 で は 自 作 も

かなりできているらしし、。 洞 は 楽 しんで 飲 む。

小 田 島 大 林組 で は 設 計 で一 貫 し 、 傑 作 も 多

数 。 現在顧問として| 詮で活躍。 読 書 に 趣 味 あ

り、蒐ｊ［ｉｾも多 し、ょうだ 。 昔ｾがらの真面同 一

方 で 、 ヒ ー ルは 一 杯 位 、 酒 は 全 然 飲 ま な い の

が 困 ったものである。

西 i畢 大 林 組 で は 現 場 営 業 方 面 で ! 院 を 振 った

が 、現 在 顧問 と し て 陰 で 活 躍 し て い る 。 多 趣

味 で¥長 唄 も や り 碁 は 三 段 の 腕 前。 一 H

没頭傑作も多し、、。 i最忌近は f付俳j打非|ド5句 の i道亙に熱，心L心、、 摘

は 好 き な 方 で あ る 。

岡 本 真 市 自 に 役 人 で 終 始。 | 注で学校にも関

係 し た 。 現 在 設 計 事 務 所 自 営 、何 に で も 手 を

出 す 癖 あ り 。 仕 事 を よ そ に ヘ ボ 付 の 諮 や 芥 に

熱 中。 最 近 はま た 西 津 君 に 薦 め られ俳 句 に 予

を 出 し 始 め て い る 。 酒 は 大 の 好 物 で あ る 。

( 岡 本 記 )
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片割れのモニュメン卜

一 対 の 燭 台 の 片 方 が 失 わ れ て 、 ポ ツ ン と 残 る 他 方 は 妙 に う ら i林 し く 見 え る も

の だ 。 薬 師 寺 の 東 塔 は そ れ が 極 め て 華 胞 で 均 斉 が と れ て い る の と 、 木 造 で あ る

事 の 宿 命 か ら 、 今 は な き 西 塔 の 行 方 に 諦 め が っ し だ が 、 ル ク ソ ー ル の 神 殿 塔

門 の 美 し い カ ラ ー 写 真 が 、 文 化 史 蹟 の 新 刊 書 に 色 鮮 や か に 見 聞 き を 飾 っ て い る

の に 接 す る と 、 片 方 し か な い オ ベ リ ス ク の 姿 は 何 と し て も 痛 ま し し 、 。 高 24 川、重

さ 1 5 0 ト ン を 越 え る 右 方 の オ ベ リ ス ク は 今 速 く パ リ の コ ン コ ル ド 広 場 に 立 つ。

ナ ポ レ オ ン の 頃 、 遥 々 持 ち 返 っ て シ ャ ン ゼ リ ゼ ー を 背 景 に 立 て た 事 は 、 贈 り 物

で す と い っ て は い て も 、 権力 者 の 強 引 き を い つ ま で も 公 告 し て い る 械 で 甚 だ 気

に か 、 る 。 と い っ て 、 オ ベ リ ス ク の な い コ ン コ ル ト‘ は 今 更 、 自 由 の 像 と ギ ロ チ

ン の あ る 以 前 の 姿 に 帰 す 訳 に も ゆ く ま し 、 。 北 と 南 に 分 れ 分 れ に な っ て 、 い つ ま

で も 異 国 で 立 っ て い ね ば な ら な ふ 虜 囚 の オ ベ リ ス ク の 悲 哀 を 、 故 郷 に 残 る 片 ' ，I;IJ

れ の 姿 に 感 じ る 。
( U )  

伊I

事 監

( T )  

お よ そ 人 間 と 謂 う 生 物 は 猫 と あ ま り 変 り の な い 習 性 を 持 っ て い る こ と に 気 付

い て い る 人 は 少 な い だ ろ う 。最 近 皆 が 熱狂 し て い る ゲ ー ム を 考 え て み ま し ょ う。

野 球 、 撞 球 、 ゴ ル フ に ル ー レ ッ ト 、 ノマチンコ 、 数 え 上げれば限りない. f _ ! E ， Ｂｅｾ Ｂ＠

に 関 係 し た も の に 趣 味 を 持 っ て 打 込 ん で い く ' 陀 質 を 持 っ て い る 。 球 休 の 微 妙 な

動 き は 誰 も が 自 由 に で き な い 神 秘性 を 持 っ て い る か ら だ ろ う 。 し か し あ る 粗 皮

そ れ を コ ン トロ ー ル で き る 熟練 者 は そ の 各 部 門 の オー ナ ー と し て 認 め ら れ 、 も て

は や さ れ て い く こ と は 事 実 で あ る 。 要 す る に 球 に 戯 れ る こ と そ れ 自 体 が 極 め て

猫 的 で あ る と い い た し 、 。 換 言 す れ ば 球 に 関 係 の あ る 事 業 を す れ ば 、 あ る 程 度 の

盛 況 間 違 な し で あ る 。 最 近 ボ ー リ ン グ 熱 が 盛 ん で あ り 、 各 所 に ボ ー リンクー場が

建 設 さ れ て い る の を ご 覧 に な れ ま し ょう 。 水 球 蹴 球 も 、 ま た そ の 内 に 数 え ら れ

ま し ょ う 。 し か し ょ く 似 た 型 の 囲 碁 の 碁 石 は ち ょ っ と 異 っ た 意 味 を 持 ち 、 も っ

と 深 い 第 二 次 元 の も の が あ る こ と は い な め な い 。 ( Y )

明

頭 の 上 に 、 東 京 銀 座通 電 灯 建 設 図 と し、 う 錦 絵 が 架 っ て い る 。「7正 気 灯 ハ 他 / 火

ヲ 点 ス ル ニ 非 ス シ テ ー ノ エ レ キ 機 械 ヲ 以 テ 火 花 ヲ 発 シ 其 ノ 光 明 数 十 町 ノ 遠 キ ニ

達 シ 、 恰 モ 白 昼 ノ 如 シ 。 実 ニ 日 月 ヲ 除 ク ノ 外 、 之 卜 光 ヲ 同 ス ル モ ノ ナ シ 」 明 治

十 六 年三 月 、 と あ る 。 こ れ が 200 ワ ッ ト の 白 熱 灯 で あ っ た 。 戦 后 米 軍 か ら神 宮

球 場 の ナ イ タ ー 設備 の 指 示 が あ り 、 バ ッ テ リ ー |昔J 600 ル ッ ク ス の 照 明 工 事 を や

っ た 。 日 本 の プ ロ選 手 は そ の 明 る さ に 目 を 見 張 っ た。そ れ が 現 在一 流 球 場 で は 、

2000ル ッ ク ス を 要 求 さ れ て い る 。 事務 所 で も 住宅 で も 、 た だ た だ 明 る さ を 追 っ

て 進 歩 だ と い わ れ が ち で あ る 。 蛍 光 灯 を こ ん な に 沢 山 使 っ て い る の も 日 本 だ け

で 、 欧 州 で も ア メ リ カ で も 事 務 所 以 外 で は 、 や は り 白 熱 灯 が喜 ば れ て い る の は

ご 承 知 の 通 り 、 高 級 レ ス ト ラ ン 、 ホ テ ル の 食 堂 で は ロ ー ソ ク の 明 り を と っ て い

そ の 他 の 変 化 と 工 夫 が 是 非 欲

( N )  

1度建築士法を熟読しよう 。

建 築 士 法 の 改 正 を め ぐ っ て 、 建 築 家 協 会 、 建 築 士 会 連 合 会 、 事 務 所 協 会 の 三

団 体 が 、 そ れ こ そ 三 巴、 三 人 三 様 の 改 正 案 を か 、 げ て 、 て ん や わ ん や の 大 崎 動

で あ る 。 一 体 、 こ の 三 つ の 建 築 士 の 団 体 は 真|換 に 、 本 当 に 「建 築 の 設 計 」と言 う 本

筋 に 立 脚 し て 話 合 い を し た こ と が あ る の で あ ろ う か。 そ れ ぞ れ の 団 体 が他 の 団

体 か ら 提 出 さ れ た 改正 案 が 立 法 化 さ れ る の を 恐 れ て 、 何 と な く改 正 そ の も の に

熱 が 入 ら な い と い う の が実 情 で は な い か 。

し か し 私 は 本 質 的 に 、 現 行 の「建 築 士 法」を 忠 実 に 熟 読 、

も あ え て 士 法 改 正 な ど す る 必 要 は な い と 断言 す る 。

建 築 士 法 第 廿二 条 に は っ きりと、

「建築 士 と は 、 業 と し て 他 人 の 求 め に 応 じ て 報酬 を 得 て 建 築 の 設 計 及 び

理 を 行 う 者 を 言 う ・一 」。 と 明 記 さ れ て い る で は な い か。

建 築 士 の 乱 用 が 無 用 の 混 乱 の 原 因 な の だ。

人間の習性

照

る 。

明 る い ば か り で な く 、 照 明 に も ム ー ド や カ ラ ー 、

しいと息、う 。

本

号

よ

り

新

執

筆

者

実 行 さ え す れ ば 、

もう
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〈写真と文: 恒戚ー馴〉ニューヨークにて。ブロンド、ブルーの眼、ピンクのドレス。実物の方が美しい。



第 13回 工 高 生 デ ザ イ ン コ ン ク ー ル 入 選 作 品

設 計 課 題 : 博 覧 会 場 に 建 つ 公 衆 休 憩 所

主 催 : 日 本 建 築 協 会

- 総書平 課 題 に 対 し て 恒 久 的 な 建 物 と 4 ・え る か 、 仮 般 的 な 建 物 と 与 え る か と い う 点 でこ つ の

傾 向 に 分 れ て い た 。 こ の 点 博 覧 会 場 に 建 つ と い う 線組 め 意 味 か ら も 、 似 設 的 な も の で ア イ デ

ィ ア の 優 れ た も の に 選 考 のm点 を 滋 い た . ま た 、 処物 を モ ニ ュ メ ン ト な よ う に 巧 え た も の も

か な り 自 に つ い た が 、あ ま つ オ ー パ ー な も の は 避 け た。選 み さ れ た 案 は 、 全 般 的 に 詳 細 に つ い

て は 難 点 を も っ て は い る が 、 工 高 生 ら し い 拶 と ア イ デ ア を も っ た も の に な っ た。 き て 果 し て

独 創 的 で あ る か ど う か と い う 点 で は 、 多 少 民l組 も あ る 。 建 物 を 恒 久 的 に 巧ーえ て 、 図 聞 も 後 れ

た も の で 入 選 で き な か っ た 作 品 に 惜 し ま れ る も の も あ っ た。 平I図 的 に は 比 較 的 骨111約 の 少 い 線

品目だ け に 全 般 的 に 昼 恨の 材 料 と 精 進 で銭 い あ う 型 に な っ た が 、 政 優 秀 : 1 置 を 待 た も の は 特 に 優

れて目立つ{ ' ) 三品であ っ た .

な お 選 外 と な っ た が 、 つ ぎ の 諸 君 の 案 は最 後 ま で 候 補 と な っ た こ と を 付 記 す る 。

名古屋市立工釜高校 Ｓ 年 ・ 原点佐ｾ Ｎ 東京 工 業高校 Ｓ 年・商締 一 夫，東京工業高校 Ｒ 年 ・

石 井 賊. 神 奈 川 工 業 高 校 2 年 ・ 伊 藤正 .!f: ( 審 査 委 良 長 : 彦 谷 邦一 )

博覧会場に建巧公衆1木恕場

!??転

-φ をお持t tml 用mTl1

司区一
門T T ' I

.  
‘  

r.ァー1

1ー _ J

- 審 査 経 過

審盗会は、昭和42年 10月 7 日仕) 正午より 5 1時にわた

って附 ! 躍された。 出席者は、彦谷邦一委員長、井上 I晃

・問問光正 木村康彦 ' b J ，田勝次・中川努夫 ・備 本 j'(tj

行 ・右 田 広 山本純平委員であ った。 帯査は、本会 4

F皆集会室に応募作品 ( 25校 ・123点) を他示した会場で

投来による第 Ｑ 次審査から進められた 。 ＳＶ 点の作 ｉｦｬｾ が

第 2 次審査対象となり、各作品の批評・討議の後に投

察により 20 点的作品を選んだ. その后第 6 次に 亘 る投

票審査などを経て入選作品と最優秀作品を決定した.

_ l  ｦ ｾ Ｇ＠ y  



. 政 計 要 件

.  . 敷 地 : 300 m' 経 度 で 地 形 な ど 任 意

の 敷地を想定する。

b . 規 模 お よ び 設 備 ・ 公 衆 休 惣 所 は 最 高50名

位 度 収 容 . 尚 便 所 を 併 設 し 、 管 理 人 を 鑑

〈総殴は 一切 併 設 しない.

C  .  f骨 造: 任意とする . 解 体 容 易 な 仮

貫主的情迭の ものでもよい.

・審査員 ( 50音順)

委貝長 彦 谷 邦一 氏 ( 彦谷建築設計事務所所長 )

委 員 井 上 泌 氏 (大阪建築事務所業務部長 )

阿国光正氏 (大阪大学工学部助教授 )

木村勝彦氏 (i 背水建訟株式会社大阪 支庖訟計謀長)

嶋田勝次氏 ( 神戸大学工学部助教授)

鈴木洋也氏 ( 東畑建築事務所設計部長 )

中川秀夫氏 ( 日本万国博覧会協会第二建設課長 )

縄本喬行氏 ( 日建設計工務株式会社計画部長 )

花房文一郎氏 ( 竹 中工務庖股計課長 )

右 田 広氏 ( 大榊 E 政計部主任技師 )

山本純苧氏( 安井建築設計事務所 第 2 訟 計部長 )
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特 集 都 市 生 活

国 都 市 生 活

都 市 の 生 活 構 造/ 奥 田 道 大

都 市 の 生 活 空 間一一一近 隣 生 活 空 間 の 追 求/ 上 田 篤

座 談 会 = 都 市 と 人 間 生 活/ 大 薮 寿 一 ・近 藤 達 夫 ・

中 西 健 一 ・稲 見 悦 治 ・恩 田 一則 ・南 野三 郎 ・梁 雅 子

園 都 市 建 設 の し く み

都 市 建 設 と そ の 随 路/ 吉 富 重 夫

経 済 成 長 と 都 市 建 設/ 竹 内 正 己

都 市 建 設 に つ い て の 一 考 察/ 巽 和 夫

園 都 市 化 時 代 の 展 望

都 市 対 策 の あ る べ き 方 向/ 浦 西 良 介

都 市 住 宅 生 産 の 展 望/ 島 津 良 樹

今年から編集メモを付け加えることにな

った 。編集者がひとことも物申さず，た

だひたすら力持ちの役を引き受けている

雑誌というのも，あまり聞いたことがな

い。本誌は特異な雑誌であっ たのだ。

'68年度は 「都市」を基本テーマとして通

すことになった。昨年の 「社会と建築」

に引き続き，現代における最大の問題の

ルツポ 「都市」にさまざまな側面より光

を当ててみようと考えたからである 。お

そらく今年も 「都市問題」は大きな関心

の的になるに違いない 。そしてどのよう

な分析や提案が新らしくなされることだ

ろうか。いろんな問題を 「空間的」 に考

えることは ，私たちの一番得手とすると

ころであろう 。 しかし ，都市に{ 主むご く

普通の人々一一一奥さ んたちゃ商庖で働い

ている庖員さんたち 一ー は必ずしも 「空

間的」な思考方法に慣れてはいない 。も

ちろん私たちも解決しようとしてできな

いたくさんの 「空間的」問題に日頃から

当面している 。道路でも，下水道でも景

観でもすべてがいろんな問題を用意して

いる 。そういった問題をひとつひとつ解

きほぐして住みよく新らしい都市にっく

りかえていくためには，まず問題が出て

きた原因を深くかっ広く 認識す ることが

必要だろう 。そしてそれを「空間的」に表

現するところに私たちの任務が始まる 。

これから 一年の聞に，どれくらいこの目

標が達せられるかは ，一年の最後になっ

てからふたたび総括されることになるだ

ろう 。

まずは ，年頭にあたっての 「所信表明J

である 。 ( 島津編集幹事配)

本号は， r都市生活」特集とした。本年のテーマ「都市」の

プロローグでもある 。社会学者など，建築以外の第一級の方

々からの所見もあるので，熟読されれば得るところもあろう

かと信ずる .

次号は， r都市のいこいの場J 特集の予定である。

本号特集担当幹事 : 大蛮寿一( 特別幹事) ，上田隆夫 ( 特別幹

事) ，多胡選，島津良樹
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三.l:I:.

1 ロ構活生の市都

A  

大道田奥

• 
(J レイ ・ワース〉に要約される ，都

べき都市郊外の中産階級ホワイトカラ 一家族では ，子供の員数

さいきん，批判的見解

理論構築上における新たな問題提示というより ，都市生活の現

とｾＱ，は

実そのものにそく している。異心円型生活構造の典型ともいう

がよせられてきている。米国におけるうどきであるが，

帯性の伝統的基盤の崩壊」

市一般の特徴に関する社会学的定説 lζ ，

同心円型と臭心円型のふたつがあるといわれ

る。同心円型とは ，家庭生活と職場生活とが空間的には重ね合

わされており ，機能的にも相互に未分化な生活体系を有するも

のである。農業生活はそのひとつの典型であるが，都市でも ，

生活構造には ，

ミ

が相対的 lζ 縮少より増加の傾向にある。ある心理学者は，家庭

も近い解説をくだしているが，家庭生活 lζ 対する新たな志向が

触頗度がわが国とはひとつの対比をなしている乙とからも知れ

(ロ)訪問 ，

わめて濃厚である乙とは ，独立した息子 ，娘夫婦と老親聞の接

ての意義」あるいは「子供は最後の耐久消費財」 という暴論に

電化装置と家事合理化がピ ークにまで達した米国の主婦におい

つよく台頭してきているととは事実であろう。親族の結合もき

「レジャ ー享受上のペッ トとし

内容的 lζ は川プレゼント ，助言，金銭の援助などの相互扶助，

レクリエ ーションなどの社交，判買物，子供の世話，

ょう。半数以上が少なくとも週 lζ 1 回は接触をもっているが，

て，子供を生み育てる乙とは ，

ミ都市のなかのムラ的生活者ミといえるか

く，家庭生活と職場生活とが空間的には分離し ，機能的にも相

ある社

日の生活の型をはじめる。夕方その日の業が終れば皆それぞれ

頃には，世帯から職場へ，職場から世帯への往復のために ，人

に定まった世帯 lζ 帰 る。朝の一定の時刻頃と夕方の一定の時刻

ζ の現象を「勤め人も学生も ，朝の一定時刻

その

互に独自の生活体系を特色としている。都市のホ ワイ トカラ ー

はまさにその典型である。異心円型生活構造は ，都市の鼓動と

いうまでもな

頃までには皆間違いなく職場か学校の一定の席について，

もいわれる日々の通勤現象に端的に表現されているが，

異心円型とは ，乙れにたいして，

自家営業者ーなどは，

会学者によれば，

もしれない。

の波が毎日規則正しく都市の呼吸のように反復している。 ..

などがふくまれている。結婚の援助などのサ ービスの交換，

都市は単調ではないか。昨日も今日も同ーの生活の型がくりか

〈親族間接触頻度国際比較〉
( 鈴木栄太郎〉と説いている。えされている。」

i:1ili  
だが乙の単調すぎるとおもわれる生活の型も ，集団参与と帰

f
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可
ロ

同心円型生活構造とは基調属意識の視点から照明をあてると ，

α正

ノU

100  

。t. 01.

1  

ノO ノO

12  

。 ノ Oノ

ノO 〆0

25 14  

デ ト ロ イ ト

( R . ブラッドの調査〉

を乙とにした問題の指摘がなされている。すなわち生活構造の

'  

同心円型から異心円型への移行は同時に都市化の過程でとらえ

100 26 19 25 30 

サンフランシスコ

(;¥11 ヤングの調査)
乙の過程は個人の集団参与と帰属意識にひとつの変られるが，

100 25 24 21  30  

ンド

上

ン

同

ロ同心円型で、は家族および地域社会革をもたらす。一例として，

の血縁的 ・地縁的結合( 第一次集団的結合) が緊密であるが，異

1・
100 6  4  23 35 20  9  3  

山 梨 県 八 代 町

( 小 山 隆 の 調 査 )心円型では弛緩し ，職場および、各種各様の随芯的集団の利縁的

100  6  10 34 32 12  3  3  

区杉 並

上

東 京 都

( 同

結合( 第二次集団的結合〉が優先する。職場 lζ 帰属感の濃厚なホ

地域社

会も帰って自るだけのベッド ・タウンとしての色彩がつよい。

ワイ トカラ ーは，家庭生活が一種のミ下宿屋ミ と化 し，

とうした接触を具体的に可能にする条件として，米国の社会

学者は ，(イ)労働時間の短縮による余 l臨時間の増加 ，(ロ)電話の普

及，H その他の交通通信手段の発達 ，lニ) 親の居住地をはなれる

近隣生活の実質的な担い手

( 運営 ・管理の責任者) が一家の主婦にあると乙ろから ，母権

制家族，母権制家族地域と命名している社会学者ーもある。

家庭生活，都市郊外住宅地では ，

乙となしに ，教育を うけ，就職を可能に した大都市域の発達な

• どを指摘 している。ジャ ーナ リズムにも伝えられているミス ー

プのさめない距離主が，親子聞の理想とする 心理的，時間的距

離を象徴している。市街地高層アパー トの一隅に老夫婦がひっ

「第二次集団的結合の優位に対する ，血縁的紐帯

の弱化，家族の社会的意義の喪失，近隣集団の没落，社会的連

74 

と乙ろで，
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そりと余生をおくる。あるいは ，老人ホ ーム lζ 身をよせる乙と

は，期待される者人生活の像ではない。

筆者がー夏 をすどしたピッツパーグの ある中産階級の家庭

( 主人はピッツパーグ大学の血清学の教授。親日家で才援の奥

さんと 男の子 3 人の家庭) では ，奥さんの両親が自動車で 5 分

ほどのと乙ろに住んでいた。両親とも 70のなかばをこえ，足も

不自 由のほうであったが，娘婿の転勤 lζ 合わせて，ワシントン，

ボストン ， ピッ ツパ ーグと住居をかえていた。 3 日に l 度は ，

晩餐をともにするため E 那さんが自動車で両親をむかえにい

く。手製のパイと かサラダをかならず手土産とする両親の姿も

印象的であったが，むかえにいかないときは ，奥さん と息子が

犬の散歩をかねて両親の家にご機嫌うかがいをする。とんな乙

となら ，さいしよから両親と同居すればとわれわれなりに考え

るが，仮りに屋根裏の部屋に間{昔 りして も同居 という かたちを

とらないのは ，米国人の生活信条のあらわれかもしれない。

親族閣の血縁的結合とならんで，近隣閣の地縁的結合! と対す

る新たな志向もつよく ，またとの志向に照らして地域社会の設

計が企てられている乙とは興味がある。大都市中心街の高居ア

ノマー ト生活者が郊外の住宅地域に居をかまえるおおきな動機

が，地縁的結合がえられるよろとびである 。「ノ f ーク ・フォレス

トでは ，あなたは帰属感をも っ ζ とがで きます。私たちの町 !ζ

足を踏みいれるや否や ，あなたは気づく でし ょう。 あなたは温

く迎えられ，大きなクソレ ープlζ 仲間入りでき ，孤独な大都会にか

わって，友情に溢れた小さな町で生活すると とができ ，あなたな

しではすませない友達をもっ乙とができ一一そしてその人たち

との交際を楽 しむ 乙と ができる乙と を。さ あ，おいでなさい。

ノマーク ・フォレストの精神がどんなものであるかをみつけ出し

て くださいJ . r一杯のコ ーヒ一一一ーそれはパーク ・フォレス

卜のシンボルです。 ノf ーク ・フォレス卜では，コ ー ヒー ・ポッ

トが 1 日中湯気を立てています。乙の友情のシンボ ノレ は，お隣

り同士が互いの交わりをどんなに楽 しんでいるかを物語るもの

ですJ (註 . シカゴ市 の有名な郊外団地ノマーク ・フオレスト に

おける ，ある住宅公社の広告文〉 の一節 lζ 示唆されているよう

に，地縁的結合 lζ 価値をおく地域生活が可能な場であり ，また

とうした価値に志向する都市住民の拠点としての位置づけが乙

乙ろ みら れている。

計画過程にお いて も 建 築 家 の み な ら ず，社会学者，心理学

者，精神分析家などが，第一次集団的価値の再現に 可能な地域

社会の設計 Iζ ;立を注いでおり ，たとえばネイパーフッドの単位

面積 ・人口 ，住宅の様式と配置，オープン ・スペース ，車の乗

入れ禁止の遊歩道の設定，教会，公会堂，保育園 ，学校 ， レク

リエ ーション ・セン ター， ショ ッピング ・センター， 保健所な

どの位置( 住宅と片道歩行距離の算定〉とサ ービスについて，

己最適性の基準ミが企て られている。住宅の様式と配置では ，

郊外住宅団地は ，櫛比す る高層 アパー トではなく ，ヤード付き

の l 戸建独立家屋( ないしは 2 戸 l 棟の共同家屋〉がひ とつの基

準 となっている。 家屋 と家屋との距離は ， ー太陽と緑 と空間 主

にめぐまれた地域社会の規模からすると ， ー近接ミの印象を う

けるが， 乙れは ，象徴的 lζ は ミ窓どしに井戸端会議ーが主婦の

あいだで交わされる距離が理想でもあるという。コミ ュニティ

・シンボ J レとしての教会も ，タワ ーの尖端が信者の家の窓から

見透せ ，また鐙の音が地域社会の隅々にまでき乙えるというの

が，ひと つの理想と もされている。建物一つ ，地域社会一つの

設計に ，社会学者，心理学者の活躍す る領域のおおきくひらけ

てい るこ とは ，とう ぜんである。

四

わが国の住宅様式のひとつの標準にもなっ てきている 住宅公

団の郊外団地は ，米国の事例とは対照的である。 郊外団地が誕

生して間もない時期に ，米国のあ る建築家が実地見学 して，き

わめてたかく 己評価ーしたと ，間接的にきいたとと があ る。 興

味があるのは ， ミ評価ミの観点である 。 l D K， 2 D Kの住宅

設計が，伝統的な大家族制と観念に埋没していた日本人に ，近

代的小家族を単位として，し かも ，西欧的な 生活機式， ものの

考え方を新 しく定着するうえに貢献したというのである。

l D K， 2 D Kの住宅設計が乙れ とは別の 日本的事情の産物

である ζ とは ， だれしもが承知しているととだが， 乙の己評

価ミははなはだ しい見 当ちがいとか皮相的観察とだけでは済ま

をれない示唆をふくんで いる。すなわち ，建物一つ ，地域社会

一つ の設計でも ，住民一般の生活構造なり価値志向 との脈絡に

おける発想が，つねに他 lζ 後先し ている 事実である。

わが国で= よく問題になる フィ ジカ J レ・デザインとソシア J レ・
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デザインとの概念上の区別は ，実質的な意味をも たない。そ れ

も，フ ィジカ J レ・デザインの前提として社会的与件を考慮する

というより ，フィジカ J レ・デザインの基軸そのものが， ソシア

J レ・デザインと いって過言ではない。したがって ，逆に ，一個

のフィジカ J レ・デザインを通して ， 特定の市民層なり地域社

会 ，あるいは都市の ，現時点から未来にわたる生活のしくみな

りアスピレーション の共通項を察知する乙とも可能である。社

会学，心理学，文化人類学などを専攻した若い学徒がフィジカ

J レ・デザインの領域にも積極的 lζ 進出し ，貢献 して いる実情を

みると ， ミ実態調査資料の提供者宅か ミ局外的な社会評論家主

の位置にとど まっているわが国との対比が浮彫りされる。結局

のと乙ろ ，一個の フィジカ J レ・デザインと生活体である住民と

の落差を埋めるものとして ，公聴、 ( パブリック ・ヒアリン グ)

のJ レー トが行政体などで住民参加という新たな科学的武装をも

って登場 して きているが，乙れとても，ある計画的決定 lζ 対 し

て住民にいかなる心理的一体感 ・受益感をいだかせるかの P R

の技術の域を出ていない。決定そのものに ，住民の生活構造 l乙

根ざ したニード をどう反映させるかが，本来的な意味での住民

参加であろう。

話がそれたが，米国の建築家のと評価ミとは別 1[ ，わが国の

郊外住宅団地が近代的小家族とマイ ・ホーム主義の享受lζ 結果

的には符合した生活空間を有していた乙とは事実である。また

米国の団地住民とは対照的 lζ ， 日常生活場面において近隣単位

の各種地域集団活動に参加し ，乙の過程をとおして地縁的結合

をえる乙とに喜びと意義をみいだすうどきの存在していないこ

とも事実である。むしろ逆に ，向う三軒両隣りの近隣的つなが

りから 心理的にも物理的にも解放され離脱できる団地の環境条

件に ，住まいの意義をみいだしているといえよう。米国の郊外

住宅団地を ミソシアビリティ ・タイプ( 社交型〉 ミと するなら

ば，わが国のそれは鍵一つで閉ざされた ミプ ライパシイ ・タイ

プ ( 孤立型〉 ミと いう 乙と にもなる。

団地 lζ かぎらず，お しな べて日本人は ，近隣単位をと おして

の地縁的結合 lζ 消極的なかまえが支配的である。ある社会心理

学者は ，米国人にとって最大の魅力的条件である E グッド ・ネ

イパーズミ ( よい 隣人) ミと いうイメージが日本人 には希薄

で，たと えば， ミ向う三軒両隣りにどうい う人を えるのが好ま

しいかミを たずねても ，即答できないのに対 して ， とどういう
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人にいてもらいたくないかミの場合 !ζ は，よどみない回答がひ

きだせると説い ている。 朝日新聞社の大都市園調査 (1965年10

月) で ， I都会生活は近所づきあいが少ないから ，わずらわし

くなくてよいという人があります。また近所づきあいが少ない

から ，さびしくて ，よくないという人があります。あなたはど

ちるの意見に賛成ですか」の質問 lζ 対 して， Iわずらわしくな

くてよい」の回答比率が「さびしい」のそれを，京浜 ・中京 ・

京阪神 ・北九州の各都市圏を通じて倍以上もひきは なしている

事実は注目されよ う。

都会生活の近所づきあい

わずらわし

くなくてよ さ び し い き あ い は 多 そ の 他

し、 い

京 浜 3796 1896 2-!96 2196 

中 京 38 16  23 23 

京 阪 神 36 18 27 19 

北 九 州 34 17 26 23 

五

「隣りは何をする人ぞJ といった地域社会での匿名性とか無

関心さが，都市住民の生活哲学なり魅力的条件である という と

と，地縁的 ・血縁的紐帯からの離脱化が，孤独感 ，断絶感 ，疎

外感といった病理的側面においてただちにとらえられないとい

うことは ，わが国なりの しくみにおいて解きほぐさねばな らな

い。おもいつくままにその 2 ，3 を指摘し てみる ならば，

第 1 1e ，たとえば郊外団地での住まいの契機が，住宅難とい

う外部的条件から規制され，当の個人の心理的動機つe けなり選

択が，あまりゆるされていないという特殊事情。したがって ，

住まいの地域は ミ一時の腰掛けの場 主であ っても， ミ永住の

地主としては認識されていない。ただ団地住民の前住地のおお

くは ，大都市中心部の狭小過密住宅で ，騒音 と過密と隣り近所

のわずらわしさ ( その意味では ，ムラ的状況なりつながりの支

配) Iζ 悩まされていただ けに ，鍵一つでミプライパシイミの保

持できる団地生活には ，相対的意味での価値的魅力がみいだせ

る。高層 アパー トでの ミ孤独ミで ミ疎外とされた個人主義的都

市生活→新しい人間関係の連帯性を通じての自己疎外状況の克

服 とコミュニティ生活の建設，が都市化の大きな流れとな る米

• 

4匝

‘  

.. 



• 

，ー

• 

• 

国と ，ムラ的共同体規制からの解放と離脱→個人の主体性の確

立とプライパシイの保持，が現時点での都市化のポ イントで あ

るわが国とのあいだには ，段階的なズレがある。

第 2 は，米国のよう lζ 職業，収入，教育程度 ，宗教，人類，

その他の社会的属性について等質的な住民間が同ーの地域 lζ 居

住しているのとは乙となり ，わが国の郊外部では新来住居と地

付層の二つの異質的階層 lζ 代表される住民閣のあつれき ，葛藤

対立の問題が，つねに内在している。とくに住宅地域一商業地

域一工業地域一歓楽地域のゾーニングさえもさだかでない混浴

地域としての中心部では ，来住居と士山付層 ， ホワイトカラ ー と

フソレー カラ ー， 高学歴層と低学歴層 ，高所得者と低所得者が同

床異夢的な地域生活をいとなんでいる。社会 ・経済的地位の差

をこえて，住民の共通の連帯性と問題意識を発見する乙とが困

難なのは当然で，おのずと地域疎外者である無関心層が量的に

増加するというしくみになっている。

第 3 は，都市の郊外部，中心部，あるいは農村を通じて，わ

が国の地域生活環境条件は劣悪で，個人の生活に うるおいとは

りをあたえる コミ ュニティ ・イメ ー ジをそとに描く ζ とは不 可

能である。とくに個人の生活 lζ ミ共同的利用 主と主人間関係の

場 とをあたえる生活環境施設( 公園 ，広 場，宗教的 ，教育的施

設， レクリエーション ・センタ ー，保育所，医療機関その他〉

が量的に質的に欠如しており ，地域住民の最低限の ニー ドさえ

充足するにはいたっていない。

...._ 

，、

と乙ろで ，地縁的 ・血縁的結合が希薄で， プライパシイ型の

都市住民の生活像は ，都市化 lζ 関する社会学の定説をそのまま

に裏書きしているが， しかしこ の生活像が現時点から未来に も

わたる ，都市住民の価値志向を表現しているとはいえない。む

しろ団地生活ひとつにしても， とおしきせの ミ物理的 ，社会的

条件に ，住民ひとりひとりの生活情造なりニ ー ドが合わされて

いるという側面が存している。 42年の 2 月 ，厚生省人口問題研

究所，公衆衛生院 ，国立精神衛生研究所のスタッフによって，

都市住民の生活空聞に関する実態調査がお ζ なわれている。

東京都内の山手や下町 ，団地などの 7 地区約 2，100 世帯が調

査されているが，その結果 ， 1 人当り 3.5 畳未満の部屋 lζ 住む

人は ， 刊、らだち ミ とかと不満ミが多く ，3.5畳以上になると ，

比較的安定した気持で建設的な生活 !ζ 志向している状況が明ら

かにされている。 3. 5畳が健康な生活の限界線というわけだが，

しかも 13.5 畳以下では勤労意欲( モ ラー J レ〉があきらかに低

下する」というおそるべき問題点が指摘されている。

総理府統計局の調査でも ， 1 人当り 3.5 畳以下の世帯は東京

で4596，大阪で429ぢ，全国平均で30C弘 前 記 の 実 態 調 査 で も 下

町で50必 ，団地でさえ309o，つ まり日本人の半数近くが勤労意

欲を減返さ せられる 環境で生活している という事実が明らかに

されている。マイ ・ホーム主義を享受する団地生活も ，一転す

ると ，刑務所の独房なみの生活空間という乙とになる。よく伝

えられる「わが国の団地の煉は ， 刑務所を想起」という発言

は，景観面での指摘にとどまらない。

しかも ，狭小過密住宅 lζ 象徴される生活空間のせまさは ，単

l乙物理的空間の欠如にとどまらず，住民の住まいかた ，生活哲

学がとのせまさを倍加させる結果となっている。自閉的なマイ

・ホーム主義は ，一個の小宇宙としての生活空間を機能的 lζ 確

立させる。猫のひたいほどの土地にも庭をつくり，不相応な玄

関 と客間( 応接間〉 のための空聞は ，建売住宅ひとつみても ，

必須の要件 となっている。しわょせされた一家団らんの居聞に

も，耐久消費財がと乙ろ狭しとならべられている。垣根で閉ざ

された庭からは ，地域社会の共同利用の場としての小公固なり

児童の遊び場の ニー ドは生まれて乙ない。客間と地域社会の集

会所とのむすびつきもうすい。個人専用の図書を自宅 iζ 死蔵す

ると乙ろに ，地域図書館を利用するという発想は存在しない。

しかし逆に ，地域社会 lと小公園なり集会所，図書館などの社会

施設がそなわっていたとしても ，乙 れを利用する ニードなり期

待が皆無かというと ，かならずしもそうではない。さいきん，筆

者らは東京都および周辺都市について . 1家庭生活と地域環境 lζ

関する調査」を実施したが，たとえばつぎのような設問( 次頁)

におい て も，地域住民の期待値はかなりにたかい。

むしろ ，住民のひとりひとりは，幼少児より地域社会の共同

利用の場を通じての社会的訓練をうけていないし ，また ，施 設

の具備した地域社会の像が生活経験! こ内在化されていない ， と

いうにすぎない。共同利用の場としての地域社会が，同時に ，

社会的し つけの場としての地域社会が，同時に ，社会的しつけ

の場 として， また市民意識溜養の場として機能するととは ， し

だいに見失われつつある郷土愛精神( 心のふるさと) を ，次代
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( 例示) 仮りに歩いて10分位までのと乙ろに，地域での生活を豊かにする

次のようないろいろな施設が，ーカ所にま とまってあった場合，お宅では

どれをよく利用なさ いますか。主なものを 5 つまでえらんでください ?

一

の

室

室

一

岡

山

ι

E

血

棋

-

i

f

i

 

一

泊

集

娯

E

I

s

-

-

一

目

司

d

今

L

q

J

:

F

I

-

-

の

室

一

一

用

会

一

一

人

集

一

一

老

9

一

みんなが利用できる

l 集 会 室

2 談 話 室

3 運動場 ・プーノレ ・

体育館

4.図 書 室

子ども用の

15. 集会室

16.遊 戯 室

室蓄図ヴ，

.

一
一

の

室

室

用

会

児

人

集

託

婦

問

日

5 工 作 室

6. 宿 泊 室

7 相 談 室
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のヤング ・シチズン lζ 伝承し定着化するひとつの拠りど ζ ろと

もなる。またヤング ・シチズンにかぎらず ，現実に ，労働時聞

が短縮し ，週休二日制が普地i化する過程で ，家庭および地域社

会ですどす生活時間は ，相対的に比重がます。 r… … 自動車文

化の発達とともに ，郊外に新しい現象が生まれつつある。郊外

の大きな道路に面したととろには立派なレストランができ ，そ

乙は近隣のマイ ・カ一族で結乙う繁盛している。そもそも休日

にもまた都心の盛り場 lζ 足をむけると い う都心主義の風習は ，

外国で生活した乙とのあるものにとっては不思議な現象であ

り，外国では郊外にとそうまいレス トランがあって，人々は食事

をするばあい ，とくに休日には都心とは反対の方向に足をのば

すのが普通である 0 ・ー… しかしレストランでの食事などは ， し

ょせん ，一時の気休めにすぎない。毎日毎日を社会の矛盾との

高藤の中で生活している ζ の都会化された田舎としての郊外に

新しい人間的つながりができ ，そ乙で生活を楽しみながら同時

lζ 身の回りの問題を解決していくようにならなければ，解決は

ほんものではない。私はそういう意味でも ，地域に関心のある

活動家などが副業として，ノマフe のような ，あるいはもっと落着

いたふんいきの酒場と集会所をひらいてくれないものかと考え

ている。そ乙にいくと ，地域の文化人にも ，学校の先生にも ，

また サ ラリ ーマンにも顔が合わせて，夫人たちもまじえて，地

域の乙とが話しあえ ，また精神的な交流もできるとい うよ うな

ζ とを考えるのは妄想であろうか。 J ( 篠原一) はその一端を

示唆している。
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• とくに家事の合理化と少子世帯化にともない子どもの世話か

ら早く手がはなせる主婦屈の場合，家庭外での活動が可能な精

神的 ，物理的時間 ( ないしはフ ァ ミリイ ・ライフ ・サイクノレの

変化にみあっ た社会的活動の可能な中高年令期の延長〉が解放

されて いる。家庭外での活動は ，私的 な余暇活動の側面にとど

まらず，社会参加への方向づけが期待されよう 。も とより ，た

とえば宗教活動に媒介される米国とは乙となり ，わが国の場合

社会参加といってもその具体的内容と方向づけにおいて共通の

理解と経験に欠けるが，地域社会での ヴォランティア活動とい

うことでも ，不毛とだけでかたずけられない。共働き世帯にお

けるミ鎚ッ子ミの保護，孤独な老人に対する コ ミュニティ ・ケ

ァ，放課後児童の校外指導， 吋白人の子どもも叱りましょう ミ ‘  

運動，郷里をはなれた工員 ・庖員をむかえての一日里親運動，

ホーム ・タウンを学習する運動，新ネイパーフッド ・センタ ー

建設運動など散発的ではあるが，豊富な具体的実例を通じて，

今後 lζ とわれる共通の問題領域の開拓が必要である。一方，か

りに地域社会の環境条件および地域社会を中心とした社会的活

動に十分な認識 と理解をもたず ，住民ひとりひとりがマイ ・ホ

ームという殻に閉じ乙もってい た としても ，そうした小宇宙へ

の安住をさまたげる外部的インパク 卜が深化し ，普遍i化してき

ている ζ とも事実である。内容的には ，家庭の基本的日常生活

利害 lζ 直接かかわる生活妨害問題を意味しているが，一例とし

て，一家団らん精神に表徴される家庭生活のい乙いとくつろぎ

を阻害するものとして，乙れまでの内部的要因( 嫁姑，親子関

係などの人間関係上の 卜ラフソレ) に代って，公害( 騒音，ほ乙

り， 日照，悪臭 ，振動など) などの地域生活環境条件における

外部的要因がクロ ーズ ・アうプされてきている乙とが，政府刊

行資料においても明らかにされている。もとより次元の奥なる

二つの要因の比較は不適当だが，すくなくとも住民ひとりひと

りの生活意識に公害が外部的インパク トとして呈示されてきて

‘  

いるととろに ，問題がある。

生活防衛という消極的動機にせよ ，あるいは ，より豊かで幸

せな家庭生活，地域生活を構築する過程での把握にせよ ，社会

的按点を欠いた都市住民の生活構造論は ，砂上楼閣の域をでな

い。 フィ ジカ J レ・デザ イン， ソシアノレ ・デザ イン も，生活設計

そのものの発想の論理に根ざす必要のある乙とは ，いうをまた • 
ない。

( おくだみ ちひろ: 東洋大学助教侵 ・鶴市社会学)
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都 市 の 生 活 空 間 一 新 し い 近 隣 空 間 を 考 え よ う

上 田 篤

1. 町 内 会 の し こ、と

私の師である西山教授は ，先年，ど自分の半生のすまいの移

り変りを ， I住み方の記」として，たいへん興味深くまとめら

れた。私も相当数多く家を住みかえてきたが， しかし ，私は先

生のようにすまい研究に対するすぐれた蓄積をもちあわせてい

ないのでとうていそのような著作をものすととは今後ともでき

そ うにないが， しかし ，たった一つだけ先生のあまりふれられ

ていない点について，あるいは経験を披涯する乙とができるか

もしれない。それは ，すまいの内部の乙とではなくて，外部の

問題，近所どうしのつきあいや，町内会などに関する問題につ

いてである。特にその中でも町内会については ，いささかの苦

労を経験させられてきた。

私がまだ学生の頃，親元にいたとき ，そ乙の町内会 [ζ 青年ク

ラフーがあった。私は ，その会長を二年ほどっとめた。会員は大

学生から工員までさまざまであった。 レクリエ ーション活動か

ら，火の用心の夜廻りまで，いろいろな乙とをやった。公民館

のような気のきいたものがなかったので，近所の風目屋と交渉

して，毎週月曜日の休みの夜 lζ ，その脱衣場を借り て， コー ラ

スやダンス ・パーティ ーに打ち興じた。風目屋は ，私たち青ー年

の「あつまりば」であり ， I巣」であった。

私が結婿して最初に住んだ東京の40戸ほどの公社の団地で

は，薄給でとても人なみに家賃など払えなかったので，志願し

て管理人になった。その団地は建ってから相当になるので，住

居者の年令水準も高かった。新入りで， しかも一番若い新婚の

管理人は ，人々の注目の的だった。水道ポ ンプがしょっち ゅ う

故障して，私たち夫婦は ，寝まき姿で交替で看視にいったり ，

誰かが威勢よく焼却炉でゴミを燃やしたため ，朝まだき消防車

に叩き起とされ，"1散々アブラをしぼられたりした。また団地の

中の芝生の手入れが悪いといって責められたり ， I上のベラン

ダでじゅうたんをたたくのをやめてくれるように瀬んでくれ」

といった種類の投書が舞い乙んだりして，その処置に悩んだ。

しかし ，そんな 乙とよりも ， もっと困ったのは ，附近の町内会

と団地の自治会との関係、だった。いろいろな寄付や，お祭り ，

妨犯灯の管理などをめぐって，附近の町内会と団地の自治会 と

の意見や感覚は必ず しも同一ではない。第一，団地の住民はそ

んなととに無関心で，そういう会合 K は設も出たがらない。

一方町内会の方は，元来その附近の農家が主である。土地を

売った代金をほかに投資して， 日頃は 11民な 人たちが多いので，

何かというと寄りあいである。はじめはその辺の事情をよく知

らなかったので，そういう会合に しょっち ゅうひっぱり出され

ていたのだが，途中で乙れはタマ ランと思って， 自治会を結成

して，その役員に肩がわりをしてもらった。と乙ろが，役員の

中には， ζ のような地域活動は大切な乙となのに ，自治会が停

滞しているのに対して，管理人は先頭に立 ってもっと積怨的 lζ

自治会活動に力を入れるべきであると ，毎夜のように説教する

人があって，私たち新婚家庭は悩まされつづけた。さすがの私

もとうとうたまりかねて ， 2 年たらずで管理人を辞して，他 lζ

移った。

その後，私が京大へ勤めるようになって京都へ来たときは ，

私の家庭も ， もうすでに二人の子供をもつほどに成長してい

た。そして京都市の郊外の ，ある市の分譲地を買って家を建て

た。 80宅地ほどのその住宅地で，私は 5 - 6 番目ぐらいに入居

した。附近はほとんど空地であった。道路は整備されていず，

水道はよく故障した。それに子供の遊び場も ，集会所もない。

早速自治会が結成された。そ乙で私は早くに入居したという乙

とで，副会長にさせられてしまった。造成の粗雑さや，管理の

不備，公共施設の欠除などに対して，私たちは ，市長を自治会

の総会 lζ 呼び出し ，また ，何度も市に押しかけていって，市の

やり方のズサンさを問責し ，直ちに整備す るように要請した。

それに対 し市長は ， I予算がない。宅地の状況を承知の上で買

ったはずだJ の一点ばりで，ぜんぜん相手になってくれなかっ

た。主張は平行線をたどったまま ，空 しく一年が空賀した。 水

道ポンプはしょっちゅう故障し ，断水の日がよく続いた。道路

の鋭いきり乙み砂利で，子供たちがよくケガをした。ハイヒー

j レはすぐ駄目になった。自動車はし ば しば溝 lζ 落ちた。

二年自に ，私は会長になった。私は方針をきりかえた 。いま

までの市の責任追求一点ばりのやり方から ， I何かしたいのな

ら，地元も半分金を出せ」という市長の日頃のいい分に従って検

討する ζ とにした。市長の態度は変った。子供の遊び場も，1 ち

ゃんとした広い土地を買え」というさいしょの要求から ，I造

成のあまり地でもよい」という線まで後退し ，30坪分ほどの市

有地の無償貸与がきまった。その遊び場 lζ 設置する遊具などの

施設についても ，地元と市と半々で費用をもっという ζ とにき

められた。地元は. 金がないので労力奉仕という乙とになった。

道路も ，三年計画で舗装という乙とで，初年度分の経費は補正

予算 lζ 計上された。公民館についても ，貯水池の整備にともな
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い廃止 される水道タンク 小屋敷地をあ てることにきまった。雄

設費は ，半々で両者がもつことになった。そのために度々役員

会が聞かれ，何度も市へかけあいにいった。 ともかく乙うして

住宅地整備について一応の見通しがたっ た。住民の一人である

私も ，ほっと一息ついた。

乙のように私たちの要求は 当初から は大きく後退し たが， し

かし市長の立場にた って考えて みればそのいい分にも ，無理か

らぬ点がないでもなし、。小さな市の悲 しさで ，市の予算は絶対

的に之 しい。それに対してあちこちからの陳情は 山積してい

る。 そ乙で地元が経費の二分のーをもっという熱意を示したと

乙ろから ，海i次改善していこうとい うのである。それなら うる

さい議会をなっとくさせることもできる。つまりまちの中の環

境整備は市の直かっ工事でな く，補助事業 lζ しよ うと い う乙 と

である 。体裁よくいえば， I官民協力」のまちづく りであ る。

乙ういう方向 lζ 運動をもっていく ζ とは ，一口に 「改良主義J

という乙とになるかもしれぬ。 こういう形での地域整備をすす

める乙とがよかったか，悪かったか，私にはわからない。 けれど

も，それによって現に住宅地が整備 されつつある ζ とだけは，事

実である 。ほかに例えば， もっと政治を通じてやる方法なども

あろう 。 しかし ，乙の市長も ，聞にたってくれた議員も ，共 {ζ 革

新政党 lζ 所属している人たちである。私は地方政治においてイ

デオロ ギー というものが，いかに無力であるか とい う乙 とを ，

乙の二年間の地峡整備の運動の中 でつくづく思い しらされた。

2.  しりあい社会での生活

前 Iζ ，私は ζ ういう話をきいた乙とがある。神奈川県の厚木

市 は，米軍のキャンプのあるところである。その附近では ，米

軍将校の多くが日本の家屋を借り て住んでいる。あるとき ，そ

のうちの何人かが，附近の町内会 {ζ 入りたいと申出てきた。町

内会の方でも別! C: : : ，日本人に限る理由もなかろうとい うわけで，

「どうぞ，どうぞ」ということになった。ととろで ，町内会員

になるためには ，月百円の会貨を納入しなければならない ，と

いう乙とになって ，話がややこしくなっ た。米人は ， I その会

費を何 lζ 使うか」という のである。 I いや乙れは ，街灯の電気

代 ， ドブ掃除の ときの薬代 ，お祭りのときの子供のお菓子代な

ど，その他もろもろの町内の整備= に使うのだ」と説明したが，

なかなか納得 しない。 I そういうことは当然シ ティ ・サーバン

卜がやるべきことだ。そ のため にわれわれは税金を払っている

のではないか」という のである。ど うやらその米人は ，町内 会

を親善のための クラブか何かと感迷い したよ うである。もちろ
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ん町内会にはそ ういう面もある 。 しかし ，それ以外 lζ 日本の i町

内会は ，住民がお互いに地域で共同生活していくための相互扶

助的機能や ，またそれに関連する都市行政の末端のよ うな仕事

をも ， うけも たされている。もしいますべての町内会が解散し

たら日本の都市行政はマヒしてしまうかもしれない。乙のよ う

な町内会を一体どう考えたらい いのか。

戦前は ， ζ の町内会や隣組を通じて ，人々の思想看視が行 な

われたいまわ しい思い/ i ' ，を ，私たちはもっている 。現在で も，

町内会は ，始めのうちは「まちづくり J ，ζ 熱心で ，進歩的活動

をみせていても ，ときがたってやる 乙とがあまりなくなってく

ると ，形骸化し ，一部の町内ボスの支配により ，反動政治のよ

りど乙ろと化し てい くケースが多 い。 乙のような特殊な性格を

もっ半行政的， 自治的近隣組織としての町内会は ， 日本独得の

ものか もしれない。少なくとも ，都市コミュ ニティー の発達し

た西欧社会におい てはみられないもののようである。

町内会のも ともとの原型は ，庄村の部落会といえるだろ う。

都市がどんどん農村部に拡が っていくと ，そ乙にあった部落が

まちになり ，部落会が町内会的なものに再組織されていく。日

本では ，地形上都市のすぐそばに農村が近接している。京都の

町衆なども ，元はといえば，そういった平安京の近郷の村落が

まちとなって生まれたものである。西欧 lζ 比して，都市コミ ュ

ニティ ーの形成が弱い日本の都市では ，かわりに ， ζ のような

町内会的なものが，住民の自治組織として生まれたとしても ，

格別不思議ではないといえる。

そのような「系譜」の問題は別としても ，部落と町内との人

間関係では ，共通している而が多い。その中でももっ とも重要

と思われる乙とは，どち らも顔見しりの社会，1 しりあい社会」

とい う乙とである。都市コミュニティ ー と本質的に異なる点

が，そとにある。都市は ， 何万とい う人聞から構成されてい

る。お互いに顔見しりになどなれるはずがない。そ乙で人々が

連帯性をもちうるためには ，なんらかの都市愛的な一つのイデ

オロギ ーが必要になってくる。コミュニティ ー精神というもの

が必要なのである。つまり ，Ei 村が「しりあい社会」であるの

に対して ，都市は「イデオロギ一社会」なのである。そしてわ

が国の都市は ，乙の西欧の都市の「イ デオロギ 一社会」ではな

く，むしろ農村的な「しりあい社会」の集合として考える方が

どうもわかりやすいところに，一つの問題点があるのである。

例えば，都市の中でも ， 日本人は見しらぬ他人 lζ 対しては ，

よそよそしい。電車やパスの中でも「他人」を突きとば してで

もわれがちにと! 奮を争う。ところが，そこに近所のしりあいや
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会社の上役でものりあわせているのを見つけようものなら ，サ

ッと席をたって譲ろうとする。譲られた方も ， すぐには坐ら

ず，お互がいに ，どうぞ，どうぞとしばし謙譲の美徳を発揮し

合う。 しかし ， ひょっとするとついさつきまでこの二人は，

「アカの他人」どうしとして，押しあしりへシあいをしていた

のかもわからないのである。 ζ のように ，都市の中でも ， 日本

人は「しりあい」と「アカの他人」とを割合 [ζ 区別する。 I し

りあい」の間では，折目正しい礼儀が存在するが， I アカの他

人」どうしの間では ， I旅の恥はかきすて」式の無礼講がなき

にしもあらずである。

町内会は ， 乙のような近隣における一種の「しりあい社会」

である。町内会の集まる時聞は ，一般に正確である。五分でも

遅れようものなら ，頭をかきかさ陳謝しなければならない。私

など，日頃、時間は J レーズな方で ，いつもまわりの人に迷惑を

かけているが，町内会の集まりとなると ，どういうものか時聞

が正確になる。あまり自慢になる乙とではないが，そ乙にはな

にか隣近所どうしの ，職業や年令，階層を ζ えた ，お互いに尊

重しあわなければならない礼儀のようなものがあるように思え

る。しかしとれは単なる儀礼的なものではない。そ乙には同時

!と ，地域社会での相互扶助的な実益も存在しているととを見落

せない。先にのべた私のささやかな経験なども ，その例である。

このように町内会は ，わが国の地方行政の末端組織であるとい

う性格の半面，近隣にお ける一種の「しりあい社会」としての

性格をもっている。特にその「しりあい社会」における相互扶

助的な面は，人間の社会生活にとって欠かせないものである。

先ほど，東京婦人少年室の主催で関かれた「共かせきー家庭問

題懇談会」で，子供のいる人，いない人ともに共通した最大の

悩みは ，家庭内での料理 p 洗濯，育児などの家事ではなくて，

近所づきあいだとの乙とであった。なかでも ，一番困るのは ，

町内会の回覧板や ，消毒剤などをもちまわる当番ができない乙

と，幼稚園や小学校の送り迎えの当番ができない乙と ，百貨庖

の配達や小包みなどを ，いつも隣近所 lζ 預かってもらわなけれ

lまならない乙と ，などである。

乙のように ， I しりあい社会」における相互扶助的活動は ，

人間の社会生活にとって必要なものであるにもかかわらず，現

在そのような生活組織，生活空間は共に貧しいものである。そ

れを代替しているのが，町内会活動であるが，乙れは ，前 lζ も

述べたように ，いろいろの問題を内包している。

古来から乙のような近隣自治組織について，哲学者や思想家

たちは ，さまざまに夢見てきた。西欧におけるユ ート ピアの歴

史は ，ある意味では ，乙のような人間の地域における自治組織

の，理想的形態の追求史といえなくもない。数々の「新しい村J

運動やコミュ ー ン， コルホ ーズ，人民公社などなどはその例で

ある。現1 [ ， I キブツ」という形で国家をあげて追求している

固さえある。

日本の都市社会においても，乙れをどう考えたらいいのか。

戦後， 日本では古くからの家族制度がくずれて ， I核家族」

化が進行した。ダンチ族の大半は核家族といってもいい。その

ためにいろいろな問題が生じている。例えば，共かせぎの場合

問題なのは「カギッ子」である。共かせきーのしわょせが，子供

[ζ 及んでいる。昭和42年度の青少年白書によると ，留守家庭児

童である「カギ ッ子」が，東京では ，小学生の 9.7 96，中学生

の11. 8% ，大阪市では小学生の 13. 896，中学生の 18. 596を占めて

いる。乙れらが，青少年の非行化へとつながっていく一つの大

きな原因である乙とにまちがいはない。戦前の一般的な世代家

族では ， ζ ういった子供たちは老人が面倒をみた。戦後の「家

族革新J IC: より ，老人たちは「パパヌキ」として社会の片隅 !ζ

追いやられてしまっている。ところが，一方個人主義の国の西

洋では ，例えば，西独の住宅団地なとにみるように ，団地の子供

の遊び場や入口近く K 老人住宅があり ，老人と子供の接触が自

然にうまく行なわれるように設計されている。イギリスでも，

スープのさめない距離に老人夫婦が住むのが一つの理想と考え

られている。一体乙れをどう考えたらいいのか。

同じ地域に一緒 lζ 住むしりあいどうしが助けあい礼儀正しく

するととは ，入閣の社会生活の基礎といっていい。ある意味で

かつての日本社会にあったそのような「美風」が，いまは失な

われつつあるよ うである。私は紘家族化を否定しない。それは

戦後日本の家族制度の大きな進歩である。しかし家族ど うし の

たすけあいというもう一つの面がやや等閑視され，いろいろの

問題をよんでいる ζ とも事実である。公団の 2 D K団地をみる

がいい。ど ζ もかし乙も核家族だらけである。一せいにオシメ

が並び，ーせいに幼稚園にいき ，一せいに小学校へ上る。その

ように画一空聞におかれた家族たちをして絶えず競争意識を働

かせるように ，それは設計されている。前の西独団地にみるど

とく相互扶助的なものへの配慮は ，きわめて乏 しい。

「しりあい社会」における活動の充足を充たすよ うな生活組織

と空間一一つまり近隣生活空間への配慮が現在の住宅地計函 ，

都市計画におい て きわめて之しいよ うに思われる。

3. 新しい時代の近隣生活空間

とはい うものの ，私は決して都市 コ ミュニティ ーの精神 を否
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定する もので はない。 それは必要なものである。 r旅の恥」式

行為 はま乙とに許せない。しかし ，そのようなコミ ュニティ 精

神の確立は，一朝にし てできるものではない。西洋の都市コミ

ュニテ ィーが成立するまでに ，市民と封建領主や貴族たちとの

聞に ，どれほど長い斗いの歴史があったかを想起すれば，十分

である。乙れからも ，絶えざる市民意識の出揚が， 乙とあるど

とに叫ばれなければならない。従って，都市コミ ュニティ ーに

裏づけられたひろばや ，都市公固などの大きな都市生活空間が

必要である と同時に ，一方では ， しりあい社会のための近隣生

活空間もまた必要なものである。! ともかかわらず ，それが欠如

しているのは ，一面において ，現在の都市行財政の貧しさであ

ると同時に ，他の一面においては ，いまだに「地方公共団体」

を 「お役所」とよ ぶ市民感覚の奥底 lζ 潜む，公共団体と市民と

の閣の深い断絶感 lζ 根ざ しているように思われる 。それは ， 日

本社会の「後進性」と いう よりは ，一つの歴史の中ではぐくま

れてきた 「社会性」ともい うべきものかもしれない。それは ，

きだみのる 氏が 「にっ ぽん部落」で指摘している ， 日本を構成

している異質的な二つの社会の ，一つの「部落性のある社会」

なのであろう。あるいは ，それは，二つの社会の一つではなく ，

日本社会の一つの側面を構成するもの ，といった方がいいのか

も しれない。

ともあれ， かつては存在した乙のような近隣生活空間でさ

え，現在次々 と破壊 されていっている。むか し，私たちが住む

まちの生活空間 といえば，まず道路があった。道路で人 は々 ，

遊び，語らい ，楽 しんだ。しかし ，いま道路は自動車が占領 し

て，人々は ，家の中 に追いやられてしまった。かつ ての産土社

である 氏神の社や鎮守の森も ，どんどんつぶされていく。お寺

でさえも ，パーやパチンコ 屋に変身する。むか し人 々の生活の

場で伊った近隣生活空間 ，お祭りが行なわれ，夜屈がたちなら

んだまちの空間は ，逼息して しまった。そもそも都市 コ ミュニ

ティ ー空間が欠如 している上に ，乙のような近隣生活空間まで

も破壊されてし まった のでは ，一体現在の都市は ，人聞にとっ

て何な のであろ うか。

とうい う状況の 中で，最近話題の「チビッ コ広場」は，乙の

ような近隣生活空間復活への ，一つの明るい ニュ ースと いえる

だろ う。 京都市では ，今年度中に 300 カ所つくる計画で， 建設

が進められている 。京都市 における チ ビッコ広場の第一号は ，

あるまちの人た ちが，子供たちのための地蔵盆をする 場所がな
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くて，みんなでさが しているうちに ，まちの近くの無縁仏の共

同墓地を見つけて ，市 lζ 申請した乙とから始まる。 チビ ッコ広

場というものは ，さいしょはみんな児童公園の乙とかと思って

いたら ， 3 坪でもいいという ζ とがわかって，それからあち乙

ちの町内会で土地さがしが始まった。住宅の密集地帯では ，安

全でさえあれば，わずかな土地でも ，子供の遊び場になる。善

意の地主が土地を提供してくれる。乙うしてチビ ツコ広場の運

動はひろがった。もちろん児童公園はいいけれども ，何しろ遠

い。そ ζ へいくまでが不安である。また大きな子供が自転車を

のりまわ したり ，大人たちが野球で占領してしまったりする。

それにその数も少ない。それにひきかえ ，チビッコ広場は家々

のすぐ近くにある。そ乙で児童公園の方は ，関散としていって

も，チビ ッコ広場の方はい つ も子供で賑わっている ，というよ

うな現象がみられてくるよ うになる。しかし乙のチビッコ広場

にも問題はなくはない。それは大部分が善意の地主の{昔地であ

るため ，地主の気が変ったら取上げ られてしまうかもわからな

い不安がある。また ， ζ れからはとういったチビッ コ広場か

ら， もっと大人も楽しめる近隣広場を整備する方向を ，考・える

べきであろう。土地がなければお寺や氏神社の境内などをもっ

と活用すればよい。また ，そのための新たな土地対策をも講ず

べきである 。

私は ，現在， 自動車があふれ，巨大資本による歓楽施設や ，

冷たい コンク リー トアパート がたちならんでいるまちの姿は ，

異常なもののように思う。

先日 ，ある団地で子供たちのためにお地蔵さんをおきたい ，

またある団地では夜庖を出したいと陳情したと乙ろ ，団地の美

景がそ乙なわれるといっ て当局から拒否されたとい うニュ ース

が，新聞に出 ていた( 朝日 新聞，昭和42年 6 月24日〉 。その後

どうなったかは知らないけ れ ども ，たとえ一時にもせよ ，そう

いう ものを拒否する発銀 がでて くるとい うととは ， すべてを

「近代主義」で割りきろ うとする当局者たちの悲しい感覚であ

る。夜庖やお地蔵さんに似あわない住宅団地など，庶民は欲し

てはいない。 コンクリ ー トの箱を並べたものでなく ，人閣のす

むまちを ，庶民は心から欲している乙とを知るべきである。科

学技術が高度に発達した今日において ，人間とその家族が，相

互に独立 しつ つも ，たすけあい ，より豊かな生活を営むための

新しい型の近隣生活空間を ， ζ れからの新らしい建築家は意欲

をもって追求すべきではないかと 思う のだが，どうだろうか。

( うえだあっし 京都大学助教授 ・地減計画)
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座 談 会 二 都 市 と 人 間 生 活

都市計画・都市交通・公害災害・消防火排煙・中小都市問題

団地生活・住民意識の高揚などの都市生活上の諸問題をつく

- と き 昭 和42年11月 9 日( 木)

・と ζ ろ 近 設 建 築 会 館

- 出 席 者 ( 順不同 ・敬称略)

近 藤 達 夫 ( 大阪市綜合計画局再開発計画課長〕

中 西 健 一 ( 大阪市立大学経済学郎助教授 ・経済学博士)

稲 見 悦 治 ( 神戸大学教授 ・理学博士)

恩 田 一 員IJ ( 大阪市消防学校長〉

南 野 三 郎 ( 西宮市市長公室長)

梁 雅 子 ( 作 家 )

司会 大 薮 寿 一 ( 大阪市立大学文学部助教授)

大薮戦前も都市には かなり 人口が集中してい たわけですが，戦後は特

tc技術革新とか，経済構造の変化，資本主義の高度化というようなと と

で集中スケ ーノレが随分戦前とちがいまして，過密状態を起乙したわけで

す。それがある一定時期まできて，徐々に周辺部の中部市および、小都市

に人口が流出して参ったわけです。 乙の過程においていちばん問題なの

は住民の人間生活がいろんな形において侵害されて，その被害が拡大化

したととです。郊外化 lζ 伴って，都市から流出した人間は ，郊外の低そ

うアパー ト，長屋的なアパート， 文化アパー ト(c .住みつき ，無秩序なス

プロ ール現象がおきています。また中心部都市内部においても ，大多数

は粗末なアパート lζ 住まっているという状態です。

さらに高層ビノレや地下街が出現 し，新しい災害の発生が心配されてい

ます。交通のラッシュ，住民の生活の侵害，公害，災害などの問題や，

人口の流出! とよって中都市が新しく抱え込んでt いる悩みなどについて話

し合 っていただきます。 ζ ういう問題を全体，関連的にお考えいただき

まして，全体の考えのなかで，それぞれの問題にどう対処したらよいか

をお示しいただきたいのです。

最初は都市計画，開発計画の問題をとりあげたいと思いますc 経済審

議会の産業立地委員会の内部には一方 ( c は，拠点主義という立場があり ，

一応，首都圏整備計画，近倣圏整備計画，中京圏開発計画が出されまし

た。同時に との委員会内部 lζ は，格差是正主義という立場があり ，新産

都市というものが具体化せられた。乙れの功罪は別としまして，要する

に今後都市を高度に再開発してゆとうという都市主義的立場と ，大都市

の機能を分散させて，将来，地域の統合を作り上げようというリ ージョ

ナリズムの立場というこつの両極的立場があります。これを具体的な次

元にあてはめると，大阪市の再開発を考える場合lこも ，乙の都心で完全に

消化してゆくという乙とと同H寺1( ，地方都市との関連で広域的な地域統

合を目指すという方向があると思いま す。そういう乙とで大阪市の計画

はどういう方向を考えておられるか，ひとつ近藤さんおねがいします。

| 都

市 計

近藤 現在の大都市の直面している問題 とし ては ，一般には過密の弊害

というとらえかたをされておりますが，具体的には住宅難，周辺のスプ

ローJ レ，都市交通の混乱と ，いろいろな問題がどざいます。乙れらをそ

れぞれ解決 して好ましし 、都市の姿に持 ってい ζ うという計画が都市計画

ですが，乙れにつ きましてわたくしどもがどういう 乙とを考えているか

とい うζ とを申しあけ‘ たいと思います。

ます、従来の都市計画はいわゆる法定都市計画でございまして，都市計

画法，建築基準法の二法律K 基づきまして従来やってきたわけです。法

定都市計画は大きく分けますと ，つぎに申しあけ. ます二つの方法により

都市形成を好ましい姿!ζ 導いてい乙うとしていたんでどざいま す。その

二つの方法と申しま すのは， ＡＮＺＱｾ一番目 ｬζ 街路 ， 地下鉄 ， 公国 ， 高速道路

というような個々の都市施設の整備事業を行ないまして，それによって

都市を計画的につくってい乙 う としているわけです。第二審自の方法

は，ζ れは公共事業としてやるのじゃございませんが，地域制によりま

して建築物の規制を行なっていこうという方法でどぎいます。乙れには

用途地域制，乙れは都市のなかの土地の使いかたを都市計画法で決めた

もので，例えば乙 ζ は住宅地， ζ 乙は工業地というような使いかたを決

めたものでどざいます。そのほかに都市の防火性能を高めてい乙うと い

うので防火地域という規制があります。都心部の商業施設の建てとんで

いるような場所で木造を祭止して耐火性の高いものにします。また景色

のいいと乙ろを保存してゆく風致地区とか，美観主II 区などどぎいます。

ζ れらが地域制による建築 lζ 関する規制でどざいます。

ζ ういうよ うな乙とで従来やって参りましたが，最近 lとなりま して非

常 lζ 急速な経済成長と ，それにともなう都市化現象のためにいくつかの

問題点が出て参りました n たとえて申しますと ，入閣の日常生活圏が非

常に拡大して参りました c それは交通機関の発達におうところが多いん

でζ ざいますが，ひとつの家族が郊外の住宅地に住んでおりま して，お

父さんは御堂筋とか，中之島へんの会社へ行って， お母さんは近所の買

物とかそんなと乙ろへ，子供たち は小学校とか，また大きい子供は京都

の大学へ行 っております。このように日常生活圏が広が って参りました

から ，ζ れまでの各単位都市ごとに計画を していました都市計画をもっ

と広域計画という形! こもっていく必要が出て参りま した。

乙のような情勢の下 lζ ，現在大阪府が計画の大阪地方計画とか，近畿

圏整備本部の近畿圏基本整備計画とか，こういった広域の計画案がなさ
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れている途中にあるわけでー

どざいます。乙のように都

市計画が非常に広域化して

参りました反函では，細部

のキメ の細かな計画がまた

必要になっ て参りま した。

たとえばコミ ニュティ を重

視 した都市計画，小学校の

通学区域のなかへ幹線道路

が新し く開設されるような

乙とが起 ζ ります と，通学

区域がそれによって両断さ

れま して，乙のため幼稚園

や小学校に通 う子供たち は

あぶなくなっ たという ，そ

ういうとと について も，都

市計画ではいろい ろ考えて

祭 雅 子 氏

いかなければいけない。そんなよ うな問題が出て参っ ており ます。

乙のようにしまして，今 日の都市計画は いま申 しあげま した ，法定都

市計画の枠を越えて大都市圏の理想的な姿( 理想像〕を追及し てい ζ う

とい う方向を 目指 しておるわけです。いうまでもなく都市は人間生活の

器で どぎいま して，大阪で申 しま すならば，中国，四国，九州のほうか

ら若い人たちが就職で

ますのでで、，住みよ い都市，働きやすい町にしなければならない というふ

うに考えるわけ でござい ます。そのためにはさきほど申 しあけ、ま した通

勤難 とか，道路交通の 7 ヒ，あるいは住宅難とか，公害 というような問

題点の解消が是非必要なわけで どざいます。

中馬大阪市長もときどきた とえ話でいいますように ，以前は路地は子

供の遊び場でありましたが，最近は自動車にとりあげられてしまい，子

供の遊び場も者人のひなたボッ コする場所もだんだん少なくなってき

て， だんだんと住みにくくなるというような面がございます。乙ういう

ζ とをなん とか して解決してゆかなければな らな いと考えます。

ζ のためには積極的には都市の再開発を進めてゆく必要があるわけで

ございます。長近， 大正 9 年にできた都市計画法の改正でありますと

か，建築基準法の改正でありますとか，あるいは都市再開発法一一乙れ

は現在審議中でどざいますがーーーというのがありまして，乙ういう準備

が進められております。まあ法律ができましてどのくらい再開発が現在

より進められるかはまた乙ん どの問題でどざいますが，乙ういうものに

よって是非強力 K 進めてゆきたいと考えております。すでにと存じかと

思いますが，大阪市ではマスタ ープランをつくりまして，将来は商業地

域の船場は 乙ういうようにしたいとか，住宅地はもっと高居住宅地をつ

くって，オー プンスペースや子供の遊び場その他もとれるようにいろい

ろと絵をかいております。 乙ういう夢が実際に実現できる経済力がある

のか という疑問が と乙に出てくるかと息いますが，それには将来非常に

国民総生産が伸びてゆくという希望的なといいますか， うれしい観測が

経済審議会あたりから伝えられております。そ乙で所得が倍になりまし

てもわたく しどもは コ、ハン を倍たべるというわけではどざいませんの

で，余裕ができた分によってもっと都市の整備に資金を投入してゆく乙

とが相当可能 じゃないかと思います。本年も一つ夢をもってやってゆき

たい と，乙う考えております。

大薮 やはり大阪だけ の都市計画じゃなくって広域的計画によって理想

像をつく って行くというお考えですね。ではつぎに 中西さ んには交通の

お話をしていた だきま す。 長距離の輸送は汽車がいいか，飛行機がい い

かとか，また，短距離は電車がいいか，自動車がいいかなどい ろい論議

があり ますが，われわれ住民の生活 と密着 して，乙の問題をどう改善 し

たらよいかお話 しください。
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中 西 健 一 氏 近 藤 達 夫 氏

| 都 市 交 通 問 題 |

中西 はじめにお乙 とわりをしておきますのは，都市の交通といいまし

でも ，貨物の輸送 と人の輸送とあるわけでどざいます。さらに交通の手

段についても大都市 ともなりますと ，空港や港湾， トラッ クタ ー ミナ ル

などももっておりますが，とういうものはきょうのお話のなかでは省き

まして，やはりいちばん矛盾がはげしく出ております人の交通，それも

通勤通学を主にしました と乙ろの公共交通の問題 と自動車の問題，乙れ

! と限定をいた しましてお話をさせていただきたい と思います。

乙の都市交通の問題点というのも ，住宅とか公害 とか，その他のいわ

ゆる都市問題 と根は同じだろうと考えます。乙れをひ とくちで申します

と，さきほどからお話が出ておりますように，大阪の場合でもいわゆる

人口のド ーナツ化現象が進み，増加する人口の大部分が郊外あるいは府

下の衛星都市 lζ 住宅を持ち ，そうして中心都市である大阪に通勤をして

くる という形をとるために ，ラッシュアワ ーという現象が年々強くなっ

ておるわけでございます。 35年度の国勢調査と40年度の国勢調査を比較

してみますと ，毎日大阪市内へ周辺都市からはいってくる人口は35年の

57万人から ，40年度の88万人にふえているつその結果 としまして，乗車

効率が25096からなかには3∞%と いうような殺人的なラッシュ が続いて

おります。

とζ ろが，乙の殺人的なラッシュと いう現象は国鉄，私鉄，公営交通

事業 といった企業体にとりましでも ，経営上いろいろな問題を引き起乙

しております。と申しますのは，現在までのところ ，そういったような

通勤需要の急増に対 しまして輸送力の増強は車両をふやす，たとえばい

ままで 5 両連結であったのを 6 両とか， 7 両!Cふやす，それにともなっ

てホ ームを延ばすとかというような ，いわばある程度小回りのきくよう

な方法で応急的に対処してきた。ところが応急的な方策が限界にきて，

単線であったと乙ろを複線にする ， あるいは複々線にするというよう

な，線路自体の増設をしなければニッチもサッチもいかなくなった。

と乙ろが乙の線増の場合はいうまでもなく土地が必要ですが，都市に

おける地価，土地の値段の異常な勝負のために用地質が非常にかさむ ζ

とがガンになりつつあります。そうして市内の場合! とついて見てみます

と，大阪市は，昭和44年度末，万国博まで lζ 環状線の内部，都心部の地

下鉄網を現在の 2 倍にするという方針でどんとん建築を進めております

が，乙の場合に は用地質は地下をもぐりますから いりま せんけれども ，

その代り建設費が非常に高くつく。キ ロあたりだたいたい40億円から50

億円と いうようなパカデカ イ建設費を必要とする。 このこと は東海道新

幹線がキロ あたり 7 億 3 千万円 ですから ，乙れと比べていかに市内部の

地下鉄の建設費が高 くなるかがよくわかる と思い ますが，乙ういった よ

うな莫大な建設費を要する地下鉄がほとんど借金でまかなわれている 。
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稲 見 悦 治 氏 思 回 一 則 氏

そのために利子がかさみ，資本コストが非常 IC大きくなる。ととろがそ

ういったような コス トを料金で回収すると いうととは到底不可能なんで

す。そ乙で地下鉄の建設については ，せめて道路なみの% の国庫補助が

絶対に必要だと考えます。

しか し都市交通問題というのは輸送力つまり供給をふやす乙とのみで

は，解決する乙とは不可能で，需姿を抑制することも必要ではないかと

思います。つまり住宅の配置であるとか，都市計画， ζ ういったような

問題と密接 IC関連をしているわけで，乙のような問題を考えながら交通

問題を考えるという乙とでな ければ，到底近い将来において通勤ラッシ

ュを根本的に緩和するという乙とは ，まず望めないんじゃないかと思わ

れます。

しかもそれにもってきて最近における自 動車交通の急増はど承知のと

おりでとざいます。現在大阪府下の自動車の保有台数は約70万台 といわ

れておりますが，最近の 10年間では，大阪府下の自動車の保有台数は 5

倍にふえ，東京都の 4. 5倍を上回るはげしい伸びかたを示しています。

乙れに対 し道路のを整備は非常に立ちおくれております。自動車とそのい

れものである ととろの道路や駐車場とのアンバランスははげしくなる一

方で， しかも今後自家用車，いわゆるマイカ ーが爆発的 lζ ふえるんじゃ

ないかというようにいわれております。

と乙ろが都市と いう人口密度の高い狭い空間の交通手段という観点か

ら考えますと ，鉄道か自動車か という議論があるわけでtすけれども ，乙

の7 イカ ーというものはおそろしく非能率的である し， かつ高くつくと

いうこ とは，否定する乙とのできない事実だろうと恩います。そうしま

すと ，マイカ ーを中心にした自動車交通 というものは大都市において，

特 lζ 都市部ではなんらかの形で野放しの増大を押さえる ζ とが必要では

なかろうか と思われます。

そのほか交通事故，排気ガスや騒音という 公害の問題をもっているだ

けに ，乙ん どの都市交通のありかたを考えるうえでは自動車規制lは大き

な問題だろうと考えます。

大薮 自動車の急増はますますたいへんな問題になりそうです。同時に

住民生活一般を考えた場合には，公害というものがございます。乙れに

は，物理的な公害と社会的な公害とがあります。社会的な公害 としては

犯罪が多く なる とか，スラムが膨張する とかいう問題がありますが，稲

見さんには特に物理的な公害のお話を していた だきま す。四日市では典

型的な公害を起乙 していますが，一方，沼津三島 コンビナート では住民

が反対運動をして，これを阻止したという乙 とでどざいます。 乙れもま

さに社会問題になりつつあります。乙の問題について，稲見さんおねが

い します。

南 野 三 郎 氏

.  <<< 

ニk

宝

ロ
宝

ロ

稲見 都市計画の広域化，大都市周辺都市の開発といろんな問題が出て

参りますが，そうやればやるほど乙んどは災害の広域化という矛盾が出

て参ります。乙ういうことを是正するという意味でたしか終戦直後に大

阪の人口を 2∞万に押さえろとか，神戸は 50万くらいにすれば非常にい

い都市ができるんじゃないかといって人口の規制による都市の再編成と

いう乙とをねらわれたことがあったと，患います。わたくしもそれに興味

をもって，大阪市や神戸市の懸賞論文 !ζ 投稿し ，幸い第一席! と入選 し，

思いもよらぬ多額の収入を得た乙とがあります。ところが，そういうよ

うな都市の人口規制という乙とは一向に行なわれないでだんだんふえる

一方で，それではいったいどうなるだろうかという乙とで，わたくし は

広島に行ってみたり ，あるいは長崎 lζ 行ってみたりして，広島や長崎は

どういう町になるんだろうかっ長崎はどうかわっ てゆくんだろうか とい

うように ，戦災者s市の発展というか，復興 というか，そういう形をズー

ッと眺めておったこともあります。さ いわいに広島 はひどくやられた関

係もあり世界注視の町であったので，都心部の再建はうまい具合にゆ き

ました。しかし長崎は問題を残したっ大阪や神戸の場合でしたら ，まあ

中途ハンノマで，最近 [ζ 再開発で街は ζ った返している始末です。そのな

かで復興計画がうまくいったのはみなさ んの ど承知のとおりに名古屋 く

らいじゃないか。結局都市を開発しろ ，関発しろといいながらいろいろ

な事情もあるだろうが，マイナスのほう! とだんだん進んでゆくのが現状

だと思います。しかし ，近藤さんのお話にもありましたように ，市当局の

かたはいつも幸福なとか，住みよい都市とかというような乙とを看板 lζ

大 薮 寿 一 氏

野
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掲げておられるが( 笑い) ，そううまくゆかないのが現状でしょう。ま

た広域開発と い うと乙ろにも新しい問題が生まれておるわけでしょう。

たと えば地下水をどんどん汲みあげて工業を発達させれば地盤の池下は

当然出てくる。あるいは新潟のように天然ガスをどんどん汲みあげれば

やはり同じような問題が出てくる。一方で開発すれば他方では苦しむ。

と乙ろが， 開発をする人は苦しんだらいいんだけれども不幸な乙とに

は，開発する人はどんどんある程度収入があるのだが，そうで‘ ない人々

が苦しむ形が出て参ります。そこに大きい社会問題があると思います。

たと えば神戸市の場合でもどうしても町を守るために山をガッチリかた

めなくてはならない。

事実昭和 13年にやられまして以後，神戸は 14年から本格的な六甲山の

砂防や植林をやりまして，そのために36年の集中豪雨 ICは水害はほとん

どなかった。乙んどのやつも随分被害が出たように新聞あるいはテレ ど

でやっておりましたけれども，ひとつひとつを分析してゆきますと集中

豪雨そのものによる被害はすくないのです。というの は山から流れてく

る土砂の大部分は砂防えん堤がせきとめたわけです。もしせきとめてお

らなかったら ，それとそ 13年の水害の二の舞とひどい被害を受けたで し

ょう。そんなら山をとんどん堅めて植林をすればそれでいいのかという

と，かなるず しもそうでもない。

山から砂や土が流れてきますと三角洲ができてどんどん人間の生活舞

台が広がるわけなんです。それを人間の手て・チェックしておさえてしま

います 3 そうするとふえるど乙ろか，乙んとは海のほうの力が充気して

きて波がだんだん強くなり ，いわゆる海岸侵食がひどくなる 。阪神間を

お歩きになったらわかりますが， ほとんど砂浜ら しい砂浜はありませ

ん。昔の本では " 白砂，育松の海岸" という ζ とになっておりますが，

阪神間だけじゃありません。須磨へ行きま しでも ，まあやっ とあそ乙は

海水浴場は残っておりますが，ひなたぼっとをする 1沙の地があるかとい

うとほとんどないわけで= すね。どうも山を治めるというととの矛盾がそ

乙へ出てくるわけです。そんならどんどん山から砂を流したらいいんじ

ゃないかといえば，下 lζ は市街があってどうにもならない。

わが国は洪水防止方法として低水位工法からお水位工法 lζ 切り替え，

堤防を高くして，いわゆる万里の長城式の堤防をつくりあげる方法をと

ったわけです。これが成功をして最近では大きな川のijt 水はほとんどな

くなりました。と ζ ろが万里の長城式の皮防をつくりますと ，乙んとは

全部ーカ所に水が集めるわけで，いわゆる鉄砲水( テッポウ ミズ) とい

うんですか，一気に海へ流れ乙みます。するとひとたびーカ所が切れま

すとその地点を中心 lζ 集中攻撃を受けるわけなんです。昔の人は水と戦

うなんていわないで' 7 1 <となれめいっ乙の治水をやっていた。どうしても

水がはんるんしたかっ たら，どうぞしなさいと。はんらんした水を竹ヤ

プや森林で受ける とかというような形を取った，どうしても水が堤外! と

あふれたいのならあふれさせる。そうして堤外へ出たい水は遊水池とい

う水の遊び場までつくって水と戦いながら ，またなれあいつ乙のやりか

たてー洪水の防止をした。と乙ろがいまは土地が不足をし，川の土堤の竹

ヤブは全部切られてしまった。遊水池もと・んどん埋められて しまって，

もう水の遊び場はなくなった。それがためなまなま しい，いま水害と い

う形になっております。それも提防が頑丈であればい いんですけれと

も，頑丈頑丈 といくらいっても経済的限界があり ，思いかけぬ降水畳が

あると破堤します。

乙ういった矛盾がいたると乙ろに出てきております。だから災害防止

といってやればやるほと ，まあ災害を受けると被害は集中形になる。大

阪の場合でもジ ェーン台風ですっかり堤防をかためたり ，ある いは低地

のかきあけ‘ ゃったから ，第二室戸台風では 被害は非常 にすくなくなっ

た。 しかし市民の側か らいう と被害はすく なくなかったか ら，乙れでい

いんだとは決 していわない。た とえばとんどの神戸の場合でもな くなっ

たかたはご くわずかなんですね。 13年にくらべたら % 。もない。 とζ ろ

が，ひとりでも犠牲者がでたらというととろに問題があります。開発と

災害防止のむずか しさが出て参ります。
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そう して大都市から地方都市にまで開発が進んでおります。まあ阪神

聞を例にとりましたら ，もう明石も昔のように風流な町ではなく ，明石

の海岸を歩きましでも 1 ; 本のi訟の木 もありません。砂浜もな くなってお

ります。それからそれも明石だけかと思ったら ，加古川や高砂ももう工

場化のため，すっかり荒されてしまって住みよ い町とい うも のからだん

だん遠ざか ってきます。姫路は大丈夫と思ったら ，最近の新聞報道では

姫路は日本屈指の亜硫酸ガスの高いと乙ろだという乙とになりました。

その報道はどの程度正確かはわかりませんけれども ，多分そうだろうと

思います。

" 阪神間で住みやすいととろはど乙や" というと海岸地帯にあまりな

い。内陸はどうかといえば，乙れもスプロール化しており ます。最近世

中へ調査にしばしば行きますが，22中のイメ ージはたいへんよいと思っ

ていたが，歩くほどにだんだん豊中のひどいと ζ ろが見えてきま した。

" そりゃいっ たい誰れの罪か" もうす乙し，ひとり ，ひとりの人間，個人

のほうが目ざめ なければいくら当局者がどんなに声をからしてもおやり

になっても住みよい町をつくる ζ とはできない。住みよい町づく りは結

局ひ とり ，ひとり の市民じゃないだろうか。豊中だけではない。川西市

もス プロール化は広が っております。海岸地域が荒れる と同時に同 じよ

うな荒れかたが内陸部の都市にもおよんでおります。住みよい町ど乙ろ

か，たいへんな ζ とになります。ではいったい，乙れからはどうしたら

いいのかという乙とになるわけでどざいます。

大薮 再開発が進むにつれて高庖ヒ J レや地下街の建設が進んでtいます。

また特にそ乙を利用する人聞が非常に群衆的になってきた ということも

あり ，災害の防止という問題が非常にむずか しい局面を迎えていると思

いますが，その点、につき恩問さんから73庖ピ J レと地下街の火災の見通 し

について。

消 防 火 排 煙 問 題 |

恩回 都市の周辺がスプロ ー ｊ レ化してｾ物が上 ｬζ のびたり ， 下 ｬζ 拡がっ

たりするのは都市の再開発上やむを得ない乙とで，乙のような現象は今

後の都市の形態 ICなると存じます。乙の乙とが都市防火の観点よりどう

かという点で問題を残すと いう乙 とになるわけですが，ある意味におい

ては非常にいい方向じゃないかと思うんです，と申 しますのは高間化に

よって空地ができるとか，あるいは空地によって道路が拡張できると ，

それによってさらに交通難，パーキング難というものが解消されます。

またそれ自体が高庖して耐火性も有しているという ζ とで密集市街地の

地威的な防火，延焼阻止にもなる。あるいは火災以外の災害の場合，パ

ニック現象を中和するというとと等，ある程度希望的な在日があるわけで

す。その反面，マイナス面として，いままでの低層木造住宅の密集市街

地を対象とした防火，消防の概念を板本的 lζ 修正しなければいけないと

思います。

その具体的な例として，まず第一 [ζ 建物の構造が高層化しますと ，外

部からの延焼は考慮しなくてもよいが，屋内の延焼特に，縦の延焼阻止

というζ とが非常に大きな問題になり ，さらに高居化の点で煙の速度，

容肢の増大による一酸化炭素ある いは駿索不足によって焼死とい う問題

が主主々増加する現象も現われて参ります。それと避難誘導という点で既

設のようなものではむしろパニックが増大する乙とも考えられますの

で，組織的な コン トロ ールが行なわれなければいけないという問題も生

じてまいります。その他，消火の際の消火用水の配水の問題，また は既

設消防力の効果以外の部分 lζ 対する措置といったような，いろいろな問

題が出て参ります。

大薮 ;克庖化の場合にも ，プラスの面が多い反面，マイナ スの函のお話

もいただきま したが，地下街のよ うな場合に は煙がたくさん出て窒息死

などの災害が多くなるんじゃないかといわれております。そう いう函は

どうで しょう 。

恩田 ただ今は問題点のみをあげ言葉がたらなかったようですが，地上
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地下共通のマイナス商の対策を考えてみますと ，まず建物内の延焼lζ 対

し，二つの方法が考えら れます。その一つには，現在の法規制によれば

主要構造のみの耐火を要求 し屋内の耐火は考えていない点があります。

乙れは耐火のかまどK まきを燃やすのと同様で，建物が高くなると煙突

の作用で益々燃焼をはげしくする ζ とになります。乙れが防止として当

然屋内を不燃化する乙とが考えられます。収納物はともかく屋内を形成

する平面の不燃化は是非必要であります。

いま一つは ，延焼を局限するために防火区画が必要であり ，その区画

面積は小さい程有効でありますが，現行規制の l ，500ni は過大にすぎ，

かっ，防災を主旨としていますが，今後は煙の防止も兼ね，少なくとも

5∞n:f位Ir 区画する ζ とが必要と考えられます。

次K 問題の煙対策でありますが，要は排煙することにより，避難を有

効にするととで，具体的には避難が階段で行なわれるのですから ，階段

が煙道となら ないよう階段室に排煙専用の筒( 排煙筒〉を付設する乙と が

考えられます。またその配置は各階どの部分からも歩行距離20m- 30m

位になるよう配置を考えたいものです。 20m- 30mは，いわば人間の耐

煙距離というべきものであります。

次K 排煙筒の排煙方法が問題になりますが，それには風力によるもの，

ファンによるもの，煙の温度浮力によるもの，加圧によるもの，並び K

乙れらを組合せたもの，といっ た方法が挙げられます。現在のと乙ろ，

ファンによる吸引が効果があるように思います。

次K 避難誘導でありますが，事故発生により ，建物全体がパニック性

を起す ζ とが予想されますが，乙れによる 2 次災害をさけるため，乙れ

についての統制が必要と思われます。具体的には防災施設，手段が明確

に， しかもワンタッチでできるようなコントロ ールルームの設置が考え

られます。

さらに建物が高層化するのに対応して，消防力を直ちに強化するとと

は，経済的，技術的， 時間的に困難でありますので，それらの部分につ

いては，建物内部で，自らが火災の発見，通報，消火をし，対処し なけ

ればならないと思います。

乙れらの手段と，火災発見には，煙による感知を有効とし，消火 lζ

はスプリンクラ ー を用いるよう ， 発見と消火は自動的に速動操作する

乙とが必要となります。 ζ の他， 消火用水の排水， 高そう部分または

地下部分K 設けられる業態規制等もありますが省略させていただきま

す。

大薮 つぎは大都市の過密化 lζ 伴って中小都市にはたいへんな人口の流

入が起っています。乙のためたとえば児童数の急犠で校舎が足りないと

か，財政的 Ir 苦しいとか，悩みが多いと思います。乙の点について南野

さん，西宮市の例も含めてお聞かせください。

中 小 都 市 の 悩 み |

南野 中小都市にもいろいろ問題が累積いたしております。特 Ir 経済機

構の発震にともないまして，市民からの行政の需要というものは非常に

ふえてきております。ところが市の規模とか，能力というものには限界

がございます。そ乙でわれわれとしても ，広域の都市計画をやらな けれ

ばならない。そ乙で道路網の問題とか用途指定とか，というような ζ と

をやるんでどざいますが，市内の中心部についてはすでに用途規制はで

きてい るんでございますが，西宮市の場合はど承知のように六甲の南側

と北側と両方 tr 分れておるわけでどざいます。北のほうは用途規制をや

ろうと急いでいるんでどざいますが，いまだにその基本になる地図さえ

ないような次第でいまあわててつ くっている現状で ζ ざいます。と乙ろ

がすでに山肌をむいて家がつぎつぎと建ちつつある状態です。そのほか

道路網の問題にしましでも ，用地の取得というような問題が非常に難点

なんでどざいます。と申しますのは区画整理をやりたい と思いましでも

坪単価が非常 K あがっているために，たとえば 2 割 5 分の減歩率がある

と，それを仮りに坪 7万円でかけてみるわけですね。そうすると乙れは

いくらの損になるというような乙とで用地の取得が容易にできない。そ

乙で道路の拡幅すらできない。そ ζ へ人間がどんどんふえると水の需要

がふえる。産業を誘致しようとしても工業用水が足らない，とういうふ

うな問題を西宮だけでできるのかといえば，たとえば武庫川の水ひとつ

を使うにしても ，西宮だけではどうにもならない。西宮な り宝塚なり ，

尼崎，伊丹の各市が一緒ーになってやらなければならないという問題もご

ざいます。

それから海岸開発の問題でありますが，数年前，財源確保の怠味で西

宮 lζ 日本石油を誘致して，今までの競馬，競輪を廃止してひとつ税収で

やってゆ乙うじゃないかという ζ とで大計画を立てたんで・すが，住民か

ら非常 K 大きな反対がありまして，そのためにっさの市長選ではそれを

提唱した市長はやぶれまして酒屋さんから出られたほうの市長が1 : 11られ

たわけです。そういう乙とでどざいますが，埋立はやはりやらなければ

ならない。大阪，神戸ではとんどん埋立てが進んでいる。西宮は大阪湾

のいちばん奥にあるので高槻jのときにはいちばん大きな被害がでる。以

にやかましくいいまして，大阪湾の西部海岸開発計画が最近県の手でで

きまして尼崎，西宮，芦屋をふくめまして，一応阪神港という形で港湾

計画ができまして審議会にいまかけているような状態でどざいます。

その他煤煙とか，粉麗とか，ガ、ス，地盤沈下 {ζ しましでも，広域的 lに
ζ  

解解Z 決せね lばまいかん問題がたくさんあるわけて‘ζ乙-さ

の規f制白凶仙リ山lに乙ついても西宮でで‘ 出さなくつても尼的の煤煙が流れてくる。地盤

沈下などもやはり武庫川を中心 !r しまして尼崎のほうにかたむいて沈下

を起乙している。亜硫酸力、スまたは排気ガスの問題l亡しましでも ，実際

lζ 西宮の自動車がそれだけの排以ガスを山しておるかというと ，そりゃ

ないんですね。

西宮市の場合はほとんと通過交通なんです 3 第 2 国道があり ，阪神国

道があり ， 乙んどは阪神高速道路がＩｔｾ 2 国道の上を通るわけです。それ

からさらに中国縦貫が ζ んど北部を通るわけでtすね。ですからもう日本

の重要な幹線は全部西宮の町のなかをふたつK ぶった切ってゆく。その

上山陽新幹線が通ります。 ζ の問題にしましでも西宮 Ir なんらプラスに

はならんわけで= す。乙んなょいととろないといわれている住宅地のド 7

ンナカを その新幹線が通るわけですね。と申しましでもわれわれはその

新幹線を否定できないわけです。新幹線に反対している人も東京へ行く

のにと. んなにしてゆくかという乙と ，みんな新幹線に乗ってゆくんです

よ。 そういう状態ですね。われわれ否定はできないが，しかし乙れらに

対してとのように対処するか，乙れがいちばん大きな問題なんですね。

もうひとつは終戦直後にやっておきゃできた問題なんですーが，今日まで

なおざ、り になっておった というのが，こ れには財政の問題も ありますが，

やはり為政者あるいは議会などの人たちが表面ばっかりを見ておった。

たとえば道路をつくると ，あの人はよい道をつくっ てくれたという 乙

とになるんですがね。下水をつくったといえばあの人は下水をつくって

くれた，あの人は尿尿処理をやってくれた，あるいはりっぱなゴ ミ焼き

場をつくってくれたというのは功績には結びつかないんですね。あの人

は学校をつくってくれたとか，公民館をつく ってくれた とか，道路舗装

をしてくれたとかというととは非常iζ 大きな功績に なるわけですね。 下

水の問題などいま それをやる とな ると ，もう気の遠くなるようなカネが

いるという乙とで、すね。西宮の場合は文教住宅都市宣言をしております

が，学校教育とか，公民館とかという ものについてはよく整っておりま

す。公民館なんかは日本ーというくらいで 13も公民館があり ましてね。

公民館の職員が60人もおるとい うような乙とですが，片方では至らない

市政がまかり通っておるわけですね。

社会福祉の問題とか，その他いろいろな問題についてはわりあいに進

められております。いわゆる正面に見えているもの ，あるいは市民が端

的に要求のできる問題はわりあいに解決しておるわけですが，市民の気

のつかないというふうな問題についてはわすれられておったという乙と

ですね。いままで都市の場合は人口がふえるという ζ とはその都市の実
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力がついてきたとい うことなんですが， 西宮市の場合は都市の人口が

ふえたからといって，市の実力がどれだけふえたかというと ，そうでは

ない。

いわゆる大阪の生萱する人たちを単! と受け入れて おるという形で，は

っきりいえば，西宮がそれらの人たちのために住居を提供 して子弟の教

育をやらされているというところに多少問題があると思うんです。乙れ

は流出入口を見ましで もですね ，調べてみると通勤者が 8 万 6，0∞ なん

ぼというのがよそへ出て行っておるわけです。そのうち 5 万 2，∞0 人が

大阪市，乙れが家族 3 人すっとしましでも 15- 6万の子弟というものは

大阪市の経済基盤の中て生活をしている人です。その人たちを西宮市が

面倒見なければならんということなんでtすね。乙の人たちがいかに腰か

けであるかという乙とは，投票率を見てもわかるんです。たとえば. 昭

和41年 [ζ 行なわれた知事の投票率を見ましたら 33.596，県会議員の投票

は4896で，いちばんやかまし[ 、市長と市会議員の選挙は最近は55.696で

すから ， わたくしはこ のような人は市民ゃなしに準住民やというんで

す。乙れを甲子園団地で見ましたら 乙ういうととになります。甲子園団

地では約 2 万人く らいの人がいっぺんに急増 したわけなんですね。乙の

人たちの ためにわたくしのところでは ，保育所，幼稚園，小学校，中学校，

高等学校を建てましてた《それだけの経費は 9 億3，700 万円を入れてい

るんですね。と乙ろ がね，こ の人たちから納めてくる市税の収入は41年

度で6，7 ∞万円な んです。 l 世帯平均にしましたら ， 1万3，3∞円，と乙

ろが，子供の教育費はなんほいるかといいますと ，小学校だけで l 人 l

万4，α氾円いるんです。中学校は l 万7，αl O万円，高等学校は 7万円，幼

稚園 5 万円 ですわ。ちと面白いのは保育所です。働く母親，共かせさの

うちの子供をあずかって おりますが，保育所! ( 入れますと ，保育児 1 人

について 12万7，∞0 円いるんです。お母さんに働いてもらうために，月

l 万円ずつの補助を出しているようなものですね。人がふえたからと

いっても全然財政的にはプラスにはならない内持ち出しばかりなんで

すね

その持ち出しはどこて辻ツ 7 を合わせておるかというと ，西宮市の場

合はわりに市民税収入がいいほうなんです。ｾ準財政額より上回ってお

りますので，国か らは地方交付税は一銭も 乙ないわけなんです。災害と

かなんとかの場合に特別交付税がくるだけなんで: す。

そζ でいまどうにか活路をしのいでおるのは競馬とか競輪ですわ( 笑

い) 。乙れでまあ年間 8{:きくふいはあるでしょう。そういうような乙と

をさせておるという国の行政のありかたに ，わたくしは問題があるんじ

ゃないかと思います戸やるへき仕事はあまりにも多くして，その財政の

装うちをしてくれないということ ，これは大都市でも長近は各地からど

んどん人がくるから施設をと んどんふやさならんから ，なにか入市税的

なものを考えるべきじゃ ないかといわれておりますが，われわれのほう

はどんどんこられて全くお手上けで‘すわ。りっぱな産業の誘致も工業用

水がなく用地も高くってこないっでその面の税金は期待できない。なる

ほど酒がありますが，こ れは全部国税です。市 には全くはいらない。甲

子園，西宮両球場の入場税は全部国のほうへ参りまして，むろん市! ( は

入ってとないというようなことで，中小都市の悩みというもの は非常に

大きいと ，まあ ζ ういうことでごさいます。

大薮 その悩みは非常に切実なものですね〈笑い) 。実際 lζ 住民ではあ

るが市民ではない人々 が多くなっています。被害は人口増加という乙と

だけではなく ，排気ガスまでふくめて大都市の被害が中小都市! ( シワ寄

せされているという乙とですね勺

つぎに梁さんは千里ニュ ータウンといういちばん理想的な と乙 ろに

お住まいで ζ ざいますが， その理想的なお住まいは大阪市内と比較を

してど ういう と乙ろがちがうか， 理想的といってもいろいろ と問題点

があろうかと思います。そういう点につきまして具体的にお話しくだ

さし、
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梁 わたく しは大阪の人間で ζ ざいますが，公害とかいろいろの問題が

起とってくると患って，思いきって千里の ニュー タウンへ行ったわけな

んでどざいます。その時代は，もうほんとうに砂淡のなかに いるような

感じがして，開発する伝中でございましたが，みるみるうちに家が辺っ

ていったんでござ.い ます。千里ニュ ータウンといっても ，いろいろの種

類の住宅がどざいます。わたくし ，そζ へプレハブ住宅を建てる乙とを

条件付で，土地を求めたわけですね。その乙ろはみなそうなのでして，

プレハプ住宅がズラリとな らんで建っております。まあだんだんとよく

なってはきましたが， 乙んと団地を建設するときはどうしても 5 万と

か， 7 万以上の人口でないとよくはなるないと思います。いまは人口も

多いもんですから大阪のメ ーカーのものは ，まずなんでもは売っている

わけなんです。

わざわざ電車lζ 乗って百貨応まで行かなくともだいたいのものはそろ

います。レストランもあってわりといまは快適です。それはそれでいい

んですけれども，府 {ζ 文句をいいたいのはですね。住宅の配置が非常に

わるし、。

たとえば道路から片方は自分の土地に鉄筋とかいろいろと建てていら

っしゃる。と乙ろでその道路の向いはですね，とんな乙といってはお乙

られるか知れませんが，プレハブ住宅の 2 階建ですね。それも粗末な長

屋式のもの，その l 軒が下も上も{ 突っていられると患ったら上と下はち

がう世帯です。

そういうふうに道路をひとつ距てて生活程度の差を示すみたいな配列

はどちら側! ( も気の毒だと思うのですc そういう配列は見てゆくとたく

さんあるんです。あれはもっと考えてほしい。あんなの配列だけでも社

会問題を起乙しているような乙とになるわけです。あれいかんなと思い

ます( 笑い) 。乙れは考えてほしいものです。

それから 11階建ができまして，乙れは精神的な問題ですけれども ，そ

の11階とか，10階との建物のなかで大きくなった子供はいったい，どう

なるだろうかというような ζ とを思うんです。やはり子供には土という

ものが非常 [ζ 大切だし ，そういうふうな配慮はあちらとちらにも公図な

んか乙しらえであると してもですね，なにかその団地の鉄筋住宅のズラ

ーッと ならんであるところでは精神状態というものはだんだん変化して

ゆくので- はないかと思うのです。乙ないだ朝日新聞でしたけれども屯話

がかかってきましてね，新聞にも出ましたけれども ，団地の奥さんが人

殺しましたね，その隣りに行って，それを向いの線の人々がただ見てい

たんで・すって。 110番へ電話をかける乙とをしないで助けにも行かない

で。そ の対面の棟では見ているだけで何も しなかった ーーー。その心がお

そろし いと 思います。それは従来とは全く異ったケ ースでしょう。その

疎外感ですね，孤独感ですね，それを考えるとコワイナという感じはし

ないでもないんです。その限にみえない精神の問題においては 2 D Kと

い うのは狭ますぎる と思うんです【

2 D Kがそのまま使えたらいいが，そこへ全部荷物を置きますわね，

そうしますと特! ( 男の人なんかは帰ってきたら自分の居間がないわけな

んですね。だからわたくしは ζ れからの団地建設 とい うのはやたらに

たくさん人数を放り乙もうというような企画ではなく ， せめて 3 D K

あって荷物と同居するようなそんな情けない形じゃなくって， やっぱ

りす乙しくらいは， ゆとりのあるような居問機惣をしない と， 自に見

えないんですけれども ，非常にコワイ結果が出るのじゃないかと思うん

です。

それからもう一つ，団地建設に文句をいいますけれども ，はじ め山も木

もザーッと 全部をめl ってしまって坊主にしてしまい，そ乙 へ家を建てた

あとからま た，細い木を樹えるでしょう。あれはおかしいと思、うんです

( 笑い) 。だから 千里山なんかほんとうにりっぱな緑地帯だったんです。

わたくしが行った時分に はまだウグイスが鳴いていたんです。それがと
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のごろは万博でまた削られていますけれども ，家を建てる場所，樹々を

残しておく場所をはっきり決めて造成してほしいものです。

ニュータウンでもまんなかあたりの住宅地には府が配慮した木はあり

ません。あるのは住む人が自分で植えた木だけです。台風なんかの場合

は非常にあぶないと思います《せっかくある木を全部切ってしまってい

るんですからね。

それから災害の場合，台風以外にはあまり不安はないのです。わたく

しらのほうは l 戸E主ですから ，乙わがってはいないが，こないだ 11 階建

のができましてですね 6 階までしかシュノ ーケ ル車がないんですっそ

れなのに 11階まで全部はいっているんです。わたくし は怪しからんと思

ってね，もしわたくしが市長だったらねえ 6 階までしか入れないと思

うんです( 笑い) 。だけれどはいっているんです。ああいうふうな前回

建築の場合の火災について大いに考えてほしい。また高層建築lこはいっ

た人にききましたら "途中でエレベーターのとまったときはこわか っ

た，ほんとう lζ " とおっしゃるんですねついまは千里ニュータウンとい

うとなにか特別の場所みたように思っていますけれども ，もうほんと う

に都市なんです。ちっともかわらない。ただ工場がないという乙とと 伐

煙がないというだけの乙とで，都市としての考え方をするべ きだと思い

ます。

それからもうひとつは千里ニュ ータウンは立中と吹田の両方の都市に

あるんで・す。そうします といづれは 15万人くらいになるでしょうが，そ

うした場合は非常 lζ 妙なことになると思うんですn 道路をひとつ距てて

税金もちがうわけなんでtず。ところでi ったくしのほうの吹田市の場合で

すね。 ζ れはまた妙なことを申しますけれどもゴミ焼却場の問題があり

ましてね。

大薮大分ど活躍でしたね。

梁 ええもう ，ほんとうに家の近くな のでね ，50米の距離でしたから，そ

れで随分運動をしましたが，運動によって町の人々が結束したんです。

で皆が線しくなってみると ，とてもいい方ばかりなんですc 選挙の投票

率なんかは高野台が全国でいちばんだったらしいんですね。なにかあっ

た場合の結束は見事なもので，やはり最初の入居者にはフロンティア精

神というようなものがあったのでしょうか・… ・ ・， 乙れは本当 lこよかった

と思います。 しかしニュータウンは非常に明るいんです， 市民がねc

それはやっぱり太陽がフングンにあたる関係ですかね。妙なことをい

いま すけれとも ， 非常に 人間が明る いんです。 乙れはなんといっても

環境ですね。日曜日等， 都会へ出ずに一家が楽しめる場所があります

しね。

それから乙れはわたくしの浬想なんですけれども ，主人が出動をして

交通問題が非常に具合がわるいということが現代においては問題になり

ますけれども ，わたくしはいつかテレビで見ましたが，イギリスなんか

のように企業団地ができて，たとえば松下さんなら松下さんの会社工場

があって，従業員がそ乙! と住まわれて，そうして沼恵l乙乗らないでも行

けるというふうなものが，乙んど大都市の周辺にできれば中都市も繁栄

するだろうし ，やがてそうなると思いますけれどもね。

大薮 イギリスのニュ ータウンは職場と住宅と消貨地がー絡になってい

て，ほんとうのニュ ータウンですけれども ，臼本のは全くのベットタウ

ンですね。乙乙にお話をいただきましたものを全体関連的につなぎまし

て，ひとつ総合的にお話をいただきたいと患います。まず全体的に見た

場合，都市計画はいかに あるべきかについて，近藤さんは法定の都市計

画じゃなくって大都市圏というものを恕定した大都市閣の理惣像として

の都市計画があるんだというお話が出ました。それは梁さんから出まし

た意見と関連があると思うんですっというのは職場と住宅と消費地を一

緒K した町づくりはある意味では， E. A. ガトキンドが提唱しているリ

ージョナリズム( 地域統合主義) というととになります。それに対して

都市の効準的な開発というア ーパニズム( 都市主義) の立場がありま

す。その点の調撃はいかがお考えになるんでしょうか。広域化とおっし

ゃいましたが，一方におきましては広域化したと乙ろにどうして地域統

合を作り出すかという問題がありますっ地域的統合が必要だと いう と婆

求もあると思うんですが。

住 民 意 識 の 高 揚

近藤 都市計画が一方で広成化する要請が強くて，広成化され統一され

た一本の計画を立てていかなければいけない反面，あるコミニ ュティと

いいますか， ある狭い地区lζ 対するコミニュティ計画というのも同時

Iζ 併行して考えていかな ければならないという乙とを先 lζ 司l しあげまし

た今梁さんのおっしゃった千里ニュータウンは名前はニュータウンでと

ざいますが，英国のロンドンの周辺地区にあるニュータウンは仕事場と

住宅がセァトになっておりまして徒タ圏内で就業先があるとか，そうい

うワンセットのニュ ータウンを計図してやっているわけです。日本のは

実はベ y トタウン でして( 笑い) …・・。梁さんのおっしゃった税金の問

題も税財政制度が非常にわるいので，乙れも特lζ 改正せねばならないと

いう乙とで，まず配分の適正化という乙とが先決問題だと思います内

法定都市計画と広域化計幽に ついては先 lζ 申しあげた点について広い

芯味で考えて，ヌド座談会のテ ー7 の "都市と人間生活について" につい

て，す乙し鍔力性をもって追加的に申しあげたい。都市というととば自

体が段村との対比でできた ζ とばでございます向 )1;i 村における人間生活

というのは自然のなかで出緋というような自然の恵みによって生活を支

えておるという形で自然と一体となって生活をしておるわけなんでtす

が，都市における人間生活というのは自然の恵みを受けながらも ，人が

大勢集まって自然を極端に加工しながらそ乙で集中して生活し ，また経

済活動をするという乙とがあると思います。同じ住むならば便利( r : 安全

に快適に住みたいというと乙ろから ，交通の問題であるとか公害，災害

防止の問題も出てくると思うんで・すが。

と ζ ろで人が集まればｾまるほど逆に電車が乙んで不便であるとか ，

自動車がふえて危険であるとか，公害がふえて快適な生活ではなくなっ

てしまうというような現状が起ります。また稲見先生のおっしゃった治

山治水砂防工事を進めれば進めるほど，一方では海食という現象が起乙

り白砂膏松の海岸はなくなり，また西宮の山陽新幹線は沿道にはあまり

影響はないのに特に立退きを強いられる人lζ は，プラス面よりマイナス

面が非常に多いわけですが，国家的事業であるので反対はできないとか，

いろいろ話が出ておりますが，自然を加工して進むならばですね，加工

の仕方を十分に考えて加工のスピ ードを考えて人の集まってくるスピ ー

ドとそういうための施設の整備の進み具合ノてランスをもって進められ

て，はじめて都市の形成がうまくゆくと思うんです。現在の大阪はどん

どん人が集まり ，それにf J t - 行して道路がふえるんじゃなし ，自動車ばか

りがふえて道路の整備はちっとも進まないという非常に都市学以前の問

題で，結局は国として本年度乙れだけ使えるカネがあり ，それをな! と lζ

使うか，というのは非常に大事なことであり ，人が集まってきて都市生

活者がふえれば，それに対応した形におカネを注ぎこんで都市を獲備し

てもらうという方向にしなければいけない。そのためには選挙のときに

もどなたがいったい都市獲備に対し熱心であるかという乙とが得票の多

いすくないの岐路になるというような ，住民意識の高まりがないといけ

ないという気がいたします。まあそんな乙とを考えています。

大薮 理 想 像 と し て は そういうコミ ニュティとい うまとまりを考える必

要がありますね。中西さんは口動車を規制するとおっしゃったが，規制

以外には救う手だては考え られないわけですか。

自 動 車 の 規 制

中西 自動車の場合はですね，手っとり早くは自動車の生産を一定のと

とろでとめればよいが，それはメ ーカーがいうととをきかない。自動車

産業は重要な日本の産業ですから。それに自動車の持っている便利さを
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全面的に否定する乙とはできない。ただ先 lζ 申しあげたように ，都市の

ようないろいろの矛盾が出て，しかも限られた ととろ ではその便利さを

発揮する という 乙とは限界がある。現にその限界がもう はっ きり と出て

いるわけです。自動車を放任す る乙と によって都市がどんなに大きな損

害をうけるか，すでに ア リリカで経験ずみです。われわれは アメ リカの

失敗をくり返してはならないと思います。

大薮 自動車をもっている人々は道路をいっ ぱい使うから ，自動車を持

つて ない人々に比べる ともっと税金を払うべきでしょう。わたくしはも

っとあげるべきだと思います。

南野 トヨ タの自動車工場を見学して感じた乙とは，アメリカ輸出の分

と日本国内の分と モノ がちがうんです。アメリカのは公害防止の基準が

高い。じゃ日本のはそうでなくていいのかという議論も成立つわけで，

そといらに政府や会社自体は反省せねばならんと息います。もうひと

つ，わたしのと乙 ろ庁舎の建築を考えています。で将来のために駐車場

をつくれといわれているんです。

と乙ろで自動車 1台の出入を十分にするには 10坪を要し ，坪20万円と

すると 2∞万円 いるんで‘す。と ζ ろで問題は職員用でも現在百何十台と

乗 ってきて l 日中駐車場においである。すると来庁者，お客さんのため

必要時には職員のクノレマでいっぱいで，お客さんに不用のときは， ζ の

職員用のもみななくなるという ことで，こりゃ 実際上駐車場をつくった

ととろでどうに も仕方がない ，というわけで- すな。

大薮 自動車もそうですが，現実の問題として通勤時の電車のラッシュ

はひどいですね。環状線などはアルバイト の学生が乗客のお尻を押して

詰め乙んでいます。あれなんとかなりませんか( 笑い) 。

|通勤電車タダ乗り論? I  

中西 結局は乙れもカネですね。いまのととろはいってくる通勤通学者

がふえて輸送力が追いつかないんです。でそういうラッシュのときの問

題が起 ζ ります。その通勤通学者をまず減らして一方，車両の増強以外

!とは手はないが，その通勤通学者を減らすというととは ，乙れだけ都市化

が進んでいる時代にはまずはむずかしい，不可能な話ですな。輸送力の

増強も結局つまると乙ろはカネの問題で，そうかといって乗客に運賃の

値上げをいつもやって負担をかけるというわけにもゆかない。それには

乙んな話もあります。国鉄の副総裁で磯崎というかたが "通勤電車タダ

乗り論" それは結構で満員スシずめのお客のよろ乙びそうな話にも受け

とれますが，そうじゃなくってですね，つまりその話は通勤輸送のため

に莫大なカネを出して東京周辺だけでも第三次 7 カ年計画をやっていま

う本の中で，パークフォレスト団地の乙とが紹介されています。住宅の

募集の仕方をみる と，訳から歩いて何分 という乙とはいわないで， " そ

こにはあたたかい友情が待ってます" と か， 関コーヒーを一緒 {ζ 飲み諮

りあう友"， 最後には " あなたなくしてはすまされない，友情があなた

を待っています，さあいらっしゃい，パークフォレス ト団地へ ・・ ーー" と

いう宣伝文なんですね。イ ギリス のニュー タウンでは，その職場を見ま

すとゼット エンヂン やプラスチ ックの工場とか，気象庁など高級な職場

があります。だから住民は自分の コミュニティ lζ 誇り を持っています。

そういう計画があれば通勤の半分くらいは減少されすま。 とと ろで乙れ

は稲見さんのほうから住民の自覚が必要だ，それで解決すべきだとおっ

しゃいましたが，現状では住宅は無規制的 IL詰まっています。また業者

の民間アパー トを建てるという乙とについて単 IL住民の自覚だけで解決

するかどうかという点について・・・… 。

災 害 の 防 止

稲見 わたく しは ある大きい造成地が山林原野からどのような住宅地lζ

変わって行くか，後 日の記録にするために写真をとって くれとたのまれ

て，仲間と写真を l 年半近く取りつづけている。最初 " ああええ山ゃな ，

' ロ申込しょうか" と考えた。と ζ ろが，さてその後 1 カ月たち 2 カ

月たって行ってみ ると 111 はひとい乙とになっています。乙んなやり方

であるなら ，もう人! とは推選はせんというと ，造成業者の言い分もちゃ

んとあります。あなたのいうように ，あの丘，との丘と残して緑地とし

たら理想的な住宅地ができます。ととろがそんな作業をするとモノすど

いカネがかかります。それをみんな入居者 lζ 押しつけるのかと。それじ

ゃコスト高で入居者は悲 l鳴をあげる。そういう矛盾は千里山にもあるん

じゃないか。千里山は非常に快適だといわれているし，またわたくしも

そうだとは思いますが，と乙ろで迷惑をしているのは，周囲の吹田と盟

中です。聞かれれば聞かれるほど，ζ れいったいどないなるんやろうか

と。先般菜市の市長さんから災台防止報告書の執筆 をたのまれたが，

"一方で野ぱなしの宅地造成を黙認し ，他方で災害防止といってもそん

な器用な乙とは不可能です " と答えると ，あなたは教師ゃからアッサリ

いうが，為政者が水害防止不可能論を主張したらどうなる。 ζ ういわれ

ると放ってはおけませんので，調査を続けています。やっぱり山をハダ

カにしないでちゃんとおいておけば，災害防止の方法もある程度メドが

つくが，そうでないとメ ドもつきかねます。たとえば先日新聞に出た神

戸の コツレフ 場，あれなんかも人災や天災などといわずに ，ガケップシか

ら，すくなくとも 30- 40メートノレ奥 lζ コツレフ湯をつくってお けばよかっ

す。 5. 8∞億く らい， 東京周辺の通勤者のために投

資をしなければならん。それはですね ，その期聞に

だいたい 160万人くらい新しくお客がふえる。その

人のために 5.8∞億円の投資をしている。ととろ が

それは全部借金なんで高い利子もいる。それをその

160 万人で割りますと . 1人あたりの 年閣の利子の

負担だけでも 2 万 8. ∞0 円くらいいる。というわけ

です。それに対してじやその運賃収入は年間IC 1万

4.α 氾円，つまりは利子の半分 しかならんというわ

けです。ですから国鉄はそんなパカな投資をするよ

りも ，それをみんな政府の税金でまかなってもらっ

て，国鉄はその人を率を走らせるだ、けにしたい。そ

の代り運賃は一銭もいただかんでもよろしい。その

ほうがむ しろトクだというのが "通勤電車タタ乗り

論" なんです。やっぱりカネの問題です。

砂防えん堤上を埋めた鰻近の住宅街一一神戸市長田区高取山山政一一( 布i l < . 氏鍵供〉

大薮 すると社会計画を確立して，その線lζ 沿って

コミュニティ をつくって，そζ で住民意識の高錫を

計る こと が必要ですね。乙れは少々余談にわたりま

すが，W. H. ホワイトの 『組織のなかの人間J とい
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たのではないか。それでは函積がすくなくなるとおっしゃるが，そ乙ま

で引込ませておいてズ レてきたら寵災者ーもあきらめがつく。 ギ リギリ の

と乙ろまでやってるか らあんな乙 とになります。

コツレフ場の経営者もがけ下のお家の ζ ともす乙しは考えれば， あん

な悲劇lはお乙らなか ったでしょう。 営手IJ 一本でゆくと ζ ろ! と問題もあ

ります。わたく しは悲観論をいうが悲観論ばっかりでは片づかん問題

もあります。第一政府や神戸市のやっている }I¥は被害はなく ， また新

聞で コッピ ドクたたいている造成屋の責任( 西宮の分は別ですよ) と

いうよりも個人無自覚が災 いをしています。まあうしろに絶壁の斜面

があるのに，できるだけうしろうしろへ下げて前面にお庭をつくってい

ますね。それで，うしろの山から土砂がサー ッときたら 一家全滅です

よ。

ですから ，その人たちはもうす乙し余裕をとって，なるほどお庭は少

々狭くなりますが，神戸は景色がよいからまえの海を眺めておれば，お

庭はげずつでもね( 笑い〉。で，自覚というか，自然に対する考えがゆ

きとどいておればかなり助かっていると思うんです。絶壁!C対して大丈

夫なのは頑丈な鉄筋コンクリ ート の建物で， ガラス戸くらいは乙われ

でも建物はビクともしていません。それをやっておけばかなりのもの

は防げると思います。それからポイ ッと一足に飛べる神戸の}I¥， とい

うよりもミゾですが，家を建てるときは， 乙の川も考えておく乙とで

す。

大薮 住宅は別 として大阪の場合は堺のコンビナ ー トの完成 lζ つれて大

気の汚染の問題が出ます。泉北のニ ュー タウン ，堺市，松原あたりへの

大気汚染はどうですか。

稲見 大阪のかたには少々いいにく いが，堺の溺合は，運河やグリ ーン

ベノレトなど大気汚染防止にはほとんど役立たないように思われる。騒

音，火災防止に怠l床はあるが。問題は空でしょう。歩行者 lζ は運河と

松林でちょっと安心感を与えますが，上へ向けば大きなあの煙突があ

ります。現! と松 lとしても浜寺の松はだんだんあわれな格好で枯れてい

ますよ。また風向と工場地帯と住宅地帯との関係も気にかかる乙とで

す。

大薮 すると大阪の南部は見込みがないという乙とですか。

稲見 いやいやそんな乙とをいわれちゃ凶まります。土地がないんです

から ，いまは .. .... ( 笑い) 泉南地区は西風の強いと乙ろで風上みに工場

風下 lζ 団地をつくる格好ですね。それは非命 lζ 気になるととです。とい

ってすでに工場は集まってしまった。乙う集めてしまえば職場のまわり

に住宅をつくらねばならんし ，困まった乙とです。

自 衛 j自

恩 回 公設消防力の効果のおよばないと き，あるいは その不足している

場合はどうするかという 乙とですが，消防力 自体は その大半木造を対象

とし ，その効果は消防力が消火するまでの時間が家屋の燃焼速度よ り早

ゃい場合のみでありますので，その絶対値は現状で残念ながら家屋の燃

焼速度が早ゃいのです。また耐火構造の燃焼は もち ろん木造と異なり ま

すが，最近は その燃焼速度および温度な ど木造と大差のな い現象があ り

ます。煙が乙もる とい う点では木造以上にやっ かい なものであ りま す。

従って，消防力 lζ 依存する乙とは考えものであります。ただ消防力は延

焼防止などにはす ぐれた威力をもってお りま すととは もちろんでありま

す。結論的には消防力の及ばない場合の措置とし ては現在の と乙ろ自衛

手段にまたねばならないとい うζ とです。

梁 新聞にも書いてたんですがね，部屋をキチンとし めてですね，そう

して自分の室以外のと乙ろへは煙のゆかんように炎のゆかんよ うにせよ

と注意をされておるわけですね。それは よく 解っ ているのですけれど

ね。それでは全部その，税金も払わずに自衛 したら いいわけですね。そ

れはどうもおかし いと思うんです。個人は個人と しての万全を尽 しても

追付かない ときにはどうなるのですか。消防のほうでなにを助ける ，助

けない，とにかかわらず，やっぱり方法がある ，方法を講ずるような設

備があって， 危いときは助けて貰い ， 近所には知らしてもらわないと

ね( 笑い) 。

恩固 いや，その自衛的手段というのは，建築基準法では建物の構造，

設備面で防災措置を義務付けており ，消防法ではその規制のみでは万全

でないので火災の発見，通報消火，避難，消火活動上の施設とい ったも

のを消防力を加味しながら ，建物の権限者にそれぞれの設備の設置，維

持を義務付けしております。従って， 乙れらの義務としての手段と義務

の如何を とわず自主的に自衛されるものを含んでの自衛という こと であ

ります。

大薮 最後に，中都市が大都市の被害を受けている とい う乙と について

南野さんから近藤さんのほうにと注文を ・

緑 地 の 保 全 [

南野 たとえば西宮にはカブト山があり ，阪神間では誰れもが残 したい

山なんです。あれを民間に払い下げられよう としたのでなんとか買戻し

ｾ原貯水地南の急傾斜面にへばりつくように進出した新興住宅街 の悲 劇 一 一神戸市兵庫区氷室町一 一 Ｈ稲見氏提供Ｉ
たいと ，和歌山で大きな山を買って交換して，西宮市

のものになりました。と乙ろが西宮はそれに 8，αぬ

万円ほどのカネを払い，また陳情などの労力 も大 し

たものなのです。せっかくの緑の山をと西宮では残

したんですが，いちにちのい乙いにくる人は大阪や

尼崎の人たちでときには木を折ったり ゴミを捨てた

りで跡片 Ij ! ζ 困まっております。行かれたらわかり

ますが，よく手入れされ都心lζ 近い乙んない いと と

ろはほかにはないんです。そのままで保存 したいと

思っていたら ，乙んどは県が県制百年の記念公園に

するというんです。そうして 4 億なんぼかのカネで

計画をするか ら無償で県へよとせというんです。

西宮だけですと自然のままにおいてほ しいんで

す，が県は広域的にやってくれるんなら ，それもよ

ろしいが，せっかくきてくれる 人は大阪や尼崎の人

です。そんなら市は放っておいてもいいんですが，

放っておけば国が民聞に払い下げて全部ハダカにな

っていますわ。現 lζ 苦楽園に近いと乙ろは払い下げ

を受けて相当もうけているらしいんです。
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それでわたくしは西宮の緑地帯じゃなしに，近畿圏の大きな立場で保

全区域として国が残すんだという ととで考えてやってほ しい。 続いて東

六甲4∞町歩はほとんど市の 山なんです。植林をやっていますが，人の

道はつくっても ，自動車の道は乙れ以上つくらない 乙とです。現IC六甲

の山上の松の木なんかはほとんで枯れています。だから山上まで自動車

をあげる必要はないと思う。 山へい っていい空気を吸い たかった らケー

フツレか歩いてゆ けばいいんで，ぬくぬくとすわってふんぞり返って，い

い空気を吸いたいというのは，問題だと，思います。

巨帯都市化と地域社会 l  

近藤 それについて思い出すのはスイスの山ではケ ーフ、ノレを利用 して登

って，あとは馬車なんです。自動車は使わないんです。 いまの お話の西

宮のカブ ト山も ，そういう 快適な場所なんですが，阪神地区全体を考え

てみると ，さっきのお話で，お父ちゃんは大阪の会社へ，お母ちゃんは

近所へ寅ものに ，子供は西宮の学校 lζ 行くとか，非常に人間の生活範囲

が広が ってきていま す。大阪は都心部の道路もせっせ とっくり ，交通の

行き詰まりの打聞に努め地下鉄も整備しています。しかも一方では近郊

都市はレクリエーションの施設もつくっておられまして，それはそれな

りIC非常 lζ 結構なとと と考えま す。 fこだそれをだれの財布でやるかが問

題でして，現行税財政制度はまず改正しないといけない と思います。そ

れから行政区域自体も電車で行けばパッパと通過し まして，ど乙 が何市

かはわからない状態でも行政面では各市で税金のとりかたも ，水道料金

もすべてがちがうんです。 乙れは自然の景観と反対で均等である べきも

のに デコボ コがあり ，早く改正の要もあります。西宮市では人口の増加

で学校もふやさないかんし ，税金はすくないとの ζ とですが，大阪市は

もっとひどいんですよ。昼間の収容人口 ，つまり通勤して働いている人

からは住民税もなん ICもはいらない。

南野 とζ ろが法人税というのがあるでしょう 。

近藤 いや法人税は国へ吸いあげられて大阪市へ戻 ってくるのは，ま乙

とに微々たる もので‘ す。現在ははっきりいって新産都市とか工特地域と

か，わけのわからんものにカネが使われて，その新産都市 lζ 人が集まら

ないで，かえって逆に大阪に人 が集まってきているのが現状でありま

す。乙れに対する対策はただ大阪市のみが一生懸命になっても財源の見

込がな くては再開発も思うように進められません。

南野 乙りや ね，府県の配置にも問題があります。明治22年施行のまま

ですから ，もっと以前の摂津，河内 ，和泉( 笑い) ，乙のほうが合理的

ゃないかと思います。

大薮 そうなんです，当面の問題として町村の廃止ですね。次に焦点に

なるのは府県の境界です。乙れlζ 対してゴットマンが言い出したメガロ

ポリスという境界の切り 方がある。東京から大阪までを巨待都市閣 とし

て考えようというわけで‘す。また ， ドクシアディスという人は ，エキメ

ノポリスとい う乙とをいっております。エキメノのというのは「可住」

という意味と「世界」という意味があり ，世界の都市化が進めば「世界

中ど乙でも住める」という気分になるのかも知れません。実| 療にメガロ

ポ リス化が進んでいる し，東京，大阪のとちらに住んでいても地理的，

社会的距離が気 !Cならなくなるかもしれません。しかし現実をふり返っ

てみれば，なんといっても ，われわれは関西にへばりついて同じような

生活を しております。乙れをよくするためには ，そういった大きな計画

と同時に地域社会{ζ 足をふんまえた計画が検討される必要があると思い

ます。

乙のほか都市問題には土地の問題などあると思いますが，一応いろん

な角度から討論いただき ， iζ うあるべきだ」という共通した結論が出

たと思います。 その実現は国家の施策以外には手がな いというわ けです

が，同時に ，本日の結論を生かし ，人間尊重の都市計画を実現するため

には ，住民の側から「人間生活を守る」という気還の高まりが必要です

ね。ほんじつはどうもありがとうどざいました。
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都 市 建 設 と そ の 臨 路

1.  都市建設の目 標

都市は人口産業の集積の場という意味で，地域の核というだ

けでなく ，そとを 中心として，人間や財貨が流動してゆくとい

う意味で，地域の1討! としての地位をもっ。都市は単なる施設の

堆積ではなく して，流動の中心 として把捉さるべきである。乙

のi流動の隔の大小が，都市の規模のいかんを決定する。それは

都市の後脊地といわれるものに他ならないが，都市の規模は ，

後脊地の大小によって決定されるともいう乙とができる。

都市建設に当って留意すべき第一点、は ，都市が地域社会の核

であり ，そ ζ における人間や物質ーの疏勤の振幅が，都市の実質

規模を規定しているとい う事実である。市域は ，単なる公法人

としての地方公共団体の管轄権の範域を意味するにすぎない。

都市における行政需要は ，市域内に定着している人と物，なら

びに市域外から流入するそれらのものとの聞に形づくられる流

動の交錯によって織りなされるのである。乙うした内圧と外圧

との相乗が，都市の行政需要の根元を形づくっている。

都市が，多かれ少なかれ都市圏とよばるべきものを形づくり

ながら存立し ， しかもその市域内においては ，内圧外圧の相乗

という形での行政需要が成立せしめられているとするならば，

都市建設の目標とさるべきものは ，まさに乙乙 lζ 存するといっ

てよい。都市圏の核心部市，近郊都市，衛星都市，地方中心部

市といった都市の存在性格 lζ 応じて，行政対象とさるべき区域

lζ 広狭が存するのは当然であるとしても ，市域 [ζ 凝集 される行

政需要の流動性を把捉しながら ，市域を超えた範域での将来構

想、に立つ乙とが，何よりも期待される のである。

2.  広域都市計画の欠除

都市が，多かれ少なかれ圏域を形づくりながら存立するもの

であるならば，都市建設の基礎は，まずとうした広域都市圏の実

態認識の上に立つ乙とが必要である。自己の都市が，地域社会

でどのような位置づけを有するかを知らずして，都市建設に当

りうべくもない。 しかるに ，乙のととは ，必ずしも都市のすべ

てに期待されうる乙とではない。一つは都市の無自覚によっ

て，他は制度上の制約によってである。

無自覚は ，存在性格 lζ 対する自覚をもっ乙とによって克服す

るとともできるが，なおその上にお いて制度上の困難は ，人為

的であるだけに ，かえって超えがたい壁を形づくっているよう
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lζ も，思われる。都市建設の基礎たるべき都市計画 は，都市の区

域によるべ きこ とが原則であるとしても ，必要ある場合は ，主

務大臣の指定によっ て市域を超える都市計画区域の設定も ，不

可能ではない。 しか しながら ， 乙のととは ，都市が連担状況に

おいて存在すると乙ろにおいて，最も必要 とさ れる のに，現実

的 lとは ，その よう なと ζ ろにお いて，最も困難である。市域を

超える事務は ，府県へという公式にも とづいて，広域都市計画

の主体を府県にうっす思考もあるが，それでは，都市は自らの

都市建設にも当りえないとい う，無能力者の地位 lζ 陥る乙とと

もなろう。都市自ら都市建設に当ら しめる建前をつらぬくとす

れば，地域社会の中心となる べ き核心都市に ，周辺地域をふくめ

た広域都市計画の策定に必要な権限が与えられるべきである。

そのさい核心都市の専断を防止するためには ，周辺地域の利筈

代表者からなる審議会を付設して ，その議を経て計画の策定に

当るべき乙とを義務づければよい。

府県都市計画審議会は，本来個別的 lζ 策定された都市計画を

び縫するにすぎないのであるから ，計画自体が広域的に一体的

lζ 策定される必要がある。しかも都市の自主性を尊重するとい

う建前をつらぬくのであれば，地域社会の核心と なるべき母都

市，r: ， リーダーシップを法的にも行政的にも認める乙 とが必要

だと考えられる。広域都市計画は . とうして始めて可能である。

• 

‘  

3. 制 度 運 用 上 の 欠 陥

都市建設の基軸である都市計画が，現行法上は機関委任事務

であって，国政事務であり ， 自治事務でないというのだから ，

まったくもっておかしげな乙とであるというべきである。機関

委任事務だからというわけでもあるまいが，都市計画 lとは ，中

央各省が関係する。都市計画の主務大臣は建設大臣であるとし

ても現実的には教育施設については文部大臣，厚生施設につ

いては厚生大臣といった形で，中央のセクショナリズムは ，地

方を舞台にして発現する。乙れを克服するためには ，内閣 ，各

省，府県，市町村といった行政のレベ J レどとに ，調整機構を発

展させる乙とが必要である。 都市では ，現実の必要にともなっ

て，企画部局を設置して ，調整機能の展開をめざ しているもの

も少なくない。中央各省の系列における純張り主義も ，せめて

都市的 レベルにおいては ，克服されているととが必要である。

近年盛んになりつつある 7 スタ ー ・プランの策定は ， 乙うした

• 

• 



• 
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• 

• 

傾向を促進するであろ う。

行政的には調整機能が必要であるが，計画の実現に当って財

源措置が重要性を有するのは ，いうまでもない。都市の行政需

要は ，内部における人，財貨の流動頻度だけでなく ，流入する

人，財貨の流動によって相乗されるものである乙とはすでに述

べたが，都市の財源は， 乙う した実態に見合う形では与えられ

ていない。国，府県，市聞における法人税の配分率を修正すべ

しという意見が出されるのは ， 乙うした理由にもとづく。

それにしても ，事業執行に伴う国庫補助金は ，その基準単価

において現実離れであり ，当初から不足は自明であるのに ，趨

過負担という言葉で，あたかも地元の過剰要求であるかのよう

に取扱われる。中央各省の計数では ，10096 財政需要を満たし

ているとされるものが，現実的には 2 分の 1， 3 分の l の詰要

しか充足しえていないのである。補助金とともに ，起債に つい

ても ，収益債については ，余り煩墳な統制は必要でないと考 え

られる。 しかし ζ うした補助金，起債のそれ自体の運用改善 も

さる乙とながら ，広域都市計画やその事業化に対して，補助金

や起債枠の配分を優先させる という ，補助金，起債の広域運用

を図るべきである。それが，中央各省の真の知的リ ーダーシッ

プを形づくる乙ととなろう。

4. 市民精神の欠除

都市計画が国の仕事とされて きたからでもあるまいが，由来

わが国の都市建設には ，市民不在という事実が余りにも 顕著で

ある。ギ リシアの都市に みられる市民広場アゴラは ，その民主

政治を支えた支柱であった 。古代ロ ーマや中世ゲ、 J レマンの世界

でも ，そう した伝統があり ，広場の民主政治というのが，その

実態である。ヨ ー ロッパの中世都市では ，教会は市民生活の精

神的中心であり ，市場は現実生活の中心であった。都市の形成

が， ζ うした市民生活の拠点を中心になされた乙とは ，都市を

して緊密な形で市民と密着せし めるにいたった。石だたみの道

路は，市民の生産活動を容易ならし める条件であったし ，整備さ

れた下水道は ，市民の健康を守る手段でもあった。市庁舎が，

市民生活の中心となり ，象徴 となったのも ，いわれのない乙と

ではない。

わが国では ，戦前から市民は支配の対象にすぎなかったとい

うも過言でない。それだけでなく ，市民生活の拠りど乙ろであ

った鎮守の社も ，地蔵盆も ，急激な都市化の渦の rlJ'ζ 埋没され

て了っている。都市建設の要め石は，市民参加にあるのだから，

市民参加を組織化し ，誘導する方策乙そ真剣に検討さるべきで

あるのに ，いまもって行政担当者からはそ知らぬ顔をされ，市

民自身からは無気力で放任された状態にあるといえよう。地域

改善という運動は ，Il! J 全体，国全体の改善にもつらなるもので

あるから ， ζ うした自治活動を通じて，市民の市政参加の道を

大ならしめる乙とを j招待したい。民主的な政治家や近代的な政

党が， 乙うした市民運動と無関係であるというのも ， 日本の特

異な現象である。

5. 都市政策の不在

市民不在のままで都市tl 設が行なわれる傾きがあるだけでな

く，都市の利害が正当に国政に反映されていない乙ともはなは

だしい。都市の利害が国政 lと正当に反映されていないという乙

とが，都市における今日の交通戦争，71<飢縫，住宅不足から ，

盛芥し尿，公害，不衛生の根元となったといっても ，過言では

ない。農村の利害は，米価審議 K 象徴されているよ うに ，比較

的よく代表されているのに，都市 lζ 関しては ，我不| 刻といった

有様である。乙のととの線拠となっているのは，都市的選挙区

の寡少代表にある。

国会における今日の議席配分の基礎となっているのは ，昭和

20年当時の人口基準であるが，戦後復興にともなって，都市へ

の人口復帰 ，人口集中には ，顕著なものがあった。大都市乙と

にその周辺地区においては ，人口の激増傾向がみられ，終戦時

の数倍から 10倍程度にまで及んでいるものも ，少なくない。に

もかかわらず議席の配分は ，旧のままである。大都市ならびに

その周辺の選挙区において，農村選挙区 lζ 比すれば，2 分の 1.

3 分の l の代表しか与えられていない事実が，都市を不当 lζ 軽

んずる結果を生むにいたった。

国家繁栄の基礎が都市にあるにもかかわらず，地域格差の是

正という幻影におどらされて，現実を軽視した結果が新産都市

という奇怪な都市まで生み出すにいたったのである。生産活動

の停滞，繁栄の停止を象徴するものが，交通戦争，公害等々の

都市悪であるとする な らば，今乙そ政党も政府も ，真剣 lζ 都市

政策と取組むべきである 。その Ill 't ! ζ ζ そ，都市は日本の繁栄を

象徴するであろう。

( よし とみしげおー 大阪市立大学教授 ・法学博士)
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経 済 成 長 と 都 市 建 設

ま え が き

都市が経済活動の中心となっているという意味では経済成長

は，都市の発展 lζ 集中的に表現される。すなわち経済の量的成

長は都市の膨張 lζ ，経済の質的高度化は都市の機能と形態の変

化 lζ ，経済成長を支えその枠組みを与える体制は都市の建設や

運営の仕組みのうちに端的 (ζ 表現される乙ととなる。

と乙ろで，経済成長という場合は ，一般的にはそれの量的拡

大をさしているが，量的拡大は必然的 lζ 質の変化をひきおこす

し，また質の変化が畳的拡大にも反映してくる。それにはまた

経済を動かす主体と客体の条件のからみあいで大きく規定され

るから ，経済の体制，産業秩序維持の在り方と密接に関連をも

ってくる。したがって経済成長と都市建設の関係をみるために

は，経済成長の畳的側面だけでなく ，その質や経済運営の仕組

みとの関係で問題を考えねばならない。乙乙では経済成長にと

もなう都市化要因の変化と， そこにおける問題点を明らかに

し， 経済成長の仕組みとの関連で，都市建設の方向づけをどう

考え るべきかについて検討する。

経済成長と都市化要因の変化

経済成長にともなう都市化の方向のうちには相反するふたつ

の動きがある。ひとつは， 巨大都市化 ，j ; _ : ; : 帯都市化という方向

であるが，それと同時に，他方で' ( ; l : . 地方中心市の発展と農村自

体の都市化，すなわち ，全面的都市化への方向も現われつつあ

る。経済企画庁の超長期予測では， 昭和40年 lζ は市部人口比

68.196，人口集中地区人口比48.17ちであったものが，昭和60年

ｻ 乙は前者は ＷＸＮＲ ｾ ぢ ， 後者は ＶＲ Ｎ ＸＹＶ へと増大するものと見込まれ

ているが，建設省の国土建設の長期的予測では ，前者は809ぢ以

上と見込まれている。このような市部人口比の増大は ，都市地

域における都市圏の拡大と同時に ，分散化された都市化によっ

てもたらされるものである。両者は相反する動きのようにみえ

ながら ，笑は ，遠心化の孤を貫く求心性のー屈の強まりという

形をとおして進展しており ，両者を統一的に把握する乙とによ

って，将来における都市建設の方向づけも ，はじめて可能とな

るであろう。そのためには ，経済成長過程で生じた都市化要因

の変化と ，現実 lζ 進展しつつある都市化のうちに現われている

諸問題をしっかりと把握しておく ζ とが必要となろう。

まず第 1 の変化は，都市化要因としての工業のもつ意味が相

対的 lζ 低下し ，情報産業を含むサ ー ビス部門のもつ役割がきわ

めて大きくなってきたということである。物的生産や流通は大
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型化するにしても ，直接物的生産を担当する部門での労働力節

約が進展し ，集権化された管理諸部門，情報伝達機様，サー ビ

ス諸部門が，国民経済的にみても ，企業単位にみても大都市へ

の集中を強め ，それの下部機構が地方広域都市や地方鶴市 lζ 配

置され，求心的な支配機織が強く働いた都市の重間構浩ができ

あがりつつある。したがって分工場，支庖 ，出張所の新設とい

う形で，地方都市の発展がみられるにしても ，それは巨大資本

の求心的な支配，管理網 l乙包{ 更された都市建設の性格を強くも

っている。行財政国家金融機構の面においても同様であり ， 乙

の場合! とは東京の支配力 ，それの求心性は圧倒的に強い。

第 2 ( 乙は ，産業の高度化，迂回生産化の進展 lζ ともなって集

積の利益，接触の利益を求めて都市周辺に立地しようとする高

次加工部門の産業が増大し ，大都市産業人口の外延的拡大とあ

いまって過密地域の拡大化からくる大都市地峻の混乱は一居著

しくなることが予想される。そこに住み ，そこに働きうる環境

を整備しながら ，大都市の再開発と有機的に結びつけて ，送り

出しと受け入れを計画的! こ実施する新しい都市づくりが必要で

あるが，行政の壁，地価対策のおくれが，資金の効率的使用を

はばみ ，都市機能の純化効率化も進まず，救い難い混乱がそ乙

lζ 現出されつつある。

第 3 1ζ は，地方都市や良村の都市化は ，支庖，分工場の IIIJ と

しての発展傾向が強く ，そ乙では j也方鶴市としての独自の性格

や特色もない都市化が進展しつつある。しかも現在都市化とい

われている現象のうちには ，マス ・プロ ，7 ス ・セーJ レ，マス

・コ ミlζ よって誘発され，掘りお乙された購買力によって支え

られた大衆消費があるだけで，それは所得の上昇，ストックの増

大に支えられた生活水準の向上とはおよそ程遠いものがある 。

経済の急速な成長がもたらす都市化の姿が乙のような結果を

生んで いるのはなぜであろ うか。それは基本的には ，匡大化す

る資本支配のもつ矛盾の現われとして把握されねばならないで

あろうが，技術経済的な問題としては ，経済成長 l乙応ずる都市

建設が要求する ，社会資本需要をみたす仕組みゃそれの効率的

投資を確実にする機構が，現在の都市建設のなかに欠けている

か らである といえる。
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経済成長と社会資本需要

経済審議会が試算した20年後の「地域展望のための前提と地

域計量モデルによる条件付予測」によれば，20年後の国民総生

産と社会資本需要の関係は次のごとくなっている。
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.. 

• 
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38年
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20年後のG N Pと社会資本ス トック

総民間資民間住宅社会資本うち盤生

人 口 GNP  本ストッストックストック |活基スト

( 百万) ( 兆} ク ( 兆) ( 北) ( 兆) I ック( 花〉

960.0)  17.40. 0)  32.80. 0)  18. 5( 1.0) ，18. 8 0.0)  4. 50.0) 

1  1160. 2)  101. 5(5.8) 175. 9(5.4) ＵＷ Ｎ ｾＨＳＮＱＩ＠ 95. 3( 5.1)  13. 5( 3.0) 

rr 116( 1.2) 100.0(5.8) 175. 2(5.3) 57.1(3.1)  95. 0(5.1) 1  13. 5(3.0) 

1旺 116(1 .2) 105. 7(6.1)  177.9(5.4)  57. 9(3.1)  96. 1(5.1) 1  13. 5(3.0)  

1V 116(1 .2)  97. 9(5.6)  1  n  1(5.3)  57.2(3.1) 96. 7(5.2)" 26.8(6.0) 

( 備考) 1  は標準型過去の発展を基準とする予測

E は分散型の開溌がとられた場合の予測

E は交通，通信体系の整備を重視し，経済的距離短縮を見込ん

だ場合の予測

r¥" は公共投資を半外生化して，意識的に生活環境整備に力を注

いだ場合の予測

乙れらの予測結果は ，地域的にはかなりのちがいがでてくる

が， 圏全体と しては ， 20年後の 6 倍経済 (G NP) ，ζ 対して，

民間資本スト ック は 5. 3- 5 . 4 倍 ，民間住宅ス トック は3. 1倍，

社会資本ス トック は5. 1 - 5 . 2倍 ，生活環境ス トック は 3 倍 ( 意

識的に拡大した場合 lζ は 6 倍〉が必要であるという乙とをしめ

している。すべての場合を通じて総民間資本 ストックが社会資

本ス トッ クを1. 7- 1. 8倍も上回っており ，現状 とほと んどかわ

りがない。経済成長は民間投資によって支えられるとと はうた

がいないが，民間投資と社会資本投資の需要量の関係を過去に

おけるそれと同じ関係にみて計画をたてるとい うとと ろに大き

な問題がある。生産の大型化，社会的分業の深化にと もなう外

部経済の利益の享受，翰送手段の大型化と高速化，重化学工業

化 lとともな う用水需要の増大等々のほか，公害防除のための施

設など今後の経済成長においては ，生産の増大以上の社会資本

需要がお乙 ってくる であろう。また生活水準の上昇ーによる消費

支出の増大以上 lζ 社会資本需要の速度が急速であるのも周知の

通りである 。自 動車を購入すれば，それにともなっておとる道

路輸送需要は著 しく増大する。広域化し多様化し ，加速化ぎれ

つつあるレクリエ ーション需要増大にともなう社会資本需要の

増大も著 しいで あろう。

国民生活審議会は20年後の国民 1 人当所得は現在のアメリカ

並みの 2，500 ドルと なるが， 乙のときにおける生活基盤整備の

ための支出は国民所得の 7 96を必要とするとみている。ところ

がわが国ではせいぜい 3 - 4 96を見込みうる に過ぎないといっ

ている。現実に GNP の伸びをはるかに上回る交通事故や公害

が発生 している一事をみても ，経済成長 と社会資本需要を過去

におけるそれとほとんど同じに みた計画を たてるならば，都市

建設に必要な資金需要をみたすととなど思いも及ばない。経済

成長を支えた重化学工業投資のうふ: こは ，私的企業の費用とし

て計上さるべき性質のものまで，社会的費用 lζ 転嫁されている

ものが多い乙とを思えば，経済成長の速度をおとすか，受益者

負担制度を拡充し ，あるいは新たに原因者負担制度や開発利益

の公費への還元を制度化して，地価高隣! とよる 不当利得者をな

くするなどの方法を講じていかねば，経済成長 [ζ 応ずる都市建

設の資金の捻出も ，効果の住民一段への公正な配分も ，期待し

えないとととなるであろう。社会資本の捻出の新たな方法と効

率的な支出が考慮されねばならない。

適正な成長 と住みよい都市建設

E. L . ソー ンダイクの作成した都市の福祉測定指数では ，中

小企業都市の指数はあらゆる点で，大企業都市を上回っている。

乙の指数は37の重要項目からなっているが，スラム 街の比率，

乳幼児死亡率，死亡率，中 途退学の割合などが中小企業者1) 市で低

く，文化的，娯楽的な用役 lと対する l 人当り支出額が中小企業

都市で比較的高いという結果がでている。( 小原訳 E . キーフ

ォーヴァ ー 「少数者の手に J 218 頁〉。また同 じ人口をもっ都

市で，急速に発展した都市と地方 !と古くからある産業を土台と

して ゆるやかに発展してきた都市とでは ，後者がはるかに生活

環境面でまさっている乙とも同書において明らかにされている

( 前掲書第 5 章「独占と地域社会 J ) 。都市の集権的な ill J [ i 構造

が巨大資本の支配を背封としてできるがっているわが国 lζ も当

然あてはまるであろうし ，そのような仕組みのもとで急速な都

市の膨張が進展すれば，住みよい都市の建設は容易にのぞみえ

なくなる。大資本はもともと 地域社会! こは関心がうすいから で

ある。大資本の活動が地域社会と密接につながりながら ，地域

社会と運命共同体的性絡をもっ地域の産業や企業を育成する と

いう方向にむかうととが， 都市建設 にとって基本的に重要な乙

ととなるであろう。

それはまた大企業にとっても ，みすからがたっている経済の

地域的基盤を強固なものとし ，みずかるの発展にも役立つ ζ と

となる。経済の効率化と規模の巨大化は同一ではない。規模経

済への盲信と ，総体と平均で語られる量的成長への過信とが，

都市建設の在り方をいがめているという点について多くの反省

が加え られねばならないであろう。量的! とはモダ レー トであっ

ても ，質的に高い成長乙そのぞましいと乙ろであり ，住みよ い

生活環境をもっ都市建設は ，そのような成長のも とではじめ て

実現され うるであろう。 (!ニ : j うちまさみ ［Ｚｾ山学院大学級授 ・ 経済担理 Ｉ
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都 市建 設の 特質

都市建設の特質は各種の施設建設が交錯的 lζ 行なわれる とζ

ろに見出される。建築の建設と比較すると明瞭であろう。建築

は一般には特定の建築主によって企画され，建築家によって設

計され，建設業者によ って施工される。建築物が完成すれば建

築主に引渡されて使用過程( 同時に維持管理過程) に入るととに

なる 。非常に明解である。都市建設の場合はどうであろうか。

まず，施設の種類がいろいろある。建築，街路，上 ・下水道，

ガス施設，電気施設，橋梁，公固など。 乙れらの うちの た とえ

ば建築 lとして も，ずい分さまざまな用途の種別がある。建築主

体は大別して公共と民間とになるが，民聞については各々の施

設についてすべて異ると考えてよい。さらに ，建設主体が全国

的であるか地域的であるかというとともある。たとえば，同じ

く大阪市域に建設される公共住宅といっても ，公団住宅と市営

住宅とでは都市建設の観点からは意味が異ろう。乙のような幾

通りにも性格の異っ た施設について，新設，維持，修繕，更新

が行なわれ るのであるから ，まったく複雑きわまりない。

法定都市計画があり ，用途地域制や容積制などの土地利用の

制限と規制を通じて，建設活動は間接的 lζ コントロ ーj レされる

乙とになっているが，都市構成の乱雑さは正[ 乙目を覆わしめる

ものがある。 「都市計画」は計画機能をほとんど喪失している

といってよい。計画があるとするなら ，それは個別施設におい

てであって，無数の個別施設計画の総和があるにすぎない。 し

かしながら ， もちろん乙れが資本主義都市建設の本然の姿なの

であって，都市計画はそもそも乙ういう事実の認識から出発す

べきである。建築系の都市計画家 ・設計家がしばしばおかす誤

りは ，都市をあたかもひとつの建築のごとく錯覚すると ζ ろに

原因がありそうだ。

都市計画事業は都市計画に もとづいて，法的な根拠と資金的

な裏づけをもって公的な事業主体! とよって行なわれる。直接投

資によるいわば積極的な街造りである。事業の性格からいえば

公共的であり土木的である。街路事業，道路事業，上下水道事

業などの脈絡的施設が主になるのも特徴といえる。乙れらの事

業は都市計画事業と総称されてはいるけれども ，総合的な Z手工業

計画があるわけではなく( あったとしても支配力が弱い) ，そ

れぞれの事業計画のもとで個々パラパラ lζ 施行されているのが

現実である 。事業計画の原理そのものにかなり追いがあって，

たとえば街路事業とか地下鉄事業は新設投資 ・集中投資型であ

るのに対して，同じ道路でも比較的細い道路を対象とする道路

事業は補修工事も多く ， 乙まぎれ投資型である。普及率がほぼ

100 96に達している上水道事業は補修，取替，増設の タイ プで

ある。巨大な公共施設の需要に建設が追いっけないのはどの施

設についても同じであって，いずれにせよ追いかけ型の投資に
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ならざるを得ないが， 乙と lと，道路 ・上下水道などは発生 トラ

ブノレの処理 lζ 追われている 。建設事業 lζ 政策的意図が強く働く

場合ももちろんあって， 日の当 る事業 とそ うでない事業 lζ 較差

もできる。乙ういうわけで，いっけん計画的な建設が可能かに

みえる公共施設の建設事業も ，結局は都市建設一般の事情とそ

う変りはない。

乙うい う矛盾のもっとも典型的な現われが，いわゆる道路の

「掘返し」である。各種供給サ ービス の管網施設は道路 lζ 埋設

されて いるから ， これら管網の新設，補修，増設，撤去には道

路を掘返 して工事せざ、るを得な い。 上水道，下水道，ガス，屯

気など管網施設建設事業者がお互に連絡なく 工事を行なったと

したら ，同一場所をそのつど繰返 し掘返す 乙と になる。道路利

用者，付近住民に迷惑のかけるのはもちろん，掘返し ・修復の

v ? 用のムダも少なくない。同時一斉に施工するよ うに調整でき

ればいいのであるが，供給方式，規模，材質，耐周年数，普及

率，建設速度のいずれについても ，それぞれ独自の性格があっ

て，実際にはなかなかむつか しいのである 。 大阪市における

「掘返し」の修復件数は ，昭和40年度について年間約 5 万件，

その費用は約 6 億 6 千万円の巨額に達している。 35年度の約 2

倍である。乙れは下水道工事分を含んでいない。また ，道路舗

装工事と下水道工事との関係につい ていえば，コ ンクリ ート ま

たはアスファ ノレ卜舗装工事の4096は下水道 との調整がつかず，

舗装を先行主せているといわれる 。 I掘返し」のムダを極力さ

けるために関係事業主体による「調整会議」が持たれたり ，舗

装後一定年限の堀返しを禁じたりしているが，抜本的な対策と

はなり得ていないように思われる。根本的な解決のためには管

網施設を集約して納める共同法の設置が最もよく ，昭和38年 lζ

は共同構整備法が公布されている。しかし ， ζ れも費用の点で

交通量の激しい幹線街路! と限定されざるを得ない。今後の各種

サービス供給の普及，需要証の増加を見込むと ， I掘返し」は

ますますふえると考えないわけにいかない。

いくつかの問題

都市における最近の建設勤向には注目すべきと ζ ろが多い。

まず，第ーには都市における投資のめざましい増大と工事規模

の大型化があげられよう。昭和42年度建設投資額( 推計〉の対

35年度比は 3.2 である乙とをも ってしでも近年の急速な成長ぶ

りがうかがわれるし ，大都市生活者が日頃身をもって実感して

いる ζ とでもある。大都市にとっ て建設工事は ，特殊的 ・臨時

的なものでなく日常化している 。投資歪の小 さい時代には ，工

事の都市生活 lζ 及ぼす影響も 小 さく ，また一時的なものとして

処理できた。工事閣の関係も考える必要もなかった。今日発生

している問題のいくつか，たとえば前節に述べた「掘返し」問題
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も，結局工事量の増大による 工事聞の接触が原因なのである。

工事の大型化 はいろいろな 問題をはらんでい る。巨大な建築

は本来の建築のほかに都市施設を含む乙とによって複合化され

る。複合化 される施設には公共駐車場 ・高速道路 ・パスタ ー ミ

ナノレ・広場 ・公園 ・大規模変電所などがあり ， もはや建築とい

うより 一個の都市部分である。従来の概念における建築と土木

施設の区別ははなはだ怪 しく，また無意味でもある。巨大規模

施設の突如の出現は その地域に甚大な影響を与える。たとえば，

霞ヶ関 lζ 目下建設中の三井ビノレは36階の高層で，収容人口は 3

万人 lζ 達するといわれる。乙の 3 万人の通勤者の相 当部分が利

用するであろう地下鉄虎 ノ門駅は現在でもラ ッシュ時飽和状態

にあるのだから ，恐らく利用不能に陥ると とであろう。道路の

マヒはいうまでもない。電気 ・ガス ・上水道 ・下水道 ・通信の

サー ビス供給施設は ，一地点で の巨大な需要への対策に追われ

る乙とになる。もし対策が不十分であっ たとしたら ， とのビ J レ

は強力新鋭の建築設備にものをい わせて周 辺ビノレからサービス

を阪上げてしまうのではないか。私的資本にとっては計画的な ，

しかし都市にとってははなはだ無計画な乙のような建設が今後

とも随時各所に行なわれ，都市計画事業が専らその処理 lζ 終始

するとしたら ，都市はたちまち混乱，c : 陥る乙とは明かである。

第二は建設公害の発生であ る。建設工事畳の増加 ，工事の大

型化は必然的に工事による公害をひきお 乙す乙とにな った。工

事現場の騒音や振動，地下水の汲み上け' による建物の被害およ

び井戸水の i固渇，土砂運搬大型自動車によ る事故，現場管理の

不注意による住民の事故，沿道工事のための営業権 ・生活権の

侵害などがあげられている。乙ういう公害は工事の側に原因が

あるばかりでなく ，人口の過密化，生活の高度化にも大きな関

係がある。しかも ，工事が日常化しているととから ，住民は忍耐

しがたくなって いる函もある。脈絡施設とか地下鉄のように道

路が工事現場となる場合には ， 自動車交通をどう処理するかが

大問題になっているといわれる。道路の巾員の一部を交通にあ

て，工事の進行に応じて位置を変える乙とで対処できる場合は

よい。 それで不十分の場合 には交通の方を規制しないで工事の

方を夜聞にし ，昼間は仮舎li 板を敷いて交通を許している有様で

ある。いうまでもなく ，夜間工事は建設労働者を劣悪な労働条

件におき大きな犠牲を払わせる乙とになり ，付近住民の安眠を

さまたげる。乙ういう非能率な工事の費用が割高になるのはも

ちろんである。そもそも自動車交通のためにとのような一方的

な犠牲を払わな ければならぬ いわれはさらにない。工事現場は

製造業における工場であって操業中立入禁止が原則であろう。

自動車交通が激化しているという現実の圧力で弱いところにシ

ワを寄せるのは全く誤った現実主義である 。

第三 lζ 再開発事業にともなう移転 ・移住というタイプの問題

がある。再開発は現に人が住んでいたり ，建っていたりする施

設を取り 乙わ して建て直すのであるから ，居住者や特定の設備

の移転 ・移住は当然ともなう。居住者 lζ 適当な住居を与えて住

まわせ，再開発後に再収容するといった仕事はなかなか容易な

らぬものがあろう。そもそも ，再開発事業におい てその地域の

多様な要求をまとめて建築化に持込む ζ とも乙ういうタイプの

仕事であって ，総合 ・調整 ・述絡などという内容をもっ。再開

発事業に本質的な技術 というべきである 。

最後に経済性の問題をとりあげておきたい。建築にせよ ，土

木施設にせよ ，建設の経済性の概念があまりにも少なすぎたの

ではないか。建設によって得られる便益の獲得という一面的な

価値観に支配されていて，費用はかかるだけかかるといった甘

さがある。もちろん，乙 れには理由がある。第ーに公共事業は

私的投資による利潤追求の対象になりにくい部分を 引受けてお

り，投資 lζ 対する収益は期待できないか，または極めて小さい。

したがって経済性の観点が成立ちにく い。第二に経済的効果の

測定がむつかしく明確さを欠く。乙の方面の研究は最近進んで

きているようであるが，都市建設の特質である交錯した条件の

解析はなかなかむつかしい。第三に経済性が入札における最低

価格落札として制度的に計 られていると いう乙とから ，かえっ

て技術上の経済性が見失われがちになる。

周知のどとし近年事業用地価格は高騰しており，その結果，

投資の効率は著しく低下している。大阪市の例でいうと ，住宅

事業用地地価は昭和41年度の対35年度比が 7. 8 倍であるのに対

して，街路事業用では実 K 17.3倍にも 達 して おり ，街路事業費

中 lζ しめる用地質は昭和35年の43;; ちから 39年の77961ζ 上ってい

る。つまり ，39年には工事そのものに使われた費用は総額の21

% でしかないのである。地価問題は建設事業レベルをはるかに

越えて，基本的問題ではあるが，それにしても計画と建設のプ ロ

セスのものにも何らかの技術介在の余地がありそうに思えるの

だが。脈絡施設は技術的に細かく分割できない性質がある。た

とえば 1 mの街路築造は無意味で、ある。その反面非完結的な性

質ーもある。汚水用下水道は管渠の布設だけでは十分でなく ，終

末処理場とともにはじめて完全に機能する。建設におけるセッ

ト性とでもいうべきか。乙 のよ うに考 えてみると各種施設には

それぞれ何らかの経済上の建設単位や建設セ ット がありうる。

3. 都 市建 設 の 技 術 と は

以上の 2 節で都市建設が各種の施設の交錯的な建設の総体で

あり ，個別施設とは性格を異にするとと ，および都市建設にお

いて最近特に顕著に現われているいくつ かの事象について述べ

てきた。 そ して，筆者は乙ういう特質の基盤の上に生起してい

る諸問題解決のなかに都市建設技術の本質を見出すのである。

いうなれば，それは個別技術そのものではな し 個 別 技 術 と

個別技術をつなぐ総合技術ないしシステム技術である。物その

もののみを対象 とする工学技術ではなく ，人や組織のかかわる

社会的技術でもある。建築技術があり ，土木技術があり，そ し

て造園技術がある。しか しそれ らは各々自 己完結的で あっ て，

都市という場の技術と して開かれているとはいえなかった。前

宮iHζ 述べたのはいわばその不適応現象である。乙れまでの都市

計画はいわば都市の出来上り計画である。乙乙 lζ 述べた都市建

設技術との相互 フィ ー ドパック のなかで，はじめて真の「都市

計画」へ の道が聞かれるだろう ， と考えている。

( たつみかずお 京都大学助教授 ・工|専〉
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り，一部の地域を除き ，全体としてはきわめて低滞気味でt ある。もちろ

ん，乙のような地域開発の効果は，もう少し長い限でみる必要があり ，

短期間の人口動向のみをもってしては，軽々に評価すべきではないが，

乙乙当分の聞は，事柄の是非にかかわりなく ，大都市とその周辺地域に

なお相当の人口集中があることを予想すべきである c

区

，; r 山高岡

不知火，有

明，大平間

近 失 地 区

秋岡 ｩ ｾ

鹿 島 抱 区

.1t !  ｾま河湾

束 三 i河

掃 応 地 区

備 後 地 区

周 問 地 区

表3. 新産業都市および工業撃備

特別地域の人口噌加寧 (40/35)

地 区 増 加 率

岡 山 県 南 5. 1  1 新

大 分 地 区 4.5  I 夏

日 向 延 間 企 1. 5 都

徳 島 地 区 1. 4  市

* 予 地 区 1 6 1. 7  

総 本 政 紡 1 2.0 

新 潟 地 区 1 3. 3 

常 怒 郡 山 ムし6

illi 台 湾 1 8.3  

八 戸 地 区 1 4. 0 

( 注) 国勢調査結果
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大都市近郊地域に対する先行的な街っくりの配慮 が 重 要 で

ある 。

• 

大都市における今日の混乱を解決するためには，ほう大な投資が要求

される乙とから ，都市対策の議論において，大都市の整備か後進地域の

開発かという選択的な形で政策課題が俊起される乙とが多い。 ζ れは主

として投資効率という点から ，大都市の改造よりは，後進地域の開発の

ほうがすぐれているという立場から論じられる。

しかし ，大都市の現状からみると，地域を大都市と後進地域 [ζ 二分し

て論ずるのは適切でない。大都市の周辺地域には，急速に市街化をみて

いる地域，しかも道路，下水道，公園等の基礎的な生活m境3仮設の整備

が十分行なわれぬまま ，市街化しつつある地波がきわめて多く ，かっそ

の区域を年々拡大しつつある。

乙れらの地域 lζ 対して，先行的な都市旋設整備を緊急に行なうのでな

わが国は，昭和30年頃を境にして，市都 ・郡部の人口比が逆転し市部

人口の増加が著しいが，これとほぼ同じ時期 !ζ ，表 l のとおり 人 口減少

府県の数が激増しているつ

すなわち，わが国にお ける都市化の進展は

経済が高度の成長をとげた昭和30年代以後，

僅か 10数年の間 IC，特定地媛へ人口がきわめ

て大規模に集中するという形で急激にすすん

だ。乙のため，大都市地按において，住宅，

用水，道路，公園等の不足を生じ ，さまざま

の弊害がみられ，生活環境の悪化と都市機能

.そのものの低下をみるにいたり ，ようやく都

市問題が世論の注目を浴びることになり ，さ

まざまの都市対策が提言されたが，事態は一

向に改善されず，むしろ悪化の一途をたどりつつあると いっ てよい。

そ乙で従来論議されてきた都市対策について，若干の問題点をとり上

げ，対策のあるべき方向について考えてみよう。

表 1. 人口減少府県の数の推移

年 次 府 県

大正 9 - 14年 1  

14- 昭和 5 年 O  

昭和 5 - 1o 3  

10- 15  13  

15- 2_0  _ 1 _9  I  

20- 25 3  

25- 3o  7  

| 30~ 35 1J |  

35- 40 2 5  1  

( 注) 国勢調査結果

大都市とその周辺地域には ，今後なお人口集中が継続する 。

都市問題が論じられるとき， [ ' 過大都市J ，[ ' 過蜜弊害J が問題になり ，

大都市への人口集中は抑制されるべきだという 乙とが政策目標にされる

乙と が多い。

事実，昭和35- 40年の国勢調査結果をみても ，大都市の人口増加率は

東京都区部7. 196，大阪市 4. 896，名古屋市14. 0
Q

6といずれも低く ，都心

部では人口減少が目立ってきている c

100 

しかしながら，大都市の周辺地成では . 表 2 のとおり著しい人口増加を

みており ，このような傾向は今後ら 当分の聞は継続すると考えられる。

表2 人口熔加の著しい部市( 昭40i 35) ( %)  

lm加 率 都 市 | 地加率

笹 屋 川 ( 大 阪 ) 1  126.3  1 荻 木( 大 阪) 1 ω 2  

小 平 ( 東 京 ) 1  99. 1  1， 枚 方( 大 阪) 1 鎚 8

秘 戸 ( 千 葉 ) 1  85.3  11 府 中 ( 東 京) 1  54. 0 

飽 布 〈 東 京 ) 1  71. 8  I  4f R 井〔愛 知) 1  52. 1  

柏 ( 千 葉 ) 1  71. 4  )，' : 力的( 神奈川 ) 1  47.1 

吹 回 ( 大 阪 ) 1  68.5  fi 中 ( 大 阪 ) 1  46.7  

船 縞 ( 千 業 ) 1  65.9  I! 川 白 川 玉) 1  43.4  

高 槻 ( 大 阪 ) 1  65.4  Ｚｃｾ＠ fi I(愛 知 ) 1  42.5  

町 田 ( 東 京 ) 1  62. 6 藤 沢( 神奈川) 1  40. 6 

相続原( 神奈川) 1 ω 7  伊 丹( 兵五I l ) 1  40. 4  

( 注) 1. 国勢調査結巣

2 人口 10万人以上の市で，昭和35- 40年のt由加率

40街以上のもの

したがって，都市対策を考えるにあたってもっとも重要な乙 とは都市

圏の規模( 人口と区域) について，理想的( あるいは希望的) 目標を設

定するのではなく ， その地峡の持つ人口吸引エネノレギー を適確に見通

し，合理的，客観的な目標を想定することである。

大都市へ集中する人口 ・産業の分散拠点として，その育成 lζ つとめて

きた新産業都市および工業整備特別地域の人口増加状況は，表 3 のとお

今日は都市化の時代であるつ

野も山も ，人々の生活も ，すさまじ L、勢いで都市化しつつある。経済，

社会がすすむにつれて，都市に人口が集中すること，とく K 大都市にお

いてその傾向が著しい乙とは ，図 l のとおり ，各国共通の現象であるが，

とりわけ ，わが国における都市化のテンポは急激である。
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図 3. 費 用 負 担 の 公 平 を は か

る た め ， 受 益 者 負 担制

• 
度 を 活 用 す べ き で あ る が ， 同 時 に 大 都 市 地 織 の 改 造 に は 思

い き っ た 財 政 投資 が必 要 で あ る 。

大都市地域の改造をすすめ， その周辺地域の都市整備をすすめるに

は，巨額の投資が必要であるが，その財源をど乙 lζ 求めるか。

大都市 lζ 集中，集積された投資の利益はばく大なものであり ，乙の利

益あるが故 lζ 集中する 人口，産業であ る以上，大都市 lζ 立地する企業，

大都市に居住する住民からは ，積極的 lζ 都市3整備! と必要な資金を調達す

べきであるという怠見が最近有力になりつつある。たしかに，この地域

にあって，ぼう大な公共投資を利用する企業の活動等 lζ 対し ，それぞれ

の利益に応じた費用分担を求めることは ，む しろ合理的であり ，特定の人

達のみを公共投資によって利させるようなと とは許さるべきでもない。

この窓味では ，受益者負担の制度を活用して，民間資金を導入すると

い うととは，今後の都市対策をすすめるにあたっ て，もっ と考慮されて

しかるべきであろう 。

ただ，その場合，今日の大都市における混乱が，民間セクタ ーの活動

が著しくのびたのに対して，公的セクタ ーの活動が乙れに十分ともなっ

ていなかったこ とに起因しているととに留意すべきである。

すなわち ，大都市地域! とおいては ，経済成長が著 しく，人口 ・産業の

急激な増加がみられる一方. 後進地域においては，経済成長が停滞し ，
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図 3 都道府県別税収と財政支出との度保

人口の流出がひどく ，深刻な過疎開題がみられたため，地域聞の格差是

正がさまざまの形ではかられてきた。

図 3 は財政の面からみた乙のような格差是正の結果を示すものである

が，そのため大都市地岐においては ，財政投資がその行財政需要に比し

て著しく立ちおくれ，乙の乙とが大都市における混乱を一層ひどいもの

としている乙とに注怠する必要がある c

したがって，大都市の改造にあたっては，民間資金の導入をはかりつ

つも ，その主位は依然として財政投資以外にありえないので，その思い

きった重点投資がとの際必EEと考えられる。

4.  大 都 市 の 改 造 を行 な い ， そ の周 辺 地 域 の整 備を す す め る た

め に は ，抜 本 的 な 土 地 政 策 を 確 立 す べ き で あ 否 っ

土地は本来商品ではなく ，公共の福祉に沿って利用さるべきものであ

るョそれが投織の対象とされ，異常な地価騰貨のブ ームをよび，公共事

業の巌大のガンになっている乙とは周知の とおりである。

表 4 はその一例を示しているが，今日の都市問題の多くは ，土地問題

!}.(4.  都市計画( 街路) ' )l ，: l 佐賀に占める用地質の割合 ( 労)

昭2年 度I 36 I  37 
38 39 

大 阪 市 43 58 46  73 77 

一 一
横 浜 市 28 47  72 69 52 

名古屋市 69  76  86 89 87 

京 都 市 37 49  64 47 43  

北九州市 43  63 55 58 69 

メ日九

計 48 62 63 74 74 

( 注) 柴田徳衛「現代都市論」

が解決しさえすれば，解決できるといって過言ではない。

土地対策のうち ，その巾心をなすものは，

1  ) 土地利用の規制強化 : 宅地開発の許可能1] ，土地細分化の規制，土

地の高度利用促進と未利用地の規制なと

2 ) 公共用地の取得増加

3 ) 地価抑制対策強化 : 土地主主準価格の設定，不当な地価騰買によ る

利潤 [ζ 対する差別課税など

等であろう。

もとよりこれらは ，今日の諸制度の根本的な変革なしにはなしえない

が， しかしまた ，乙のような大手術を行なわずしては，今日の都市が当

面ししている諸問題の解決は期すべくもない。

む す び

わが国の都市化のテンポは，今後ちますます加速度を加えて，全国的

な規模で進行するに違いない。

好む と否とにかかわらず，大都市圏の拡大は必至であろう。乙れを政

策的 [ζ 抑制しようとすればかえってその混乱を大きくするだけである 。

むしろ ，今日重要な乙とは，大都市圏の拡大を率直に認め ，乙れに即

して先行的な配慮を加えるととにある。

都市は生きものであり ， 日々成長交替をつづけている。

大きくなったもの ，大きくなりつつあ るものには ，それに見合った上衣

を用意すべきであり ，あらかじめきめられたわ くにとれを封 じ乙め ，I適

正規模J Iととどめようとしても ，所詮無理とい うものではなかろ うか。

( うらにしりょうすけ ・大阪府企画郎企画室)
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都 市 住 宅 生 産 の 展 望

1. 

従来，住み方調査などの一連の分析的研究の上 lζ 立って，住宅の平面

計画では多くの試みがなされてきた。いわば戦後派住宅 とでもいうべき

n - D Kスタイルの住宅は，公団住宅をはじめ として，低質な建売住宅に

おいてすらも ，その平面型として定着して以来すでに久しい。寝室と食事

室( 兼居間兼台所) とを基本的な二つのスペ ースとした住宅の考え方は，

規模においてまた程度において ，様々なヴァリエ ーションを持ちながら

も今後大きく変わるととのない勢力を保っているかのようにみえる。

と乙ろで，とのモダンリビングは結果としての平函プランは同じでも ，

美はそ乙にいたるプロセスで二つの大きな流れの相異があるように恩わ

れる。乙の流れは未来モノとして 自由に提案されている住宅のプ ロジ ェ

クトに明瞭にあらわれてい る。今かりにその二つを簡単に，居間重点型

と寝室重点型 と呼ぼう。

居間重点型 都市化の進行は都市! と住み働らく都市人を単一機能体とす

る。都市の人間は都市的であろうとすればするほど自らを単一機能体に

対象化せざるを得ない。しかし人間は本来そんなものではない筈だ，と

いう経験をど乙かで得て来た都市人は単一機能体化していく乙とを必死

で避けようとするだろう。乙の相則的な状況の中で 7 イホ ーム主義が生

まれて来た。住宅R : おける居間重点型はかつて封建時代の滅私奉公の現

代版，すなわち資本の時代における「滅私家公家庭j のあらわれであり ，

典型的な都市的消賀の思想、を育成しているのではなかろうか。乙乙当分

の間のモダンリ ビン グは，寝室( 個室) スペース の相対的縮少という代

償のうえに，居間の拡大をヨリ一層顕著にして行くととになるかも知れ

ない。都市に住み働らく乙と が一般化していくにつれ. 一方で別荘の夢

が描かれねばならない遠因も ，乙のマイホーム主義的消費の思想、の延長

上にあるのである。

寝室重点型 人間単一機能化への反抗が内部R : 乙もってマイホーム主義

を強調するならば，外部へ発展して新しいレクリエーションの様式を求

め，労働の概念を変革しようとする主張が芽生えて来る。あるいは労働

の概念を資本経済の論理の枠内でではあるが，再構成しようとする試み

がなされるようになって来る。マイホ ーム主義が逃げ帰り型であるのに

対して，乙れは社会的任窓集団志向型であろう。乙の型の生活行動様式

はまだそれほど一般的 lζ 認識されているわけではない。実際，かかる認

識を可能ならしめるだけの生活基盤が用意されているわけでもない。現

代におけるマイホ ーム主義の魅力は，わずらわしさ が常につきまとい，

しかも画一的な人間関係から一切断絶すると乙ろにある以上，あえてマ

イホ ーム以外に自己対象化を存分にできる場を発見しよう とする乙とは

限りない無益な努力が婆求されるかのように思われるのである。しかし

生活における物質的i泣かさに対してー向に満たされない( あるいは，遅

かれ早かれやって来る) 精神的行為の貧しさゆえの現実喪失感は，自己

の顕在化をどこかに強く求めるようになるであろう。われわれはそれを

期待するときに " それでは集まろうではないか" と ふと思いつく乙とに

なるのである。乙乙R : 都市生活にお ける偶発的な社会的任窓集団の形成

のキザシをみる乙とができょう。

寝室重点型の住宅は家庭内部でのコミュ ニケーションを第一義のもの

と考えない。したがって住宅l J6互としての寝室の集合体と して計画さ

れることになる。居間や食事室というだんらんのためのスペースは片す

みに押しやられて ，本来の機能を発揮する乙とを期待されない。さもな

ければ，1面: 換の残余スペースに居間の名称が与えられるだけの乙とに

なるだろう。ヒトハ「外」デ生キネバナラナイノデア J レゲ
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都市の人間の生活行為の主要な部分が経済的要因によって決定される

時代はまた生活空間の主要な部分を経済的に決定される時代でもある。

乙の決定力は今後強まり ζ そはすれ，弱まる乙 とは考えられない。マイ

ホームの夢は悪夢に近い。同機 l ζ 7 イルームの夢も悪夢 ? の入口であ

る。とすれば，少なくて もマイホ ーム やマイルームだけがギリギリの住

宅の夢であるかぎり一一一そしてそれ らは事実，戦後派住宅 lζ 託された夢

であるのだが一一都市人聞は自分の住宅をさらに一層空疎なものにして

行くに違いない。

2. 

住宅問題 ・土地問題 ・都市問題，農村問題などすべての社会的な問題

の発生源は同じである。だからわれわれは住宅空間のあ りさまをとうし

て都市空間，地域空間の貧困を見出す乙とができる。たとえば，われわ

れは都市生活や地域生活の貧しさが，住居における生活様式に十分反映

されているととを知っている。社会的な生活の貧しさが，家庭生活を少

しでも豊かにし，そ乙 Iζ 安らぎを求める乙と 1r . われわれの目標を向けさ

せている。ヨリ積極的 ・行動的に見えるマイルーム主義も ，多くは職場

や家庭ですら求めて得られない精神的緊張感への欲求の裳返しに しかす

ぎないものである。

未来ブームは今日日頃ではやや下火だが，未来像が華やかにとそ拙か

れる必要があったのは現代が地獄だからである ，といういささか皮肉な

観点が成立つのも理由なき ζ とではない。そして将来の住宅が依然とし

てマイホーム ，マイルームの延長であり続け るならば，未来もまた地獄

であろう 。ならば，いっ その ζ と，堂々たる地獄絵を描いてひらきなお

ってみたらどうだろう。そのための資料ならば コト欠く乙と はない。何

かをつっつけば，そとには必らず地獄への導火線が用意されている。

住宅のみならず，われわれの住む都市そのものが地獄的である。

すでに交通地獄という言葉が生まれて久しい。公害，文化財磁波，景

観破壊，成人病やら物価高にいたるま で都市は地獄的である。あ る人々

はとの状況を都市の廃櫨であると考えている。都市( 立民村自然と隔絶さ

れて近代都市 lとなったとき ，すでに廃虚への道を辿り始めていたと考え

ーいる。搾取のための手段はいよいよ鍛えられて残忍になり乙そはす

れ，その逆ではない。

都市住宅の夢 はどのように拙かれよ うと， それらはすでに悪夢であ

る，と前! と述べた。都市の空間的な構成のされ方，という点か らみる と

き，都市住宅の地獄的ありさまは当然の結果である。つまり社会的な都

市生活空間はまず私的な性格を持つ居住空間! と歪のふきだまりをつくっ

ている。

いうまでもなく ，都市は社会的ないし公共的 lζ 使用されるべきもので

ある。佼用の権利を得たいならば， 同時に公共的な建設の任務を自覚し

なければならない。都市はそ乙 [ζ 住み働らく人間のための基本的な生活

の手段である。しかし乙の単純な原則が十分に認識されているかといえ

ば甚だ不十分である としかいいようがない。だいたい，認識はあっても

実践への有効な方法が容易な乙とではみつからない。発見不能の体制的

しくみが確固として存在しているのである。都市空間の非公共的利用と

建設とが現在の巨大な地獄的都市をつくり上げている。

別の函から見れば，都市の住宅は今後も生産され続けて行く都市空間

全体の歪の指標である。

住宅はプ ライベー トな空間であると同時に，一方できわめて公共性に

富んだも のである。たとえば，住宅が生産されていくプロセスは ，すべて

• 

• 

• 

• 



• 

， 

• 

• 

住 宅 の 将 来 像

居間重点型

寝室重点型

の他の建築物と類似した社会性を持っている。また，住宅地としてある

一定の地域的ひろがりを持つ場合，その住宅地!Cはおのずから社会性が

濃厚ににじみ出てくる。いわゆる住宅団地はかかる公共的性格を作為的

にっくり出そうとしたものであろう。公共住宅とは，住宅! とおける私的

性格のうちから可能な限りの公共性を抽出して，大量の社会性を集中さ

せると とによ り，経済的な効果を目的としたものに他ならない。しかし，

多くの郊外の住宅地には，都市空間構成の面からみて公共的なR 合性な

ど全くないのが普通である。公共的な胞策住宅においても大同小異では

あるが，およそ住宅地立地の法則性は都市の空間的構成の全体像を描く

乙となく ，ひたすら空地 ・未利用地充てん主義 lζ 没入し，不合理性の再

生産という法員I j 性をくり返しているにすぎない

まさに都市は矛盾そのものである。国家的資本や地方自治体施策の大

規綴な住宅団地は，公共という名のもとに都市内部の矛盾を郊外 ・J.::! 業

地域に持ち出し ，新しく発生する矛盾の布石としたものである。民間の

資本による大小嫌々な住宅建設勢力はそれに便乗し，矛盾露呈の触媒と

なっている。都市再開発は資本流通の道を広々と聞けて住宅の高家賃を

さらにつり上げ，都市から本来の意味での公共性を抹殺しつつある。都

市は住宅を踏み石として，い よいよ地獄の形相を厳しくしていく。

3. 

共 同 化 さ れ た 間 ひ ろ ば ，J  

/  

ノ

ン

都市の人聞は社会的な無機質化への反逆として，マイホーム， 7 イルー

ム主義という生活様式を固めようとしているコ乙れらの生活様式の空間

的表現としての住宅は，未来1C向けて自由に提案されたプロジェク トの

中にあらわされている。都市での人間生活は，都市そのものの現実に規

制される。乙乙 lζ は，徹底的に必然の論理が作用している。そして都市

の現実とは，公共性の不均衡，矛盾の各所露呈，不合理被覆的施策の集大

成，価値の倒錯と地獄の狂探である。要するにわれわれは，その現実を資

本の論理と呼び得るわけであるうとすれば，都市の人間一一! とかさらず

すべての入閣がそうであるのだがーーは資本の論理にしたがい自らの生

活様式を決定せざるを得なくなっていることになろう。乙ういった現実

の諸関係については多くの識者の指摘されているととろだし，また，乙

の小文であっかい得る範囲を越えている。われわれの現実は地獄的だ，

そして未来もまた地獄的だ，というひるきなおりの態度を取り得る ζ と

から出発しなければならない，ということを言えるだけである。そうす

れば，マイホ ーム，7 イルーム主義の極限がいかにも豊かなものにみえ

て来る。逆説的にいえば，人間は自己の対象化を志向し，満たされなく
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ても ，なおかつ必要に応じて( あるいは直接的には不必要でも) 価値を

生産 して行くものなのだから。

われわれのまえにはまだ究わめられていない住宅の未来図がある。し

か しその未来図は，もし生産のプロセスについての検討がな いならば，

一瞬にして無力極まりないものとなろう内われわれの描くべき未来図は

プロセスを伴った未来図なのであって，時間の要素をヌ キにした突発的

な未来図などは，もはやフンパンものにしかならないのである。

われわれが確実に描ける展望には現実的な条件がある。ひとつは，現

実の中にあると乙ろの課題や問題の認識の程度であり ，もうひ とつは，

現実の中にあると乙ろの問題解決の手段である。われわれは誰 しも常臼

頃から痛切な問題を抱え込みながら生活しているから ，問題認識の程度

は必らずしも低くない。もし住宅や都市など! と対する空間的な要望，す

なわち ，問題怠識の空間的表現が少ないとすれば，それはまだほかにも

っと切実な問題があるからか，ないしは表現の方法l ζ{慣れていないから

である。芸術性やコンピュ ーター的システム性を付け加えなければなら

ないほどに，建築や都市は日常的思考対象のうちでもヨリ高級なもので

あるのかも知れない。

それはともかく ，都市生活空間，なかでも住宅の生産のプロセスはど

のように検討されるべきか内そしてそれはどのような展望を描かせてく

れるだろうか。

家族の大きさ ，機成のタイプ，長年の間 ( C動き難いものとなったとの

れるのもそれほど速い将来ではない。住宅と都市の持つそれら二つの性

格は ，一方は都市近郊の民間建売住宅やアパー ト群，もう一方は都心の

オフィス ヒソレ群にすでにあらわれている。建設主体を問題 lζ しなければ

ならないのであるが，住宅市場の整備が急がれ住宅産業が苦手lのいい産業

として成立しそうになるとき ，その建設主体はどとからでも ，確実にあら

われて来る。住宅建設の技術，システム ，オペレ ーションは宇宙船打上

げのそれにくらべれば，全く幼稚なものにしかすぎないのである。技術

的lζ ははなはだ低級なものにととめられている部分が多いといえよう。

だが，究極的 ( Cはコンピュ ーターシステム! こ乗った住宅建設のオペレ ー

ションは住宅の流通消波財化と大量多種生産性とを現実的なものとして

いくだろう。そしてそれはマイホ ーム，マイル ーム主義の住宅観を物質

的に支えていく乙とになるだろう向都市の高密化は都市の立体化として

一倍推進させられる乙とになるだろうっ

住宅 lζ 対する需要の測定を行ない，それを実践的に集約化する理論の

開発が急がれねばならないc われわれが当面している最大の課題は増大

する住宅需要の歪的 ・質的な変化の傾向を認識する乙とであり ，それを

集約化していく乙とである。住宅生産のプロセスの検討は，まさに乙の

課題へのアプロ ーチから始めらるべきものであろう。住宅の供給側面に

おける技術的な課題，システムの再編成，生産組織論的課題などは需要

集約化の各段階において必然結果的に決定されていくものと思われる。

世の身分，階級，階居 ，慣習 これらは今までの住宅の平面計画 lζ 基 4  

; ; f 三的要因として作用して来たっ量から質へと転換したと一部でt は言・われ

ている住宅問題は，笑際には依然として消失してはいない。その現実! と

対処するために ，住宅建築の計画企画 ・設計 ・研究 {ζ 従事している人々

は「狭くても住みやすい家j の実現のために，きわめて実践的な仕事を続

けて来ている。それでもなお ，住宅事情の改善 lζ は，速くおよばないか

のようである。もともと ，住宅は住み手の自由主主志 lζ もとづいて形づく

られていくべきものであるつだから「定式」はあり得な い。住宅計画の

最大のにない手は住む人みずからである《そして伎宅のデザ イナーは住

む人それぞれが自分たちの自由意志を最大! こ発揮でき発展させる ζ との

できるような環境を，あらゆる湯合についてととのえてやること K 彼ら

の職能を確立すべきである。たとえ悪夢であっても ，7 イホ ーム，7 イ

J レーム主羨の両者を兼ねそなえた住宅へのあ乙がれは無限だし ，また少

しづつでも現実的なものになっていくであろう。 I ヨリ広い家J I もう

一部屋」ののぞみは当分尽きることがないであろう。

都市は高密度化している。やがて都市圏も均質的 ( C高密 lとなっていく

であろう。事実，高密度は現代における社会，経済的繁栄の キャッチフ

レーズであり ，情報理論は乙の社会存亡のための武器 lζ なりつつある。

コンピユ ー トピアは若手ではなくて，現実だ。と乙ろで，乙の高密度社会は

居住環境における高密度をも 当然要求する乙とになるだろう。 マイホ ー

ム，マイル ーム( C基調を置き，さらに，高密度居住を余儀なくされる。

とすれば，言うまでもなく ，現在とは異質な都市空間が出現せざるを得

ない。都市建設，住宅建設における新らしい方法とシステムが考え出さ

れなければなるない。現在，都市の人間は身軽る! と居住地を変える乙と

はできない。しかし住み方に応じて自由に住宅を選択したいと い う移動

要求も出て来るであろう。 ζ の運動はますますはげ しし多くなってい

くだろう。とれもまた住宅建設の新らしい方法と ，システムとを急いで

確立する乙とを促がすものである。

いわゆる住宅生産の近代化がこの要求 lζ 応ずる。住宅が流通消費財! こ

なるのはそれほど遠い将来ではな l 、都市が高層化のみならず立体化さ
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結局，われわれは望んでしかも得 られない住宅の夢が住宅生産の不合

理性にもとづくものである乙とを知 るねは:'t，;. るまい。選択する権利の行

伎の乙とを自由と呼ぶならば，われわれの多くにはわずかな自由しかな

い。多くの不自由をしのぶばかりではない。われわれには望みもしない

ことが押しつけられているのである内これは地獄絵だ。現在のわれわれ

の地獄的状況は生産の不合E主性'C，fu大の，そして本質的な原因を有し

ている。

しかし ，住宅産業が住宅市妥を組織化し集約化し市場を広く深く一見

合理的に開拓して行く乙ともまたあり得ることである。 I笠かな社会J

における住宅生産のイメ ージはそういう時代の到来を予想させる。生産

プロセスでの各個技術的な問題は生産 イメ ージの強調 Iζ 効果的な結論を

用意するであろう。超高密化して行く都市空間一ーその中での住宅 lζ 持

たされる役割は ，現在よりもけた違い! こ豊かな空間のヴァリ エー ション

を伴って，きわめて魅力的である。しかも公共的施策の目標が，まさに

そ乙をねらって いるとすれば，われわれの夢は一層確かなものとなるら

しい。地獄絵はただちに板楽絵 (ζ 拙きかえられるのかー... .。

しかし ，それは幻想である。われわれが現在あるがままの住宅の，zr を

得るために ，どれほどの自由を放棄しなければならないかは注意深く隠

蔽されている。はじめに述べたように ， I豊かな住宅J への希求は資本

の論理一一巧妙にして細心の作為，必然の論理一ー の枠内でしか試みら

れない。住宅は依然として自由窓志の産物とはなり得ないし，自由意志

の対象にすらなり得ていない。

限に見えてよくならなかったものがよくなっていくときの逆説をとそ

批判の対象 とすべき時代が早晩訪れることになりそうだ。住宅の生産と

供給はまさに堂かさ の現象をリアリティを持って現実化 している。些か

さの進展は ，建築 ・住宅の生産の近代化という技術的条件の上 lζ ，開花

の時期を迎えようとしている

( しまずよしき: 京大大学院〉
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屋根葺工史話 (3 ) 板葺史話( その2 ) 郎次村{
呂

• 
中村逮太郎日本建築砕梁にはこけらぶきと同じとあるが，乙乙で

は長二，三尺位の小板にて葺く屋根をいう ζ と! とする内

小板葺の材料は扮ぎ易く ， しかも耐久性のある樹種，例えば，秘;: ，絵

栗などの柾目材が喜乙ばれていたのは当然で，その寸法は地方によって

相当の相違がある。例えば，信州では長板は長二尺から二尺五寸，け]は

五寸位，厚きは二分から二分五厘位IC割った禄板が普通で，一般に鷲足

は六，七寸内外で，屋恨勾況は一間にニ尺落( 即三寸三分勾配) を標準

としている。葺いた上に丸太や角材などを以て押え とし普通石置屋根に

している。屋根石は手近にある石を使うのはもちろんだが，落ちないよ

うに丸い石でなければよ いようなものだが，地方によっては習慣で忌む

石があり ，気を付けな ければならない。例えば，鉢巻石といって，石に

鉢巻の文様のある 異質の色の入っている石を屋般に乗せる と， 母親が頭

を病むとか，親の死 [ζ 自に会わぬなどいう類いで，かなり古くからの迷

{言のようである。

ζ れらの板廷の屋根は粗末なものは自分透( 良民) がユイと かスケ等の

協力組織を持っ て，お互に材工を出し合って泣いていたが，やや高級な

ものは肝心な化粧{ となる軒廻り ，けら端，椋廻り等を専門の屋根屋 {ζ 頼

み，あるいは指導をして貰って葺上げていくと いう草葺屋根と同じやり

方で，自給自足をしていたようである。洛中治外図E手風( 上杉家政) の

小板葺の絵は家内の者まで総出で，屋根廷を行っ てい るほほえましい街

の風物を画いている。乙れで見ると屋根廷は，庶民の間では田舎ばかり

ではなく ，町でも自分達の仕事としていた時代がつい最近まであったの

である。材料の屋根板は，古くは良民が初冬 !C自分遂の 山野か ら{ えって

きた木材を冬の農閑期を利用して，コツコツと 割って貯えていたもので

大家などでは下男などのよい夜なべ仕事の一つであったらしい。田] 家の

人達はこのような農家のものを買って犀恨葺をしたらしく ，先 lζ も記し

たように，小板の材木売が街を売り歩いていた。したがって大きな町や

宿場の大火などで，突発的に大きな需要先ができたときなどには思いが

けぬ金銭収入で，農村が潤ったこともしば しばあったものだという 。

しかし山村の農家の扮板作りも ，1良作業が複雑になり ，他 lζ 有利な金

銭収入の途が開けて来るようになる と，小板や扮板作 りも次第に専業化

し， 屋根廷の ときの下手伝のみが賃金の低い昔ながらの良民の暇を作つ

ての仕事として残 っているとい うのが，一郎の j込村の現状であろう。

一方都市においての板菱屋根の専業化は，材料の性質からも草葺より

遥かになり易く ，都市の大きさにもよるが，定住 した屋根職人も早くか

らでき ，忙しい ときは労力は苦手の渡り職人のような者の導入によって

充足されていた。江戸でも文化文政頃( 一八0 0 ) ともなると ，草葺屋

根は甚だ少く なくなり ，板葺の家が自について多 くなってきている。北

斎の隅田川両岸一覧の図を見ると，革法の家が宣では修理ができず，痛

んだと乙ろに小板を差込んで競いながら雨漏りを防いでい る家が数多 く

爾かれている。北斎が庶民のふところ具合をチョ ッピリ見せた面白い絵

だが，都市の建築の移り変りを見せてくれる有力な資料でも ある。

乙の時代にまでなると ，屋根底といういろいろの綜合的に屋根仕事を

する請負業者も できて，それぞ. れ顧客を持って商売ができるようになっ

たのである。なお瓦葺を主体とする屋線屋は庶民の経済力が地について

きた元禄を一寸遡る当りに請負として成立したのではなかろうかと考え

ている。土居廷とか下屋や，1.氏の板葺などでいろいろの単能工が，屋恨

主主一般の屋根茸工となって一家を成すに至る者かできてきたのは，庶民

の家がよくなってきた乙の頃位からであるように恩うのである内

扮 板 蓋

扮板葺は惚杉材等を -分前後の厚さに扮いだ長さの短い五年仮でE いた

屋綬である。板の長さも板l与も H寺代により処によりまちまちのようで.

概して古い l時代の方が長さは長く厚さも厚いようであるのまたj享さによ

って名称が異なり ，厚一分五箆位までのものを怖といい( 註 ・乙れを

「かきいた」と称するは甚しき誤りなり〔中村達太郎) ) ，一分五厘から

三分までの厚さのものを木賊: u と称、し ，三分以上を初公と称している。

いずれにしても機械扮となるまでは入手による乙とであり ，材料の質

や工具の鋭さにもよって厚さなどまちまちになるのは当然で. あえてや

かましく区別を論ずることもできないと，思う【

さて，扮Eまともいえそうなものに桧皮琵ーに似た杉皮切仮立がある内杉

皮の表三尺ものを三ツ切位 {ζ し，笠足も二寸位にして是正くもので竹釘を

{ 吏っているの古い文献が見当らないので，筆者の私見であるが，国宝建

造物の修理なとに瓦目下の土居板としてかなり古い杉皮野があり ，11寺代

は下 っているが，近世職人尽絵詞( 文化二年 ・一八O五) を見る と，民

家のとんとん設に杉皮切廷の絵があり ，女まで混って殺人らしくない姿

の人達までがi殺人と共々に屋綬を葺いている絵がある《側に竹主] 入れの

桝がf ' . I ' 手一人 lζ 一つつつ置いてあり ，竹釘がー升何程で34貝されていた

葺板
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上 治中治外図扉風( 町田家厳〉 ー建築中の図ー

下 "  ( 上杉家蔵) - 11 ー
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上彰家蔵 ・浴中洛外図都分

とい う話と符合 して面白くみる乙とがで・きる。

乙のような絵を見ると ，杉皮の扮nは実際 lとは扮板葺よりもかなり古

くからあって，あるいは桧皮廷の下級なものと差別がなかった乙とがあ

ったのではないかと想像できる。七十一番歌合絵巻の桧皮葺の絵を見る

と，材料の桧皮は一端は切り揃えており ，他端は木から樹皮を，I;I]したま

まの状態になっている 。先端は現場で切ったようでもある。

現在見るような長さや巾を切備えたものを何種頬か用意して，材料貯

えに手間の半分以上もかけるという桧皮廷とは一見 したと乙ろ，大分違

うように受取れる。 ζ のようなととから ，古くから桧皮葺と共に杉皮切

板葺 lζ 属するものがあったと思うのである。耐久力の乏 しい材料であ る

扮聾には巡構はないが，鎌倉時代の宮殿の室内や厨子などに使ったもの

に桧皮葺を型取ったものが，偶々そう見えるのか明かではないが，現在の

扮板と少し も変らない扮葺の伝世物が残っている。実際には，工芸的に

は可能でも当時の建築の屋根となると ，また別 lζ 考える必要がある。お

そらく本物の扮板を作るととは大量には甚しく困難であったに違いない

し，そのような場合は当然桧皮葺で葺かれたと考えるのが妥当であろう。

すなわち薄い水の浸透しない板で屋狼を泣くアイ ディヤは，桧皮笠で

実証済であ り，桧とほ とんど同じような杉皮茸，間切主主が特K. 文献など

にはな くとも ，混同され実用化されていたと考うべきであろう。 扮葺は

昔は竹釘廷であり竹釘が通り易いように，杉や似の柾日取りの板を良と

した。初茸は鉄釘 止めで したがって材料も栗類などが用いられた。鉄釘

を使用する関係から屋根として現われたのは鉄釘の比較的 自由に使える

ようになった桃山時代からが考えられるが，目立って釘の佼われるよう

になるのは徳川時代に入ってからであるので，屋根葺やその仕舞や納り

に釘が多 く使われ出 したのは前掲の慶長年間とされる絵巻物の出た時分

であろう 。気のせいか，絵がそのようにも見えるのだが，如何なものであ

ろう。

ただ し初茸は関西には少なく関東，東北 ICむしろ多い という。( 明治

前，日本建築技術史)

土 居 葺

瓦葺の土居葺の最も古い式のものは原型を留めているか否かに疑問が

あるが，例えば，法隆寺の舎利殿や絵殿など国宝建造物の修理の写真 lC
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よると ，あたかも有合せの似た ような厚さや太さの木片を並べて木の閣

の隙聞をなる べ く小さくし ，木舞掻をするように縄類で述結した面を土

居廷の地とし ，その上 lζ 直接瓦を主まいたものや輿福寺の東金堂のように

その上 IC杉皮を土居聾 して瓦を葺いているようなま乙 とに粗末なもので

ある。その上 lζ 古代は瓦のゆがみが多く ，I'j] II 染が惑い瓦であった乙とを

恩うと ，雨漏りは避けられず，I日態を残せる屋根は無いのが当然といえ

そうである。室町末期の洛中洛外図扉風( 上杉家蔵) の材木売の絵で見

ても乙の時代になっても ，いまだ心細い苦手l材を担いで売歩いている状態

を考えると ，そのわずか三百年位前と思える時分に改修された法隆寺の

諸院や殿舎の葺下地の惨さも当然である。

したがって土居聾の杉皮廷の場合でも Ｍ Ｚ￭ｕＭ下のものは ， 木 ｾＨｃｾ［ など

で縛 りつけて留めていた程度のものであったとも恩われる。石山寺造営

の際の桧皮廷の調書の中 lζ 黒葛の名が出ているのは，そのようなととを

証明しているように見えるのである。

乙のように瓦葺の下地も心細いものであったが，前記の室町時代から

の工具の改良があってからは，技術も格段の進歩を見て近代 !C通じる土

居廷が考えられるようになったと見てよいと恩う。それまでの瓦首ー下地

には，当時の技術者もよほど困っていた らしく ，興福寺の東金堂の改修

で( 一回一一年建立のもの) 明らかとなっている下地を参考に書いて見

ると ，野地板はかなり しっかりとした棋材の長七尺位，巾七，八寸，厚

七，八分の割板を流板張に し，その茸足を二尺七寸五分乃至三尺凹寸 lζ

張立てていた。 したがってーカ所の重ねは三枚づつとなり ，その上に杉

皮の土居去を し瓦後を打 っている。瓦の局n染の悪さは想像 lζ 余りあろ

う。権力もあり経済的に余裕のある宮寺の建物でさえ，乙の不器用さで

あると とは，大鋸の有無工具の改善の如何に重要であるかを物語ってお

り，乙の後戦国の混乱期でさえ， 建物は目立つた進歩を見せた建築界

が，次の桃山時代 lζ 一時に花と咲いた状態となったのも ，乙れにつなが

る乙とと思うと ， 今更ながら機械工呉の重要さ を痛切に感ずるのであ

る。

土居廷の扮管等については乙とさらに多くを語るを要さないと思う。

ただ江戸の初期から土居葺扮笠 として一般化する機運となる乙とを記せ

ば足るであろう。

次号に 1: rいつまで草と石灰の諾J を掲畝いたします。
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技 術 の

砕石コンクリートについて

〈ー) コンクリート用 骨材と しての砕 石 の 重 要 性

近年，建設事業の活発化と治水事業の発達，また一方河川の保畿管理

lζ 対する 当局の規制等により ，コン クリ ート 用骨材の枯渇を憂える声が

次第 lC昂まり ，昭和40年11月建設省が 「河川砂利採取の現況と今後の見

通し」という砂利白書を公表するにいた り，骨材対策が緊急、の問題とし

て脚光をあびてきた。周知の通り ，土木工事および外国の諸 コンクリー

ト工事では，従前から砕石を多く使っていたが，わが国の建築工事では

土木工事に比し躯体工事の断面が狭小なのにもかかわらず多数の鉄筋を

入れる習慣になっているので，コ ンクリ ート の充壌が楽でないためワ ー

カピリティの点で難点のある砕石をつとめて避けていたのである 。しか

しながる ，洪水による砂利採取床の再生が間に合わず，砂利は次第に粗

大となり過大粒が使われるようになってくると ，豆板の発生が目立ちは

じめ良質な天然砂利が枯渇しはじめると ，砕石への転換が色々な角度で

検討を加えられる ようにな った。従来では道路用 ，軌道用 Iζ 砕石の用途

は大部分を占めていたが，早晩建築用にも砕石が 100 96用いられる時代

がくるであろう。河川砂利 !ζ 恵まれない関東，九州地方の一部ではすで

に多くの工事が砕石に依存している実情である。

とζ ろで，一般的 lζ 従来からいわれている "砕石 コンクリー 卜の難点

は砕石が角ばっているので，コン クリ ート のワ ーカビリティ が惑い，砕

石の空隙率が大き いのでセメン ト丑が地加する " と いう考え方が圧倒的

であった。しかしその後の研究で乙れらの難点に対処する方法が見出さ

れ，経済的，技術的にも河川砂利と同機 fc : : ，砕石を骨材として使用する

のに何等支障を来さないと ζ ろまできているのである。それではどのよ

うな砕石をどう使用すれば良いのか，という点K 焦点を絞って種々の問

題点、を記述してみよう

( ニ) コンクリート用 骨材と しての砕石が要求される 特 性

J  I  S 表示許可工場から生産される砕石ならびに J I  S 表示許可 lζ 準

ずる砕石，すなわちその石質，粒形，粒度が適当であると ，天然砂利と

何等変らない コンクリート が打てる。

( イ) 石 質

石質としては天然砂利 [ζ 要求されると同機で，すなわち竪硬，清浄，

耐久，耐火で安定性のあるものがよい。乙れらの条件 lζ 合うものとして

は，玄武岩，安山岩，硬質砂岩，硬質石灰岩および乙れに準ずる石英RI

岩，閃緑岩が良く ，現在砕石として生産されているものは，乙の種のも

のが多い。片岩，片麻岩，軟質砂岩，軟質凝灰岩，風化した岩石などで

軟弱なもの，および砕くときに亀裂を残すおそれのあるものは使用して

はならない。

( ロ) 吸 水 率

昨石の吸水率の砂いものは石質が竪硬密実である といえる 。砕石の原

石が同じ場合コンクリ ー トとして適当な粒形のものは不適当な粒形のも

のに比して，実絞率( 単位体積中の骨材の実体積) も大きく ，また吸水

頁
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率が砂なくなる場合がある。したがって吸水率は骨材用砕石の良否の一

つの 目安 となる ため，その値が 2 %以下である事を J I  S では規定して

いる 。

( ハ) 比 重 ( 表乾)

2.5未満のものは，一般的! こ軟かすぎるので比重は2. 5以上のものであ

る乙とが必要である。

( ニ) 粒 形

馬平なもの細長いものであってはならない。 したがってなるべく角が

鋭角なものを使用すると良い。粒形は一般的に原石が硬質にすぎると ，

角が鋭角になり易くまた扇平になる。 したがってあまり強度の大き い原

石は必要でない。粒形が不良であると コンクリートのワーカビリティは

悪くなり ，またセメン 卜盃も多くなる。砕石の粒形の適否は実結率の値

と密接な関係にあるわけで，実績率が5896以上のものであると ， ワーカ

ビリティ ーは川砂利( 実績率は普通60- 6896位) を用いた場合と全く変

らず，5796の場合軟絞りのと き川砂利と同程度であ る。これに対し実績

率がお必以下であるとワ ーカビリティ ーは極端に悪くなり ，スランプは

急激に小さくなる。したがって実績率は鈴くとも5596以上のものが必要

で，できれば57- 5896以上のものを使用する と良い。

砕石の粒形は原石の石質 (ζ 左右されるが，原石が同じでは砕石の製造

[ζ 用いるクラッシヤ ーの形式で異る。すなわち原石破砕で砕石がクラ ッ

シヤ ーの翼や反授板 lζ 当る回数が多いほど，扇平なものや角ばったもの

が砂くなるので，インペラ式が最も良いというのが通説である。

( ホ) 不 純 物

ゴミ ，泥，有機不純物などの有害物を含んではいけない。乙れらの不

純物は骨材表面 lζ 付着してセメントペーストと骨材の付着を阻害し，コ

ンクリー卜強度の低下を来たし，セメントの硬化を妨げる。ただし砕石

の製造時 lζ 生ずる微粉末は砕石とまじっていても差しっかえなく ，コ ン

クリー卜のワーカビリティを良くする傾向にある。

( へ) 粒 度

砕石の粒度は一般に述続粒度が用いられ， J  I  S  A 5∞5で規定してお

り，粒度はかなり 正確に調盤出来るのが大きな特色である。粗骨材とし

ての砕石の場合砕石混入率を 10096とすると ，径 5 '%，- 10協を約 305ぢ，

径 10弘- 20'%，を約7096の割合で配合すと ，コ ンクリ ー ト用2∞5 ( J  I  S  

規格) としての粒度範困内 lζ 入るようである。 F . Mを6. 65とし強度そ

の他の F act or をできるだけ満足する条件を求めると ，上記配合のもの

が一番好結果をもたらすというととが実験上ならびに実際の現場絞りに

おいても実証されている。

( 三〉 砕石コンクリートの特性について

( イ) 砕石混入率とコンクリートの調合について

川砂利 コンクリ ート {ζ 対する砕石コンクリ ート の単位水量との関係

は，川砂利コンクリー卜 lζ 比して， 砕石混入率の増加に従い，単位水景
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は増加し，砕石混入率20.96で1025弘 40.96で約 104.96となり砕石混入率10

% について約 1%増となる ，とれは ] A S S の砕石による補正値と ほぼ

等しい。

さて，川砂利 lζ 砕石を混合した骨材の性質は，当然川砂利と砕石との

中間にあり ，乙れを使用したコンクリ ー トの性質も砕石混入率の多少に

応じ，砂利 コンクリ ー トrr . 近い性質かる砕石コンクリ ー トに近い性質lζ

移行する。砕石の混合率によるスランプの低下を調べると ，セメ ント使

用畳，セメント水比を一定とした場合で，砕石の場加率とスランプの低

下はほぼ直線的である。したがって所要のワ ーカビリティの コンクリ ー

トを得るために必要な単位水置は，砕石の混入率K 応じて増加する。ま

た砕石混入率が増加するにつれて. S / A も増加する放， 当然細骨材の

量一を補正する必要を生ずる。一方 S / A は増加するが，反illi 粗骨材が減

少する。弊社の現場打ちの例では，砕石混入率 I∞ % の場合13%- 15.96

減，また関西生コン協会の報告書でも 11 .96- 12.96の減となっている。な

お乙れらについては，昭和41年 4 月建設大臣官房技術参事局室より ，砕

石 コン クリ ー トの配合設計方法が指示されているので参照されたい。

( ロ) ワーカビリ ティの低下

砕石を用いる乙とによる ワーカビリティの低下について，伊東，児玉

三浦，郡教授らの実験では， 細' 月材率 ( S / A) は砂利を用いたときに

比べ約 5 - 6 .96大となり ，また単位水量は 15- 17kg/ rrf 増加している。

また同一配合の場合lζ は砕石コンクリートのスランプは砂利コンクリ ー

トのスランプに比べはるかに小さいが，砕石の粗粒率 ( F • M ) が大き

く，粒形が球形 Ir . 近いほど，また単位水量の多くなるほど( スランプが

大なるほど) その低下率は減少している 。配合が同じなら砕石コンクリ

ー トのスランプはl沙利コンクリ ー トのスランプより約 7 cm少ない。逆に

同一スランプの コンクリ ー トを砕石 コンクリートとして うるためには，

単位水置を大体 18kg/ nf 増さねばならないという。建築学会の標準配合

では砕石を用いるときはE金利を用いるときにくらべ，単位水面: の増加は

8 .96を標準としている。乙れ らの ワーカビリティの低下は砕石が角ばっ

ているために因るもので，混和剤を併用することによってワ ーカビリテ

ィの低下を相当緩和できる。すなわちビンゾーノレレジン ， リグナーノレ，

ポゾリスなどの混和剤，A E剤を併用すると砂利コンクリ ー卜! r . 匹敵す

るコン クリ ート がえられる。

( ハ) 水セメント比と圧縮強度との関係

横道教授らのデーターでは砕石コンクリ ー トは同一セメント水比の砂

利コンクリ ート 1r . 比較すると，圧縮強度は大となり ， その増加率は配

合，強度の極類 [ζ よって，異るがほぼ10.96- 305ちである。また伊東教授

もセメント7] <. 比 1. 8- 2.  8  (W /  C  =55- 365め の 範 囲 Ir . 対し， 同一セメ

ン卜水比の砕石 コンクリートは，砂利コンクリ ート に比し圧縮強皮で 7

- 15.96. 曲け‘ 強度で約175ぢの増大を示し，単位セメント置を同じにすれ

ば曲げ強度で 55ぢ土台，圧縮強度ではほぼ同ーか多少大きい程度である と

報告されている。さらに川砂利コンクリ ー トで強度が Ｑ ＵＰｫｧ Ｏ ｣ｾ Ｍ ＲＵＰｫｧ Ｏ

｣ｾＮ スランプが Ｑ Ｐ｣ｭ Ｍ ＲＰ ｣ｭ の比較的軟練りの配合に対し ， 同一配合の砕

g 二コt g e m銅

送 風 機
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石コンクリ ー トの強度と比較された児玉教授の実験では曲げ，引張強度

は大となっており ， 圧縮強度では大差がなかった という結果がでてい

る。弊社が児玉教授に依頼 してやって戴いたセグメント 用砕石 コンクリ

ート の強度試験においても ，材令28月で砂利 コン クリ ー トの強度に比 し

て約 9 .96 強くでている( ただし早強セメントを使用， 混和剤 マジノン

A 令. 100示方配合も砂利 コン クリ ート の場合と全く同 じ) 砂利を砕石κ

替えたのみ。スランプは 1cmの硬練りで供試体の破域状況はいずれも正

常であり ，強度の材令的増進状況も 正常であった。また曲げ強度は圧縮

強度の 12.4.96を示し ，曲げ折片の圧縮強度は円柱強度の約1 . 14倍を示し

ていて，普通の砂利 コンクリ ー トの場合と何等変わるととろはないとい

う報告をいただいている。

( 四) 結 論

良質な砂利が容易 K 入手できる場合はともかく砕石使用の止むなきに

いたっている現在，なるべく経済的な砕石コンクリ ート を使用するよう

つとめねばならない。そのための注意としては，っき、のとおりである。

付) 空隙率の小さい粒形の良いものを選ぶ乙と。

砕石の値段が 40円/nf 高くなっても空隙率が 1.96小さくなれば損はな

いからできるだけ粒形の良い ものを使用する。

(0)  単位セメント 置を同一にした場合，悶ースランプをうるためには単

位水量は増加するが強度はほぼ等しい( または少し増大する〕。しか

し，セ メント水比が大となるため水密性などが低下する。 ζ れを補う

には，混和剤. A E弗j などの使用 lとより減水ないしはセメント節減と

減水をはかるか，良質のフライアッシ ュなどの混用も効果がある。

い) 7. kセメン ト比，ワーカビリティを一定 lとする場合には， 砕石 コンク

リー トの強度は大となるが，単位セメント置も増大する。そのため同

一強度 1r . 対し砂利 コンクリ ー トとは異なった水セメン ト比 ( やや大き

くえらびうる) を用いてなるべくセメント量の小さい配合を決定する

こと。

上記三点! と留意して戴き J I S 規格 lζ 合格せる砕石を使用された場合，

必らずや満足していただける砕石コンクリ ー トが打ち上げられる乙とを

確信して摘さ立させていただきます。
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日本建築協会

月間の動き

口 昭和42年11月分 口

I__!_竺 ー評 議 員 会 1  

28日 41時- 41時 半 於 会 館 集 会 室

出席者Ｈ評議員Ｉ相 Ｑ Ｑ 谷議長ほか Ｗｾ 包

委任状出席者 77名 計85名

( 理事) 東畑会長ほか 5 名

議事(1) 昭和43年度評議員選出数決定に関する利ニ

(2) 理事 l 名補選延期κ 関する件

L !  
事

dミ.

=  

1 日 4 時- 511寺 半 於 会 館 集 会 室

出席- I : i 東畑会長ほか 9 理 事 海 上，五十胤

監 事 井 手 京 都 支 部 長

議 事(1)定時評議員会開催の件

ＨＲＩ 取引銀行預金口座名儀変更と会 ［ｽ ｉ ＧＧ｜ ｊｾ 務処

辺理: 内必脳1I仰f刊街似制iむ似削jl対lリ定の件

(3);忘年懇親会開催日変更の件

(4)tJι 務局職員採用の件

Ｈ Ｕ Ｑ 辿築 Ｖ 団体合同新年交礼会 ｉｊｉ ｾ 催の件

(6)新年午さん会の件

ＨＷ 旧本 ｸｬｬ 築総合試験所移転 ｬζＨ 、ドうさｾｾ利用

の件

Ｈ Ｘ Ｑ ｘｬｬ築データシート出版 ｬζ 伴う予ｴ＿ｾ他 ｈ ￬Ｑの

件

(91f ! l 2誕データシ ート出版を50周年記念事業

1C: i J d加の件

UO)人退会者承認の件

(11)報告事項 (イ)50周年記念ぶ業収支見込報

告 ( ロ) そのほか

編集理事会

28日 41時半- 5 時 半 於 会 館 l 階会議室

出 席 者 政 問 主 幹，長谷川 ，尾i(1，横出各

I!1 叫

議司;( 1)米年度の編集方針( 特集内容の報告)

(2) データシー トとの闘係

(3)J玄告および広告企画の件

(4)発行日 l 日発行( 報告済)

(5) 青年建築家特集の件

| 建 築デ ー タ シ ー ト 編 集 委 員会 l

編集デザイン分科会

6 日 正午- 31時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 池 田 幹 事 ほ か 4 名

議事(1)3): J第 l 回シー ト配付までの作業について

(2) 見本シ ート印刷開始につい て

(3) ファイ ノレ中表紙などの決定について

編集C グループ打合会

6 日 121時半- 4 時 於 会館集会室

出 席 必 控 原 幹 事 ほ か 2 名

議事UJ 各工 'J J5JIJ による掲峡依頼会社について

(2)そのほか

編集B グループ打合会

6 日 511寺半- 91時半 於会館集会室

山席者 篠崎幹事ほか 2 名

議事(1)各工 ・j けj リに よる掲，1員依頼会社について

(2) そのほか

編集 A グル ープ打合会

8 日 511与、ド- 911年 於 会 館 集 会 室

出 ｍＧｊＺＧ［ｾ Ｍ 州川伶・14ほか 4 名

議ゴHl) 作」ンJi}JIJICよる j g，肢依頼会社について

編集幹事会

9 日 5 時半- 101時 半 於 会 館 集 会 室

出問者 中原委口長ほか 5 名

議事(1)編集デサ・イン分科会報告について

(2) 編集A グループ報告について

ＨＳＩ 各よ ｾｊｩＩ［ｉｈζ よる掲，股依頼会社の決定 ｩζ つ

いて

(41予算案，出版計画( 工程) の決定について

委 員 会

16日 511年半- 91時 於会館集会室

出防省 rtl 原委員長ほか 14名

議事(l ) m2 ， 3 ， 4 巨l幹事会の報告について

(2) 各エゴト別による掲 ij j 2 依頼会社の決定 lζ つ

いて

(3)3月第 l 回シート配付まで= の作業について

はII_L ¥J 仮計画( 合行程) ，予算案について

i5) 編集テ。ザイン分科会の報告について

編集幹事会

18日 正午- 5 時 半 於 会 館 集 会 室

出l活者一 中原委員長ほか 5 名

議事(1) 各工事別による掲，j j 2 依頼会社の決定につ

いて

編集 E グループ打合会

22日 正午- 11時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 宮 武 幹 事 ほ か 3 名

議事(1 )軽量械設備に l却する掲載依頼会社の決定に

ついて

編集 C グルー プ打合会

27日 正午- 21時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 律五五件{)J ほか 2 名

議事(1)塗装工ぶ凶係について (2)そのほか

編 集 委 員 会

表紙デザイン小委員会

6 日 正午- 1 1時 於 会 館 l 階会議室

出 席 者 村 尾 委 員 ほ か 2 名 ，山田宗雄氏

議事 l沼私143年正月号の表紙デザインについて

座談会ー都市と人間生活

9 日 211寺- 4 11寺 半 於 会 館 集 会 室

出席者 大是正寿一氏ほか 6 名

正月号= i者[ l 市生活特集号」用として開催

委 員 会

10日 4 1時- 6 時於会館[ 集会室

出 席 者 長 谷 川 委 員 長 ほ か 8 委員

議事(1)12月号= 建築と生命特集報告

(2)  1 月号= 都市生活特集報告

(3) 2月号= 都市のいといの場特集報告

(4)  3 月号= 50周年記念事業記録号

(5) 4 月号= 幼児施設特集幹事会の件

(6) 10月号= 都市のアク セサリー特集の桝

(7)編集理事会の件

(8) 編集 O Bの件

(91シ リーズものの件

UO) 昭和43年度表紙の件

編集幹事会

24日 4 時- 71侍 於 本 会 1階会議室

出席者多胡] 幹事ほか 3 名

議 事 幼 児 施 設 特 集 企 画

| 住 宅 委 員 会

住 宅ス ライ ド小委員会

10日 5 時半- 8 時 半 於 会 館 l 階会議室

出席者 高間 ，垣内，勝iiii ，村fE，山間各委員

議 事 映 写 ス ラ イ ド の 選 定

住 宅資料蒐集小委員会

13日 51時半- 8 時 於会館集会室

出席者 大橋主査，柏崎，北本各委員

議事住宅資料の蒐集方針および内容について

委 員 会

14日 51時半- 81時 於会館集会室

出 席 者 泉 谷，野々村両副委員長ほか7委員

議事(1) 住宅スライド作成 iζ 関する件

(2) 住宅資料蒐集 IC関する件

(3) そのほか

住宅総務小委員会

22日 5 時半- 8 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 泉 谷 副 委 員 長，坂井主査，星野，

山本各委員

議事 12月の委員会開催について

住宅資料蒐集小委員会

27日 51時半- 81時 於会館集会室

出席者 大橋主査，地崎，北本各委員

議事(1)住宅相談作成資料の編集方針について

(2) 住宅資料の蒐集について

教 育 委 員 会

委 員 会

16日 3 時半- 5 時 於 会 館 集 会 室

出席者 柄 本 委 員 長 ほか 5 委員

議事(1)鋼構造設計規準案による講習会企画の件

(2)工高生デザイン コンクー J レ，現場笑務総

習会の経過報告

(3) そのほか

l 出 版 委 員 会

鉄骨デザイン 幹事会

17日 5 時半- 10時30分 於 会 館 集 会 室

出 席 者 木 間 ，宮川幹事

議事 出版工程と作業，断面算定表の修正， そ

のほか

委 員 会

24日 5 時半- 7時 半 於 会 館 集 会 室
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出席者 石崎委員長ほか 10委員

議事(1)委員長，副委員長，幹事の選出について

(2)各部会の構成員について

(3)前年度よりの出版事業について

(4)本年度の出版事業について

建 材 委 員 会

委 員 会

24 日 3 時- 5 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 堀 内 委'員長ほか 6 委員

信越ほか 2 メー カー

議事 左官用セメン卜の検討会( 第 3 回)

事 業 委 員 会

忘年会受付分科会

17 日 61時- 81時 半 於 太 閤 園

出席者 山野主査ほか 2 名

議事(1)受付方法( 立任者の決定)

(2) チャリティ ( 11 )  

(3) 掃1せん方法 ( 11 

(4) 丘 品( 管理者の決定)

(5)そのほか

忘年進行分科会

20日 611寺- 8 時 於 太 凶 園

出 席 者 近 繰 主 査 ほ か l 委員

議事(1)進行プログラム

(2) 余興関係

(3) 舞台関係

(4) そのほか

建築と消防展企画小委員会

218 6時- 8時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 竹 口 市 審 査 課 長，奥山 ，回中，高橋

市消防局 ，i1 F I l 副委員長，駒，鈴木委員

殺 事 企 画 内 容 の 検 討

委 員 会

28 日 511与半- 71侍 於 会 館 集 会 室

山 席 者 政 問，山野，尾1( 1 正副委員長，

平出幹事ほか 8 名

議享(1)忘年懇親会の笑施内容について

(2) 1月- 3月の事業企画について

(3) 建築 と防火展計画につい て

(4) そのほか

法 規 委 員 会

委 員 会

22 日 3 時- 51時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 徳 永 委 員 ほ か 8 名

議事(1)その後の審議会の報告

(2) 基準法改正問題

(3) 士法改正問題

(4 )法令コ ーナー

建材委員会見学会

. 6.  

=  

( イピセメ ン ト， 日本化成， 日本スタッコ各工

場見学会)

11 日 9 時~午後 711寺

参加者 13名

京都の庭園と古建築を見る会
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「竜安寺庭園，妙心寺開山堂庭，東海庵庭，退

蔵院庭，大心院庭，g 雲院の庭園」

解説者 中根金作氏( 中根底図研究所長)

20日 10時~午後 41時

参加者 21名

P . Cエ法の工場と現場見学会

大阪市住宅供給公社新北野分譲住宅現場

施 工 株式 会 社 竹 中 工 務 応

大成プレハブ長岡工場と建築現場

25日 111寺- 51時

参加者 59名

|  講 演 と 映 薗 会

最近の P . C工法講演と映画会

9 日 21侍- 511与

於大阪科学技術センター

正事講者 101名

講 師 最 近 の P . C工法

江 里 口 笛 久 也 氏 ( 日本住宅公団底庫銀長)

映蘭 前進する i量産住宅( カラー)

スライド ヨーロッパのプレハブの現状

講 習 会 |

第16回現場実務講習会

6 日- 11 日 ( 6 日間)

各 自 午 前 9 時~午後 511寺

会場 日本生命 [1 1之品ビ J レ3 階議':主

総読者 187名

6  8  建築工 'i( のB 工から峻工までの業務

総論 大阪府営絡探 中居誠之助氏

材料の検収とその竹理

鴻 池 組 矢 田 比 計 一 氏

土工事，. 1 &縫エミj J ，排水工事

Illl 組太阪支陪渡辺 勇氏

7 日 地下工法

竹 中 エ 勝 庖 水 畑 輝 雄 氏

労務管理とまと全管理

鹿島組股木阪支庖 岸田 成計氏

7日，8日 鉄筋コンクリー卜工事，鉄Ｇｾ工事

清水処設大阪支白金尾 寛氏

8 日 仮設物と仮設材料

訟 村 組 井 上 司 郎 氏

8 日， 9  8  ｗｾ ， 木工 ｌｪｌ f量級工事サッ

シュ外工事

鹿島雄投太阪立広 高 精 裕氏

9 日 施工J H函

大I此処投太阪立広 織原 洋一氏

9日10日 石工呪，タイ J レ工事，ブロック工事

脱 水 工 窃 倍 矢 野 監 作 氏

10日 工# 険械と工1 * 共類

大 林 組 木 F 幸一氏

108， 118 防水工事，/: r. . 官工学，塗装工事

銭 高 組 溢l協 II t J 司氏

11 日 現場 IC関する諸法規とその手続

大成処設大阪文庖 積村 恒夫氏

現場製図

太 柿 組 往 凶 祐 氏

設備工事

竹 中 工 務 庖 玉 回 健 氏

工 高 生 デ ザ イ ン コ ン ク ー ル 表 彰 式 1  

16日 2 1時- 3 1時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 彦 谷 審 査 委 員 長，W;- J.k rーの会」

代表，橋本，辛木教育正副委員長

上野委員

入選者 9 名

人選者に対し: D・状. 1 ' 1 : 仰をまた絞優秀作に対

し「ーの会1' 1 : J を授与した後，入選者を中心

にした茶話会を開催した( 入選石の氏名など

は12月号会告側に発表済) 。

| 説 明 会

実務に直結した建築工事別説明会

「金属外装材の問題点説明会」

29日 2 時- 51時 於 大 阪 科 学 技 術 セ ンタ

聴講名， 85名

ペンタイトおよびステンレス

円新製鋼株式会社市場開発部民代理 木氏 敏彦氏

技術サービス謀長代限 佐々木重附氏

カーテンウオールの後能と材料の問題点

不 ニサ γ シュ工業株式会社設 Jt i!l!込 平林 義雄氏

I  12月 の 入 会 者 〔敬 榊〕

〔同体会員 2 社〕

竺協アルミ ユウム工: J l 株式会社太阪営主所

附 ｍＮａ 設則、 ｊＧ ｾ 所

〔伽i人会員 33名〕

史 的 佐 川 凪UI 正

足立近l 1I : L'，ru 洋 二

1

1

] '，' ( 位喜 鈴木 ill. 

伊ili 勝J l 日II¥. .ii'!，1  

字 藤 石 犬 ｾｭ＠ ， ｾ ＡＨ之

江口甚文 武 川 仁 志

応 版 活1，1 谷広上j 、

JIif 発地 時 間 築 地

河村幸一 中足技町i

児 Kl 正徳 1えぬ隆一

後 必 辰 巳 ， 西垣 ｾ ｬＡ＠

〔トm会且 5 名 ) ( 氏名省略)

|  会 員 の 死 亡 〔敬称略〕

図 説 淳ニ

J: iT f'1:定

平 井 久 仁 見

迎 fi

村 上 晴 夫

議 ! 1 i 雄

森 山 敏 犬

[f[ 森 公-

jlj llJ 附 郎

TI l 川久雄

和 IU 良町1

説 本 正一 76' ;- 附 雌 本 工 碕 応i 42年 10月23円死去

|  求 人 広 告 I  

構造技術者募集

構 造 デ ザ イ ン セ ン タ ー

(構造図面・構造計算 )

大阪市天王寺区上本町 4 丁目 1の 2

T E L  ( 768)  4 4 7 5  

• 

4匝

• 

• 



ーー

"  

• 

• 

信用&>3技術ど伝統の

7j 【771LトZ車専 業 大 盾

顎 矢 偏 商 届

大阪市北区真砂町 5 番地 電 話 大 阪 364 代 表 0 2 0 6 - 9

内 装 資 材 専 門 庖

ビJ レ言支イ痛の補修は

補 修 専 門 の

ロ ボ イ ラ ー や 冷 凍 機 の 故 障 の と き シ ー ズ ン オ フ の 手 入 れ や 検 査

等 の と き

ロ ポ ン プ や 7 ア ン 何 故 障 の と き シ ャ フ ト や ベ ヤ リ ン グ の 取 替 の

とき

ロ ェ ン ヂ ン の 故 障 の と き ヂ ー ゼ ノ レ エ ン ヂ ン ・ ガ ソ リ ン エ ン ヂ ン

株式

会社

L. LI  

l芋:

宮 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 告11戸 djl 卜ー川氏北 l d夫.ilU4 - 1  (*+11 ピル )

直. i l U屯tilt 事11戸 (33) 0881- 3  

支 庖 大阪市 -lt L><:紛設PIT50( 堂ビル 5 r稽 502号室 )

直. i l U' ，l ! : ，前大1I反(364) 2031- 4  

倉 庫 事1
1戸市民介| 烹八 11時.ilU 1 ー 5 (屯 t苅@2923)

エ作 所 ｾ＠ 3  

等 の 故 障 の と き

ロ 給 水 や 排 水 位Zの 結 っ た と き 漏 水 し た と き

ロ 衛生器具の故障f l l JHJ l のとき 陶 器 や 金 具 の 取 瞥 の と き

ロ : 怨 枠 や シ ャ ッ タ ー ・ 出 入 口 の 故 障 の と き サ y シ ュ ・ ド ア ー チ

ェ y ク ・ ブ ラ イ ン ド の 故 障 の と き

ロ タ ン ク や ピ y ト ・ 浄 化 宇 曹 の 掃 除 の と き 鉄 板 タ ン ク の 鮒 落 し ゃ

ベンキ主主りのとき

本 社 大 阪 市 旭 区 今 市 町 1 - 2  6  2  

T  E  L  953 - 0870- 1 ・( 夜間) 951 - 0244 

出張所 大阪市北区堂島浜通 1 - 25 新大ビル C 階

T E し 361 - 3  2  2  5 ・ 341 - 5  8  1  9  

1 特許 岩 元 式 ベ ン チ レ ー タ ー I

( 電動式並固定型各種) I  

岩 元 式 ベ ン チ レ ー タ - A 型・ B 型・固定型

岩元式連塔換気装置

新 型 換 気 塔 N S ライン ( 強 制 換 気 扇 付 )

/ 特殊装置 による風量増幅1

新 型 換 気 塔 S Fスーパー l  l  

l換気扇の能力を倍増する /

最新型 採光排気塔( 風光) スーパーライン特殊増幅装置付

スカイライト工事・通風ルーパー

スチール及アルミサッシュドアー・各種シャッター製作施工

其 の 他 曲 加 工 一 式

岩 元 工 業 株 式 会 社

大阪市東成区東今里四丁 目40番地

電 話 ( 981 ) 0 6 16 - 0 6 18 
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賀 正

1 9 6 8  

設 計 事 務 所 有
士

ゆ

4・

伊 東 建 築 設 計 事 務 所

伊 東 正 也

大阪市浪速区幸町通り 2 - 6  ( 清光ピ l レ) 電 話 ( 562) 4  3  4  3  - 4  

石 )  11 建 築 事 手多 所

石 J  11 寛
一
一

石 J  11 宏

.... 

大 阪 市 天 王 寺 区 茶 臼 山 間 1 1 1 電 話 ( 779) 9  4  9  1  - 2  

東 京 都 豊 島 区 駒 込 1 - 2  8  電 話 ( 946) 5  4  3  1  - 2  

株式会社小河建築設計事務所

代表取締役 小 河 吉 之 助

本 社 大 阪 市 南 区 瓦 屋 町4番 丁8番 地 電 話 大 阪 ( 761 ) 6957代 表

東 京事 務 所 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 両 国50番 地 ( ニ ッ セ ン ビ ノ レ 内 )

電 話 東 京 ( 866) 9606 ・2349

分 室 大 阪 船 場 ・和 歌 山・ 名 古 屋

株式会社大阪建築事務所 • 
取締役社長

十

ロ

同橋 慶 夫

本 宇 土 並 び に 支 所 大 阪 市 西 区 京 町 堀 2 丁 目 75 電 話 大 阪 (441) 9351(( 1: 1  

東 京 支 所 東 京 都 港 区 赤 坂1丁目 l 番14号( 溜池東急ピル) 電 話 東 京 (5お) 8169 

名 古 屋 支 所 名 古 屋 市 中 区 栄2丁百6番地12号( 白川ピ Jレ) 電話名古屋 (221) 8566(f"tl  

九 州 支 所 北 九 州 市 小倉区紺屋町1丁目 20-1(丸j原ピル) 電話 小倉 (52) 5211 

22小 林 得 志 建 築 事 務 所

代表取締役 林 得
亡と

Il こハ

大 阪 市 北 区 堂 島 北 町 2 0  藤 田 ビ ル 内 電 話 ( 362) 5  6  5  8  - 9  • 

112 



株式
シグマ

建築設計事務所
会社 E 【

代表取締役 )1 1  島 春 キ火

日本建築家協会々只

大 阪 市 南 区 久 左 衛 門 町 8 ( 松竹関西支社ビル 2 階)

T E L 直 通 213 - 0  8  7  5 代 交 換 211 - 5  6  3  1 代

• 
@  株式会社昭和設計事務所

設計 ・監理

取締役社長 岡 本 一
丁

/

2

什

l

蓋

Eコ

大 阪 市 西 区 西 長 期 北 通 1 - 8 四ツ楠ピル T E L . 代表 532一 o4  1  5  

i  
株 式 会 社 問 建 築 事 務 所

取締役社長 西

問

削

l

小

川

州

'ト

本 社 大 阪 市 西 区 阿 波 座 南 通 2 - 6  0 電話 (532) 4051大代表

東京事務所東京都千代田区神臼鍛冶町3 ノ3( 大木ピル内) 電話 (256) 9301代表

名古屋事務所名古屋市中区丸の内l の8番39号( 三信ピル内) 電話 (201) 12133 

大 津 事 務 所 大 津 市 梅 林1丁目4番15号( 滋賀県教育会館内) 電話 ( 2) 5373- 4 番

株式会社竹内建築事務所

内 藤 一 真

'
古

小

，
古

河

1
茂

大 阪市浪 速 区 元町 1 - 7 4 2 ( 藤 本 ビ ル ) 電 話 (641) 5  0  8  9 ・1 1 5 6  

• 株式会社東畑建築事務所

代表取締役
東 畑 謙

本 社 大 阪 市 東 区 伏 見 町 5 丁目 1 9 屯 話 大 阪 ( 06) 202- {) 391

東 京 事 務 所 東京都千代田区永田町2( 永田町ヒ' ル) 電話 東京 ( 03) 581- 1251

名古屋事務所 名古屋市中村区堀内町2( 堀内ビル) 電話名古屋 (052) 571- 8471 

九 州 支 所 ・広 畑 支 所

株式

会社 富 家 建 築 事 務 所

代表取締役 富 家 宏 泰

• 
本 社 京 都 市 中 京 区 tlJ l 小 路 通 烏 丸 東 入 氾 話 代 表 ( 23) 6357 

大 阪 事 務 所 大 阪 市 東 区 北 久 宝 寺 町2丁目( いせとビノレ 31，符) ｾｉｌｾ 古代表 ＨＵＴ Ｑ Ｉ 1553 

東 京 事 務 所 束 京 都 中 央 区 銀 座 東 7 丁目 1 ( 松泌ビル 7 階) 屯 話 代 表 (261 ) 1751  

千 葉 不 務 所 千 梨 市 市 場 町 2 千 業 向 治 会 館 内 .;IL訴 代 表 (27) 6181  
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日 建 設 計 工 務 株 式 会 社

本塚 次猛
取締役社長

2  3  6  1  ( 大代表)電話 (203)大 阪 市 東 区 償 堀 2 丁 目 3 8 番 地

• 
内 藤 建 築 事 務 所

株式会社

中

J じ，、

(78)  6  1  9  6 代;

古 屋 ・京 都

長11 ・ 福 岡

資

本 干 上 京 都 市左 京 区田 11
1
大 堰 町 1 8 9 番 地 電 話

営業所 ・ 出必所東 京 ・ 恰本 ・ ｉ ｬｮｾ 岡 ・名

大 津 ・ 大 阪 ・広 島 ・高

藤内{ に表取締役

.. 

森 建 築 事 務 所

村 野 藤 吾

申

ホ木 J じ、

大 阪 市 阿 倍 里 子 区 阿 倍 野 筋 2 - 3  1  

研 究 所 大 阪 市 南 区 心 斎 橋 筋 1 - 4  3  

東 京 事 務 所 東 京 都 中 央 区 茅 場 町 2 - 3  

0 9 2  6 代表

7  9  0  1  

7  1  5  8  

)

)

)

 

円

ノ

ω

'

I

A

唱

『

ム

q

L

7

a
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h
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(

(
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壬

口

手

内

平

内

--33

n

--三

ロ

ニ

=
n

電

電

電

• 
村里子

株式会社安井建築設計事務所

野 正
ｾ＠

佐代表取締役社長

電 話 (202) 3836(代)

8091({り

(261)  5101( 代)

(961)  1861(代)

干

U

手

白

電

電

大 阪 市 東 区 淡 路 町 2 - 3  4  

東 京 都 千 代 田 区 平 河 町 1 - 1  

名古屋市中区錦 3 - 24  ( 日本生命ピル )

社

所

所

芳

務

一

4

事

事

ヨ
邑

京

出

東

名

本

• 

阪神造園建設業協同組合

イ変森長ー:Rll 

• 
同貝

メ入

口ML  

電 話 大 阪 ( 313) 0975 ・4010
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賀 正

1 9 6 8  

造 園 設 計 事 務 所 有 志

• 
株式会社 A I N造 園 研 究 所

代表取締役 荒 木 方 邦

代表取締役 井 上 卓 之

代表取締役 西 川 H市之助

大阪市西区京町堀 2 丁同( 京一二 ビル) 屯 話 06 (443)  7  4  2  0  

株式会社荒木造園設計事務所

• 代表取締役 荒 木 芳 邦

大阪府池田市鉢塚 2 丁目 8 番 1 2号 電 話 0727 (61)  8 8 7 4 ・1 298 

井 上 造 園 設 計 事 務 所

上井 卓 之

京 都 市 布 京 区 下 多 野 福 王 寺 11fT 5  4  電 話 075 (44)  5  0  7  7  

• 株式会社西川環境設計研究所

代表取締役 西 川 晴 之 助

大阪府枚万市中振 1 丁目 1 8  - 4  電 話 0720 (31)  1  2  7  1  - 2  

@  
回
一ハ
園

器場動

運

芳

園遊化

一

一

緑

社

j

会

匡

式

造

株

取締役社長

オミ

ホノ"
イ変

• 本 社 箕 面 di 新 稲 7 0 5 番 屯 話 0727 (21)  3  0  5  8 番

支 ! 万 大 阪 市 北 区 太 仙 寺 町48併 地 屯 話 大 阪 (313)2451 .  (361)4785番
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賀 正

1 9 6 8  

建 設 業 者 有
士

ゆ

• 
灯、、

ピJ

式

社

株

会 ?蚤 沼 組

取締役社長 浅 沼 猪 之 吉

本社・大阪市天王寺区東高津町 8 番地の l 電 話 代 表 (762) 0  2  5  1  

支 j占 ・東京 ・名古屋 ・札幌 ・仙台 ・福岡 ・広島

営業所 ・秋田 ・岩手 ・水戸 ・千葉 ・立川・横浜 ・新潟 ・北陸 ・静岡 ・l岐阜

長野 ・ 三 重 ・ 奈良 ・ 京都 ・ ｾｭ 山 ・ 和歌山 ・ 神戸 ・ 高松 ・ 徳島 ・ 熊本

ｾ＠
式

社

株

会

新 アタラシ 工
務 所

取締役社長 新 順

本 !苫 ・大 阪 市 北 区 曽 恨 崎 中 一 丁 目 四 三 電 話 代 表 大 阪(313)1331番

支 J志 ・東京都千代田区神田猿楽町二丁目七 γ町古代表東京 (291)3741醤

営 業 所 ・神戸市野合区八幡通五丁目六松井ピ ル 内 心 治 神戸 (22) 3316啓

- 名古屋市中区錦三丁目十七番十一号泡話 名古屋 (971) 2253番

・尼崎市 三 反田字生田四十ＧｾｕＺ ，前大阪 Ｈ ＴＲＹ Ｉ 4009得

.... 

<$> 安藤建設株式会社大阪支庖

取締役大阪支店長 鎌 田 幸 二 郎

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 北 通 一 丁 目 七 番 地 電 話 代 表 (441) 3788 ・9365

本 社・東京都中央区八 重州 四 丁 目七番地 電 話 大 代 表 (272) 7  4  1  1  

支 庖 ・名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 静 岡 ・ 九 州、| ・ 広

営業所 ・千葉 ・横浜 ・水戸・盛岡 ・新潟 - 神戸 ・沼津 - 札帆・宇都宮 ・北九州・熊本

ω  
株 式

大 林 組
• 

ZZL Z  社

取締役社長
大 ホ本 芳 良日

本 届 ・大 阪市 東 区京 橋 三 丁 目 七 五 番 地 電 話 大 代 表 (941) 8  6  1 番

支 J占 ・東京 ・札幌 ・仙台 ・横浜 ・名古屋 ・神戸 ・岡山 ・広島 ・福岡 ・品:五松

@  
株式会社

奥 キサ
*11 

社 長 奥 ホナ 太 四 良日

大阪市阿倍野区松崎町 l の 2 の 3 電 話 大 阪 (621) 1  1  0  1  ( 大代表)

可'
支 庖 東 京 - 名 古 屋 ・広 島 ・高 松 ・ 北 九 州
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社

之〉

ｾ＠

之 助

橋 本 正 二

式株設建島鹿

間
守島鹿

渥 美 健 夫

長
A

-

A

 

重 洲 五 の 三

電話大阪 (202) 代7461・8166

大阪支庖長

東 京 百15 中 央 区 八

大阪市東区瓦町五の七ー( 瓦 IIIJ ビル)

長社

本 社

大阪支庖

庖阪 支組 大崎本申

式

社

株

会

令

•• 

男

電話 (341) 7  3  7  1  - 4 番

電話代表姫路 (23) 2021- 3  

武イ白

大 阪 市 北 区 曽 似 li J 奇新地 1 丁 目 2 1  

ノド 庖 ・姫 路 市 北 条 仁I 8  6 ー 3

イ主
取締役支倍長

庖阪 支組 大熊 谷

式

社

株

会@  

泉 治 郎

大 阪 市 西 区 西 道 頓 堀 通 二 丁 目 一 番 地 電 話 (538) 1841番( 大代表)

本 社 東 京 郎 新 前 区 筑 仁 八 幡 町 二二 番 地 電 話 (260) 2111番 ( 大代表)

文 ｊ ｉｾ＠ 東京建築 ・米点仁木 ・北関東 ・名古屋 ・広島 ・四国 ・福岡 ・札幌 ・仙 台

常務 l l X 締役支出長

ート

組池鴻株式会社

<t9  
藤

'tU i fi 代 表 (462) 1  6  3  1  

ｬ￬ ｻ［ｪ ・ ｽＮｌｾ ， ｉｾＩ ・ 松 江

池

大阪 di 此北区[ ぶ i法;JIIf 北 3 - 6  7  

点 以 ・?" ，Ij  w. . ' 制

取締f支社長

i，i[ イi

i t  

社

ＭＧ二ｾ、
ェ、 Z 玄

山 本 良 勝

藤 工 業 株佐

画

• 

112話 東 京 ( 661) 1231(代表)

屯 話 大 阪 ( 203) 7221 (代表)

幌 ・福 岡 ・仙 台 ・広 島

本 社 ・東京都中央区日本橋本町 4 - 8  

大阪支居 ・大 阪 市 東 区 北 浜 1 - 2  5  

支 庖 ・東 京 ・ 名 古 屋 ・富 山 ・札

社

之〉

エョ;式株

白

U

・

a

，
，
、

三

日
建水清

⑧ 
水 正

)  11 i青

l丘 ，iI 凶]

井 周

の 2  γGぷ (443) 5  4  3  1 大 代 表

1  グ〉2  

A往会 長 清

社 長 吉

社 ・ J ， j ミ ボ 自15 中 央

ｾｉ ｪ｛＠ ，{:fi 取 締 役 文 Jh L毛 白

大阪支出・大阪 ，Ii IJ [ j 区1: 16' . 似 通 2

本

• 
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@  
島藤建設工業雲を大阪支唐

支 ! 占 長
月 里子

，.. J -.  

疋

二と

仁1

本 社 東 京 都 渋 谷 区 大和田町 7 7 番地 電 話 東 京 (462) 2  2  2  1  - 8  

支 庖 大 阪 市 北 区 茶 屋町 3 1番地の 2 電 話 大 阪 (372) 6  0  0  1代表

• 

• 俗文建言え株式令私

常務取締役大阪支庖長

，R  --A--

17  日青 美

大阪支庖 大阪市東区北浜 5丁目 2 2番地( 新住友ビル 2階) 電話 (202) 代表7421番

本 庖 東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 13 番 地 電 話 (353) 代表5111番

@  

ネ朱 式

銭
IE司3  

組Zzbz 、
社

l[X締役社長 銭
同E 33  

輝 之

本庖大阪市西区阿波座上通 3 丁白 2 番地 電話大阪 (531) 6431番( 大代表)

支 底 札 幌 ・ 仙 台 ・ 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 福 岡

営 業 所 青 森 ・秋 田 ・盛 岡 ・前 矯 ・新 潟 ・ 千 葉 ・ 繍 浜 ・静 岡 ・津

京 都 ・神 戸 ・岡 山 ・高 位 ・松 山 ・ 北 九 州 ・熊 本 ・ 長 崎 ・大 分

‘  

⑤ 
大 成 建 設 株 式 会 社

専務取締役

支 J;li 長
ネ市 田 芳良日

大阪支庖 大阪市東区南本町4 丁目2 0 番地 T E L 大阪 (252) 1131大代表

⑥ 
大 銭 工 業 株 式

.d険

ｾ＠ 社 • 
代表取締役社長 伊 藤 正

車
d じA、

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 3 8 番 地 電 話 ⑩ 0 1 7 1- 5 番

支 庖 天 王 寺 ・ 福 知 山 ・ 米 子 ・ 津 ・ 名 古 屋

大 日 本 土 木 騎 大 阪 支 庖

取締役支! 占 j壬 山 田 豊

大 阪 市 北 区 堂 島 北 町 9 帯 地 電 話 06 ( 341) 代 表 5 9  3  1  

東 京 本 社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 松 永 町四 番 地

本 底 岐 阜 市 長 住 町 2 丁 目 3 番 地 電 話 0582 ( 2 ) 代 表 6 1 4 1

支 庖 東 京 ・ 名 古 屋

営 業 所 神戸 ・京 都 ・奈 良 ・和 歌 山 ・上 六 ・岡山 ・九州、|・ 静 岡 ・長 野

中津川・新潟 ・横 浜 ・千葉

• 
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パ九

てV
顎 竹 中 工 務 庖

取締f支 社 長 竹 中 錬

主 区 本 町 4 丁目 2 7  電 話 大 阪 (252) 1201番( 大代表)

営業所 札 幌 ・仙 台 ・東 京 ・横 浜 ・静 岡 ・ 名 古 屋 ・富 山

• 

⑧ 
銭 建 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 庖

常 務 取 締 役 支 庖 長 勝 目 頼 春

大阪市大淀区天神橋筋六丁目五番地( 天六阪急ビル) 屯話 (358) 0321  ( 代表)

本社・東京都千代田区神田 三崎町二丁目六番地 電話東京 (263) 3411 ( 代表)

@

 

戸 田 建 設 雲語 大 阪 支 庄

• 
i奴 締 役 支 庖 長 加 納 秀 雄

大 阪 市 北 区 真 砂 町 三 二 番 地 電 話 (364) 1  6  5  1  ( 代表 )

本 社 ・ 東 京 都 中 央 区 日 本 嶋 本 町 1 丁 目 1 6 番 地 の 2

大阪支庖常業所 ・京 都 ・ 神 戸 ・ 福 井 ・ 金 沢 ・ 富 山

I T、
てコ

飛島建設株式会社大阪支届

常務恥締役支! 占長小 林
正 雄

大 阪 市 東 区 島 町 2 丁 目 2 8 番 地 電 話 (942) 2  4  8  1  ( 代表)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南 2 - 3  - 2  8  

• @  西松建設株式会社関西支底

取 締 役 支 府 長 上 田 明

本 社 東 京 郎 港 区 芝 西 久 保 桜 川 町 1 3 番 地 電 話 東 京 大 代 表 (502) 0211番

支 底 大 阪 市 東 区 釣 鐘 町 2 丁目 4 1番 地 屯 話 大 阪 大 代 炎 (942) 1131番

@  去五 間 組 大 阪 支 庖

常務取締役支出長

、二金色

1丞 藤 巌

• 
大 阪 市 東 区 横 堀 町 二 丁目七 O番 地 電 話 (203) 代表 2 8 2 1  

本 庖・東京郎港区赤坂庁山南町一丁目 一 番地 電 話 東 京 (402) 代表8171

支 届 ・仙 台 ・ 名 古 屋 ・ 大 阪 ・ 福 岡
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告惨

株 式 会社 藤 田 組 大 阪 支 庖

取 締 役

支 ｉ ， ｩｾ 長 古 賀 文 之 介

大 阪 市 北 区 堂 島 中 二 r 1:::1 二 八 砕 地 l首，ili (362) 代 T 7  6  7  1  

本 社 . ｾミ京都Ｆ ＿ｾ＠ Ｑ 託 子 ｬｉ ［ｴ ケ＿ｾ PLI ノ ノ1

k  r. ii ・，fL 'Vyt . 悦 浜 ・ 名 占 1i1 . 大| 以 ・! ぶ出 ・ 九 HI

• 
③ 

前田建設工業株式会社大阪支底

市街取締役主 l，i;1長 島 回 光
官

田

ムー J，Ii 大 阪 市 東 区 イ i IlI f  2  r 日 7 需 地 '，'lLiti )，1坂(9 12) 1301  w: m 

本 社 東京初千代川区; 匂|二見l"f2 11110信地のおけ 'fGぷ

+  
真柄建設株式会社大阪支応

'r

i
;;; D51以純 1'.Z

J( '，;; L三
漆 ネナ 重

• 
大 阪 市 天 王 寺 区 生 玉 寺町 6 番地の 7 屯 話 大 阪 (772) 3813番( 代表)

本 社 金沢市彦三 Jll T 1 丁日 13番43号 屯 話 金 沢 ( 31 )  1266若手( 代表)

。 株 式 会 社
松 キサ 手E

l[X締役社長
本公 ホナ 雄

亡と

口

本 社 ・大|以 rli 北 区 セ 心 IlI J - f ll じO 需I也 vut 泊 代 t 大阪 (352) 11:) 1  

主 '，1; ・* ｾ［ｦ Ｎ 札 ＧｉＧｹｴ . 名 1'1'・ hl .  11.; ，1;.'j ・[，'，¥ I，i i) 

⑥ 
井 建 設 顎 大 阪 支 庖

• 
ザ!?12 竹 内 慶 久
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瓦

。 株式会社 森 組

取締役社長

オてこ

;t木 幸
ム

口

、V

J

B

本 社 大 阪 市 東 区 横 堀 2 丁目 1 4 番 地 電 話 (231) 8283- 7 番

( 支 庖 ) 東 京 ・名 古 屋 ( 営業所) 奈良 ・和 歌 山 ・尼 崎 ・神 戸 ・岡 山

.. 
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⑩

 

株式会社 森 本

本 積

組

オミ

ｾ木
主主

にコ

本 社 大 阪市天王 寺 区夕 陽ケ丘 町 三番地 電 話 大 阪 (779) 1  4  5  1  

支 庖 東 京 ・名 古 屋 ・広 島

営業所 松 江

出張所 神戸 ・奈良 ・紀南 ・河合 ・米子 ・興津 ・木合川 ・八王寺 ・下北山

鮎沢 ・幡 多

• 
。。 株式会社

あ め り か 屋

取締役社長 前 野 慶 太 郎

{ 反事務所 大阪市大淀区盟 ｪｨｾｦ 束通 Ｓ 丁目 Ｑ Ｓ の Ｕ 番地屯前代表 Ｈ ＳＷ ＱＩ 2931搭

Ｒ 月中旬完成新社屋大阪市北区 ＱｾＧ 安町 Ｑ 7 番 地 屯 話 代 表 (444) 1501需

⑨ 

式

社

株

会

主

一

日山 工 務 庖

• 代表取締役 湯 原 来

守 LJ 市 八 雲 西 町 2 丁 目 1 5 0 酢 地 屯 品 川 以 (993) 3  9  5  1  - 4  

@  株式会副
新 井 Jll 

本 社 西 宮 市 池 川 IIIJ 9  ｾ干 Ｑ 8 ザ ' ，[Ldi jlq'/; '; 26- : ) 1 ll ¥大代表 )

大 阪 支 出 大 阪 市 北 区 芝 川 IIIJ 7  2  '，[ L 副大阪 372- 50 11 (代表 )

支出 ・常 業 所 東 京 ・名 古 屋 ・ 京 都 ・ 神 戸 ・岡 山 ・広 島 ・高 松 ・金 沢

nJ 1;長 所 水 島

• @  大木建設株式会社大阪支庖

常務取締役大阪支 j苫長 大 木 末 次

大阪支居 大阪市西区南堀江通 3 丁目 3 番地 '必，i，[i(  5: :i 8)  ;)075 ( 代表)

本 社 東 京 M港区元赤坂 1丁目 2 iJ:i: l 号 ' ，[L Ji (403) 4l : : l l ( 代ぷ )

ｾ＠
株式会社

金 岡。 組

代表恥締役 金 岡1 手リ

際久

|さ邑

• 
大 阪 市 天 王 寺 区 椎 寺 町 66 番 地 電 話 (779) 代表7731 - 5 ・5930
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• 株

会

式

社 井 上 組

取締役社長 井 上 蔵

本 社 大 阪市都島区東n HI凹I二丁目一五番 地 大 阪 (351) 0530 (352) 4031- 4  

出 張 所 神 戸 市 生 日 区 加 納 町 三 丁 目 - t s : 地 電 話 神 戸 (33) 1  7  8  0  

• 
グ宅雪、

ｾＪＡ＠

株

会

式

社

メ入

7  西 組

取締役社長
β 、

7  西

=三'"
主主玄P

冒守 t往

本 社 大 阪 市 天 王 寺 区 上 本 町 七 丁 目 二 番 地 ノ ー 屯 話 (772) 1  2  5  1  

支 山 東 京 郎 新 街 区 内 緑 町 一 昏 地 電 話 (354) 0581- 5

ｬｌｬｦｾ 長所神戸市生田区下山子通四丁目四番地ノ 一屯活 ＨＳＳＩ 6 0 6 0  

山張所埼玉県所沢市大下中古宇北見; t 秋津分990 番 地 電 話 所 沢 (22) 6263

@  
株 式 怠 紙 風 組

本 社

点京支! 万

1' " 片) ' i 支 J，l-f

M 岡 支 J百

ｾ＠ 1¥斤

取締役社長 岡

大 阪 市 北 区 堂 山 町 8 9  

点京町11港区南山 ilJ 4 丁目 21番 25 号

名 古 屋 市 中 区 栄 3 丁目 23番 14 号

福 岡 市 録 的 l 丁 U 1 番 5 号

神 戸 ・ 尼 崎 ・ 岡

良日

l丘，;古 ( 313) 112 l ( 代表)

屯 ぷ ( 404) 6111(代表)

'，I!: ，i丹 ( 251) 9  7  0  5  

屯，Ｚ，ｾ (  74)  1  9  1  7  

山

司量

⑥ 
株式会社

坂 #  組

代表取締役
小 坂 井 正 夫

本 )，1; 大阪市北区太融、子町丘六1 s : . 1 也 屯 11古 代 表 ( 341 ) 9  3  3  1  

'J3 業 所 西 宮 市

，'1¥ 'JU I叶 河 内 di ・4寺 良 市 ・初 : 歌 山 市 ・堺 市

取 締 役 社 長 山

求 組
• 

Q  
株 式 会 社 大

本 社 大 阪 市 南 医 大 手11 IUf 1 番 地 ' ，1l，:;，r; (213) 大 代 o 5  5  5  

松 IJ;( 工 場 大 阪 府 松 原 di }' J- Iyij  IIIT 6  3  Ｕ の Ｑ 屯訴Ｍｬｩｾ n;( ③ 大 代 8 6  0  0  

*  !i C ぶ 円 以 京 都 千 代 川 区 事I'III 駿 河 内 2 の 9 屯 話 (293) 代 5 3  0  1  

:Y， ，'I ) ; { Ji: r，l'j 名占l ; { di  '1' 区 錦 1 丁 Il 2 若手11号( 岩 l日ビル) 屯 話 (211 ) (¥5  4  2  1  

業 所断 ｊ 兵 ・ 立 川・ ｩｾｾ t' i  . 相1' r; ・条良・平日歌山 ・岸和1 ] ] -母' ! - 岡山 ・広j斗・九州、1

ｾっ 大 洋 建 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長
木 戸 口 信 義

Ｈ本府Ｉ大阪 市天 王寺区 北 ｾｪ ｬｊ 堀 町 五四番 地 電話大阪⑪代表 ＲＶＷＲ ・ ＳＸＸＰ

( 支 !日 東 京 ・和歌山 ( 芭業所) 京都・堺 ( 出張所) 泉大津 ・河 内 長 野

• 
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庖務工田西

式

社

株

会

ｾ入
、ｾ

郎

岸 和 田 市 加 守 IlfJ 6  2  6  電話岸和田貝塚③ 2881代表

大 阪 市 浪 速 区 元町 4 丁目 2 2 7 電話 (632) 4  0  0  1  代 表

和 歌 山 ・東 京 ・堺 ・名 古 屋 ・神 戸

義田西取 締 役 社 長

本 社

大 阪 営 業 所

出 張 所

記長谷川工努唐ビ J レ経営
総合建設

《。

• 

取締役社長

大 阪 市 東 区 平 野 町 5 の 4 0  T  E  L  (203) 5661  ( 代表)

東 京 都 渋 谷 区 栄 通 l の 5 T  E  L  (463) 5451  ( 代表)

名古屋市中区錦2 丁目17の30( 河越ピル )T E  L  (201)  7956 - 8  

神 戸 市 葺 合 区 坂 口 通 7 の 1 T  E  L  (23) 7  2  3  8  

本 社

東 京 支 ! 汚

名古屋出張所

神 戸 出 張 所

社建 設 株 式 云

取締役社長 庄 野 勝

大 阪 市 南 区 鰻 谷 f中之 町 5 7 番 地 7包 括 大 阪 (271) 4771  

* 京 都 中 央 区 銀 座 西 4 丁目 l 番 地 電 話 東 京 (567) 1751  

; f，占 I..，{ di 小区針¥ 1 丁 日 3 待 4 号 電 訴 名 古 屋 (211 ) 5141 

札 幌 市 北 四 条 西 4 丁 目 l 番 地 電 話 札 似 (26) 6526 

仙 台 市 東 一 番 丁 1 1 番 地 電 話 仙 台 (25) 4257 

千 葉 県 木 更 津 市 桜 井 字 仲 間T 1  2  6  "'J:. 1青 木 更 津 6  1  7  1  

北九州市八申請区白 川 町 2 番 地 の 2 電 話 八 幡 (68) 9336 

償 浜 ・ 茨 木 ・ 神 戸 ・ 岡 ILJ

動

本 社

東 京 支 社

名古屋支1苫

北海道支町

仙 台 支 府

千 葉 支 応

九 州 支 府

Ｇｬｾ［ 業所

不

④ 

4匝

唐務工盛
社

之〉

エヨ2株 式① 

京佐

電話大阪 (921) 3471 (代 表)

岡 ・ 西 宮

道

本 社 ・大 阪 市 旭 区 赤 川町 二 丁 目 八 岳 地

営 業 所 ・神 戸 ・ 福

成

1工日，
代 表 取 締 役

野 村 建 設 工 業 株 式 会 社
今辞• 

相 次 郎

電話。02) 代 表 4 7 9 1  

屯話位41) 代 表 4 1 7 1  

田

大 阪 市 東 民 高 崎 柿 二 丁 nA需 地

点京行1I 千 代 用 医 大 手 町 二 丁 円 二 番 地

錆伝取 締 役 社 長

本 社

東 京 支 J，ii

Z ル

肩又建畿近
社

h 、

去株 式

① 
敬崎|

 

|

 

冒

l

J

'

代」正取締役

電話大阪 Ｈ ＨｾＩ (532)  0081- 5  
大 阪 市 西 区 靭 本 町 4 の 1 0 3社本• 

i'l1話 (07755)( 2  ) 1361- 2  
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内¥

マV

水 野 建 設 説 大 阪 支 庖

常務取締役支庖長 野 正

大 阪 市 北 区 太 融 寺 町 1 2  0 番 地 電 話 大 阪 (341) (代) 3 9 3 1- 3 9 3 3

工 作 場 寝 屋 川 市 大 字 高 宮 電 話 寝 屋川 (21) 0  3  9  5  

本 社 京 都 市 下 京 区 西 七 条 市 部町77 電話 (312) 代 表 o  4  3  1  

営業所 横 浜 市 ・平 塚 市

• 
⑮ 

望 月 建 設 株 式

之〉

エョ; 社

取締役社長
望 月 小 太 郎

本 社 大 阪 市 北 区 堂 島 上 ー ノ一 八 電話 大 阪 (344) 8  6  5  1  代 表

工作所 豊 中 市 烏 江 一 丁 目 一 電 話 (392) 4  8  3  1  - 2 需

⑪ 
東海興業株式禽壮大阪文志

常務収締役大阪支出長 小 松 英

司島

大 阪 市 北 区 梅 日 | 町 2 7  ( サンケイピル) T  E  L  (313) 代ぷ0451 昏

神戸 出張所 T E  L  (23) 5  1  0  0 番 京都出張所 T E  L  (35) 6  7  4  7 番

鞠
日 東 建 設 株 式 会 社

社 長

取 締 役

大阪支庖長

長 久 保 俊

榎 宝

夫

本 社 東 京 都 千 代 悶 区 平 河 川 1 - 2  - 12  '11 i 話大代表点点 (03)265-4281

大|仮支府 大阪市北区点} . L ; IlI T  12  ( 新末広ビル) 屯話代表大阪 (06)351- 0623

③ 
日 本 建 設 株 式

左〉

エ玉ミ 社 • 
社 j玄

生田 重 政

本 社 大 阪 市 東 区 ' ム : 仁 町 4 - 5  T  E  L  (261)  7  5  9  1  - 6  

支 山 東 京 ・名 古 屋 ・福 岡 ・仙 台 ・ 札 幌 ・ 四 国

⑪ 
長 谷 川 組 株 式

. 6  

:ZJ;  社

取締役社長
長 谷 川 為

本 社 大 阪 市 天 王 寺 区 大 道 町 四 丁 目 一 三 O

電 話 (771) ( 代表) 4  1  4  8 ・4 1  4  9 ・4 1  4  0  

工 作 場 大 阪 市 生 野 区 巽 四 条 町 1 0 3 の 2

電 話 (791) 2  7  4  4 番

• 
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阪 神 土 木 工 業 株 式 会 社

取 締 役 会 長 泉 谷 平 次 郎

恥 締 役 社 長 藤 原 正 一

大 阪 市 北 区 梅 田 町 9 3 番 地 電 話 (312) 5  6  9  1  - 5  

西 宮 市 池 田 町 4 の 3 1 電 話 西 宮 (22) 3  4  3  3  

神 戸 市 灘 区 御 影 町 上 東 8 0 2 電 話 神 戸 (85) 5  3  6  2  

芦 屋 ・尼 崎 ・京 都 ・川 西 ・寝 屋 川

戸 、

v  
本 社

西宮営業所

神戸営業所

出 張 所

社

之》

z ョ;式株設建不

z  

• 
一一一一.. 

吾 郎

大 阪 市北 区阿波座上通4丁目 8 ' ; U: 話大阪 ( 06 ) 541- 5534代 表 . 9301代 表

点 京 都 新 街 区 淀 締 44 1- 4 屯 話 東 京 (03) 377- 5  1  7  1 代 表

名 古 屋 市 中 区 薮 田 町 4 1  ' ; 口汚名古屋 ( 052) 321- 8  4  8  1 代 表

京 都 (075) 211- 5636代 ・姫 路 ( 0792) 36- 5111代 表 ・大 厄 ( 0584)78- 2876

口山取 締 役 社 長

社

庖

本

支

社

左〉

ヱ三式株設建島

出d長所

矢
。
ゥ

代1436

代5837

取 締1支社長 矢 島 浩 二

東 京占15 中 央 区 銀 座 七 f l d 五 番 地 } 昔話東京 (572)

大 阪 市 南 区 北 炭 屋 IHJ 八 番 地 電 話 大 阪 (271)

V T匂 仁 平 信 也

支l占 ・営業所 仙 台 ・名 古 屋 ・福 岡 i南 部 ・和

本 社

大阪支! 占
e  

山

庖

呼k

務工
田米

株式会社

。ぅ
待i

E日

ブコ

郎 兵

良

治田

田

米

米

ｾ締役会長

代 表 取 締 役

(771) 代 表 7 7  7  1  T E L  大 阪 市 天 王 寺 区 逢 坂 上 ノ 11f T7  本i本

正賀
• 

9 6 8  

設 備 業 者 有 志建 材
• 

ｅｾ＠

E固

ア ス ニ ュ ー 式 防 水 工 事

ア ス ニ ュ ー シ ン l吹付 工 事

7 ) レケイアスファ J レト床 工事

7 ) レケイアスフアルトプロ γ ク工 事

工

コ ン ク リ ー 卜は勿 論

鉄 木 ・ガラスに濡 れ て い て も 援活 す る

ゴム状の弾力性ある

ポ リ ウ レ タ ン ・合成ゴムの塗膜防水J ' i IJ

やポ リ シ ー J レゃ

施
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⑥ 

⑦ 

。

。
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株式会社エバレヂン工業所

キ守言午 第 421051号予

特 許 第501385号

本 社 大 阪市東区北浜 2 丁目25 ( 武仕i ピル)

電，;首 (203) 7  0  7  1  - 5  

エパレヂ ン合成樹脂防水剤

東京営業所東京都中央区日本橋村般国J 32田中ピル

製造販売及防 水工事施 工 i'tt ，li;  (851)  8  8  0  8  (866) 4  8  8  9  

大阪アルミニウム株式会社

本 社 堺 市 下 田 町 2 6 番 地 屯 話 堺 (62) 5551( 大代表)

東京営業所 東京都中央区銀座西 7 丁目 2 番地( 日軽ビル) 電 話 東 京 (575) 2476( 代表)

札幌営業所 札脱市大道4丁目 1番地道銀ピル( 日本軽金属( 的北海道営業所内) 電話(22)8722

福 岡 営 業 所 福 岡 市 薬 続 1 丁 目 1 7 番 3 2 号 電 話 (77 ) 5  3  5  4  

建材事業部

大 阪 市 東 区 高 麗 橋 5、丁目 5 0 番 地 電 話 大 阪 (231) 2417(代表)

大阪営業所

陶 磁 タ イ ル ・オ リ エ ン タ ル モ ザ イ コ

(陶磁・ガラスを主材とする 壁画構成・ 立体構成)

開 Ｘ タイＩｾ衛令

大阪 di 丙灰江戸以北通 1 ノ 1 9  ( オカダビル) 屯話 ( 443)  9  1  3  1  ( 代表)

冷 暖 房 ・ 空 調 機 器 専 門 製 作

木 村 工 機 株 式

代 表 収 締 役
木 ホナ '1党

....c::.. 

コ玄

、丘二

I 口

社

本 社 大 阪 市 東 区 上 町 1 3 番 地 ?EJ 占 (761) 6921111=( 代ぷ )

東 京 営 業 所 東 京 都 千 代 田 区 神 田 和 泉 町1皇子地ノ1( 1直江ピ J レ) 屯ぷ (862) 07411昏( 代表 )

名 古 屋 出 張 所 名 古 屋 市 中 区 錦 l 丁目 4 lII' 27 丹( 品里子ピル) 屯. 活 (211) 5048 is: ( 代表 )

福 岡 出 リ 長 所 制 | 崎 市 大 名 l 了 回 12 llI' ＵＲ 号 Ｈ ｾ人 ｬ 雌ピル Ｉ Ｂ を，Ｚ，ｾ (77)  0628111=( (¥:ぷ )

工 場 大 阪 府 八 尾 市 北 久 主 寺 2 了目 2 is: Ｗ 号必，Ｚ，ｾ ( 3 )  0621  I昏( 代長 )

の. . J I  5 表示許可工場 りK ..J A 認定工場

三協アルミ ニウム工業株式会社

取 締 役 社 長 竹 平 政 太 郎

本 社 ・工 場 高 岡 市 早 川 7 0 番 地 電 話 代 表 ( 22 ) 5030  

第 二 工 場 高 岡 市 佐 加 野 2 の 2 電 話 代 表 ( 22 ) 6750  

大 阪 営 業 所 大 阪 市 西 区 京 町堀 通 1 の 125 東 洋 ビ ル 電 話 代 表 ( 443 ) 9601 

東 京 ・札 幌 ・ 仙 台 ・新 潟 ・名 古 屋 ・神 戸 ・ 高 松 ・広 島 ・福 岡

株式会社シェル石油大阪発売所

フリン 卜コート施工販売部

専務取締役 鴻 野 精 彦

本 社 大 阪 市 北 区 堂 島 浜 通 り 1 - 2  5  電 話 大 阪 ( 363 ) 0441大 代 表

分 室 大 阪 市 東 淀 川 区 西 中 島 町 2 ー 76 電 話 大 阪 ( 302 ) 5  9  3 7 代 表

事 務 所 東 京 ・ 福 岡

司島

• 

• 

• 



所

空 気 翻 和 設 備 設 計 施 工

給 排 水 ・ 衛 生 設 備 設 計 施 工

清 水 工 業

取 締 役 社 長 清 水 愛 明

大 阪 市 北 区 堂 山 町 5 8 番 地 屯 話 大 阪 (313) 2691代表 - 6 番

東 京 都 江 東 区 北 砂 田r6 丁目 1 番 2 3 号 屯 ; 百 点 京 (646) 6511 - 4 番

群! 日以邑楽1" ，大泉町大' 子育問 2 0 6 6 番地 ｾｬ￮Ｚ話 大政 (  6 )  3394- 5 番

山似以 ｮｾ 芸ｔＡｊ今市本町 Ｑ ｴＺｩＺ話 出 雲 Ｈ Ｒ Ｑ Ｉ 1  2  8  5 番

鳥取市立川 HIT 5 丁目 ( 鳥取三洋屯機附内) 屯 話 鳥取 (23)  1  1  8  9 番

株式会社

本 社

東京出 ';lis斤

1洋!ち t!¥I;Us正

山 Ｑ［ 会ｴｊ ｊＧ ［ ｬｾ 円 ｩ

鳥取tB'; 長所

⑫ 

E  回白すq  
d 傘、

、♀ジ7

• 

雄

( 但し国鉄湊町駅南ヘ 5 0 メー ター西側 )

電 話 (641) 5313 ・6221 ・8128

日号出
ー田者

大阪市浪速区元町 1 丁目7 4 7

表代

3 8 2  2  電話 (992)5  2  目丁4  り通市 大守工場 呂

負

竹 林 塗 装 工 業 株 式 会 社

言青事工装塗自主

〈参

電話 ( 388) 0  7  0  8 番

電話 ( 372) 6431 - 3 番

日召

吹 田 市 山手 町 2 丁目 8 番 3 5 号

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 7 8 番 地

竹 林
取 締 役 社 長

本 社

大阪営業所

• 

• 1) フ。ラス

ス 製 作 所

- ダイヤラス ・ラスシート

ヲ'
中 川

鉄 筋 ラ ス ・税 チ ラ ス

川 安 蔵

但し十合百貨庖北 ノ辻東ヘ入ル南傾IJ

5 2 2 8 - 9 ・ 8 2 4 8  

中

大 阪 市 南 区 鰻 谷 (中 之 町 3

電 話 (271)

者表代

プラ スチ ック床材

Hi - COLOR 

日泉化学工業株式会社

本 社 新 j計 浜 市 新 聞 町 3 丁 目 ? の 1 7  

営 業 所 大阪市西区立売堀南: i I f ! 5 の l 住友銀行ビル

東 京 ・ 名 古 屋

千 葉 県 君 津 郡 富 来 田 町 真 理 1 0 7 0  

屯話( 2  )  4171  ( 代表)

屯話 (541) 3352 ( 代表)

。e4匹

1  

。

社

3  

アスフアルト防水工事 ( 日本アス協組員)

ゴ ム ブ ル ー フ ( シ ー ト ) 防 水

N .  S 塗 膜 防 水 工 法 ( 冷 工 法 )

立 ｾｃ ，. . 企+ 告企ーや. . - 0 、

* 引. . . L ' r/J ＧＱＧ，不エ、ｾ :z:t 

代 表 取 締 役 井 場 績

大 阪 市 西 区 新 町 北 通 1 - 1  7  電 話 (541) 3785- 6 ・

倉 庫 ・ 西 区 新 町 北 辺 l 一

屯話( 下部) 1  千葉工場

日

127 
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働

。
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エ レ ベ ー タ ・ コ ン ベ ヤ ー

ホイス卜 ・リフト ・クレーン ・エスカレ ー タ

設 計 ・ 製 作 ・ 据 付 ・ 修 理

日 本 エ レ ベ ー タ 工 業 K. K.  

本 社大阪市大淀区天事11紙筋六丁目 天六阪急ピル' ，l L ， i'市大阪 (351) 4927聞

東京営業所 東京都北区田端町 3 1 1 東京建築興業ピル 電話東京 (822) 0995(代)

工 場 大 阪 市 東 淀 川区 小松中辿 5 丁目 6 番 地 屯 ぷ 大 阪 (328) 0363f代)

明 研 化 学 工 業 株 式 会 社

取締役社長 村 田 柄

内 外装 材

特 許 エ マ ル リ ン ン

R  C  1) ; . . ン

エ マ レ ッ ク ス リ ン ン

エ マ ル ス キ ン

内 装 材

エ マ オ ー ル

エ マ ミ ソ ク ス

本 社 明 石 市 中 谷 町 8 8 8 番 地 電話 明 石 代 表 (913) 3456

大 阪 営 業 所 大 阪 市 東 区 淡 路 u汀 2 丁 目 53 淡 路 ピ ル 電 話 (203) 0603 ・0906

東 京 営 業 所 東 京 都 盛 田 区 間 国4丁 目 37- 13坂 井 ビ ル 電 話 (634) 1756 - 8  

宇 都 セ メ Y ト

宇部興産株式会社

大 阪 支 応 大 阪 市 北 区 曽 根 崎 新 地 3 - 51  ( 桜橋東洋ピル) 電話 (361) 1361  (大代 )

本 社 宇 部 市 西 本 町 1 - 1 2 - 3 2

東 京 支 社 東 京 都 千 代 田 区 霞 ヶ 関 3 - 7  - 2  

そ の 他 支 庖 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 福 岡

営 業 所 高 松 ・ 新 潟 ・岡 山 ・静 岡 ・小 倉 ・ 千 葉 ・姫 路 ・横 浜

大 限 セ メ J  ト

大阪セメン ト株式会社

本 社 大阪市北区堂島浜通 1 丁 目5 7番 地 電 話 (361) 1231  (大代 )

支 庖 大 阪 ・東 京 ・名 古 屋

工 場 伊 吹 ・高 知 ・大 阪 ・横 浜 ・芝 浦 ・市 川 ・堺

イ主 zえ セ メ ン

住友セメン ト株式会社

大 阪 営 業 所 大 阪 市 東区北浜 5 丁目 2 2 番地

新住友ピル第 2 号館 2 階 電 話 北浜 (203) 2321  ( 大代表)

本 社東京都台東区東上野5 丁目 2番2号 電 話 東 京 (843) 1111 ( 大代表)

営 業 所 / 名 古 屋 出 燥 所 / 青 森 ・仙 台 ・富 山- 小 合 ・広 島 ・高 松

アザノセメシト

日本セメン ト株式会社

大 阪 支庖大阪 市北 区 梅 田 ｬ 番 地 大阪神ピル Ｗ 階 電話 大阪 ＨＳｾ Ｑ ＩＳＳＵ Ｑ ＭＸ

本 社 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町 1 丁 目 4 番 地

支 庖 北海道( 札幌) ・ 東京 ・ 名古屋 ・ 大 阪 ・ 九州( 北 九州)

営 業 所 仙 台 ・ 新 潟 ・ 富 山 ・広 島 ・ 高 松 福 岡

• 

• 

• 

• 



大阪府住宅供給公社

( 設立者) 設立団体は「大阪府」であります。

( 理事長) 高田敏一「大阪府副知事」でトあります。

( 業務内容) 1. 積立分譲住宅、 一般分譲住宅の

建設及び分譲

• ｾ ｩ＠ ｾ＠ ［［ＺＺＺＺＧ ｾ士ＮｊＮ Ｍ ＮＮＮ ｾ 二 百 Ｑ ＧＱＹ ｾ＠ ー

2.  賃貸住宅の建設及び管理

3 .  産業労働者住宅の建設

4 .  中高層建物( オール住宅又はー

部事務所のピ j レ) の建設及び分

議

5.  住宅団地 の開発

6.  宅地 の分譲

7 .  団地 に関連する公共、公益施設

の建設、管理及び分譲

8. 団地 に関連する商底、事務所等

の建設 、管理及び分譲

問 合 せ 先 詳しいことは次にお問合せ下さい。

大阪市東区今橋2丁目22( 藤浪ピルディング5階)

• 11田正d 重髄吉芸訟F J J

大阪府住宅供給公社業務課

，ｾ ｾ＠
T E L 代表 (203) 5  4  5  1  

4陣

〈大阪市の再開発〉

〈勤労者に住宅を〉

事

茨分

理

乱

ほ

杵

U

建

・

の

4

f

d

宅

宅

建

住

住

の

譲

譲

宅

分

分

住

立

般

貸

約

一

賃

唱

E

A

n

ノ
“

大 阪 市 住 宅 供 給 公 社

理 事 長

副理事長

専 務

靖

美

達

佐

島

田

木

大

松

八

• 
大阪市東区本町 4 丁目 4 帯地( 本町野村ビル 9 階) T E L 代表 ( 262) 一0231
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社

空 調 設 備 の 頁

境

キ凶IJ.I' ;::;:!i<1貯

金 ilt'i: ，' 業所

t' ，¥J I!lj_'d世H斤

ｬ Ｚ Ｇ Ｚｩ 担 ｾｬｬ ｬＧＮ ｾ民所
l拍JLUa'.，] 桂内「

本 社

出張所

• 
空 気 調 和 ・冷 暖 房 設 備

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 ・施 工

郡 朝 日 三 業 社
《診

大 阪 庖 大 阪 市 西 区土佐楓通 1 の 1

大阪市東淀川区加島町357 電話 ( 302) 2271- 9(代)

向 上

東京都港区芝浜松町2 ー 7 電話 ( 434) 6171  (大代)

北海道 ・仙 台 ・ 名古屋 ・広 島 ・福 岡

釧 路 ・彪 岡 ・ 横 浜 ・ 神 戸

本 応

大阪支社

東京本社

支 庖

営 業 所

ーー

冷 暖 房 y  6 S サ ッ シ

給排水、衛生本道 ｾ＠ 環 境 衛 生 胞 設

電 気 1 =、荷 役 巡括投 機 械

厨 房 ｾτ 化 学 鉱 山機械

三 機 工 業 22 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 大 前 玉 男

取締役支底長 t通 口 H券 栄

大阪市東区北浜 2 丁 目 2 2 番地 電話 大阪 (202) 代表3071

本 庖 東京 ・日比谷 ・三位ピル

支庖 ー出猿戸斤 名古屋、福岡、札縦、広島、 仙台、

宮山、金沢、静岡、高松

General  E lect r ic  ( G ， E ) 社 製

冷 暖 房 機「ゾ‘ン ナ')vl ウェサe ー ト 白 河そ の他 各 種 冷 暖 房 機

温 水 ボ イ ラ ー r， 、 ィ テ ン フ。J ( 西 独WE B S T O社技術提携)

西日本総販売元

J . U ム' - &1.ι _  . :6=.  ..l.且・ ---.h.. - -̂ . . . L'  

右 往 す ノ 崖 株 式 ま 在

大阪市北区 -t t公町 3 - 5 6( 阿天尚ピル ) '，U: J i  ( 364 ) 2238(代表一)

点 京 郎 中 央 区 :::11 ｊ｟ｾｾ＠ ｽ ＺＮ ｾ＠ 1 ー 1 0 必，;，ri ( 551)  1079 ・1617

名 古 屋 市 南 区 大 機 泊 2 - 7  '，U: ，;，ri (821)  3  5  5  8  

八 崎 浜 市 大 よI! 町 3 ｾｬｩＮ ｬ ［ Ｍ丹八 刑罰 浜 Ｕ Ｑ Ｔ ，1  4  

本 社

東 京

名古屋

四 国

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

。
晃 商 会

大 阪 市 北 区 wE!l 町 16 番 地 包括( 364) 代表7031

東京郡千代田 区神田小川町2丁目 l 番地 電話 ( 292) 代表7751

広 島 市 紙 屋 町 1 丁 目 2 番 22号 電話( 47 ) 代表4535

福 岡 市 大 名 1 丁 目 8 番 12号 電話( 76 ) 代表3795

名 古 屋 ・富 山 ・金 沢 ・福 井 京 都 ・ 松 江

設 計 施 工

生

気

ノJ( ・街

房 ・換

排

冷

絵

日量

株 式 会 社

社

1苫

本

支

水 道 ・術 生 l媛冷房 ・民{ 也管 工事

設 計 並 路 工

( 旧斎雌久孝事務所)

斎 久 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 届

大 阪 市 北 区 常 安 田T 1  1  tfi: J:也

電 話 大 阪 ( 443) 5  0  4  1  - 5 番

東京本社 東京信 ｦｬ 千代 田 区大 ｆｾｉｔ 2 の 8 番 地 ( 日本ピル)

1喧 ，1t 東 京 (270) 7  4  1  1 苔 ( 代 ぷ)

-I lJIlJ.l ri J If.1大 ;l !il 1q4 rl d l ヰl血11';且劃4ピJレ 'o' ll.!fi  Ｍｉ ｕ申 ｉ ｊＮｉ＼ＮＲ ｾＵＷＵＶ
金 沢 市，:': j IMI 開r 2  lI't 1  6  )}  'o' lt .l，r; %. iI(⑪ 2074 

ｾ Ｎ ｜＠ )1'  rli iJj I 事 2 の 1 世.l，r; ｾ， ｜ＩＱ Ｇ｀ ＲＴ ＳＶ＠
『171 怯 '1J  2  1ft  r  9  'o' ll .l，r;仙位 ⑪ 5195

1国J 111  d; 大( J ¥ 3  8  0 の 1 'o' ll .l ，r; 1，t. Jlli -W5486 

式 会

喜 久雄

英 雄

電 話 ( 201) 0 181(代 )

1: 11: 苦舌( 363) 4108- 9  

m言舌( 231) 3046 ・6007

電話 ( 74) 6  8  6  3  

( 75)  5  4  8  2  

暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 衛 生 諸 設 備

設 計 ・ 施 工

建 設 工 業 株

代 表 取 締 役 田中

大阪出 張所長 猪 俣

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 通 3 - 1  

大 阪 市 北 区 樋 ノ 上 回T 5  

名古屋市 中村 丸 / 内 2 - 17 - 10 

福 岡 市 東 淡 町 3 8  

創 業 暖 冷 房 ・換 気 ・温 湿 度 空 気 調 和 設 計

大 正 二 年 病 院 諸 設 備 ・給 排 水 衛 生 ・水 族 館 設 備 施 工

22 斎 藤 省 三 商 庖

東 京 高 東 京 都 千 代田区丸の 内 2 の 2 丸 ピJレ6 7 6 号

電話 212(代 )3751

大 同 ピル 6 1  6 号

電話 443代 3361  

札 幌 庖 札幌市北十条西 1 8 丁目 3 6 番 地 電話 61(代)4371

名 古 屋 唐 名古屋市中区栄 3 の5 番 2 9 号 千 代 田 ピル 5 1  4 号

電話 261(代 ;0641

京 都 庖 京都市南区西九条春日町 4 8 帯 地 電話 68(代) 1781

大 阪 城 口 研 究 所

取 締 役社長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 垣 間I ー ・1電話大阪371局715 1 (代 表)

京 都市東 山 区 大和 大路正 面上 ル 屯 話 京 都56局4945 (代 表 )

神 戸 市 生 田 区 下 山 手 通六 ノー ・電 話神 戸34局 5 8  9  2  

株 式

会 社

出 張所

司b社

t 、

A  
業 株 式工賀須

電 気 ・空 調 ・給 排 水 ・衛 生設 備 ・設 計 施 工

衛 生 設 備

電 話 441- 5171

空 気 調 和

大 阪 市 西 区 土 佐 嘱 通 1 丁目 1 4  

暖 房 株 式

取 締 役 社 長 菅 谷 知 巳

大阪 市西区江 戸沼 1 - 6  0  電話 (441) 8231 大代

東 京 ・ 名 古 屋 ・ 福 岡

北海道( 札幌) . 東北 ( ul l台) ・北陸( 金沢) ・中国( 広島 )

京 都 ・神 戸 ・岡 山 ・高 松 ・熊 本 ・償 浜

新 潟 ・富 山 福 井 . i主

会 社
』
一
刈大 阪 電

本 活

支 庖

営業所

出強所

/，耳 東 京 大 阪 名 古 屋 ・京 郡 神 戸 ・福 岡支

営 業 所 一 広 島

冷 房 ・暖 房 ・温 湿 度 調 整装 置

換 気 - 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 北 同 心 開T 1  r 日 5 7  

-m ，l，I，; ( 351)  ( 代 点 ) 2  8  0  8  

東 京 都 j ヒ 京 区 本 郷 1 丁 目 1 2  - 5  

泡 話 (811 ) ( 代 必 ) 6  2  9  4  

支庖出張所 名 古 屋 ・福! 日1 ・札 帆 仙 台 ・副 総 ・広 ぬ

営 業 純 円 ・ 空気 鯛 和 設 備 ・ 給 排 水 衛 生設 備 ・塗 装 設備

・蒸 気噴 射 式 冷 凍機 / 設 計 ・製 作 ・ 施工

生r.:J選ミー

• ヰ土本

ネ土

本 I1 点 J;( Ji. l，'j' = 点，; (ml 中 央 区 銀 Nl ，'G6 - 3 ⑨(  5  72 )7'11 1  f  ｾ＠

大 阪 ム ＺｊＮ ｜［ ］ 大阪ｊＡ ｪ 北 ｉ ｾ 11
1

之 1:.¥ 2  - 22 @( 203)3721 代

名山民主 J. li = 名 古 W di  'i' 1": If，: 2  - 2  - 13  @ ( 211) 1535 ｦ ｾ＠

，'I'，1U所 = 札 眺 flh 台 北 陥 NI r; .  1;': 1:.¥ 松 11， 九 州

キオ建株 式 会 社

! K I ミ

ミZ ¥

て52
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空 調 設 備 の 頁

給 ・排水・衛生・消火・暖冷房設備

西原衛生工業所大阪信

電 話 大 阪 ( 458) 3151 番

M tt i， I珂

大阪市大淀区 中 沖 It J i凶4丁目 11 

出 張 所 = 京

温 湿 度 調 整 装 置 、 暖 房

冷 房 、 水 道 、 搬 送 機 設 備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 底

:  ( 361)  5  1  7  7  ( 代)

大 阪 市 北 区 1 町 3 0  1'1! J舌 1
1  ( 364)  0  9  7  7  ( 代)

本 社 東 京 郎 千 代 l工l 区丸ノ内 3 - 2 ( 新 東 京 ピ ル)

1il: ，!ii (211)  8  5  1  1  .  8  5  6  1  ( 代)

仙 台 市 新 伝 崎 町 6 0  

電 話 (21) 4  4  9  1  

名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6  

-m ，!舌 ( 971 ) 3  6  2  1  

株 式

奮社

仙 台 支 底

給 水 衛生 空 気 調 和 設備

設 計 施

名古屋支庖

暖 ・冷房 ・空気温湿度調整装置

設 計 施 工

• 
工

回 社

番 地丁 目

( 443) 代 0 3 3 1  

A

Q

冨

2  

式

平

ム

ロ

小

株

山

2  

-'jI 

大 阪 市 西 区 江 戸

電 話 大 阪 ( 441) 代 1 9 9 4  

堀

業

取 締 役 社 長

工山平
品ｾ

-← 

大 阪 市 北 区 梅 田 8 番地( 新阪急ビル 8 階)

屯 話 大 阪 ( 312) 4  5  2  1  ( 代表)

東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番 地

套害l
fi:!! 高

大阪支唐

社本

生・消火設備

工

森 野 工 務 庖

暖冷房・給排水・衛

設 計 施

<<''''O. 空気調和装置 各種冷凍機
設 計 ・製 作 ・ 施 工

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

株式会社

大 阪 市 北 区 堂 島 浜 jifl 1  - 2  5  (新大ピル)

電 話 大 阪 (344) 1  5  1  2  ( 大代 )

東京郎中央区日本締本石田J 4 ー 2 (三井第二別館)

東 京 ・ 名 古 屋 出 張 所 九 州

鳩 玉 県 北 足 立 郡 ・ 東 京 郎 足 立 区

社

広

場

本

支

工

岨Rト

大 阪 市 北 区 菅 原 町 7 5 電話 (361 ) 仰 6571

東京郷新宿区新小川町 3 - 32 電話 (269) 2833- 4

本社

支底

冷 暖 房 ・温湿度調整 ・ 水 道

衛 生 ・ 環 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

空 気 調 和 設 備

宅計施工

換気・除塵設備関
戸一一m哩里! 量コ

社

'4iJ[; (443)  (¥: J<8161- 9  

1屯話 (9∞ ) 5  1  4  1  

?包括 (541) 0966(551)1655  

屯お (34) 1778 .  4386 

電話 (47) 7575  .  7588 

A

Q

一

A
式株

本 社 大 阪 市 西 区 点 町 線 1 r 白 6 2  

出張所東京郡北区上十条 l 丁目 9&"22号

名古屋市中村 区水主町! の 1 2  

神戸市生田区北長狭通7丁目 l のl

広 島 市 袋 町 6 番 4 号

業エ田山

東 洋 梨 工 業 織 式 会 祉 大 阪 安 倍

T  E  L  ( 443)  8  0  7  1  

T  E  L  ( 562)  1  3  5  1  

大 阪 市 西 区 京 町 堀 4 丁 目

本 社 東京都中央区京橋 2 丁目 9

支 唐 名 古 屋 ・ 福 岡

温 湿 度 調 護 装 置 ・ 冷 暖 房 ・換 気 装 置

フ ァ ン ・ ヒ ー タ ー ・ ク ー ラ ー

ス チ ー ル ・ ア ル ミ ・ サ ッ シ ・ ド 7 " ・シ ャ ッ タ ー

設 計 ・ 製 作 ・施 工

鋼 機 株 式 会 社

大阪市東区高麗総 5 - 4 5 ( 興銀ピ Jレ別館)

電 大 阪 代 ( 202) 7  7  4  5 番

東 京 都 北 区 神 谷 3 の 1 0 の 8

官I 東京( ¥' : ( 901)  3  1  9  1 悉

束京 ｲＮ ｷｾ 区 西麻布 Ｔ - 15- 23( 第 5 興 和 ピル)

m 東 京 代 ( 409) 0  1  5  1 番

屋 ・仙 台 連 絡 所 福 岡

理 研

大 阪 支 I苫

本 社 ・ 工 場

会 社

代表取締役 市 川 繁 維

ヰ土 京 都 市 南 区 西 九 条 盟 問 町 2 0  i昏地の l

包 括 ( 68) 5101- 5  夜間- t 1H fI (69)  1045  

大阪市北区天満崎筋 1 - 3 7 ( 天満崎北結)

m，!f， ( 352)  3501 - 3  

四日市市浜田西末広田T " 日初日7431- 3  

津 市 栄 町 2 - 1  1  1  屯 ｊｾ 宣 Ｉ Ｓ 6  1  0  

温湿度調整・暖冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

日 本 管 工 業 株 式⑨ 

本

• 

大 阪 営 難 所

空調事業部

四日市営業所

津 営 業 所 古名庖支

カ ー テ ン ・ 室 内 装 飾 ・ リ ノ リ ュ ー ム

ピ ニ ー ル タ イ ル ・ 星 主 張 り

置
Ｒ 舎町産局毎 ｉｾ

ci"i
l T 

商 庖

人 Ｚ Ｑｬｉ｟ｻ 山 市 Ｑ ［ ＰＨＱＢ，刷 ｦ ， ｦｾ 筋Ｚノ o  ( 1J 1>=愉 パ ス f';<l iiJ)

芯 川 大 阪 ( 211 ) 0  5  7  1  - 4  

'I!l ，ili 大 阪 (211 ) 0  5  7  5  .  6  9  2  3  

，;( r.! 1  di  1' 1' J;(  r><: 刊 r 11;( IlI f 必 川 ド ル 指 物 slJ

Ｑ 正 ｉｪ Ｇｲ ｾ Ｇ J;( 加 ( 23) 3  2  7  7  .  8  7  7  9  

利 倉 幸合名会社

所

( 販 売 部)

京都出張所

事量営

Ｍ・ ｅ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ＮＮｾＮ司 ＺｾＺｈ Ｚｴ ＺＱ

ー・F電_......
，園、h 東洋キャリア工業( 株) 製品販売府・特約工事応

!∞j 日本冷熱工産株式会社

ｾ＠ 本 社 及 大 阪 営 業 所 議 薄 暗 ま 引1L1句川
• 
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電 気 設 備 の 頁

設計施工

社
〈
云式電陽

ヰ土

営 業 所

営 業 所

朝

本

社

社

支 I苫

ｩｾ｜Ｇ 業所

本

東京支社

• 
会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

支社長 姉 川 正 男

大阪市東区必腿橋五丁目 二八11¥: 1. 也屯，ig大阪 (202) 0325- 9  Is: 

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 地

支 宇 土 札 脱 仙 台 . ) L ノ 内 ・名 古 屋 . Ii!' /判

出 張 所 旭 川 白 河 備 i兵 ・ 静 岡 ・;白i 山

電 気 工 事 設 計 施 工

ネ土

A

Q

玄式ネ来
と

一

川

言帯、

弔藤工

市

大 阪 市 北 区 野 崎 町 六 九 rLl!，1舌・大阪 (313) 代表3456

東京支1吉 東 京 都 中 央 区 西 八 丁 堀 二 丁 目 十 二

'I !I 訴 (551) 8  3  3  0 ・ 8 3  0  3  

名 古 屋 ・神 戸 ・| 凋山 ・広 品 ・北 九 州

電 気 設 備 ⑤

気 株

代表取締役 山 本 博 三

大 阪 市北 区 中 之 島 3 の 3 朝日ビルデイング

T E L 代 表 (448) 1  3  6  1  

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 り 4

代 表 (448) 1  3  6  1  

京 都 市 中 京 区 西 ノ 京 中 合 町 2 0 の 1 1  

T E L 代 表 (81)  9  2  9  6  

西 村 正取 締 役 社 長

i送 業 所

設 計 - 施 工

司'

株

電 気 工 事

中

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事

設 計 施 工

司・

社

取締役社長 中 本 正 明

社 大 阪 市 城 * r><. ｾｦＢ江東之町 三 丁目 一 五
'，'U: Mi 大 阪 (931) ｻｾￛ＠ 7  3  4  1  - 5  

0 3 8 8 ' 2 1 9 3  

大阪市城点尻町マ工東之町 =. J i l- "恒M; 大阪 (931)7∞4

奈良県御所rlii 卸/li/; 且り 3 6 0 'o' rr ，: 占御所 ② 2ω 7 . 4259 

A

Q

一

A
式

と
一
川

理 骨

司，本

本

社

大 阪 市 北 区 高 垣 町 1 6 番地( 東阪急、ビル)

屯 話 大 阪 ( 313) 1  1  0  1  ( 大代)

支 l吉 東 京 ・名 古 屋 ・鋭 的 ・広 島 ・九 州 ・神 戸

A

Q

一

A
式

英{言

株

原

業

栗

エ

取 締 役 社 長

原栗6詮

資 材 倉 庫

奈良営業所

各種電気工事設計施工・制御盤製作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区 柏 車 町 1 丁目 1 1  0 番地

電 話 大 阪 (472) 代 表 1 1 0 1 - 7

東京都品川区西五反田 6丁目 25番 11号( 福島ピル)

電 話 東 京 ( 491) 1746 ( 492) 0182 ・ 0350

北 九 州 市 小 倉 区 鋳 物 師 町 2 3 番 地

電 話 小 倉 ( 56) 5  6  6  5 ・5 8  1  8  

馬 ・ 千 葉 ・ 和 歌 山 ・ 名 古 屋

工情

血

〈

敏

ん

又事工

宮

川電

社株 式 会 社

ヰ土

l苫

本

支

夫

阪 市 北 区 紺 笠 町 5 0  ( 堂ピル 7 階)

屯 ぷ ⑫ 3 6  7  1  ( 代)

東 京都1中 央 区 H 本橋 箱 崎 町' 3 丁目 2 番 地

主包 括 ⑪ 1 4  7  8  ( 代)

川 崎 ・4日 後 原 . J:W ' 福 山

林代 点 取 締 役

キ土

庖

本

支

営 業 所

群出 張 所
出 張 所

• 電 気 工 事 設 計 施 工

令 富 士 電 業 株 式 会 社

ネ土

J を中旧取締役社長

社イ王 大 阪 市 西 区 北 堀 江 上 通 1 丁目 6 5  

電 話 大 阪 (541) ＰＵＶＴ ｾ＠ Ｗ ・ ＷＱＴＸ ｾ Ｙ

東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡営業所

j

J

、
J

h

也

院

自

レ

+

ル

可

一

)

山

番

3

缶

、

品

定

ル

次

孝

1

0

;

E

d

コ

ピ

(

辻

二

一

姫

-ニ

山星

，
A

r

t

4

コ

ゴ

式

三

日

7

3

汁

市

一
五

〈

2

6

一一

3

槻

来

f

五

4

一

目

l

圃

d

l

h

弓

γ
』

6

・

3

-

-

h

i

i

'

S

R

I

-

5

兄

5

z

u

m開

V

M

句

作

V

'

M

岡

山

戸

制

何

回

露

け

)

石

)

械

)

市

;

=

師

酔

山

田

明

刊

伯

区

川

出

愚

弔

投

E

G

J

1

w
北

川

ロ

附

日

目

北

話

リ

サ

話

市

話

市

事

主

附

市

阿

屋

同

ニ

倒

電

骨

電

電

戸

月

阪

京

古

大

東

名

電 気 ・唖 冷 房 ・空 間 工事言宣言十施工

ぷ〉

キ上本

社支

営業所

市神出張 所

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気 商

山 本 永 造

阪 市 北 区 西 坂 川 町 1 5 番 地

電 話 大 阪 (364) 代 3 0 5 6  

東京都港区新編 5 - 3  4 - 6  相馬ピル5階

電 話 東 京 (434) 3848 ・(431) 8435 

大阪南・北海道・名古屋・四日市・福山・福岡

A

Q

一

A

寄 種 電 気 工 事 設 計 施 工

浅 海 電 気 株 式 会

取締役社長 浅 海 正 雄

大 阪 市 北 区 老 総 田T / 丁 目 2 2  

1l! ，ｾ舌大阪 ＨＳＶＲＩ 8  7  0  1  

東 京 邸 港 区 赤 坂 1 丁 目 5 番 7 号

で芭 話 (481) 8  6  2  1  代 表

名 古 屋 ・ 札 lt Jot . 福 1iI¥]

旭 川 | ・備 浜 ・浜 松 ・姫 路 ・高 松

気 工 業 株 式 会

今 村 騰

電 気工 事 ・ 計 装 工事 ・ 設 計 施 工

電中 央

• 

取締役社長

社 大

東京営 業所

本

社

大 阪 市 北 区 梅 ケ 枝 町 5 6 番 地

電 話 大 阪 大代表 (312) 8  8  8  1  

東 京 ・名 古 屋 ・ 四 日 市 ・神 戸 ・和 歌 山

松 山 ・ 京 都 ・草 津 静 岡 ・水 島 ・福 岡

取締役社長

社本

所張出

支 庖

営業所
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建 材 ・ そ の 他 の頁
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Board&Slate 

， 

フ タ パ 黒 板
大阪市東住吉区桑津町三丁目 1 0 1 番 地 電話大阪 (717)4561- 2  

FUTABAYA DECORATORS， LTD  

建 築 物、 船 舶 等 造 作 工 事

家 具 、 建 具 、 寄 木 、 室 内 装 飾 工 事

内外装飾織物 ・窓掛、 敷物、壁紙類一式

二葉屋装備工業 株式会社

各 種 局育I¥

ガラス製品卸問屋 乙 W)

j原八橋 セトモノ百貨庖をご利用下さい" - ノ

思吉田芳雄商庄ｾ ＮＮＮＮ｟ @  

所

⑪51J 1PR毒患磨

所 長 防 ! 徐 士 松 平 藤 佐 根

奈 良 市 南 城 戸 南 方 IIIT 2  8  電 話 ( 22) 4098 

奈 良 市 登 大 路二 番 町 ( 博 物 館 前 ) 包 括 ( 22) 4098 

本 部 町 知 県 宿 毛 市 宿 毛 IIIT 2 6 3 9

取締役社長 若 林 繁 音

大阪市大淀区本庄 川崎町 2 の 6

電話 ・大阪 (371) 3321- 3・3630

タイル新発売

防

設計施工

特許申請中・完全滑止タイル

庖

予

の

滅

( カタログ進呈)
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不又蟻

セトモノのデ比一ト

白
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ホ
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許

I'y 

Standard 

(創業大正 7 年)

平

ヰ寺

酸

⑨ 

耐

陶器、

松

本社営業所 ・吠 阪市東住吉区駒川町 3- 54 電 話(702)代7814- 6  

特約代理庖・ 東 京 ・名 古 屋 ・金 沢 ・広島・ 今 治 ・福 岡

瓦

ル
イ

門

仏
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甘装外内

ト弓 1 ・ヒr ム宅
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合

目

叩

川

村

商

折

れ

幸

一問

一

一

一

域

開

ナニワ媛勾 12ii
3 寸緩旬最適軽量7 ] ¥- 止付( 空葺) 瓦

. 内 念 宮 内 ゴ ー レ ッ ク ス 防 水

・ 化 粧 壁 材 ソ リ ジ ッ ト ス タ イ ン 吹 付

. 樹 脂 砂 壁 工 パ ー サ ン ド 吹 付

. 樹 脂 蛭 石 エ パ テ ッ ク ス 吹 付

盲

六

T E L ⑩ 9055 ( 代表)

庖

大 阪市 東 区 高 麗桁 二 丁 目九 野 村 ビル五階

電 話 大 阪 ( 231  )  4  2  5  7  - 8 番

所

商

張

青写真とマイクロフィルム

写

京 ft Jl，lr m: 山氏今熊野) c 仏池川町 9 町 9

大 阪 市 北 区 空 心 田T 1 丁 目 2 8  

名 古 屋市 守 山 区 大 字 小附 山脇 27

J.l tJi"( .:mg' ( 谷 区 上 原 1 丁 目 29円 4

点 打1I iJ 'f 水 ー 山 減 漸 戸

製図 ・トレ ース ・複写写真

石

出

大 ｩ 蔚 Ｗｾ ; . 曇 入 制 惹 防 止

要二 耐 震 耐 風

i 弓 仙 安 定経 量

買瓦

i 株

霊 式

話 J 、

型J %云

歪 本土

阪

外

理

社 寺 数 寄 屋 用

大

大

大阪市北区堂島北 町16

内

橋-矢

本 社

大 阪 営 損 所

名 古 屋 営 機 所

東 京 営 喋 所

工 場

株式会社

武

社

株

会
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• 

• 

• 

掴防



発 明 賞 に 輝 く 各 種 特 許 235 件 所 有 防 煙 火 防 災 防 盗

近代建築の要求する

曜日i

盟

-・・・

鈴 木 式 防 煙 火 シ ヤ タ ア ・リ ン グ グ リル ⑮ シ ヤ タ ア ・

ス テ ン レ ス シ ヤ タ ア ・ア ル ミ ニ ュ ー ム シ ヤ タ ア

40 ・ピ ー ア ッ フ。⑬ シ ヤ タ ア . y，凡 用 シ ヤ タ ア

そ の他 特 殊 シ ヤ タ ア の 製 造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の 完 壁

ス チ ー ル サ ツ ユノ • ド ア ー

カ ー テ ン ウ オ ー ル

シヤ
、y

タ ー

• ド ア ー ハ ン ガ ー

注z 乏

雲 季 三 高 製 作 所

米 特 許 11¥ 1異 武

ステンレス・アルミニウム

防 火 シ ャ"，q -

言i
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言十

製 イ乍

施 工

11¥俣シャ'γ ' -1-工業4朱式会社大阪支庖

豊かな経験と

最 新 の 技 術・..

東洋シャッター株式会社

本社工場 大 阪 市 西 淀川区{岡田T 4  - 33 T  E  L  (471)  8  3  3  1 代災

支 庖 点京 (771) 1171 名古屋 (331) 6171 ・大 阪 (352) 4571 

営 業 所 償 浜 ・滋釘 ・京郎 ・神戸 ・福岡 ・他全国主要郎市

‘  

‘  

• 

• 



• 

.， 

• 

• 

= 手/，It . # o ; ; . "  .:J. j・口:主力ーベ・3 ト
表 はナイロ ン 100% の植毛 ですから 弾力性に富み |耐久力 に優れています 。

施工用 ・ ＮＮＮＮ Ｎ ＮＮ ，Ｒ Ｍ ｄ Ｚ［ ＺｉＺｉ ーベョト の 独特 の ｩｬｬｾ ｮ を 特 別 な裏 コー ム 加 工を

施 して工事用 に合理的 な側格 で作り上げ.ま した。

デラックス・ 一一 スベリ 止め加工、重量感のあ る豪華 さ。

スタンダード ・・・・ ・・装は板 ゴムで特 に工事 向の価 格。

ぬ 大 誠 化 工 株 式 会 社 本 社 大 同 区 間 l 丁 一 瑚 ビル) 電話 (0…

。

陸屋根防水には 奥 山 式 特許 絶 縁 工法 を

前回71ミ ー 陥 ホ 帯

f ーフ エク トな 冷工法 苧 ヲ q イ ト

奥山化工業株式舎社
東 京都 中 央 区 銀 座西 8 - 3 電 話 (571) 2703- 4 ・2370 .  4064 .  0264  

大阪出燐所大阪市 事 ｉ ｉ ｉｾ｜ 区 Ｎｲ， ｾｉ ［Ｎ｜ 中 通 り Ｕ Ｍ Ｔ 電 話 ( 921) 2497 

名 古 屋 出 娘 所 名 古 屋 市 南 区 若 草 町 3 3  1' lt髭 ( 811) 3660  

N. G. C. 或

内タトｾ業株式会経
本社 大阪市阿陪野区旭町 l 丁目 |番地30号 電 話(64 1) 3434- 6

(631  )081  O(夜間 )

工 場 大 阪 市 東 住 吉 区 桑 津 町 3 丁目 16番地
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建 材 の頁

カーテンウ オール

アルミニウ ム サ ッシ・ドア

ス テ ン レ ス サ ッシ・ドア

新 製品

規 格サ ッシ卜 ッカ70

公共住宅型サ ッシ トッカKJ

住宅用 夢窓サ ッシ

. 超 高 層 時 代 を に な っ て 、 カ ー テ ン ウ オ ー ル の 果 す 役 割 は ま す ま す 大 き く

な り ま し た 。 カ ー テ ン ウ オ ー ル 工 法 の 開 拓 者 で あ る 東 京 カ ー テ ン オ ー ノ レ

工 業 の 、 こ の 分 野 に お け る 特 異 な 技術 は 広 く 業 界 に 認 め ら れ て い ま す が 、

ア ル ミ 、 ス テ ン レ ス 、 ア ル キ ャ ス ト 等 を 使 用 し た 美 し い 金 属 外 装 で 都 市

に 一 層 の 美 観 を そ え る こ と も 、 ま た ビ ル デ イ ン グ ド レ ス メ ー カ ー と し て

の 東 カ テ の 使 命 で す 。 先 般 米 国 レ イ ノ ル ズ イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ノ レI nc 、 に 対

し て ア ノ レ キ ャ ス ト の 4支紳f を 革 命 出 し ま し た 。

町声東京n- I J 万-JL工業

E組 九七::;Jsz; 品 目{J2 ー

腐 らない そして 燃えない

法定不燃材 829号

ケミカラーオーシマメタル

屋根材、壁材・谷樋棟包水切に

スタンダードメタルの大島応用化学

新 しい型の

ひふ くて っばん

東大阪市新庄 (782) 4171代

. 法 定 不 燃 材 の 屋 根 長 尺 現 地 成 型

フゲス lごも/ 季初=ι

画放・薬品 l二 も

特 許 ・ 耐 酸 ・ 耐 ア ル カ リ ひ ふ く 鉄 額

ｊｴ ｉｊ 工 Ａｊ ｾｊｾ ｪＮ Ｙｊｾ
. 永 久建 材 の 超 ひふ く 鉄 緩

スー ｊｴ ・ｊｴ ＧｊＱν Ｇｊ ＧｾｾＹｊｾ ( SPM)  

136 

大丈夫で‘ オ Ｂ弓ースー ｊｴＭ 苅リ王 ν ｊＩ ＧｾｾＹｊｾ (CSPM)  

. 責 任 施 工 ・ 型 録 送 呈
. 新 時 代 に マ ッ チ し た 各種 のカ ラ ー 製 品 が あ り ま す

Jf IJ I !J ヲル克明ル製造株式会祖

本 社 工 場 尼 崎 市 大 物 北 口 電 話 大 阪 (481) 8085 - 9

大 阪 宝 庫 尼崎市北新町 4- 41{ 古川ピル) 電話大阪 (481) 8085- 9

東京支底量工場 埼玉県車市東町 2 - 2 0 - 4 電 話 離 (32) 3  1  15- 7  

宣車・出彊所 郡山八幡・名古屋・川崎ー岩国・宇都・延岡・韓貿・三原・徳島諸山

網 入 光 り 波 型 力 、 ラ ス
(ヤスレ一卜 ぺ小、

スレ 一 卜大波j 長 サ 965
7

;仙n併仇Aんn 1， 8 1 W切仇n  

夕 、 イ ニ チ ・ ア ー モ ラ イ ト 波 板 ・平 板

( 硝 子 繊 維強 化 ポ リエ ステル板) 弁阿波 、寸法( 長尺物有)

製造敗ヲピ 大 日 本 硝 子 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 1，1; )(1以 di -l tl メー! ' J I : lllf 2  /  4  ( よefrJ .}I ピJ レ) '，I.e，[丹 (441) 1389 ' 3389・3281

-1' i!-. ｾｉＧ＠ .;iモ川 LM羽| 悦 JJ;': di 小 II[ ' j ' : 久似 2 2 4 必，;，fi (  72 )  3  1  0  1  - 4  

• 

‘  

• 

• 



• 

• 
El  

• 

• 

〈 呈 カ タ ロ グ〉

大 阪 塗 料 工 業 株 式 会 社

大 11反 市 城 東 区 汽 dJ 大 通 3 - 2  4  T E L  ( 931 ) 3  2  7  1  - 3  

点 京 ＺｈＧ［ｬ ｾ 所 東 京 都 鴨 川 区文イE 3 丁 目 21 - 17  T  E  L  ( 611 )  1  0  4  3  

柏 原 涯 青 株 式 会 社

本 社 工 場 大 阪 市 西 淀 川 区 御 幣 島 東 2 ノ 5 電 話 大 阪( 471) 1493- 4 ・8267

第 二 工 場 大 阪 市 西 淀 川 区御 幣 島 西 3 ノ 99 電 話 大 阪 ( 471) 0  4  2  6  
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建 材 の 頁

138  

s s s プ ラ ス タ ー c (セメントモルタル下地用 )

s s s プPラ ス タ ー p (ペイント下地用・金鍾仕上 )

s s s プ ラ ス タ ー S P (発泡軽量コンクリート下地用 )

s s s 混 合 プ ラ ス タ ー {上 塗 用 ・ 自

. 建 築 用 ・ 美 術 工 芸 用 ・ 各 種 焼 石 膏 ・

サンエス石膏株式会社

本 社 工 場 ・姫 路 市 神 屋 町 4 - 7  7  

T E L  姫路 (22) 3  8  3  7  ( 代表)

点京営業所 ・東京都新宿区米大久保 1 丁目 3 3 1 番地

T E L (351)  0 3 9 6 ・(351) 6  9  6  2  

中部営業所 - 瀬 戸 工 場 ・ 瀬 戸 市 市 場 町 1 1  3  

T E L  瀬戸 ( 82) 9  1  8  5  - 6  

大阪営業所 ・大阪市西区江戸板 1 - 24(-=- 輿ビル 2 階)

T E L  (441 )  0  0  9  4 ・ 5 3  7  5  

福 岡常業所 ・福 岡 市 じ 附 2 8  2  - 3  

T  E  L  (  82)  9  4  1  9  

色1

@  

.  .・

⑨ お 部 屋 の ム ー ド は 壁 材 の 美 し い 調 和 で・ ・・・ ・・ ・・・

建 設 省 建 築 研 究 所 試 験 合 格 品

千，[i 織 再11 "，'. ｾ Ｇ Ｑ＠ )  - チェ リーコート - マ マ ウ オ ー ル - ほ た る か ベ

- い す 3・ か ベ
・J 、。

ビ ロ ン • "i 、く よ か ベ ・1一育 流

F  
• 

- 鹿 香

- 金 蘭

- カ セ ロ ン ウ オ ー ル - パ ー マ エ ー ス - あ あ け - 錦 上 壁 K H 徽 *11 "，t 村 )

- ス- . / ' ーウオール .  !尚 雲 コ
一

コ - 蛍 光 壁 - 龍 鳳

- セ ン カ ウ オ ー ル 何 品ｾ i ll "，t  H  - 明 光 壁 - 日 本 壁 - 金 育匡

- あ け ほ了 σ3 - 富市 上 壁 - 日百 手口 壁 - す ず ら ん { 判 f.t 

- 新
.00. 

壁 - 大 阪 壁 - 新 日 本 壁 - 桃 山 - 大 手口 壁

ｻ ｬｩＩ ｪ 火繊祁牧村 としてご Ｑ 山 ｉｊ の ￻ｪｩ は Ｑ ＧＮ ， Ｚｃ ｬ ｬＧ ｦｩ 品に ｹ ン ケ ン ｼり ｩ 火剤 を ｩｊｾ入 の こ とＩ

. シ ン ケ ン |坊火仰l ・IIJj ｾ， Ａｬ 舟 ｉ ｊ エ パ コ ン Ｎ 恥 ｴｩｾ［Ｚ Ｎ 斉 ｉｊ オ ー ト ン ・化マー刷j スー パ ー シ ン ケ ン約iJ ( 会同イ i f，主s HJ ，li にイf )

株 式 会 社 新 興 建 材 工 業 所

AW_( di ll可I. {V4 .;t Wi T  E  L ( 538) 295l f に( 54 1) 5757イ¥:

ＧＺ［ｾ・ Ｅ ､ ｊｲ 点以 ・ 大阪 ｬ リ ｬ イ，Ｎ Ｎ 1.ム J: ，) .  t; ，; 1刈

• 

• 

• 

• 
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建 材 の 頁

簡易で 均質な

翻意事吋

関 西 生 コ ン ク リ ー ト 協 会

大 阪 市北 区 兎 我 野 町67得 地の I ( 怖 凹グリ ー ンピ J レ6 Jil'i )  

包 括 ( 3 1 2) 3  2  6  7  ( 直 ) ( 312 )  8  8  3  I  ( 交 )

麻 生 コ ン クリ ー ト エ喋株式会社 Ｎ［ｾｴ 業所 電 話 Ｈ ＴＴ Ｑ Ｉ 0  2  3  4  - 7 昨

工 場 堺 { 晶 北一 区 ) 高 石 ・高 砂

大 阪 ア サ ノ コ ン ク リ ー ト株 式 会 社 世業所管1I，1，f; ( 361)  3  3  5  1  ( 代 )

工 掛 けE守 淀川・ 魚崎 ・地点

(i盲目付)

大 阪 宇部 コ ン ク リ ー ト工 業 株 式 会 社 営 業 所 包 括 ( 361) I  3  6  1  ( 代 )

工 場 X 阪( ; 新制崎町) ー耽 凹 鉱 山

姫 路

大 級 生 コ ン ク リ ー ト 株 式 会 社 ・Ff' 業 所 電 話 ( 361) 1  2  3  1  前 代 }

c  >.品 佃 ・千品 向 日 町 神 戸・

和 歌 山 大 * - ( 1 臣時排

関 西 小 野 田 レ ミ コ ン 株 式 会 社 判員削 m訴 ( 341 ) 8 3  3  I  Ｈ ｦｾ Ｉ＠
工 場 尻 融川 点 (.11. N' ，] 

茨 木

関西 菱 光コンクリ ー ト工 撲 株式会社 Ｇ ＱｾＧ ＮＱ住所 ｭ ，ＩＱ［ ( 3 13)  0  4  3  1  (代 )

工 描 尼 崎 大 阪 ("t 偏 崎 東 ) 城 点

{ 門 真) 阪 市{ 絵 原 )

近 後生 コ ン株式会社 Ｇ［ＺｦＧｾ 所 ｭ ぷ京郎 Ｈ ＵＸ Ｉ 5111 - 2  

1:  I晶 京 間( 山 科 )

堺 小 里子 図 レ ミ コ ン 株 式 会 社 'i:t ｾ住所ＱＨｴ， Ａ λ 排 Ｈ ＳＸ Ｉ 臼 ＰＵ Ｍ 6 併

工 場 排

西 脇 生 コ ン 株 式 会 社 ' 出業所 電話( 203) 2  3  2  1 需 { 代 )

工 2場晶 排 - 酉 .白i' xヒ東 4英克木

帯 日 出 . 大 咋 姫路 - 北 地

塩 山 総 渠 株 式 会 社 F Z E霊4 Ml ) 8 3 3 1 番

ツ ｊ レガ生コ ン クリ ー ト エ禦 株 式会社 叫 ｾｬｩ ｬￍＧ 11[ 絡 ( 361) 6 2 3 5 - 7 1昏

工 場 大 阪( 春 日 出) 。宝 畢

徳 山 生 コ ン ク リ ー ト 株 式 会 社 叫 業 所 即 日 202) 0 5 3  1  ｬｉＧｩ Ｈ ｦｾ Ｉ＠

工 場 大 阪 { 南 海 岸 通) ー大 東 ・神 戸

枚 方 生 コ ン ク リ ー ト 株 式 会 社 世3住 所 寝 応川 ( 31 )  4  4  2  I  

一 場 枕 方

藤 井 コ ン ク リ ー ト 工 業 株 式 会 社 'i:t. . l 住所八尾

2品 j l J ?>

( 2 )  3 3 8 5 - 7  

豊 田 生 コ ン ク リ ー ト 株 式 会 社 'e! '業所 電話( 312) 3 6 3 7 - 9 帯

工 場 尼 崎 大 阪( 守 口 ) 高 微

堺 宇 部 コ ン ク リ ー トエ 喋株 式 会 社 間業所 m 川 騨 ( 41) 0461- 3  八 幡 高 炉 コ ン ク リ ー ト 株 式 会 社 ・目定所 m.i ，f; 排 ( 3 ) 2  3  2  3  - 5  

1ニ t!l 排
工 場 部 - • 111 - .(騨 ) .  ｔ Ｇ ｾ Ｇ＠

ＺｲＮＺ ｴｴ イココロ・ ＧＺｊＱｪ ｾ

スヲυーココ.ロ・3 ヲ

キューピv ヲコ.ロ・: J 1j 匂

全国各地区各市( 全関東除く) の生産実施工場を

紹 介 さ せ て 頂 き ま す 。

また、 全 固 有 力 ブ ロ ッ ク メ ー カ ー あ る い は 東 北、東海、 北 陸 、 近 畿 、 中 国

四 国、 九 州 の 各 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 工 業 組 合 へ 直 接 お 問 い 合 せ く だ さ っ

て も 結 構で す 。

営 業 所 = 仙 台 ・東京

京 都 福 知 山 大 阪

米 子 熊 本

/ = 叫1 :
1

.:.1¥日 発 実 業 株 式 会 社

京 都 市中 京 区 西 洞 院 通 四 条 上 ル ・ ウ オ ジ ビ ル

電 話京 都 ( 0 7 5 ) 2 3 - 3 4 8 7 ・2 1 - 7 9 9 6 ・2 1- 7 9 4 8
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コンク
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k k鈴木シヤタア商会 … ... . 一134

ダイケンサッシ k k .... .........・ ・35
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保 全 k k岸工作所… - 一 …- ・ ..... . .111

ミツ' シマ工業k k .............. ... .38 

山崎産業k k …  - … …  ・・ ・… 62

話 器 岩佐物産k k … ・ー ・… … 130  

関西媛房工業k k … …………・ .140

k k谷山鉄工所 …・・・ ... .........108

詑 寝 腕建設工業k k ..  ・ ・ 130  

k k朝日工業社 … … … … … … … 130

kk大阪城ロ研究所 ・… … - ・… 130

大阪電気暖房k k … … ・・… ・・… 130

kk建材社 一- ……………・・・…] 30  

斎久工業k k … ー……………・・ '130

kk斎藤省三商庖… . . . . …… -・130

三機工業kk. 一……・・……・…・ .130

kk三晃商会 ・・…・・ … ..... 130

須賀工業k k … … … … … … … … 130

第一企業kk .. ・… … ・… … … 130

第一工業kk. 一… … … … … … … 131

高砂熱学工業k k …・・・…… 131

東洋 キャリア工業k k … … … … 131

東洋熱工業k k … … … … … … … 131

日本管工業k k … … … … … … … 131

日本冷熱工産k k … … … … … … 131

kk西原衛生工業所…・・・ … … … 131

平山工業kk … - 一…ー ……・・ 131

kk森野工務庖…………・・・・・… 131

山田工業k k . ・… … … … … … … 131

理研鋼機k k ... … … … … … … 131 

5 語 浅海電気kk ... ... ...一 …一 . .132

工藤電気kk. 一… … … … … ・・・… 132

栗原工業k k ・・・・ ・・・・ ・・・・ ..... ...... 132 

kk三輿社 一一 ・…・・・……… .. .132

三宝電機k k …………・・…・・・ .132 

中央電気工業kk. ……. . .・ H ・.. 132

朝陽電気kk … … … …………・・ 132

東光電気工事k k .. ……・- …・・132

中本電気k k ……………・・・…・・132

野里電気工業kk . … 一 …・ぃ・目 .132

富士電業kk …………・…. . . 一 132

k kヤマト電気商会… … … … … 132

霊 ｾ＠ k k A B  C 商会 28 

総 大阪市住宅供給公社 … ......129 

大阪府住宅供給公社 …ー・ … 129

kk 内外写真一 .......... ・・ ー… 133

フタパ 黒板・ ・…・ …・・・・ ・・… 133

松平式白蟻殺滅予防所 ・・ 133

・ 空 気 調 和 設 備 ・ 給 排 水 衛 生 設 備

・各種送排風機 設計施工
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日本建築協会優頁謹明 セ メ ン ト 増 強 防 水 剤

株 式 会 社

-'i7t - qイトB雪

株式会社日本セメン卜 防水剤製造所

本 社 大 阪 市 東 区 青 打 越 町 2 - 3  1  ( 船 越 ビノレ) 屯 話 ( 941 ) 乙626 ・2628

連 絡 所 ヨ主 主 京 市 内 台 上 の 池 電 話 宝 塚 ( 36 ) 2153 

出 必 所 屯 話 * ぶ ( 431 ) 8648. ? " 古 屋 ( 32 1) 1331 ・仙 台@0 7 2 1 ・札 眺@l l l l

ウォータイト式日:)j 水 氾 ぷ 大 二三工 業 向 松 ( 2) 0016 安 雄 工 . J'; 福 岡 ( 28) 5  2  0  7  

工 J'; 代 行 山 辺 水 位 付 広 μ ( 61 ) 6  3  7  1  

ヨ ｾｉＮＮｉＮ
- 防 水 工事 責任 施 工

製 品

- セ メ ン ト 混 和 剤 の ト ッ プ・・ー・・ー

ご一 報 次 第 カ タ ロ グ 進 呈 し ま す

防 水 剤

急 結 剤

A  

Eコ

τョ

接 着 剤

剥 離 剤

3由 周 昌 仕 工 事 土

本 社 * ぷ飾品川区大井 l ニ1 5 電 ，l/i ( 774 J" 4111 ( 代 J< )

大阪営業所 大阪市京成区内今里 2 - 48 電話 (971 ) 4765 ∞63 

- 基 礎 施 工 の 悪 僚 件 を 克 服 す る

議 富 式 自 信 三 品 杭

特 許 . 第 2 3 3 7 4 4 号

特 許 . 第 2 5 0 1 0 8 号

実 用 新 案 ・ 第 2 5 - 1 0 9 4 2 号

実 用 新 案 . 第 3 7 - 3 6 1 0 6 号

株式会社 武 智 工 務 所

本 社 大 阪 市 東 区 布 施 楠 2 - 2  0  (，if， 1iI1.新 ピ J レ)

T E L 大 阪 ( 202) 3233 ( 代) ・7501 ( 代)

名 古 屋 営 業 所 名 古 展市 中 村 区 船 入 町 1 ー 12(服 部 ピ ル )

T E L 名 古 屋 (582) 3  0  3  6  ( 代)

大 阪 工 場 大 阪 市 住 吉 区 北 加 賀 屋 町 5 - 2  7  

T E L 大 阪 ( 672) 3  2  2  3  .  3  2  2  4  

名 古 屋 工 場 愛 知 県 海 部 m 弥 広 町 佐 古 木

T E L 弥 富 ( 7 )  1  1  9  I ・ 1 1  9  2  

2 日 本 建 鉄 の

PS型レテりードサッシ

ァILミ サッシドア

一 日 本 建 鉄 株 式 会 社

本 社 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町 2 - 8 T E L 東 京 ( 270) 6 511( 大 代 )

大 阪 支 前 大 阪 市 北 区 梅 聞 町 4 7  ( 新阪神ピノレ ) T E  L 大 阪 ( 361) 6758 ( 代 )
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屋 根 . 外 壁 ・ 内 壁 . 天 井 に

軍事 建設省認定 朝 日 の 不 燃 建 材 を
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石田朝

大阪支応/ 大阪市北区神山町 4 3 電話 ( 312)8521(代表)

本 社/ 東京都中央区銀座 7 - 3 電話 ( 573)5111( 大代)

営 業 所 / 東京 横浜・静岡・名古屋 ・'&i山 ・大津・姫路

岡山 広島・門司 ・福 岡 ・ 長 崎 延 岡 高 松

新居浜 ・札眺

工 場/ 償 浜 ・ 山 梨 ・大 阪 ・ 水 島 ・玉 島・門司

工場・倉庫・住宅に • 
法 定 不燃 材

朝 日 波 形 ス レ ー ト

朝 日 フ レ キ シ ブ ル ボ ー ド

朝 日 大 平 板

朝 日 ス テ ン ド ス レ ー ト

朝 日 ネ ッ ト イ ン ス レ ー ト

ビ ル ・ 工 場 に

朝 日 耐 火 パ ネ ル

朝 日 防 火 パ ネ ル

朝 日 グ ラ ス イ ン パ ネ ル

朝 日 フ ェ ザ ー パ ネ ル

朝 日 コ ル ゲ ー ト イ ン パ ネ ル

吹 付 石 綿

朝 日 ブ ロ ベ ス ト

• 

露 性 屋 内 の i[，i， J支変化が小 さく 、ル ーフ ィングなど不要

室 内 に ｾｾｩ 商務 ｆ の心配がありません 。

2. 断 熱 性 太陽の直射や屋外寒気などを| 坊ぎ、熱1 ' l : 流抵抗は

20引 厚 の 木 毛 セ メ ン ト 板 に 等 し い 。

3 . 吸 音 遮 音 性 雨 音 の 発 生 が 少 な く 、 室 内 ・室 外 の騒音を l吸収。 • 
怖 か な 環 境 を つ く り ま すの

4 . 加 工 性 長 尺 ロ ー ルnx形、波付 加工 及 び 現 場 施 工 は 従 来 の

亜 鉛 鉄 板 と 同 級 に 簡 単 で す。

5. 経 済 性 施工が符易、工般が簡単、その上軽量であるため

工 事政 がグーンと節減できます。

Ｖ 防火性 特殊 ｾｦￋ 燃処 ｦｬｬｬ が施されたウレタンフォームは

ｉ ｾ ｉ 己消火ＭＱＧ Ｑ Ｚ をＮｦ￬し防火 ヒ安 全です 。

7. 防 水 』性 ウ レ タ ン フ ォ ー ム が コ ー キ ン グ材 の 例 き を し て

防ノ'J('I 'J:を IｾＺ， め、ｆＺｦＺ￮ ｩｬ Ｑｩ η の心配無用です 。

大岡鋼板
種 類 長 尺 ・平 板 ・波 板

カフーグリ y プ

厚 さ 0 .27弘 ( #31 ) - 0 .60 官， ( #24)  

ポリウレ) l ンフオーム 5' %.  

寸 法

幅 914鳴 り尺)

長さ印私まで m 

色 彩

カフーグリ y プの色 標準色 B 色

ポリウレヲンフオ ムの色灰色 ・黄色 l  

- 標 準 寸 法及 び色 彩

営 Jに所 東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内3- 10 T E L  (111) 050 1  • 
- カタログ・見本帳ご希望の方は但築と社会》とご記入の上ご請求下さい I  

- 昭和43年 1月25日発行 (毎月 1回25臼発行) ・昭和24年 3 月19日第 3l霊郵便物認可

・こ入会のお申込みは ・社団法人 日本法築協会 大阪市東区北浜3- 37 電話大阪 (231)9648・9649・9640 振替口座大阪39975番
定価 300円 (送料共)


